















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　王国軍の大規模攻勢は失敗に終わった。

　第四軍の主力は壊滅し、中央国境地帯における主導権を完全に喪失。

　勝利した王都解放軍はその機に乗じて各主要都市へと進出し、大した抵抗を受けることなく勢力圏の拡大に成功。

　残るは中央国境地帯における王国軍最大拠点、ベルタ城のみとなった。

　勢いを増す解放軍は六万の軍勢でベルタ城を包囲、苛烈な攻城戦を開始した。

　王国軍司令官ダーヴィトは降伏勧告をはねつけたが、まもなく落城することは明らかだった。

　兵の戦意は低く、この籠ろう城じよう戦せんが絶望的ということも理解していた。それでも、貴族としての矜きよう持じが逆賊に降くだることを許さなかった。

　だが、その「誇り」とやらも最早崩壊寸前である。

　先の敗戦において、ダーヴィトはよりによってシェラに窮地を救われてしまったのだ。

　──散々下賤と罵っていた平民上がりの小娘に。

　恥と怒り、そして自己嫌悪から心労が重なり、満足に食事を取ることすら出来なくなってしまう。

　そんなダーヴィトの葛藤など露知らず。

　シェラは美味しい食事を、心から楽しみながら味わっていた。




　そして、籠城開始から二日目の夜。

　ダーヴィトはシェラに対して出頭命令を出した。

　疲れた様子で椅子に座り込むダーヴィト。その蒼白でやつれた表情からは、かつての自信を窺うことは出来ない。

　衛兵がシェラの到着を告げる。手振りで通すように伝えると、重厚な扉が開き、武装した年若き女士官が現れる。

「……少佐と二人で話がしたい。お前達は下がってよい」

「し、しかし」

「命令だ。下がれ」

　有無を言わさず衛兵達を下がらせる。シェラはダーヴィトの正面まで来ると敬礼した。

「シェラ少佐です。お呼びでしょうか」

「……うむ。よく来たな少佐。実は貴官に尋ねたいことがあってな」

　小声で呟いた後、水の入った杯で喉を潤す。シェラは黙ったまま立ち尽くしている。

「憲兵より報告があったのだ。先日の戦いで、貴官が勝手に隊旗を掲げて戦闘を行ったと。それは、事実なのか？」

「はい。私が勝手に作りました」

　平然とした様子で答えるシェラ。

「許可なく隊旗を作成し、戦場で掲げるのは軍規違反だ。本来ならば重罪だ」

「了解しました。申し訳ありませんでした」

　と、悪びれた様子は見せないが頭だけは下げてくる。

　ダーヴィトは一度頷いた後、話を続ける。

「……だが、先日の戦い振りは実に見事だった。その功により、今回は罪には問わないこととする。そして、今後もその隊旗を掲げることを私が許可しよう。王国軍の士気向上に役立つはずだ」

「ありがとうございます、閣下」と、シェラは敬礼する。特に嬉しそうな表情を見せることはない。

「……いや、礼には及ばん」

　ダーヴィトは複雑な感情を押し殺す。シェラを隊旗の件で呼び寄せたのはただの口実である。

　本当は感謝と謝罪の言葉を伝えるつもりだった。窮地を脱することが出来たのは、シェラの凄まじい奮闘のお蔭なのだから。

　戦いを間近で見ていたダーヴィトは、シェラへの認識を改めていたのだ。

　しかし、本人を目の前にすると貴族のプライドが邪魔をする。たかが平民上がりの士官に頭を下げる必要などない、と。

　では、そんな平民上がりの小娘に助け出された己は何なのか。命の恩人に頭一つ下げることが出来ない人間が、誇りを語る資格などあるだろうか。ダーヴィトは激しく葛藤する。

「……そろそろ持ち場に戻っても宜しいでしょうか？」

　シェラがお腹を擦りながら問いかけてくる。

「あ、ああ。持ち場に戻って構わん。……ご苦労だったな」

「それでは失礼します！」

　長話でお腹が空いたと小声で呟くと、踵を返し足早に城主の間を後にしようとする。

　ダーヴィトは暫し逡巡した後、慌てて椅子から立ち上がる。

「──シェ、シェラ少佐！」

「……まだ、何か御用でしょうか？」

　扉に手をかけたまま、眉を顰ひそめて振り返るシェラ。

「貴官にしか出来ない任務がある。特別な報酬も出そう。是非、引き受けてもらいたい」

　シェラは悲しそうな表情でお腹を押さえると、再びダーヴィトの下へと近づいていった。




　解放軍前線野営地。将兵達の士気は旺盛で、明日こそは落としてやると皆が息巻いていた。

　ディーナーの予定では、あと一週間程度で攻城作戦は終了する。被害度外視で総攻めを行えば直ぐにでも落ちるが、無理をする必要はない。ここまで来たら、詰めを誤らなければ何の問題もないのだ。

　投石で歩兵の援護をしながら、堀を埋め立てる。そして攻こう城じよう塔とう、破は城じよう槌ついを使用できるようになれば、ベルタは落ちる。

　敵に増援が来る気配がない以上、正攻法で攻め立てるのみ。敵兵の精神を圧迫し内部崩壊に持ち込み、門を内より開けさせるのだ。多数の内応に成功している今、開城は時間の問題だ。

「ディーナー殿。攻城作戦は当初の予定通りに進んでおるようですな。部下達も気勢を上げておりましたわい」

　老将ベフルーズがディーナーに声をかける。巧みな用兵を得意とする、解放軍の中核をなす将官の一人だ。

「ええ。全て計画通りです。遠くないうちに、かの門は開け放たれるでしょう」

　卓上の地図に記されたベルタ城。その四方は解放軍の駒により完全に包囲されている。

「後は捨て鉢になった敵の攻撃に注意を払うだけですな。追い詰められた敵は何をしでかすか分からない。くれぐれも気をつけねばなりますまい」

「その件ですが。もうしばらくしたら、一カ所だけ包囲を薄くする予定でおります。あえて急所を見せ、敵を誘い出すのです」

　ディーナーは東方面に配置された駒を後方に下げる。

「なるほど。その退路に伏兵を配備するという訳ですな。伏兵がいると分かっていても、敵は乗らざるを得ない。城に籠っていれば自滅するだけ」

「……ここで、例の〝死神〟を討ち取ります。そろそろ厄介な存在になってきましたから、強引にでも退場して頂く。あの騎兵隊は、落城前に必ずや脱出を図るでしょう。カナン地帯への退路に、身を隠して行軍するのに丁度良い森林地帯があります。彼らはこの地点を通過するはず。そこを捉えます」

　全ての手は打っておいた。

　退路上に兵を伏せ、ひたすら前進するしかない騎兵を待ち受け、討ち取る。

　敵が動くのは夜更け。どんな猛者であろうと人間である以上は限界がある。数で押し潰せば必ず殺せる。

　たとえ、どんな英雄だとしてもだ。

「噂の〝死神〟。確かシェラ・ザードとかいう名前でしたな。勇猛果敢な若き女士官だとか。この目で拝見したいものですな」

　ベフルーズが冗談交じりに軽口を叩く。だがその目は笑っていない。同僚を何人も討ち取られ、内心歯嚙みしている。

　ボジェク、ボルールといった優秀な将を失ったのは痛い。経験豊かだった彼らには、後進を指導するという重要な役割があった。それをあの〝死神〟が、易々と刈り取っていってしまった。

「残念ですが、ベフルーズ様が〝死神〟と相まみえる機会はないかと。かの者には早急に元の世界にお帰り頂く。滅び行く王国軍には、英雄など必要ないのです」

　ディーナーは言い切るとベルタ城へ視線を送る。全てが順調だ。







　籠城開始から既に六日。相変わらず増援は来ず、堀は刻々と埋め立てられている。

　そんな絶望的状況下のベルタ城内、貴賓室。

　シェラはダーヴィトの招きを受けて、豪華なディナーに興じていた。

　交戦中の状況下の今、このようなことをしている場合ではない。だが、ダーヴィトにとっては必要なことだった。

　依頼した〝任務〟はシェラが順調に片付けている。人選は間違っていなかった。

　その〝任務〟の報酬に、何が欲しいかシェラに尋ねたところ、「美味しい食べ物をくれ」と物怖じせずに答えたのだ。

　食欲が湧かないダーヴィトは、目の前で食事を平らげていく娘を見て思わず苦笑した。

「シェラ少佐。どうだ、美味いかね」

「はい。とても美味しいです」

　顔を上げずに答える。今は鎧や籠手は着用していない。使ったばかりの得物は卓の下に置いてあるが。

　まだ新しい白い軍服に身を包み、上機嫌に咀嚼している。

「そうか。それならば良い。一流の料理人が作ったものだ。ゆっくりと味わうが良い」

　ダーヴィトはシェラに告げると、グラスを傾ける。

「……はい、了解、しました」

「食べながら話さなくても良い。落ち着いて食べて構わん」

　その言葉に頷くと、ナイフを使って肉を丁寧に切り分けていく。

　王国北西部に生息する高級なコロン牛。その肉を使った料理など庶民にはとても食べられる物ではない。滴り落ちる血のソースを味わいながら、パクパクとステーキを口に放り投げていく。

　他にも諸国連合で採れる果実や、帝国産の高価なワインが並んでいる。いわゆる高級貴族の食卓。貪るように食べ尽くしていく。

　今まで味わったことのないご馳走の山に、シェラは夢心地だ。この世の至福を味わっているかのような表情である。

　目がとろんとし、頰が完全にゆるんでいる。戦闘時の勇ましさがまるでない。

　ダーヴィトは思わず咽むせ返かえる。

　こんなに幸せそうに食事をする女を、今まで見たことがなかったから。

　この少女が、〝死神〟と敵兵に畏怖されているとはとても信じられない。だが、間違いなくこの目で見たのだ。

　ダーヴィトは、興味深そうにその食事風景を眺めていた。




　和やかな時間が流れる食卓に、突如として闖ちん入にゆう者が乗り込んでくる。

　十名ほどの手勢を率いた貴族の男。ダーヴィトに取り入って参謀の地位に就いた人物だ。抜き放った剣を得意気に構え、厭らしい笑いを浮かべる。

　シェラは全く気にせずに食事を続ける。彼らからはその小さな背中しか見えない。

「……誰かと思えば、アサル参謀ではないか。似合わぬ剣など持って、一体どうしたのだ？」

　ダーヴィトがとぼけた口調で問いかけると、アサルと呼ばれた男が鼻を鳴らす。

「フン、知れたことです。閣下の首を手土産に解放軍に投降するんですよ。アルツーラ姫とて元々は王家に連なる者。お仕えするのに不足はないですからな」

「それで、わざわざ乗り込んで来たのか。実にご苦労だな」

　帝国産の高級ワインを口にするダーヴィト。

　シェラはフォークで果物を突き刺す。緑色のこれはベルタメロンというらしい。ベルタの高所で採れる高級な果物。

　試しに一切れ食べてみたら、とても甘い。フォークで、一つずつゆっくりと味わいながら食べていく。口内に蕩とろけるような果汁が溢れる。甘い。頰の力がだらしなく抜けていく。堪えきれぬ喜びで身体を震わせる。

「美味いかね？　その果実は本当に希少なんだが、今日は特別だ。味わって食べると良い」

　有力者達を招いた際に提供するはずだった嗜好品や贅沢品。この期に及んではもう必要がない。

「……閣下らしくありませんな。どこの小娘かは知りませんが、このような者に情けをかけられるなど。虐殺の主導者である貴方には、最後までそれらしく振る舞っていただかないと」

　アサルが合図を送ると、兵がシェラに近づいて行く。

「おら、呑気に飯食ってる場合かッ！」

　後ろからシェラの頭を強く小突いた後、テーブルクロスを勢い良く引き抜く。綺麗に並べられていた食器が、料理ごと落ちて床に散乱する。ワインの瓶が割れ、液体がシェラの足下を流れていく。呆然とするシェラの手にはフォークとナイフだけが残された。

　食べかけのベルタメロンが、下に落ちて潰れてしまった。まだ半分も食べていないのに。

「…………」

　潰れてしまったメロンの汚れてない部分を、屈んでフォークで拾い上げようとしたところ、

「おっと、思わず踏んじまったぜ。ヘヘッ、悪いな」

　男の汚い軍靴がメロンを無残に踏み潰した。潰れていたメロンは、原型が残らないまでグチャグチャになった。

　目の前の物体は、どう頑張っても食べることは出来ないだろう。

　シェラは屈んだ状態で停止する。ピクリとも身動きしない。

「閣下には非常に落胆させられましたよ。栄光の道を歩まれると思ったからこそ、私は今まで懸命に仕えて来たのです。没落した貴方には何の価値もない」

　アサルが剣を弄もてあそびながら続ける。

「だが貴方の首にはまだ価値があるらしいのでね。ですから、今まで仕えた慰謝料として頂きに参上したという訳です。理解して頂けましたら、その首を差し出してもらえますかな」

　おどけて己の首を切る仕草をするアサル。

　手勢を集めるのに後れを取ったと思ったが、未だ標的が残っていることに安堵していた。杞憂だったようだ。他の参謀共も案外手ぬるいらしい。そういうことならば、一番手柄は遠慮なく頂くとしよう。

　アサルは「殺やれ」と兵達に指示を出す。始末したら直ちに門を開けて解放軍を中に入れなければならない。まだまだ忙しい。この期に及んで、王国に最後まで尽くすなどという愚かな輩も少なからずいるのだから。

「了解ですアサル様。この小娘はどうしますか？」

「ふむ、予定にはなかったが」

「ヘヘッ、ゆっくりと楽しみたいところだが少しガキすぎるな。そういう趣味はねぇからよ。……なんだ？　ビビってんのか？」

　小刻みに震えているシェラの髪を摑み上げる。兵士は己の嗜し虐ぎやく心しんを刺激される。

　いたぶって殺すのも悪くなさそうだと、下卑た笑みを浮かべて小さな頭を乱暴に撫で回す。

「その娘は閣下のお気に入りらしい。一人で死ぬのは寂しいでしょうからな。仲良く首を叩き落としてやれ」

「おい、聞いたか。お前を殺しても良いってよ。へへ、どんな顔で死ぬんだろう──なッ!?」

　兵士が顔を近づけた瞬間、シェラは振り向き様にナイフを突き立て深く抉る。男が暴れ狂うのもおかまいなしに、何度も何度も突き刺した。凄絶な悲鳴が室内に響き渡る。倒れた男に馬乗りになり、何度も何度も殴りつける。

「おい。お前のせいで私のご馳走が台無しになったわよ。ねぇ、聞いてる？」

　血ち飛沫しぶきを浴びながらシェラが尋ねる。

　悲鳴を上げるばかりで返答がないので、フォークを脳天に突き刺して無理矢理立たせる。後頭部を摑み、近くの壁に向かって顔面を叩き付けた。

　ベチャっと嫌な音がした後、ようやく部屋が静かになる。やれやれとあご鬚を撫でているダーヴィトも、巻き添えで返り血を浴びている。

「な、なんだお前はッ！　何者なんだ！　……い、いや待て。き、貴様、シェラ少佐か!?」

　先の戦いで凄まじい戦いをしたという女士官。軍議の際に一度だけ顔を見たことがある。

　アサルからは後ろ姿しか見えなかったため、顔と服装に気がつかなかった。

「そうよ。貴方で最後みたいね。ダーヴィト閣下に命令されたの、王国を裏切ろうとする屑共を始末しろって。そのお礼でご馳走を食べていたのに」

　落ちてしまった肉片を拾い上げ食べる。肉汁が口内に溢れ出す、その後で濃い鉄の味がする。

　肉も好きだが、今はメロンの味を楽しんでいたのだ。半分以上残っていたメロン。ゆっくりと時間をかけて食べようと思っていたのに。

　メロンの残骸に視線を落とすと、シェラの機嫌がひどく悪くなった。

「し、〝死神〟シェラだ。お、おい、こんな話聞いてねぇぞ。なんで護衛にこいつがいやがる！　この糞貴族がッ、話が違うじゃねぇか！」

　隊長格らしき男が、激昂して叫ぶ。

　彼はシェラの強さを知っている。撤退するダーヴィト隊の中にいたのだから。

　遠目だったので顔は分からなかったが、大橋で奮戦していた姿は鮮明に残っている。

　自分達では絶対に勝てない。対峙しているだけで怖気が走る。〝死神〟に捕捉される前に、逃げなければならない。今直ぐにだ。

「だ、黙れ！　相手はたかが一人だ。取り囲んで殺せッ！」

「てめぇは知らねぇから惚ぼけたことが言えるんだ！　と、とにかく俺はゴメンだ！」

　怒鳴るアサルに吐き捨て、青ざめた顔で逃げ出す隊長格の男。

「シェ、シェラ？　あ、あの大橋の？」

「た、隊長待ってください！」

　争うように部屋から逃げ出していく兵士達。相手がシェラだと知って、完全に怖気づく。
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　生き残るために裏切るのに、〝死神〟が待ち構えているなど冗談ではない。

「ま、待て！　おい、私の命令に背く気かッ！　待てと言っているだろう！」

　追いかけようとしたアサルの背に、何かが投げつけられる。バランスを崩して床に這い蹲つくばると、その飛んできた何かと目が合ってしまう。

　それは同僚である参謀の顔。ダーヴィトの下で熾烈な出世争いを行ってきた相手だ。

　これまでと違うのは、首から下、胴体がなくなっていることだ。

「ひ、ひいいいッ！」

「アサルよ。お前が一番遅かったぞ。普段の働きと同じ結果だ。実に失望させられる。ほら、見るが良い。裏切り者の末路だ」

　ダーヴィトが立ち上がり、テーブルの陰に隠れていた複数の球体を蹴りだす。

　ひと目見てそれが何か理解したアサルは、恐れおののいて失禁した。刈り取られた人の首だ。全員恐怖の形相を浮かべている。

「さてと、最後の仕上げね」

　シェラは床に置いてあった鎌を摑むと、アサルへと歩き始める。首を鳴らしながら、面倒臭そうに。

「ま、待ってくれ。た、助けてくれ。か、金ならやるぞ、少佐。そ、そうだ、私じゃなくて、ダーヴィトを殺すんだ。一緒に解放軍に──」

「一緒に解放軍に行けって？　アハハッ、本当面白いこと言うわね貴方。じゃあ面白いお話も聞けたことだし、そろそろ良いでしょ？」

　血ち塗まみれの顔で微笑むと、喚くアサル目がけて鎌を振り下ろした。

　ダーヴィトは満足そうに頷くと、朱が混じったワインを飲み干した。

「少佐。面倒をかけてすまなかったな。それと、先日の暴言を詫びよう。この通り、謝罪する。……そして大橋で助けてくれたことを、心から感謝する」

　ダーヴィトは頭を下げた。ようやく自分の感情に整理がついたのだ。そして、これが最後の機会だと理解したから。

　シェラは特に感慨もなくそれを見ている。

「貴官はこの城から脱出しろ。シダモ参謀からもそのように申し出があった。恐らく明日には堀が埋められるだろう。そうなればもちこたえることは出来ん」

「はっ、遺憾ながら了解しました」

　早速覚えたての言葉を使ってみるシェラ。ダーヴィトは思わず苦笑する。

「確かに、実に遺憾だな。……私はここに残るが、動ける兵士達は脱出させるつもりだ。指揮はコンラートに一任してある。計画は彼と打ち合わせるように。決行は、明日の夜だ」

「シェラ少佐、了解しました」

「下がって良い。最後にとても楽しい食事が出来た。貴官の武運を祈っている」

　シェラは敬礼すると、大鎌の血を振り払って退出していく。

　血の臭いが充満する部屋で、ダーヴィトは穏やかな顔でワインの味を楽しんでいた。




　──翌日。

　堀は完全に埋まった。解放軍の本格的な攻城が始まる。

「攻城塔前進開始ッ！　敵の弓兵を打ち落とせ！」

　兵を搭載した攻城塔が、ベルタ城の至近距離まで前進し苛烈な攻撃を開始する。

「弓構えっ！　放てっ！」

　身を隠しつつ、塔の内部から城壁の弓兵を射抜き始める。高さという利点を失った王国兵達は、次々と落命していく。

　しかし彼らは退避出来ない。城壁から下がってしまえば攻城塔は梯子を架けて来る。そこから次々と歩兵が投入されるのだ。こうなれば止められない。だから、城壁は死守しなければならない。

　籠城側は、攻城塔だけではなく下にも注意しなければならない。縄梯子をかけて強引によじ登ってくる可能性もある。破城槌で門を打ち破られないように、攻撃を集中させる必要もある。

「決して突破を許すな！　ベルタを反乱軍に渡すなッ！　第四軍の意地を見せ付けろッ！」

　守備隊長のかけ声が空しく響く。守勢の戦意は崩壊寸前だった。このような場合は、指揮官の叱咤により奮起する場合もある。だが、貴族上がりのダーヴィトではそれも難しい。何より、一度も本館から出てきていないのだ。士気が上がる訳もなかった。




　シェラは、指揮をカタリナに任せて、コンラート少佐と話し合っていた。今晩決行する脱出作戦についてだ。

　コンラートは無骨を絵に描いたような男で、必要なことだけしか喋らない。

「シェラ少佐。私が第四軍転進任務を指揮するコンラートだ。今晩夜が更けるのを見計らって決行する。上から見る限りでは、東側の包囲が薄く見える。よって、東門より突破を図りカナン地帯のロシャナク要塞を目指す」

　ベルタ地帯と王都地帯に挟まれるように存在するのがカナン地帯だ。険しい山岳に囲まれており、王都を目指すにはこのカナンを抜けなければならない。一本だけ通っている街道を抜けると、広大な大平原が連なり、その中心部に王都ブランカが存在する。

　カナン自体は痩せた土地で農産物も期待できない。これといった産業もなく、人口の少ない貧しい地帯である。攻めても利益は少ないが、王都を目指すならば必ず通らなければならない。

「それで、私の騎兵隊はどうすれば良いのかしら？」

　コンラートとは同階級なので疲れる言葉遣いを止めるシェラ。豆をかじりながら、足をぶらぶらさせている。コンラートは特に気にしてはいない。軍議中、隣で豆を食っているのを見たことがあるからだ。

「先陣を切るか、殿軍しんがりとなるか。好きな方を選べ。どちらも厳しい戦いになるだろう。残った方に私が行く。私はどちらでも構わない」

　機動力を生かすのならば先陣で一気に駆けるのが正解だが、残念ながら敵は確実に待ち構えている。伏兵により、被害は甚大なものとなるだろう。

　では後詰で出たならばどうかというと、それもまた地獄。北と南からの増援に囲まれる可能性が高いからだ。足を止めたら最後。確実に壊滅する。死ぬ可能性が高いのは、殿軍であるのは言うまでもない。

「じゃあこれで決めましょうか。私もどちらでも良いしね」

　どちらにせよ、解放軍を叩きのめすのみ。シェラのやることは変わらない。

　手にしていた豆の一つに、爪を差し込んで×印をつける。もう一方は無印。両手を合わせた後、それぞれの手に握りこみ、コンラートへ差し出す。

「……何の真似だ」

「×印が一応当たりで先陣よ。一番槍の方が気分が良いから〝当たり〟。──さぁ、貴方の運が試されるわ」

　楽しそうに微笑むと、死神は無骨な男に運命の分かれ道を提示した。




　陽が暮れると、解放軍は再び兵を下げていく。脱出を企んでいると見抜いているのだろう。兵を無駄にするつもりはないようだ。

　煌々と光を放つ松明が、静寂のベルタ城を包み始める。最後の夜が来る。損壊激しい城壁から周囲を見渡すと、やはり東側の松明が少ない。その先には森林地帯があり、カナンへと続く道となる。茨の道だ。

　コンラートとシェラの指揮の下、ベルタ城の残存五千名が集められた。身動きできない負傷者、必要最低限の兵士を引いた数だ。脱出する気のない者は、城に残っている。

　これが威容を誇った第四軍の成れの果て。動ける兵士はもうこれだけしかいない。

　ダーヴィトは、脱出を固辞し本館に一人で残っている。筆頭参謀は重要書類の焼却作業に当たっている。暖炉の炎に過去の栄光を全て投げ込み、最後には毒を呷あおるのだろう。

　コンラートもここに残り死ぬつもりだった。ダーヴィトに転進任務を頼まれなければ。

　シェラに合図を送る。シェラが大鎌を掲げてそれに応える。誰かが唾を飲み込む音が聞こえる。走り出したら最後。決して止まってはならない。




　──その瞬間、城内から爆音が轟き本館から火の手が上がり始める。東を除いた各城門が開け放たれ、解放軍が雪崩れ込んでくる。内通者が行動を起こしたようだ。手柄を上げるにはこのタイミングしかありえない。

「城門開けっ！」

　コンラートが馬上から怒声を上げると、最後の門が開かれる。

「ベルタ歩兵大隊、転進を開始するッ！　進めええええええッ！」

『応ッ！』

　第四軍旗を掲げた兵士達が進軍を開始する。誰も彼もが疲労している。門を出ると早々に剣を投げ捨て、別方向に脱走を企てる者もいた。東門から、それぞれの思惑を持って兵士が全方位へと散らばっていく。既に統率は取れていなかったのだ。

　コンラートの指揮に従うのはわずか千人。以前から率いていた直下の隊。彼らが士気を保っているのはコンラートの手腕である。指揮官を先頭に、森林地帯を目指して突撃を敢行した。




　不恰好な行列を見送ったシェラ。騎兵隊は同時に出ることはしなかった。思いつきで、なんとなく止めた。

「少佐。我々は行かないのですか？」

　弓に覚えのある騎兵が、平然と尋ねる。シェラの騎兵隊は白き凶鳥と黒旗の下、高い士気を保っていた。その数は二千三百騎。多少減ったのは籠城中に戦死したからだ。

　仲間の死をシェラは残念に思った。食事を一緒に食べてくれる人間が減るのはやはり寂しい。でも戦争だから仕方がない。シェラは彼らの分まで食べることにした。

「そろそろ行きましょうか。大分明るくなってきたし」

　ベルタ城本館、ダーヴィトのいるであろう場所が、勢い良く燃え盛っている。各城門も火の手が上がり最早どうしようもない。ベルタは間もなく落ちる。

　殺意を漲らせながら、カタリナが報告する。

「少佐。やはりヴァンダー少尉の姿はありません。恐らく、いえ、確実に内応しているものと思われます。探し出して始末しますか？　ご命令頂ければ、殺してきますが」

「それは次にしましょう。今はやるべきことが他にあるしね」

「はっ！」

　シェラは肩に担いでいた大鎌を横手に持つ。出撃だ。

「では、我々も行きますか？」

　騎兵の一人が問いかけると、シェラは頷く。騎兵隊員が、兜の眉ま庇びさしを下げていく。

　シェラは兜が好きではなかった。隊員の注意を聞かず、頭部には何もつけていない。死ぬ時は死ぬ。兜は重いし蒸れるし良いことがない。

「──少佐、ご命令を」

　カタリナが眼鏡を持ち上げて、促す。手には杖を構えている。

「シェラ騎兵隊、転進を開始するッ！　私の後に続けッ！」

「少佐に続けッ！　軍旗を掲げろっ！」

『応ッ！』

　馬腹を蹴り、シェラが疾走を開始。軍旗が装着された槍を掲げて騎兵が整然と駆け抜けていく。

　もう敵はいないと踏んで乗り込んできた敵兵を、馬で轢き殺し槍で胴体を薙ぎ払う。

　闇の中に、白い凶鳥達が放たれた。

　解放軍の苛烈な追撃が開始される。体力のない者から真っ先に脱落し、敵兵の手にかかり死んでいった。敵兵の攻撃を掻い潜り、ようやく逃げ込んだ森林。そこに弓矢が射かけられる。

「やはり伏兵がいるかっ！　相手にするな、走り続けろ！」

　コンラートが怒声を上げる。

「し、しかし！　どこも敵兵だらけですっ！」

「一カ所に攻撃を集中させろ！　必ず隙があるはずだっ！」

　懸命に指示を出すコンラート。その最中も剣を振りながら矢を叩き落としていく。本当に隙などあるのだろうか。ここは袋小路ではないのか。不安が侵食していく。人数を減らしながらも、コンラート隊の奮闘は続く。




「一人も逃がすな！　王国兵は皆殺しにしろッ！」

「敵将の首を挙げれば褒賞金が出るぞ！　絶対に逃がすんじゃないっ！」

「噂の〝死神〟なら、莫大な褒賞金に出世が約束されている！　必ず殺して、同志達の仇を討て！」

　前方を駆ける王国の騎兵隊を追撃する。相手は逃げるのに必死で反撃してこない。こんなに楽な戦いはない。勝利が確約されている。口元を醜く歪めながら、敵兵の後を追う。殺して首を取り、手柄を上げるのだ。

　──瞬間。敵騎兵が何の前触れもなく一斉にこちらを振り向いた。突如として速度を落とし馬首を変えたのだ。戸惑いが走り追撃の足が止まる。

　その隙を突いて、暗闇から王国の騎兵が突撃してくる。

　先頭には特徴的な大鎌を持った黒鎧の騎兵。

「シェ、シェラだ。〝死神〟が──」

　叫ぼうとした最前線にいた兵の喉下に、大鎌が食い込み身体を持ち上げられる。声にならない悲鳴をあげ、手足を前後に痙攣させる。どれほどの激痛が襲っているのか、周りの兵士は絶句する。

　楽しげに振り回した後、そのまま首を引き千切って舌なめずりする。

〝死神〟は次の獲物を求めて、彷徨い、動きだした。

　大鎌を前後左右、交互に振るい、血飛沫を上げ始める。

　後には統率の取れた騎兵隊の群れが、追撃を仕掛けていた解放軍を蹂躙していく。

「何をしているっ！　敵は敗走中なのだッ！　包囲しろ、包囲しろッ！」

「〝死神〟を討ち取れ！　名を上げるまたとない好機だぞ！」

　勇敢な二騎が同時に討ちかかるが、一撃の下に頭から引き裂かれる。兜、鎧、馬まで真っ二つ。もう一人は既に上半身がない。下半身だけを乗せた馬が、主を探すかのように彷徨い始める。

「ひ、ひいいいッ！」

「次は来ないの？　誰でも良いわ。さっさと来なさい！」

　シェラが叫ぶと、追撃部隊が逡巡する。

「か、かかれっ！　奴を消耗させるのだ！」

「む、無理です！　あんな化け物倒せる訳がない！」

「弓の使用許可を！　弓ならば攻撃を集中させれば倒せます！」

「ならん！　同士討ちする気かっ！」

　弓は使えない。余りに近すぎる。外れた矢が包囲している他の味方に当たってしまう。

　追撃の手が止まったのを見届けると、シェラ達は再び転進を開始する。わざと追いつけそうな速度で進軍し、歩兵達が再び包囲すると虐殺を始めるのだ。その度に死体の数は増えていった。

　惨劇を見て怖気づいた兵達の足が止まる。誰も〝死神〟の正面になど行きたくない。勝ち戦なら尚更だ。

「──も、もう良い。これ以上は無理だ。先の奴らに任せるッ」

「ハアッ、ハアッ。ば、化け物めッ！」

「畜生ッ！　〝死神〟に当たるなんてついてねぇッ！」

　三度虐殺が繰り返されたところで、追撃部隊は完全に諦めた。

　勝ち戦なのに何故死ななければならないのか。何故このような化け物と、自分達だけが相対しなければならないのか。彼らは森林地帯へ駆けていく白い凶鳥達を、為す術なく見送った。




「少佐ッ！　前方の森林地帯でコンラート隊が交戦中です！」

「伏兵にやられてるみたいね。それじゃあ私達は側面を突きましょう。少し暗いから明るくしないといけないわ。──カタリナっ！」

　大鎌を構えながら目標を定める。刃の先には哀れな敵兵が串刺しにされている。

　カタリナがその死体に魔力を送り、傀儡とする。

「いつでも行けますっ！」

「──よし、行くぞッ！」

　勢いを付けて死体を投擲する。伏兵が隠れていそうな茂みに死体が投げ込まれた。

　カタリナが指を鳴らすと死体が爆散し、火の手が勢い良く上がり始める。

　驚愕した伏兵達が、慌てて飛び出して来たところを、騎兵隊が突撃、粉砕していく。

「カタリナっ！　次ッ！」

「お任せくださいッ！」

　複数の生贄を手に入れたシェラ。下から拾い上げ、次々に前方へと投擲していく。カタリナが指を鳴らすたびに、凄まじい爆音を轟かせて、敵兵が焙あぶり出されて来る。その度に悲鳴と千切れた四肢が舞い上がる。

「騎兵隊突撃ッ！　殺せッ！」

　騎兵隊がシェラの命令に忠実に突貫を開始。

　物陰から繰り出された槍が数名の騎兵を串刺しにする。伏兵はまだ隠れていたのだ。

　串刺しにされた騎兵は、血ち反吐へどを吐きながらも敵の部隊に突っ込んでいく。

「敵を殺せ」。シェラの命令は絶対だ。息絶えるまで彼らは殺し続ける。五本の槍が胴体を貫いても、騎兵は戦闘行為を続けた。貫かれたまま前進し、目の前の歩兵の首を長柄でへし折る。そして笑いながら死んだ。

「少佐ッ！　背後から敵兵です！　数は千程度！」

「全員殺すッ！　カタリナ、お前は半分連れてコンラートと合流しろ！　あえて炎の中を突き進め！　後は私と来いッ。悉ことごとく皆殺しだッ！」

　死体を放り投げ爆破する。森林地帯は赤く燃え上がっている。解放軍の伏兵達が耐え切れずに外へと脱出していく。

「はっ！　カタリナ少尉、前進します！」

　カタリナと騎兵達は、指示通りに炎の中を勢いよく進軍していく。

　それを見送ると、シェラは振り返り追撃部隊と相対する。敵の指揮官らしき男が剣を構えて大声で話しかけてくる。

「大人しく降伏しろッ！　もう逃げられんぞ！　剣を捨てて馬から降りろっ！」

　シェラの背後には地獄の業火が燃え盛る。黒い旗が炎の明かりで煌々と照らされる。歯を剝きだしにして、〝死神〟が凶暴に微笑む。その隣で騎兵達が槍を掲げて隊列を組む。

「私の騎兵隊は死んでも戦い続けるわ。勿論私も。ね、そうでしょう？」

『シェラ騎兵隊万歳ッ！　シェラ少佐に勝利をッ！』

　軍旗付きの槍を高らかに掲げ、全員が斉唱する。その異様な光景を見て、追撃兵の足が思わず止まる。

　こいつらはどこかおかしい。そう、例えるなら〝死兵〟だ。生きることを放棄し、死を覚悟した狂気の兵隊。

　戦において、死兵と化した敵とは正面から当たってはならない。彼らは死ぬことを恐れない。生きている者を恨み、黄泉よみへと引きずり込もうとする。

　死んでいる奴と戦うなんて御免だ。こんな場所で無残に死にたくない。

　小隊長を含めて、兵達の顔が青ざめる。手と身体の震えが止まらない。何故自分達はこいつらを追ってきてしまったのか。己の不幸を呪う。

「ならば私達は負けていない！　王国軍は敗れても私達は勝ち続ける！　屑共に身のほどを思い知らせてやれッ！」

『屑共に死を！　反乱軍に死をッ！』

「く、来るな！」

「ば、化け物だっ！　こいつらは化け物だッ！」

「死神だ、〝死神〟が来るぞ！　に、逃げろ！」

　圧倒的優勢だった追撃部隊が恐慌状態に陥り潰走を始める。その背後から蹂躙を開始する騎兵隊。解放軍の旗を踏み破り、兵士の後頭部を槍で突き刺していく。

　一方的な逆襲が始まっていた。




　制圧したベルタ城で異変を察知したディーナーは、南北に展開していた兵を追撃部隊として投入。数で押すことで、ようやくシェラ達を森林地帯へと追いやっていく。数え切れないほどの死者を出しながら。

　とても掃討戦とは思えない犠牲者の数だ。兵法も何もない。圧倒的な暴力により、あらゆる追撃が打ち払われていく。

　ディーナーはシェラの力を見誤っていたと後悔し、その上で必ずここで討ち取らなければならないと決意する。

「〝死神〟を殺せっ！　ここで逃がすと禍根となるぞ！　必ず殺せっ！」

「ディ、ディーナー様、落ち着いてください」

　ディーナーの従者が引き止める。近くにいる将官達も、見慣れぬ軍師の姿に唖然としている。

「何なのだアレは！　ふざけるなッ！　あんな物は私は認めないッ！」

「ディーナー殿、落ち着かれよ。ベルタ城は既に落としたのだ。貴公の計画通りではないか」

　宥めるベフルーズの言葉にも耳を貸さない。

「あれは生かしておいてはならない！　ここで逃せば、更に多くの解放軍の血が流れるッ！」

　騎兵の機動力を活かしながら、退いたかと思うと突撃を仕掛けてくる。しかも、己の死を厭わない無謀な攻撃方法で。

　あんな戦い方は認めない。認められない。だから、必ずここで討ち取る。解放軍はディーナーの全て。同志達を虫けらのように殺していくシェラを、生かしておくことなど出来る訳がない。

「フィン大佐の獅子騎兵隊を投入しろッ！　必ず討ち取れと厳命しておけ！」

「か、かしこまりました！」

　伝令が慌てて走り去っていく。

「クソッ、クソッ！　〝死神〟めがッ！　忌々しいっ！」

　ディーナーは爪を嚙みながら、疾走する〝死神〟の軍勢を血走った目で見下ろしていた。




　コンラートと合流したカタリナ、そしてシェラは一撃離脱を繰り返しながら、解放軍を翻弄し続けた。

　暗闇と機動力を利用して、まるで常に意思疎通をしているかのように左右から挟撃、転進を繰り返す。夥しい被害を出しながらも、執拗な追撃を続ける解放軍兵士達。

　フィン率いる獅子騎兵もそれに加わり、ようやく状況が落ち着き始める。勇猛な指揮官が陣頭に立ち、叱咤することで冷静さを取り戻したのだ。連携を絶ち、孤立させながらフィンは王国兵を各個撃破していく。

「貴官達はよく戦いました！　ですが、もう良いでしょう。剣を捨て降伏してください！　決して悪いようにはしません。僕が保証しますよ！」

　フィンは追い詰めた敵に大声で降伏を促す。無益な血を流す必要はないと判断し、最後に降伏を勧告してみることにしたのだ。

　目の前には赤く染まった騎兵が十騎。フィンの言葉を聞いても、特に表情を変えることはない。

　彼らはシェラ本隊とはぐれたため、時間を稼ぐべく独自の判断で踏みとどまった者達だ。槍先には解放軍兵の死体が刺さっている。柄に着けられた黒旗は、返り血でぬめりと嫌な輝きを放っている。

「シェラ騎兵隊に降伏はない。我々に敗北はないのだ」

「シェラ少佐万歳。我々はシェラ様と共に生き続ける」

　淡々とした声で拒絶する騎兵達。民兵の死体から槍を引き抜くと殺気を向けてくる。

　それを見たフィンの副官、ミラが注意を促す。

「こいつら、どこか狂っています。説得は不可能かと。危険です」

「そうみたいですね。仕方ありませんがやりましょう。──全員攻撃態勢を取れッ！」

　フィンが合図を送ると、槍兵達は隊列を組んで包囲する。

　シェラの騎兵達は、恐れを見せることなく、フィン目がけて最後の攻撃を仕掛けてきた。

「大佐ッ！」

「問題ありませんよ！」

　鋭い突きをかわし、カウンターで串刺しにする。抜き放つと同時に薙ぎ払って馬上から叩き落とす。他の騎兵達も歩兵の槍にかかり討ち取られていた。

　どの敵兵も、最後の瞬間まで槍を握り締め戦う意志を見せていた。体力さえ残っていれば彼らは戦い続けていただろう。

「このっ、いい加減に死ね！」

「まだ息があるぞ！　確実に仕留めろ！」

「ハアッ、ハアッ、化け物かこいつら！」

　確実に止めを刺し、次へ向かおうとするフィンと解放軍兵士達。

「さぁ、次へ向かいましょう──ッ!?」

　背後から、殺したはずの騎兵が起き上がり、フィンの頸動脈を引き裂かんと襲いかかってきた。さきほど心臓を突き刺した騎兵だ。もう動ける訳がないのに。

　振り払おうともがくが、凄まじい力で思うようにいかない。フィンの顔に焦りが浮かぶ。

「──シェラ少佐に勝利をッ！」

「た、大佐！　こいつ、大佐から離れろッ！」

　ミラが強引に引き剝がし、剣でその首を切断する。

　フィンは息を荒らげて、死体を見やる。兜が外れたその首には、凄惨な笑みが浮かんでいた。

「──た、助かりましたよ、ミラ。敵ながら恐ろしい。死してなお敵を殺さんとする闘争本能。まさに、〝死神〟の騎兵ですね」

「……何が彼らをそこまで駆り立てるのでしょうか。腐敗した王国にそこまでの価値があるとは思えません」

「さぁ、それは僕には分かりかねます。もしかしたら指揮官の魅力かもしれません」

　小さく嘆息すると、追撃を再開するフィン。〝死神〟には関わるべきではないと、彼の本能が警鐘を鳴らしていた。それを飲み込んで、明かり一つない暗闇を前進する。

　兵達の顔に怯えが見える。勇猛果敢な獅子の旗印。暗闇は恐怖を刺激する。闇の中から、いつ大鎌が伸びてくるか分からない。松明を破邪の魔除け代わりに掲げ、彼らは静寂の中を進軍する。〝死神〟に魅入られないよう祈りながら。




　夜が明け、森林地帯を抜けても追撃は続いた。

　コンラート隊は疲労困憊で最早戦えない。一方のシェラ隊は隊列を崩さず行進を続ける。敵が現れれば転進して迎撃し、再び隊列に戻る。

　解放軍は追撃部隊として更に五千を編成、〝死神〟を討つためにカナン地帯へと越境し進撃させた。

　ロシャナク要塞のヤルダーは、放っていた斥せつ候こうから敵情報を得る。

「敵兵を打ち払い、直ちに友軍を救出せよ」。参謀が引き止めるのを一蹴し、自ら四千を率いて出撃、縦列陣で猛追をかけていた解放軍の側面を奇襲した。隊列が伸びきっていたため、追撃部隊は分断され混乱に陥る。

　それに合わせてシェラ隊も再突撃を敢行。解放軍追撃部隊を完かん膚ぷなきまでに叩きのめし、潰走させた。

　第四軍の残存兵力は約二千人。城を出た時五千だった兵は、二千まで減らされていた。

　地獄を潜り抜けた彼らは、ヤルダー隊の助けを得ながらロシャナク要塞へと入り込んだ。誰もが手傷を負い、その装束はボロボロだった。ここまで来れたことが奇跡である。

「シェラ少佐の働きがなければ、彼らがカナンへ辿り着くことは出来なかっただろう。苛烈なる働き、まさに〝死神〟の如し」

　ヤルダーは、シェラの奮闘を激賞。

　重傷を負いながらも生き延びたコンラートが謝辞を述べる。彼は〝死神〟の選択に正解し、幸運を摑み取ったのだ。

　シェラは中佐への昇進が決定すると同時に、王国騎士勲章が授与された。このような敗戦では異例だ。

　シェラはそれを適当に受け取った。勲章などはどうでも良く、今欲しいのは全く別なものだったから。その後、ヤルダーが特別に用意したご馳走にありつき、ようやく満足そうな笑顔を浮かべた。

「皆、本当によく戦ったわ。ここにいない兵達も、常に私と共にある。美味しい物が食べられるのは、彼らのお蔭」

　シェラが部下を労うと、カタリナが同意する。

「はい、彼らの奮戦がなければ辿り着けなかったでしょう」

　用意されたのは、カナン地帯で取れた猪肉と山菜の盛り合わせ。この要塞ではこれでもご馳走だった。

　猪肉は荒っぽい味だが、山菜がそれを補うように臭みを消している。カタリナは眉を顰めている。お気に召さないようだ。

　シェラとしてはもっと肉が欲しいところだったが、在庫がないから辛抱してくれと料理人に謝られてしまった。

「……少し、寂しいわね」

　一緒に食事をしてくれる仲間達が大勢いなくなってしまった。ナイフとフォークを動かしながら、独り言を呟くシェラ。聞こえたのは、隣にいたカタリナだけであった。

「少佐？」

　カタリナが不思議そうにシェラに問いかける。

「いや、なんでもないわ。貴方は気にせず食べなさい。生きている者の特権よ」

「は、はい」




　シェラ騎兵隊残存千五百。ロシャナク要塞総兵力は七千。

　ヤルダーは、ここカナンで解放軍を迎え撃つべしと、王都へ伝令を送った。

　これを受けてシャーロフは国王に申し入れを行い、第一軍の半数、五万をカナン地帯へ派遣することを認めさせる。各師団を数隊に分け、続々と兵力を送り込む。

　ちなみに、シダモ参謀はベルタ城を脱出し、ロシャナクで再びヤルダーの補佐役に就いた。彼は一般兵に扮し、隙を突いて逃げ出したのだ。解放軍に降伏する気はさらさらなかったようである。




　ベルタ陥落を見届けた帝国は時至れりと判断。王国に対し宣戦を布告し王国北西部マドロス地帯へと進軍を開始した。

　王国領に侵攻した帝国軍は立ち塞がる要塞線の攻略に取りかかった。

　季節は既に初秋、厳しい冬季を迎える前に、早期での攻略を目指している。

　迎え撃つは王国軍第五軍団。マドロス領出身者で固められた軍団で、結束が非常に固い。反帝国感情が最も強く、降伏勧告の使者を、口を開く前に即座に斬り捨てたほどだ。

　諸国連合と隣接する王国南部地帯では、王国軍第二軍団が釘付けとされていた。元々独立意識の強い地帯であり、第二軍団が離れた途端、領主達が反乱を起こすのは確実だ。身動きの取れない第二軍司令官は、各地の苦戦を歯嚙みして見ているしかなかった。

　一方、ベルタ地帯を制圧した王都解放軍は、選択を迫られていた。

　カナンを攻略し一直線に王都を目指すか。王都制圧後を見据え、独立の危険がある南部地帯の攻略から目指すか。もしくは、それらを並行して行うか。全ては、解放軍の若き指導者、アルツーラの決断にかかっていた。

　王国軍を裏切ったヴァンダーは、城門を開け放ち、混乱に乗じてダーヴィトの首を挙げることに成功していた。その功が認められ、大尉として解放軍に迎えられている。

　ディーナーの麾き下かに入り、降伏した元王国兵を率いることが決定した。

「ヴァンダー大尉。貴官は〝死神〟シェラ少佐の指揮下で、副官を務めていたそうだな」

「はっ、その通りであります」

「……少し聞きたいことがある。噓偽りなく正直に答えてもらう。良いな？」

「私は既に解放軍の人間です。全てをお話しします」

　ディーナーはシェラについての情報を入手しようとしていた。どんな些細なことでも良い。〝死神〟の人柄、思考、指揮方法。それを把握することで、次の戦いに繋げる。

　ベルタ城は確かに落としたが、個人的には、この戦いは負けだ。シェラを逃がしては完璧とはいいがたい。あの忌々しい〝死神〟を討ち取らなければ。

　──次は殺す。必ず殺す。

　ディーナーは沸き立つ殺意を押し隠しながら、ヴァンダーからの情報を脳に刻み込んでいった。
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　修復作業が急ピッチで行われている解放軍支配下のベルタ城。

　城内の会議室では意見が二つに割れていた。一つは直ちにカナンを陥落させ、一挙に王都攻略を目指す急戦策。もう一つは南部を攻略しつつカナンを調略するという、安全だが迂遠な策だ。

　連戦連勝に勢い立つ士官達は、一刻も早く王都を目指すべきだと強硬に主張する。

「我々の大義は何であったかを思い出して頂きたい。王都を圧政者の手から解放するのが使命だったはずだ。それをなぜ遠回りしなければならないのか」

「左様。こうしている間も民達は苦しんでいるのです。敵は最早崩壊したも同然。さらに帝国も宣戦を布告したのですから、我々も直ちに王都を目指して進軍するべきです」

　アルツーラはそれぞれの意見を黙って聞いている。彼女の判断に解放軍兵士の命がかかっている。迂う闊かつに決断することは許されない。

　このまま勢いに押されて急戦策を採用するべきか。優勢だからこそ慎重にいくべきなのか。アルツーラは判断に迷う。

　思わず、まだ一言も発していないディーナーに視線を送ってしまう。自分が最も信頼を置いている軍師に意見を求めたかったのだ。

　ディーナーは軽く頷き、一度咳払いをしてから話し始める。

「……私は、焦るべきではないと考えます。時は我々の味方なのです。待てば待つほど我々に有利となり、王国軍には不利となる。まもなく厳しい冬を迎えます。短期で落とせるほどカナン地帯は甘くありません」

　彼の台頭を快く思わない対立派閥、ベルタ派に属する者達は、ディーナーの意見に苦い表情を見せる。

　アルツーラの旗揚げ時から付き従うのが古参の〝サルバドル派〟。帝国から来た援軍もこの一派に含まれる。

　途中から彼女の志に賛同して集った、或いは降伏して解放軍に加わった者達が〝ベルタ派〟である。

　アルツーラに近い者が多いサルバドル派が現在は主流である。だが人数はベルタ派の方が上回っているため、その意見を無視することはできない。

　微妙な舵取りがアルツーラには求められる。どちらかに偏ると不満が生じる。それが溜まりに溜まって爆発したのが、現在の王国なのだから。

「ハハハ、これは勇敢なディーナー殿のお言葉とは思えませぬな。先日の戦いにおいて、五千の兵をカナンへ追撃に向かわせたのは貴公ではないか」

　ベルタ派の参謀ガムゼフが皮肉を述べると、他の人間もその後に続く。

「むざむざと撃退されて、多くの血を流す結果となりましたがな。とはいえ、その敗戦を引きずり、好機を逃すのは如何かと」

「ベルタを落としたのは、ディーナー殿、確かにあなたの手腕によるものだ。だがそれを成し遂げたのは解放軍将兵、民兵達の命がけの働きあってこそ。志を共にする全員の力によるものだということを、忘れてもらっては困りますぞ」

「……それでは、カナンを落とす策がガムゼフ参謀にはおありか？」

　ディーナーが内心の苛立ちを押し殺し、表情を変えずに問う。

「無論です。既に攻略の手筈は整っております。私は王都地方の領主達とは、少なからず縁がありましてな。我々解放軍が王都地方に侵攻次第、必ず決起するという念書を交わしてあります」

　ガムゼフが懐から密書を取り出す。複数ある手紙には、王都地帯の領主達の名前が記されている。

　彼は王国に所属していた縁故を活かして、密かに調略活動を行っていた。領主達の求めているものは安定と保障。ガムゼフにとっては容易い作業であった。

　この手柄をベルタ派で独占し、王都制圧後の権力を握る足がかりとしなければならない。帝国の傀儡政権など冗談ではない。このままでは内乱に乗じて帝国の思うがままにされてしまう。元王国所属の者達が危惧しているのはそこだ。

　傀儡の旗振り役を担っているのが軍師ディーナー。帝国から派遣されたユリウス皇子と近しい、出自不明の不審人物だ。

　ベルタ派にとっては目の上の瘤こぶであり、虎視眈々と失脚させるタイミングを狙っている。中々落ち度を見せなかったが、先日の追撃失敗は、待ちに待った好機だったというわけだ。

「ガムゼフ殿。私はカナン攻略についてお尋ねしたのだ。王都攻略はその後の話のはずだ」

　ディーナーが問い質すと、ガムゼフが笑みを浮かべてあしらう。

「そう慌てなさるなディーナー殿。これから詳しく説明します故。私の配下にはこの辺りの地理に詳しい者達が多いのです。……これをご覧ください」

　広げられた地図の上をガムゼフは指で示しながら説明を開始する。士官達がそれを見下ろす。

「正攻法で行くならば、この王都へと繋がるカナンの街道を制圧しなければなりません。しかし、街道は狭く周囲は険しい山岳地帯。平城とはいえロシャナク要塞まであります。山岳部に布陣された場合、攻め落とすのは困難でしょう」

「確かに、相手は自然の要害を活かして戦うことができるのに対し、我々は常に平野部で戦わなければなりませんね」

　アルツーラが頷く。ディーナーは黙って聞いている。

「その通りです。無理に攻めようとしたら兵の損耗は激しくなるでしょう。……ここで一旦話を変えさせて頂きたい。この王都を囲むようにそびえるカナン山岳地帯。これを越えた先には、三つの要塞があります。一つは我らが目指す王都ブランカ。そこから南東にサーイェフ要塞。そしてまもなく完成するのが、南西にあるキュロス要塞」

　一つ一つ地点を指し示す。ベルタから直線距離で一番近いのは、南西のキュロス要塞だ。街道を越えると、西にキュロス、東にサーイェフ。そして中央に王都ブランカを見ることができる。この三角防衛線は、カナンを突破された場合の王国最後の砦である。

「完成が間近ということは、我々にとって厄介なものになりそうですな」

　ベフルーズが白髭を擦さすりながら眺める。一つを攻略中に背後を突かれてはたまらない。それに対応するには、嫌でも戦力を分散させられてしまうというわけだ。

「ところが、今なら厄介というわけでもないのです。完成間近ということで、まだ守備兵が配置されていない。いるのは人足として集められた民と、監督官、わずかな警備兵だけです。……そして、我らにとって星の導きともいうべき僥ぎよう倖こうがあります」

　諜報員から入手した情報を語りながら、ガムゼフが誇らしげに地図をトントンと叩く。ディーナーがその先を促す。

「その僥倖とは？」

「カナン山岳地帯には、地元の者だけが知る峠道が存在します。当然地図には載っていない。余所者にも知られてはいません。その抜け道を越えた先が、このキュロス要塞の背後というわけです」

　攻略予定地点から、さらに西に存在する地点を示す。そこはゴルハバール峠と呼ばれる険しい山岳地帯。

　その峠を越えてキュロス要塞を奪取、王都地帯への楔を打ち込めとガムゼフは言っているのだ。

「しかし、危険ではありませんか？　孤立した場合、全滅する恐れが。容易に増援を送り込める場所ではないように思えます」

　アルツーラが懸念を示すと、ガムゼフは心配無用と首を振る。

「そのために、キュロス周辺の領主達を調略したのです。心ある民達は必ずや我らに協力してくれるでしょう。先遣隊として軽装歩兵三千、後詰に五千ほどお借りしたい。それだけあれば守りぬけます。……まもなく冬が訪れます。雪が降れば大軍での行軍は不可能。その間に、カナンを正面と背後から圧迫するのです」

「……ディーナー、どう思いますか？」

「成功すればカナンは労せずして落ちるでしょう。彼らの補給路を断つことができます。カナンは痩せた土地故、物資調達は非常に難しい。但し、可能性としては五分五分というところでしょうか」

　ディーナーは懸念を示すが、ガムゼフは食い下がる。ここまで下準備を行ったのだ。独断で行ったとはいえ、少なくない資金が投入されている。今更あとには引けない。床に跪き、己の覚悟を訴える。解放軍の勝利のためというのは噓ではない。

「アルツーラ姫。どのような策にも危険は必ず存在します。しかし、それを恐れていたならば、解放軍はこの場に存在していないはずだ。どうか、我らにご命令を。必ずや成し遂げてみせます」

　しばし考え込んだ後、アルツーラは決断する──早く王都を解放し民を救えるのならば、それに越したことはない。

「……分かりました。作戦指揮はガムゼフ、あなたに一任します。但し、並行して南部への調略も行います。ディーナー。あなたは王国南部の調略活動を進めなさい。ベフルーズ。あなたは一軍を率いて南東部の守りを固めなさい」

　アルツーラは二方面作戦を行うことを決定する。ガムゼフを信頼していない訳ではないが、保険は必要だ。

「お任せ下さい」

「了解しました」

　──解放軍方針決定。

　第一陣としてカナン正面に三万を展開し、王国守備兵力を釘付けとする。攻撃は極力控え、あくまでも対峙することを目的とする。

　第二陣としてハスティー大佐率いる軽装歩兵三千が、西からゴルハバール峠を越えキュロス要塞を強襲。後詰の五千は占拠の連絡を受けた後に峠を下り、周辺地域制圧を行う。

　制圧成功後、補給路を断ちカナン王国軍の自滅を図る。敵が動揺して後退したならば、主力の三万は前進してカナンの制圧を行う。

　王国南部調略にはベフルーズ、ディーナーが当たる。軍事行動は控え、調略による切り崩しを図る。

　アルツーラはベルタ城から全体の指揮を執ることが決まった。




　その夜。ディーナーは、密命を与えた諜報員を王国へと放った。万が一、ガムゼフが敗れた場合に備えての保険だ。

　腐敗した王国ならば、流布した偽情報を利用しようとする人間が必ずいるだろう。工作活動を行いやすい土壌が既に出来ている。まともな植物は枯れ、残るのは腐ったものばかり。それでも生き残ろうとする頑強な老木を刈り取るのが狙い。

　標的は王国軍元帥シャーロフ。崩壊しつつある王国軍を支える最後の大木だ。







　王国領カナン地帯、ロシャナク要塞宿営地。

　焚き火を囲みながら、各自が食事を取り、酒を飲み、疲れを癒し、話に興じていた。兵士達の数少ない楽しみだ。こんな辺鄙な場所では、他に娯楽などない。

　華々しい戦果を挙げ、味方を救い出したシェラ騎兵隊は英雄として迎えられていた。騎兵達は引っ張りだこで、シェラはどのような人物なのか、噂の武勇は真実なのかを尋ねられていた。

「で、本当なのか？　お前んとこのシェラ様。〝死神〟だって話じゃないか。遠くから見た限りじゃ、そこらへんの村娘と変わらないけどなぁ」

　守備兵が、腕を組みながら唸っている。働きを挙げたのは確かだとは思っているが、どこまで本当なのかは疑わしい。ベルタ包囲を潜り抜け、追撃部隊を完膚なきまでに叩きのめした。どこのお伽とぎ噺ばなしの英雄様かと笑いたくなる。

「シェラ中佐の武勇は本物だ。まだ十六になったばかりだが。あの戦いぶりを一度見れば、二度と噓だなんて言えない」

　騎兵隊の男が、酒を注がれながら呟く。周囲には十名余りが取り囲み、話に聞き入っている。

「お前達騎兵隊員も凄まじい戦いしてたって話だぞ。シェラ様に指揮してもらうと、妙なやる気が出るのか？　なんてな、ハハハ！」

「それに、まだ十六かよ。俺の娘より年下だぜ。ますます信じられねぇ！」

「色っぽいご褒美でも出たりしてな！　羨ましいぜ。うちんとこはムサいからなぁ」

　シェラ隊を除いた兵士達が、笑いながら冗談を言い合う。

「あの旗の下、中佐と一緒に戦ってると、死ぬのが全然怖くなくなって気分が高揚するんだ。自分でも不思議なんだが」

　騎兵隊の男は、目の前の炎を眺めながら淡々と語る。

「そいつは我慢してるだけさ。死ぬのが怖くない奴なんているもんか」

「そりゃそうだ。戦って興奮してても、やっぱり死ぬのは怖いぜ」

　口々に否定する兵士達。死を恐れない人間などいるわけがない。

「シェラ騎兵隊に死は存在しない。俺達は中佐がいる限り絶対に死なない。肉体を失っても、常にあの黒旗のカラスの下、永遠に中佐と共にある。だから、シェラ騎兵隊に敗北はない。我々は絶対に負けない」

　虚ろな瞳で話し続ける男のことを、皆が絶句しながら見詰める。

　まるで聖句でも唱えるように、男は己の信仰の正しさを確信している。その目は狂信的な暗い光を映し出していた。

「──お、おい」

「だ、大丈夫か？」

　ハッとした様子であたりを見渡すと、男は軽く笑ってから酒をあおる。

「……なに、ただの例え話さ。俺達はそのくらいの意気込みで戦ってる。中佐は常に先頭で戦ってくれてる。ついていくには、それで十分だ」

「そ、そうか。そりゃ頼もしいけどよ」

「まぁ飲もう。飲める時に飲まないと、あとで後悔するぞ」

「そ、そうだな！　飲もう飲もうッ！」

「…………」

　その後、兵士達は妙に明るく酒を飲み続けた。死の恐怖を誤魔化すように。

　城壁の隅に掲げられているシェラ隊の黒い旗。白い凶鳥が自分に舞い降りてこないように祈る。あれに取り憑かれたら、きっとこうなってしまうから。

　──騎兵隊の男だけは、楽しげに旗を見詰めていた。




　ロシャナク要塞、兵舎食堂。

　シェラは、ヤルダーから食事に招かれていた。ベルタ城は落ちたとはいえ、シェラ個人の戦果としては並ぶ者がないほどの功績を挙げている。

　ヤルダーはとても上機嫌で、豪快に笑いながら酒を喰らっていた。

「シェラ少佐。いや中佐！　貴官を推薦した私は間違っていなかった！」

「ありがとうございます、閣下」

　ステーキを頰張りながら、立ち上がり敬礼しようとするシェラ。ヤルダーは笑いながらそれを止める。

「敬礼はいらん、遠慮なく食べろ食べろ！　貴官が、食べるのが何よりも好きだということは、シダモから聞いているのだ。そうだったな、シダモ参謀！」

「はっ、間違いありません」

　ベルタから帰還したシダモが頷く。手傷は多少負ったが、動けないほどではない。再びヤルダーの補佐に就き、参謀として働いている。

　シェラは横目でシダモをチラリと見る。挨拶しようかと一瞬思ったが、そのまま長話を聞かされてはたまらない。

　見なかったことにして、再び食べることに集中する。

　見渡す限りの肉、肉、肉。今日のご馳走は肉の盛り合わせだ。カナン山岳で狩猟された、猪、山羊、兎、鹿。豪快に味付けされたそれらが、皿に盛られている。

　色気より食い気。口の周りを汚しながらシェラは遠慮なく片付けていく。周囲の兵士達が呆れた顔で眺めているが、気にすることはない。

「うんうん英雄に相応しい喰いっぷり、実に頼もしいことだ。第三軍復活の暁には、中佐に部隊の中核を担ってもらおう。地に堕ちた鋼鉄師団の誇り、次の戦いで必ず取り戻すのだ。良いな、シダモよ！」

「はっ、このシダモ全力を尽くします」

「宜しい！　ではゆっくり楽しむが良い。幾らでも食べて構わん。私は執務があるので先に戻らせてもらおう。何かあったら遠慮せず尋ねて来い」

「了解、しました」

　シェラが食べながら敬礼すると、その肩を叩いて去っていくヤルダー。あの敗戦以来、傲慢で奢り高ぶった態度はすっかり鳴りを潜めていた。武人としての姿を取り戻しつつある。

　良い傾向だと、シダモは頷く。傲慢さを抑え血気に逸はやらなければ、勇猛果敢で頼れる指揮官なのだ。そうでなければ要所であるベルタ司令官の地位を任されてはいなかった。

「それでは中佐。私も失礼する。……よく生きて帰ったな。だが貴様への指示は変わらん。死ぬなら外で死ね。要塞の中で死ぬのは、騎兵の無駄遣いだからな。肝に銘じておくように」

「承知しました、シダモ参謀」

「……ヴァンダーの件は気にするな。奴にはいずれ裏切りの報いを受けさせる。貴様の責任ではない。言われなくても分かっているだろうが」

「反乱軍は皆殺しですから。必ずこの手で殺します」

「〝死神〟からの死刑宣告か。フン、奴に聞かせてやりたいところだ」

　シダモは鼻を鳴らした後、踵を返した。

　シェラは兎肉の塊に力強くフォークを突き刺すと、乱暴に嚙み千切った。




　──翌日。シャーロフ元帥率いる王国軍第一軍本隊がロシャナク要塞へと着任した。

　将官達を招集し、軍議を開くシャーロフ。ここに来るまでに斥候を放ち、大体の情報は入手している。ベルタ陥落は痛手だが、嘆いている訳にもいかない。今はカナンを死守し、王都侵攻を絶対に阻止しなければならない。

「……我々はベルタ地帯を失ったが、まだ王都への侵入を許した訳ではない。北西の第五軍は帝国軍を相手に善戦しているようだ。このままならば陥落することはないだろう。冬になれば往生するのは奴ら帝国軍だ」

　帝国軍は王国領北西要塞地帯で苦戦を強いられていた。予想外に王国兵の規律が保たれているのだ。

　これが解放軍相手ならば、北西部は容易く陥落していただろう。自ら門を開いて降伏していたはずだ。

　だが、王国北西のマドロス地帯の民にとって、帝国は決して相容れぬ宿敵である。お互いに殺し殺されて長年憎しみあってきたのだ。今更和解など考えられない。

　民達は率先して帝国軍と戦うために立ち上がった。王国のために命を捧げる気はないが、帝国に降るよりは遙かにマシだと考えていた。帝国の支配下では、厳しい弾圧を受けるのは目に見えている。老若男女、その誰もが冗談ではないと、剣を持ち立ち上がる。

　帝国軍の主力を要塞で迎え撃ち、各地に潜ませた遊撃隊で敵兵へい站たんを掻き乱す。地の利のある王国遊撃隊相手に、帝国軍は手を焼いていた。神出鬼没の襲撃を繰り返し、民間人達が手を貸している。誰が軍人で、誰が民間人かも分からない。とはいえ、皆殺しにすれば統治が困難となる。

　もうすぐ厳しい冬が来る。補給が困難になり行軍もままならなくなる。電撃的に要塞地帯を抜き、王都を目指すという戦略は既に頓挫していた。だが面子から撤退はできない。お互いに消耗するだけの持久戦にもつれこんでしまった。

　この時期に開戦したのが間違いの元だということは誰の目にも明らかだった。大規模な兵力を見せ付ければ、王国軍は直ぐに開城すると甘く見ていたのだ。

「反乱軍がカナンを攻略せんと、兵を動かしているという情報が入っています。我々も、いつでも対応できるよう準備を整える必要がありますな」

「いや、むしろこちらからベルタを強襲するのはどうでしょうか。敵が勝利に浮かれている隙を突けば良い」

　バルボラ中将が攻勢を提案するが、シャーロフは一蹴する。

「寝言をぬかすな。次に大敗を喫すれば王国の存亡に関わるぞ。軍を動かすのは慎重にならねばならぬ。軽はずみな言動は慎め」

「は、はっ！　申し訳ありません」

　シャーロフはバルボラを睨みつけた後、ロシャナク守備の任に就いていたヤルダーへと視線を向ける。

　ヤルダーが意気揚々と立ち上がる。

「元帥閣下。このヤルダー、アンティグアでの失態、面目次第もございません。この汚辱を雪ぐ機会を頂きたい。次の戦では是非先陣をお命じくだされ！　必ずや反乱軍を討ち果たしてみせますッ！」

　顔を赤らめ、鼻息荒くヤルダーが訴えかける。

　ロシャナクで留守番など冗談ではない。一軍を率いて、カナン防衛に当たる。ヤルダーとしては、なんとしてもその役目を引き受けたかった。

「ヤルダーよ。我々が到着するまで、よくロシャナク要塞を守ってくれた。その件については貴官を評価する。──が、貴様は儂の命令を聞いてはいなかったようだな」

「な、何のことでしょうか」

「血気に逸り軽挙に走ることなかれ。儂はそう厳命したはずだ、ヤルダー。貴様、目先のことに囚われ要塞を落とされたらどう責任を取るつもりだったのだ。敵が別働隊を投入していたらこのロシャナクはどうなっていたのだ。貴様はアンティグアと同じ失敗を繰り返すところだったのだぞ！」

　珍しくシャーロフが激昂して叱責する。ヤルダーは唾を飛ばしながら反論する。

「敗走する味方が敵の追撃を受けていたのですぞ！　それを助けて何が悪いというのです！　私には彼らを見捨てることなど出来ぬッ！」

「何も反省しておらんようだな。貴様がいてはカナン防衛が危うくなる。ロシャナクが無事だったのはただの幸運に過ぎん」

「シャ、シャーロフ閣下ッ！」

　バルボラはそれを見てほくそ笑んでいた。ロシャナク防衛という手柄を挙げ、ヤルダーに復帰などされては困るのだ。シャーロフの予想だにしなかった叱責に、内心笑いが止まらない。手を叩いて踊りたいぐらいである。それが極まったのは次の瞬間だったであろう。

「ヤルダー、貴様は中将に降格だ。このままベルタの残存兵を連れて王都へ戻れ。以後のことは追って指示する。これが降格の勅令書だ。後ほどシダモ参謀に渡しておく。その眼をよく見開いて己の頭に叩き込んでおけ」

　封書を見せながら、ヤルダーに冷酷に告げる。

　ヤルダーは顔面蒼白になり、それを呆然と聞いている。

「か、閣下。ご、ご再考を。どうか、どうかもう一度機会を！」

「くどい。命令は下したぞ。誰でも良い、ヤルダーを外に出してやれ。疲れで足下が覚束ないようだ」

　シャーロフが指示すると、バルボラが笑みを浮かべながら近寄っていく。

「ヤルダー閣下、いやヤルダー。ここに貴官の席はない。さっさと王都に戻られるが良い」

　中将に降格したヤルダーに早速嫌味を浴びせる。

「バ、バルボラ！　貴様ッ！」

「衛兵！　ヤルダー〝中将〟殿を部屋にお連れしろ！　少々お疲れのようだ！」

　ヤルダーが暴れようとするが、駆けつけた衛兵に取り押さえられ強引に運び出されていく。

　それを見届けると、シャーロフは小さく息を吐く。

「……それでは、軍議を続けよう」




　シェラの士官室。

　ヤルダー更迭の報せを受けたシェラはどうでも良さそうに頷いていた。

　第四軍所属だったシェラ騎兵隊も、王都に戻されることになったらしい。

　ヤルダー元大将閣下は、すっかり意気消沈して自害しかねない様子だったという。今ではその気力すらなくなったようだとシダモが言っていたそうだ。

　上がったり下がったり、元大将も色々と大変だ。シェラは他人事のように思った。
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　そのシダモだが、「貴様は臨戦態勢を取っておけ」と指示を出してきたので何か考えがあるのだろう。

　シェラにしてみれば、やることは変わらないので別にどうでも良かった。

「カタリナ。飴玉ある？」

　更迭の報せを届けに来たカタリナに尋ねる。準備の良いこの副官は、常に飴玉を所持しているのだ。

「はっ、これをどうぞ」

　瓶から透明の飴玉を取り、差し出してくる。

　シェラはそれをつまむと、ひょいと口に放り投げた。甘くて塩辛い微妙な味がしたので、シェラは怪訝な表情を浮かべる。

「……カタリナ少尉。これは何かしら？」

「塩を加えた飴玉です。甘味と辛味の良いところを合わせたらしいですよ。塩分と糖分を同時に取れる優れものです」

「そう。それで、あなたは食べてみた？」

「いえ、もちろん食べてません。中佐のために買ったのですから！」

「半分あなたにあげるわ。私からのプレゼントよ。必ず全部食べるように」

　机から空き瓶を取り出すと、透明の玉を適当に流し込む。こちらが少なくなるように。

「は、はい。ありがとうございます」

　カタリナがズレた眼鏡をかけ直している。

　シェラはそれを見ながら、複雑な味のする飴玉を嚙み砕いた。最後はとてもしょっぱかった。一言で表現すると、マズい。

　食べられなくはないが、率先して食べたいとは思わない。残しておくのももったいないので、働き者の副官に分けてやった。

「次は王都か。私は行ったことがないから、楽しみね」

「とても大きな街ですよ。美味しいものも一杯ありますから。案内はお任せ下さい！」

「……美味しいものが一杯？　本当に？」

「本当に美味しいものが一杯です！」

　念を押すシェラに、力強く頷くカタリナ。

「到着次第、案内を命じる。期待しているわ、カタリナ少尉！」

「はっ、お任せ下さい！」

　心底真面目に敬礼を交わす両者。シダモがいたら、頭痛と胃痛で倒れてしまったかもしれない。

　満足したシェラが書類を書く姿勢だけ取ると、カタリナも自分の報告書をまとめ始める。

　王都ブランカ。シェラは一度も訪れたことがない。きっと凄い賑やかな場所なのだろう。そして美味しいものが一杯だ。

　様々なご馳走を想像しながら、シェラは少しずつ微睡まどろみ始めた。視界がぼやけて滲んでいく。

　カタリナが身体を支え、ベッドへと移動させてくれる。他の皆も眠そうだ。今まで一緒に戦ってきたのだから、今日ぐらいは、ゆっくりと休んでも良いだろう。

　──ヤルダー中将以下、第三、第四混成部隊に王都への帰還命令が下る。以後ヤルダー混成師団と呼称。総勢七千。
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　王都への配置転換を命じられたヤルダー混成師団。アンティグア、ベルタからの敗残兵を引き連れて、足取り重く目的地を目指していた。

　降格を申し渡されて以来、ヤルダーは食欲を失い顔が青白くなっている。

　少々太り気味だったので、むしろ健康に良いのではないかとシダモは内心思う。

　そんな意気消沈するヤルダーの下に、シャーロフからの急使が訪れる。「指示があるまでその場で待機せよ」と。

　嫌がらせかと激昂するヤルダーを、「汚名を返上する又とない機会です」とシダモが冷静になるよう宥める。何のことか分からず、頭に疑問符を浮かべるヤルダー。

　シダモは疑問には答えず、今は大人しく指示に従いましょうと強く進言する。

　そしてシャーロフから密かに受けていた命令を実行するため、手札の中で一番強力なカードを切る。絵柄は〝死神〟だ。

　シェラに下した指示は次の通り。

　──王都地帯南部において内応の可能性のある領主をあぶり出せ。手段は問わない。




　王都地帯南部の領主達の動きが活発化しているという情報は、斥候達によりシャーロフへ届けられていた。

　過剰な物資調達、傭兵を集め出していることは調査で分かっている。

　敵と呼応して決起する可能性が高いと判断し、ヤルダーを更迭したと見せかけて遊軍化させたのだ。気の毒であるが、ヤルダーは演技ができる性格ではないので仕方がなかった。

　この任務には、更迭する相応の理由があり、裏切りの心配がないことからヤルダーが選ばれた。これまでの戦をみても、敵の工作員により軍議の内容が筒抜けの可能性がある以上、くだらない演技をシャーロフは行う必要があったのだ。

　敵の奇襲の気配をシャーロフは察知しているが、侵攻路までは読めないでいた。

　キュロス、サーイェフ、裏をかいて少数での王都急襲の恐れすらある。可能性は低いが、王都への一撃を許したとなれば王国の面子は丸潰れである。面子自体はどうでも良いが、権威の低下は領主達の動揺に繋がる。見逃すことはできない。

　現在、解放軍の主力はカナン街道方面へと展開しており、シャーロフの第一軍もそれを迎え撃つように布陣している。普通ならば落とされる心配はない。敵も対峙するのみで積極的な攻勢は仕掛けてこない。散発的な小競り合いが繰り返されるばかりだ。

「やはり、何かを待っていると考えるのが自然か」

「敵に攻め気を感じません。閣下の仰る通りかと。斥候の数を増やし警戒を強めるべきです」

　シャーロフが地図を見ながら呟く。ラルス少将もそれに同意する。

　ラルスは四十代半ばの将官で、武勇に優れている訳ではないが堅実な指揮を行う。協調性も高くシャーロフからすると使い勝手の良い指揮官である。

　王国軍に優秀な将が少なくなってきたため、シャーロフは配置に頭を抱えるのだ。出世欲があるのは構わないが、何も考えずに行動する輩が多すぎる。

　戦死したダーヴィトを悪く言いたくはないが、ベルタを失ったのはやはり厳しい。カナンを死守しても、いずれは王国南東部を経由して王都を狙われかねない。

　ジリ貧に陥る前に、何らかの手を打たねばならない。だが、そのための駒が少なすぎる。己の第一軍も自由には動けないのだから。

　本音としては、何とかして獅子身中の虫、宰相ファルザームを排除できないかと考えている。

「このままでは埒らちがあきませんな。いっそ我々から仕掛けましょうぞ。王都からも『賊を殲せん滅めつせよ』と、矢のような催促が来ているではありませんか」

　バルボラが再び積極的攻勢を訴える。出世欲の塊のこの男は、勢いに乗ると滅法強いが、出鼻を挫かれると打たれ弱い。守勢には向かない類の人間だ。堅固な布陣が破られるのは、大抵はこの類の暴走がきっかけとなる。

　シャーロフとしては用いたくないのだが、他の人間よりはマシな部類なのも確かだ。他の将官は更に酷い。

「現場を知らぬ人間の催促など放っておけ。今は迂闊に動く時ではない」

「何を仰いますか。元帥閣下のお言葉といえど、今のは陛下に対する不敬に当たりますぞ！」

「儂はファルザームのことを言っている。くだらん指示は全てあの男が出しているのだ。軍を知らぬ若造が、戦に堂々と口出しするとはな。全く、嫌な時代になったものだ。長生きするのも考えものだ」

　シャーロフは眉を顰めて、らしくない愚痴を吐く。司令官の愚痴は士気の低下を招く。厳しく戒めていたのだが。

「閣下。それ以上は」

「……そうだな。言っても詮なきことだ。我々はここカナンを守り抜くことだけを考えよう」

　ラルスが諫言すると、シャーロフは咳払いを行い自省する。

「…………」

　バルボラは、不機嫌な様子で鼻を鳴らしている。内心ではシャーロフを臆病者めと罵っていた。

「ヤルダー大将、いや中将は、そろそろ王都に着いた頃でしょうか」

　ラルスが話題を変えるためにヤルダーのことを口に出す。

「後数日で到着するだろうな。奴にはいずれ復帰の機会を与えるつもりだ。あの剛毅な性格を儂は嫌ってはおらん。肝心なのは己を戒めることだ」

　髭を擦りながら、シャーロフは平然と噓を吐く。予定通りならば内通者のあぶり出し作業に取りかかっているはずだ。

　ヤルダーの下には、最近噂になっている〝死神〟もいるらしい。その武勇が噂どおりならば、何とも頼もしいことだ。

　シャーロフは卓上の布陣図を眺めながら、凝り固まった首をゆっくりと回した。







　──時刻は夕暮れ時。赤い日差しを浴びながら、シェラ率いる騎兵百ほどが隊列を組んで行進していた。

「結構手間取っちゃったわね。案外義理堅かったみたい」

　大鎌を肩に構えながら、馬を走らせる。隣にはカタリナが荷物を持って並走している。

　この荷物は、次の都市で必要になる大事な「証拠」だ。布袋に包んだそれからは、生温かい液体が染み出てきている。

「ですが、中佐の素晴らしい尋問で大体の情報を摑めました。首謀者も割り出せましたし。お見事です」

「褒めても何も出ないわよ。残念だけれど」

　肩を竦すくめるシェラ。そして後続の騎兵達を振り返る。

「到着したら夕飯の準備に取りかかりなさい。もうお腹が空いて死にそう。あるものは全部食べちゃったから」

　巾着袋をひっくり返すが、出てくるのはパン屑ともいえない粉末のみ。泣いても笑っても何も出ない。喚いてもお腹は膨れない。体力の無駄だ。

「はっ、お任せください。調理道具一式は積んであります。材料もさきほど入手しましたので、必ずや中佐にご満足頂けるかと」

　騎兵が白い歯を見せて微笑む。大きな荷袋には食材が満杯に詰まっているようだ。

「お前、いつの間に買ったんだ」

「お前らがだらだら警戒してた時さ」

「自分ばかり良い格好しやがって！」

「俺はいつだって中佐のことを考えているからな」

「この変態野郎っ！」

　周りの騎兵達ががやがやと騒ぎだす。

「本当に楽しみね。さっさと仕事を終わらせて、美味しいものを食べるとしましょう。次は時間がかからないことを祈りましょうか」

　シェラは何度か頷くと、ご馳走を思い浮かべながら呟いた。

「中佐、間もなく到着します！」

　前方に、門が堅く閉ざされた都市、ミラードが見えてくる。ここは間もなく完成予定のキュロス要塞の西部に位置する都市だ。

　領主のエブシェンは貴族の割に道理が分かるらしく、兵や民からの評判が良いとのことだ。また指導力に長け、近隣の領主達のまとめ役を担っているらしい。

　都市には王国の旗が翻っているが、城壁の上には臨戦態勢の弓兵が目を光らせている。

　実に分かりやすくて助かると、シェラは口元を歪めた。

　──門前でくだらないやりとりを繰り返し、ようやく都市に入れたのは一時間後のことだった。




　ミラード領主、エブシェン男爵は苦悩していた。

　もう間もなく解放軍の部隊が峠を越えてやってくるというのに、何故このタイミングで王国軍の部隊がやってくるのか。少しばかり慎重さに欠いたのは確かだ。だが時間が足りなかった。決起して、冬が訪れるまで持ちこたえるには物資と人員が必要だ。あるだけの資金を使って傭兵を雇い入れ、解放軍に提供するための物資を整える。強引にことを進める必要があったのだ。

「……どうするべきか」

「父上。王国の部隊はまだ都市内にはおりません。直ちに追い払いましょう。決して中に入れてはなりません」

　エブシェンの長男が強硬策を提示する。才気に溢れ、将来が楽しみな自慢の息子。いずれはこのミラード領を継ぎ、更に発展させていくだろう。

　だがまだ若く、経験に乏しい。二十歳を迎えたばかりの息子ではこの場を潜り抜けるのは無理だ。戦うことを選択すれば即座に王国軍が押し寄せて、このミラードは落ちる。

　計画では、解放軍の第一目標は手薄なキュロス要塞だ。陥落したミラードになど見向きもしないだろう。

　薄情に思えるが、戦略としては正しい。本来の目的であるキュロスを落とさなければ、この作戦は意味を成さないのだから。

「追い払えば我らの叛意が明確となり討伐部隊が向けられる。その危険を考慮しなければならぬ。まだ相手の目的も定かではないのだから」

「しかし、この時期にわざわざ王国の騎兵隊が来るなどありえません！　何かを嗅ぎつけたに決まっています！　それを迎え入れるなど自殺行為です！」

　息巻く息子を宥めるように、エブシェンは話しかける。

「だが、まだ全てが分かったという訳ではないのだろう。目的が反乱制圧であるならば彼らの手勢は少なすぎる。恐らく、武力を誇示しながら事情を聴取する気だ」

　エブシェンの決断には近隣領主の命もかかっている。ここに至っては一蓮托生。自分達は解放軍に全てのチップを賭けた。後戻りはできない。

「で、では、本当に彼らを中に入れるのですか？」

「これ以上待たせては不審がられるだろう。夜盗を警戒したと誤魔化せば大丈夫だ。尋問に対しては、その場で臨機応変に答えるとしよう。後は私に任せておけ。お前は他の者を連れて部屋に戻っていなさい」

「……分かりました。父上、どうかお気をつけください」

　長男は納得いかない表情を浮かべながらも、家族が待つ部屋へと戻っていく。

　エブシェンは衛兵を呼び、応接間の周りを固めさせる。外の傭兵達にも武装するよう指示を出し、合図があり次第、皆殺しにするよう命じる。

　万が一話し合いが決裂した場合は、百名ほどを迅速に殺す必要がある。一騎でも逃がしてしまえば命取りとなる。必ず殲滅しなければならない。

「さて、後は相手次第か。何とか無事お帰り頂きたいものだが。無駄な血を流す必要などないのだから」

　エブシェンは、心を落ち着かせるために深く深呼吸をする。意を決すると、背筋を伸ばして応接間へと向かった。




　衛兵達に完全に囲われた応接間。そこには二人の女性士官がいた。一人は小柄で二十、いや十八にも満たなそうな少女。分不相応な黒鎧に身を包み不敵な笑みを浮かべている。

　もう一人は眼鏡をかけた銀髪の女士官だ。可愛らしいピンクのリボンで後ろ髪にまとめている。エブシェンが入室した途端、値踏みするような視線を向けてきた。鋭い目つきとリボンが不釣り合いで、非常に違和感がある。

「これはこれは、わざわざこんな僻地までご足労頂きまして。私はこのミラード一帯を治めているエブシェンと申します。以後お見知りおきを」

　愛想笑いをしながら対面の席に着く。

　座ったまま不敵な笑みを浮かべている少女。眼鏡の女はその横に立ち、耳元へ何かを囁いている。信じ難いが、階級は少女が上のようだ。

　目を凝らして確認すると階級章は中佐。眼鏡の女は少尉のものを着けている。どうしたらこんな少女が中佐になれるのか。それほどまでに王国軍は困窮しているのだろうか。

　……己の判断は間違っていなかったようだと、エブシェンは改めて確信した。

「こんばんは、エブシェン男爵。私は王国軍ヤルダー混成師団騎兵隊所属、シェラ中佐。こちらは副官のカタリナ少尉です」

「カタリナです。ご高名なエブシェン男爵にお目にかかれて光栄です」

　カタリナと呼ばれた女士官が深々と頭を下げる。足下には、布に包まれた荷物がある。手土産のつもりだろうか。

「シェラ中佐にカタリナ少尉ですか。まぁ楽になさってください。若くして中佐まで上り詰めるとは、さぞかしご活躍なさったのでしょうね」

「はい、シェラ中佐の働きは大変素晴らしいものです。我ら王国軍が誇る英雄です」

　カタリナが心底誇らしげに答える。

「敵を殺していたら、いつの間にか偉くなっただけですよ」

　自嘲するようにシェラが答える。だが目は全く笑っていない。エブシェンの挙動を観察し続けている。カタリナも同様だ。足を少しだけ開き、いつでも剣が抜ける体勢を取っている。

　自分は完全に疑われている。エブシェンの額を玉のような汗がつたう。

「……そ、それで、こんな夜分に一体どのようなご用件でしょうか。最近は夜盗の類が頻出しておりましてな。確認にお手間を取らせてしまいました。予めご一報頂けていれば歓待できましたものを」

　手を叩いて合図を送ると、シェラ達の前にグラスが用意され、酒が注がれる。血のように赤いワイン。実に不吉な色だ。

　──エブシェンがもう一度手を叩いた時。

　それが室外の衛兵達が突入する合図だ。この哀れな娘達は血祭りにあげられる。できるならば穏便に済ませたい。話が分かる人間であることを祈る。最悪金を包んでも良いだろう。もしくはこちら側に取り込んでしまえば彼女達の未来も明るい。破滅に向かっている王国に留まる理由など、何もないはずだ。

「……それは貴方が一番分かっているでしょう？　エブシェン男爵」

　シェラがワインを一気に飲み干し、空になったグラスを向けてくる。

「はて、何のことだか分かりかねますが……。疑いをもたれるようなことは、このエブシェン、星神に誓ってありませんぞ」

　胸を張って言い切ると、室内に哄笑が響く。

「──アハハッ！　何とも安い神ね、エブシェン男爵。余り私を笑わせないでくれる？　空きっ腹に響くから」

「そう言われましても事実は事実。まずは何のことについてお尋ねなのか、この愚かなエブシェンに分かるように、はっきりと仰って頂きたい」

　エブシェンがとぼけると、シェラがやれやれと首を振る。カタリナは瞬き一つせず、刺すような視線を送ってくる。

「簡単に言うとだ、エブシェン。反乱軍は、何時、何処からやって来るんだ。今すぐ全部吐けばお前の命だけで許してやる」

　態度を豹変させて、獣のような表情で恫喝するシェラ。

　エブシェンは思わず絶句したが、直ぐに気を取り直す。所詮は脅し。ここで屈してはならない。

「……中佐如きが無礼な口を利かないでもらえますかな。非常に、非常に不愉快だ。王国に対し絶対の忠誠を誓っている者に対し、何たる暴言か！」

「では、正直に話すつもりはない、ということで構わないわね？」

「正直も何も、全く何のことか分かりませんな。用件がそれだけならば、今すぐにお引きとり下さい。この件は正式に王国へと抗議させてもらう。精々覚悟しておくのですな。──衛兵！　中佐達がお帰りだ！　お見送りしろ！」

　エブシェンが叫ぶが、扉の横に控えている衛兵は微動だにしない。まるで彫像のようにその場に固まっている。

「おい、聞こえないのか！　衛兵！」

「……うるさいわね。カタリナ、このやかましい男を取り押さえろ」

「はっ！」

　カタリナが杖を取り出すと、衛兵を呼び寄せる。

　衛兵はエブシェンを乱暴に摑み上げると、机へと無理矢理押し付ける。人間とは思えない力で、エブシェンは拘束された。

　これだけ騒いでも室外の衛兵が入ってくる様子はない。突入合図は送っていなかったが、中の異変に気付いていないことなどありえない。

「な、何をするのかっ！　貴様、気でも狂ったか！」

　罵声を上げるが、衛兵は動じない。その瞳には何も映していない。顔色はどす黒く喉には鋭利なナイフが突き刺さっている。傷口から流れ出たであろう血は凝固し、赤黒くなっていた。

　外で待機していた衛兵達も既にこの世にはいない。カタリナに操られたもう一体の傀儡により惨殺されている。

「──な、なんだその傷は。お、お前、ど、どうして動ける？」

「エブシェン。人のことを心配している場合じゃないわよ。もう一度だけ選択する機会をあげるわ。よく考えなさい。今全部話せば、殺すのはお前だけにしてやる。証拠もあるんだから、素直に白状したらどうかしら」

　シェラが机を小刻みに指で叩きながら、最後の機会を提供する。

「しょ、証拠だと！　そんなものあるわけが──」

「あるわよ。貴方も絶対に満足する素晴らしい証拠が。新鮮だからまだ活きが良いわよ。その目でしっかりと見て頂戴」

　シェラの言葉を受け、隣に控えていたカタリナが足下の布包みを机の上に置く。布の下部分が黒く変色し、異臭を放っている。手際よく布袋の結び目を解いていくと、そこには。

「──チェ、チェスラフ!?」

　ミラードに隣接する地帯の領主、チェスラフ。近場ということもあり、長く親交のある人物だ。エブシェンが一番に計画を打ち明けた人間でもある。それが今や、見るも無残な姿となっている。

「隣町の元領主様。中々強情だったけれど、最後にはペラペラ吐いてくれたわ。貴方とやりとりしたお手紙の在り処──計画とかね。ただ、一番肝心な情報──反乱軍の目標と到着時刻は貴方にしか知らされてないんでしょう？　それでわざわざ訪ねて来たって訳。納得してくれたかしら」

　首の横に、手紙の束を放り投げる。チェスラフが厳重に保管していた裏切りの証拠。

「……くっ」

「それで、返答は？」

　シェラが問いかける。

　エブシェンは暫し押し黙った後、首を横に振った。解放軍を裏切ることは出来ない。王国は間もなく滅びる。それは確実だ。ミラードを守るためにも勝ち馬に乗らなければならない。

「し、知らぬ。そんなものを見せられても、私には全く分からん！　とっとと帰ってくれ！」

　衛兵の拘束から逃れようともがく。が、身動き出来ない。それを見てシェラは面倒臭そうに嘆息する。

「お腹が空いてるから、面倒なことはしたくなかったんだけれど。仕方がない、さっさとやりましょうか」

　首を鳴らすシェラをカタリナが制止する。

「中佐、私にお任せください。必ず吐かせてみせます」

「……大丈夫？　無理しなくても私がやるわよ。結構大変だから」

「いえ問題ありません。こう見えても多少心得があります。自分から吐きたくなるようにしてご覧に入れます」

　手で何かを弄ぶような仕草をするカタリナ。球体を転がしているような印象を受ける。何かの癖なのだろうか。まぁ良いやとシェラは判断し、全てを任せることにする。駄目なら自分が始末をつければ良いだけだ。

「それじゃあ貴方に任せる。私は皆の元に戻ってるから。材料は別の部屋に押し込めてあるわ。結構な大所帯みたいよ。必要なだけ使って良いから、存分にやりなさい」

「はっ、お任せください！　……それではエブシェン男爵、参りましょうか？」

　カタリナが近寄り耳元に囁く。その不気味な声色に、思わず肌が粟立つエブシェン。

「や、止めろ。私は知らないっ！　本当に知らないんだッ！」

「チェスラフ男爵は三人目までもったそうです。貴方は、何人目でしょうね？　──ウフフフッ」

　屍霊化した衛兵に、喚く口元を押さえさせ、エブシェンを拘束したままカタリナが退出していく。

　シェラはテーブル上の赤ワインを口に含んだ後、グラスを逆にして置いた。白いテーブルクロスに、赤い染みが広がる。中央に置かれた首からは、どす黒い染みが広がっている。何とも奇妙な光景だとシェラは思った。




　ミラードの中央広場。騎兵達が焚き火をしながら調理を行っている。その周囲には殺意を露にしている傭兵達がいる。

　エブシェンの合図があり次第即座に襲いかかるために、監視を兼ねて取り囲んでいるのだ。

　館から出たシェラは思わず顔を綻ばせる。良い匂いを嗅ぎつけたのだ。

　周囲の傭兵達には目もくれずに、匂いの下へと向かい声をかける。

「料理の方はどうかしら？」

「はっ、順調であります！」

「今晩の献立は？」

「魚と野菜をじっくり煮込んだスープ。それにパン、チーズ、いつもの干し肉であります。目玉料理はスープですね。旬の野菜の味が染み出て美味しいですよ。こいつは俺の自信作です」

　大鍋を勢いをつけて掻き混ぜていく兵士。その度に匂いが辺りへと漂う。

「それは楽しみね。それじゃあ、食前の運動でもしてようかしら」

　立てかけておいた大鎌を取ると、料理番を除いた兵士達も素早く得物を構える。

　それを見た傭兵達が一斉に殺気立つ。

「て、てめぇら！　やる気かッ！」

「この人数相手に勝てると思ってんのか！」

「死にたくないならとっとと武器を捨てろ！」

　口々に恫喝の言葉を吐く傭兵。考えるより手が先に出る野盗崩れの連中だ。エブシェンの合図など待ってはいられなかった。

「どうなさいますか、中佐」

「武器を構えた奴は全員殺せ。他の者は民間人として扱うこと。一応、ここは王国領の都市だし、間違えて殺したら色々と不味いでしょう？」

「了解しました！」

「かかれッ！」

　その合図と共に、シェラ隊の兵士が傭兵に襲いかかる。

　シェラは小型の鎌を飛ばして早速二人を殺している。焚き火の周辺に惨劇が繰り広げられる。錬度と士気が桁違いの騎兵隊員に、寄せ集めの傭兵が勝てる訳がない。瞬く間にその数を減らしていく。

「お、おい。俺達も加勢した方が良いんじゃないか？　ヤバそうだぜ」

「ま、待て。剣は捨てておけ。絶対に手を出すな。殺されるぞ」

　剣を目の前に放り投げると、恐怖に震えながら傭兵は忠告した。

「ど、どうしてだ？」

「……あいつらの旗を見ろ。黒地に白いカラスの紋章。俺は戦場で見たことがある。あれはヤバい。〝死神〟だ。〝死神〟シェラの旗印だ。死にたくないなら、お前も早く剣を捨てろ！」

「わ、分かったよ。よく分からないけどよ。お前の言うことは結構当たるからな」

　何のことか分からないまま剣を前に放り投げる男。

　既に焚き火の周りは血の海だ。虫の息の傭兵を踏みつけ、槍で串刺しにする兵士。大鎌を軽々と捌きながら、人間を両断していく冗談みたいな少女。何が何だか理解できないでいた。

　やがて最後の傭兵が倒され、「よいしょ」というかけ声と共に、シェラに頭を踏み潰される。

　頭部はトマトみたいにぐちゃっと潰れた。その光景は、何か悪い夢でも見ているかのようだった。

「中佐、大体終わりました。残りはあそこの二名だけです」

　埃を払いながら兵が報告する。手傷を負った者はいない。各人が己の武器を確認している。

「ご苦労様。それより、スープは大丈夫？　ちょっと派手にやりすぎたかしら」

　シェラが心配そうに大鍋を覗き込む。スープに朱が混じっている。料理番の兵士が、平気ですと掻き混ぜ始める。

　彼は戦闘中ずっと調理を行っていた。食欲を誘う香ばしい匂いが、さきほどよりも強く漂っている。

「全く問題ありませんよ。折角なのでトマトをぶち込んで香辛料も混ぜてみたんです。これを食べたら身体が温まりますよ。辛味が効いてますからね」

　何が折角なのかは分からないが、赤いスープには色々な味が染み込んでいるのは確かなようだ。

　香辛料とトマトが混ざり合ったスープ。漂う匂いの濃厚さが増している気がする。

　シェラはつまみ喰いしたくなるのを、ぐっと我慢する。

「……それは良いわね。冬が近いせいか最近本当に寒いし。皆で美味しく頂きましょう。食事は皆でとった方が楽しいからね」

「もうすぐカタリナ少尉も戻る頃でしょう。それまでにはばっちり仕上げますよ」

「よろしくね。私は残りの人達に挨拶してくるから」

　大鎌を振り払って血糊を飛ばしながら、惨劇を引き起こした少女が近づいてくる。

　生き残りの傭兵二人は、恐怖で身震いしながら立ち尽くすことしか出来ない。

　鎌の射程距離、更に至近距離までシェラが近づき、白い歯を見せて微笑む。赤くぬめりと濡れた掌で傭兵の頰を撫でまわした。

　生温い感触が、男に死を強く感じさせた。

「貴方達、正しい選択をしたわね。とても幸運よ。これからの人生楽しく生きると良いわ。無駄死にしたらもったいないものね」

「ひ、ひっ──」

　更に頰を撫でまわす。赤いものが顔にべったりと塗りたくられる。血に混じり、何か肉片のようなものがこびり付いている。

　それが何なのか、男は知りたくなかった。

「ふふ、別に食べたりしないわよ。あそこに美味しいスープがあるのだから。貴方も、良かったら一緒に食べる？」

「い、いや、俺は」

「気が向いたらいらっしゃい。今晩はここで夜を明かすから。それじゃあ元気でね」

　シェラは手を離し、焚き火の場所に鼻歌交じりに戻っていく。

　男は恐怖を通り越して、いつしかシェラの顔に見入っていた。隣の傭兵が心配そうに声をかけるが、男の耳に届くことはなかった。

　恍惚とした表情を浮かべた男は、〝死神〟に魅入ってしまっていた。




　一時間後。作業を終えたカタリナが、領主の館から出てきた。

　スープは良い感じに煮立っている。もうすぐ食べ頃である。

「カタリナ、首尾はどうだった？　情報をしっかりと手に入れられた？」

「はい、全部吐きました。今回は四人目でした。中々頑固でしたが、最後には『全部話すから許してくれ』と言ってましたね。最初からそう言えば良かったのに、馬鹿な男です」

　カタリナが笑顔で使用した人数を報告する。四人目を拷問にかけたところで、見せ付けられたエブシェンの精神は折れた。

　全身血塗れ、何やら分からないものが色々とこびり付いている。本人は全く気にしていない様子だ。騎兵達も平然と世間話をしている。

　シェラは顔の汚れを手で拭ってやり、鎧についた汚れを払ってやる。

　カタリナはされるがままで、お手を煩わせて申し訳ありませんと呟く。

　その間、相変わらず何かを弄ぶ仕草をしている。

　今度はフリではなく、現物を持っていた。コロコロと器用に手で転がし続ける。まるで何かの実のようだと、シェラは思った。

　趣味が良いとはいえない気がしたので、本物の実と交換してあげることにした。

「少尉、そんなもの持っていてもお腹は膨れないわよ。これをあげるから、それは捨てておきなさい」

　隠し持っていたおやつの胡桃を二個、カタリナに放り投げる。

「──あ、危うく落とすところでした。ありがとうございます！」

　落とさないように慌てて受け取ったので、持っていた二つの球体を足下へと落としてしまった。

　カタリナはもう不要とばかりに、拷問時にくり抜いた二個の眼球を勢い良く踏みつける。

　濁った目玉よりも、上官からのプレゼントの方がお気に召したようだ。上機嫌で胡桃を掌で転がし始めるとカチカチと良い音が響く。

「さ、待ちに待った夕食にしましょう。貴方を待っていたのよ。シダモ参謀への報告は、食べ終わり次第出すとしましょう」

「了解しました！」

　シェラとカタリナが焚き火の下に小走りで近づいて行く。

「さぁ、頂きましょう。うん、とっても良い匂い。作った人の腕が良いのかしら」

「お褒めにあずかり光栄であります！」

　兵士を褒めてやると、その場で立ち上がり大声で敬礼する。周りの兵士がうるさいと文句を投げつける。嫉妬から小石も投げつけている。

　スープにパン、干し肉が順番に配られ、皆で黒旗の白カラスに祈りを捧げる。誰かが強制したことではない。自然とそうするようになっていた。なんだかご利益がありそうだからだ。

　シェラは器を受け取ると、喉を鳴らしてちょっとだけ匂いを嗅いでみる。湯気と共に香ばしい匂いが鼻腔に広がった瞬間、シェラは我慢できずに口をつけて飲み干してしまった。一気に具を掻き入れると、大鍋から二杯目を注ぐ。

　今度はパンをつけて食べてみる。王国兵達からは不味い不味いと大好評のそれ。スープの濃厚な味が、小さく千切ったパンに染み込んで、実に深い味わいとなっている。

　普段のパンでは物足りなくなってしまうかもしれない。慣れるのは拙まずいと思いながらも、手が止まらない。後のことなどどうでも良くなったシェラは、遠慮せずに食べまくることにした。

　そんな上官の姿を、調理した騎兵が嬉しそうに眺めている。「美味しい」という言葉も良いが、幸せそうに食べてくれる方がやはり嬉しい。特にシェラの場合は、顔に出るから分かりやすい。本当に満足しているのだと、実感できる。

　少し経つと、さきほどの傭兵もやってきた。シェラがスープを配ってやると、礼を言って飲み始める。死体が散らばる中央広場で、騎兵隊はとても楽しい時間を過ごした。




　──シェラよりシダモ参謀への報告。

　反乱軍はゴルハバール峠を越えて、キュロス要塞を急襲する模様。

　その数は先陣が軽装歩兵三千、後陣が五千。到着予定は本日より三日後、濃い霧が発生する早朝。近隣領主達はそれに合わせて決起するとのこと。内応している領主達については付属した書類を参照されたし。
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　尚、エブシェン、チェスラフの両名は反乱軍との内通を認めたため、処断した。




　追伸　硬いパンはスープにつけて食べると、とても美味しいです。

　以上。
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　カナン街道を覆い隠すように、王国軍の旗が満遍なく立ち並んでいる。左右の高地には即席の陣地が築かれており、無策で攻め入れば多大な被害を受けることは確実である。

　解放軍陣地から遠眼鏡で眺めると、ガムゼフは予定通りだと頷く。

　前面には歩兵戦列を並べ、その次に弓隊、最後尾に騎兵を配置する三列陣で解放軍は布陣した。騎兵の役目は時機を見ての迂回攻撃だが、今作戦での投入予定はない。あくまでも敵主力を引きつけておくのが主目的である。

「やはり、カナンは難所ですな。まるで自然の要塞だ。落とすには大量の兵で強引に攻め入るしかありませんな」

　指揮を執っている将官がガムゼフに声をかける。ベルタ派の人間であり、ガムゼフとは旧知の仲だ。

　人望もあり、統率力にも長けている。王国時代の彼に足りなかったものは、運と貴族との繋がりだ。それがなかったために出世の道は閉ざされ、この有能な男は閑職へと回されていた。

　ガムゼフが振り返り同意する。

「その通りです。その分、敵の兵站も厳しいものとなっているでしょう。街道さえ押さえてしまえば彼奴らは袋の鼠。やがては窒息して悶え死ぬ。この地帯での大規模な食料調達は不可能に近いですからな」

　ハスティー大佐率いる別働隊がキュロス要塞を落とせば、カナンという厄介な〝箱〟に蓋を閉めた状態に持ち込める。危険を犯してでも、やる価値のある作戦だった。

　だからこそ対立するディーナーも、強硬には反対しなかったのだ。

「今回の奇襲、上手くいけば一気に王都への道が開けます。そうなれば、ガムゼフ殿の立場も確固たるものになりますぞ。ますますアルツーラ様のために働けるというものでは」

「ハハ、いやいや、私などはどうでも良いのです。ただ解放軍勝利のためだけに私は戦っているのですから」

　ガムゼフが謙遜し愛想笑いをする。実際には派閥同士の醜い鍔迫り合いは既に始まっている。

　アルツーラの信頼を勝ち取るためにも、この作戦は何としても成功させたい。

「しかしこのまま見合っているだけでは、謀はかりごとありと疑われるかもしれません。挑発がてら騎兵を投入しようと思うのですが」

　将官が騎兵隊の投入を進言する。確かに、ここで一撃浴びせるのは悪くはない。

「深追いは禁物、一撃を加えたら直ぐに引き返すよう厳命してください。敵が食いついてきたら儲け物です。痛撃を浴びせてやりましょう」

「了解しました。──伝令、騎兵隊に指示を出せ！」

　ガムゼフが同意すると、将官が檄を飛ばし騎兵隊に陽動攻撃を命じる。

　伝令は敬礼すると、本営から走り去っていった。それと入れ替わるように別の伝令が到着する。

「ガムゼフ様。敵陣に忍ばせている斥候から連絡がありました。ヤルダー大将が軍規違反を問われ降格、更迭された模様です。ヤルダーと共に王都へ戻されたのは、アンティグア、ベルタの敗残兵達です」

「……ヤルダーも哀れだな。築き上げた名声が散々たる有様ではないか。鋼鉄師団と呼ばれていたのが噓のようだ」

「その分、我々としては助かっていますがね。彼の浅慮のお蔭でアンティグアは落とせたようなもの」

「違いない」

　将官が同情するように呟くと、他の将達が軽口を叩く。

「……ふむ」

　報告を受けたガムゼフは腕組みをする。現在カナン防衛を担っているのは元帥のシャーロフ。慎重で堅実な指揮を行うことに定評がある。

　そんな男が、この防衛戦の前に貴重な兵力を割くような真似をするだろうか。嫌な予感が頭をよぎる。作戦を続行して良いものかどうか。だが止めるには材料が少なすぎる。それは余りにも弱気な思考だ。

「どうされましたか、ガムゼフ参謀」

「……いや、何でもありませぬ。少しばかり考えごとを」

「ハハハ、心配なさらなくともハスティー大佐ならば必ずやり遂げるでしょう。彼は野戦に関しては解放軍でも随一。フィン大佐にも引けはとりませんぞ」

「何としてでもキュロス要塞を落としてもらわなければ。解放軍の勝利のため、そして虐げられている民達のためにも」

　ガムゼフは頭によぎった懸念を振り払うように、強く頷く。ここで作戦中止を命じることもできる。だが、その場合は投資した時間、人、金が全て無駄となる。陽動のために展開しているこの大部隊も無意味に撤収しなければならない。もしただの考えすぎであったのならば、みすみす勝機を逃してしまう。

　一度動き始めた作戦を止めるのは、開始するよりも難しい。

　ガムゼフは、作戦続行を決断した。

（……大丈夫だ。きっと上手くいく。今更止めるなど考えられぬ。それこそディーナーの思う壺ではないか。必ず成功させてみせる）

　角笛が鳴り響き、陽動目的の騎兵達が駆け始める。

　ガムゼフは、舞い上がる砂塵を妙に落ち着かない心で見送った。




　王国軍第一軍、山岳陣地本営。

　敵兵を見下ろしながら、シャーロフが白髭を撫でる。己の判断が間違っていないことを確信する。敵にこの難所を攻め落とそうという気概を全く感じない。

　長く生きてきた中で、様々な戦場の〝臭い〟を嗅いで来たのだ。全く論理的ではないが、シャーロフは自分の嗅覚に自信がある。

　相手は何かを待っているのだと。

　それは恐らく、対峙しているここではないどこか。見過ごせば、致命傷となり得るだろう場所だ。

「閣下。敵の一隊が攻めかかって参りました。迎撃なさいますか？」

「弓の射程に入るまで放っておけ。更に寄せてきたら槍で食い止め、矢の雨で追い返すのだ。追撃は無用。敵の陽動に引っかかる必要はない」

「閣下。守っているだけでは兵の士気に関わります。どうか私めに攻撃命令を。必ずや賊軍を打ち崩してご覧に入れる！」

　バルボラがシャーロフに強く願い出る。

　攻勢に拘こだわり続けるバルボラの意見も、全てが間違っている訳ではない。

　敵の挑発を長々と見過ごしていれば、指揮官が怖気づいたと兵達が思い始める。やがては厭戦気分に繋がり崩壊の遠因ともなる。時には打って出る勇猛さも士気を維持するためには必要なのだ。

「……バルボラよ。機会は間もなく訪れる。それまでは辛抱するのだ」

「しかしながら閣下。既に兵達の間には見過ごせぬ噂も流れているのですぞ。ここは積極的に攻勢を仕掛けるべきです！」

　最近兵達の間で広がり始めた噂。

　シャーロフ元帥は、何故積極的に反乱軍と戦おうとはしないのか、反乱軍将官ベフルーズとシャーロフは古くからの仲である、アルツーラ姫も決起の際に誘いをかけたらしい……。

「馬鹿馬鹿しい。くだらん流言など放っておけ。打って出れば、それこそ敵の思い通りだ。放置しておけば、噂など煙のように掻き消える」

　シャーロフは一蹴すると、再び敵陣に目を向ける。

　更迭したヤルダーには、待機の指示を出した後、こう付け加えた──有事の際は己の判断により行動すべし、指示を待つ必要なし、と。

　追って出した命令はシダモ参謀にのみ知らされており、時機が来たらヤルダーに知らせるように命じてあった。

　全く動じないシャーロフの背中を、憎々しげな視線で睨みつけるバルボラ。

　守っているだけでは功名が立てられない。それに噂の真偽も分からない。シャーロフと賊将ベフルーズが、親友付き合いをしていたのは有名な話だ。

　後継者争いでは、シャーロフは中立を保ち、ベフルーズは失脚したアルツーラの父に味方した。

　王位は長兄が継ぐべきであると強硬に主張したベフルーズは、現王クリストフが勝利した後に追放された。

　シャーロフも内心では長兄が継ぐのが道理だと考えていた。だが、醜い争いに巻き込まれるのを嫌い、中立を堅持したことが現在の地位に繋がっている。仮に勝者が違っていれば、元帥の座はベフルーズのものだっただろう。

　バルボラは野心を隠そうとしない表情で、己の拳を握り締める。

（噂がどちらであろうとも構うまい。いずれはその座から引きずり下ろしてやる。私は更に上へと昇ってみせるッ）







　──ゴルハバール峠中腹。深い木々に身を隠しながら、解放軍の軽装歩兵三千名は進軍していた。

　濃い霧が生じ始め、視界が閉ざされていく。本隊からはぐれ遭難する兵士も続出する。

　足場は悪く滑落する不運な者も少なくはない。いくら訓練を積んでいても視界が悪ければ意味がない。

　兵達は慎重に地面を踏みしめながら、前へ、前へと歩き続ける。

　部隊の先頭に立つ指揮官、ハスティー大佐は妙に胸騒ぎがしていた。

　道は間違えてはいない。時間も計画からさほど遅れてはいない。後は峠を下った後、全速力でキュロス要塞を目指すのみだが。

（……なんだ、この嫌な気配は。霧のせいだけとはとても思えぬ。まるで──）

　絞首台へと進む罪人になったかのような、そんな馬鹿馬鹿しい想像が脳裏に浮かぶ。

　これは栄光への道のはずだと、己に言い聞かせる。暗い山道を、ひたすら無言で突き進んできたのだ。弱気にもなる。

（考えすぎだ。指揮官である私が弱気になってはならない）

　額の汗を拭い、自分を無理矢理に納得させる。後ろから付き従う部下達を振り返る。誰もが下を向き、息を押し殺しながら行進している。

　山岳でも自在に戦える者を選抜した精鋭達。それなのに顔色はどこか暗い。これから奇襲作戦を行う部隊とはとても思えない。まるで敗残の兵達だ。自分だけではなく、彼らもこの嫌な空気を感じているのだ。

　ハスティーはそれを振り払うように、胸を張って前進する。立ち止まったら二度と動けなくなりそうだった。

　道案内の男が、小声で呟く。

「……この峠が、こんなに静まり返っているなんて、珍しいべ」

「どういうことだ」

「へぇ。いつもは鳥達がやかましいぐらいに鳴いて、鹿やら猪、兎なんかがいるんだども。今日は一匹も見かけませんもんで。それどころか虫の声すら聞こえないんでさ。……それに、あっしだけかもしれませんが、こう、妙に寒気が」

　確かに、鳥の声、虫の声、そして獣の声。一切が聞こえない。聞こえるのは、たまに通り過ぎる不気味な風の音と、自分達の足音だけ。

「そういう日もあるだろう。あまり不吉なことを言うな」

「……な、なんだか不気味で、いつもの山じゃねぇみてぇだ」

　粗末な格好をした道案内が、両腕を寒そうに撫で始める。

　解放軍に金で雇われたこの男は王国領の民だが、特に愛国心など持ち合わせていなかった。今よりマシになるならばと、むしろ喜んで協力した。

　そんな男だが、今では心から後悔していた。こんな不気味な空気を味わう羽目になるならば、家で大人しくしておくべきだったと。

　男は手ぬぐいで首筋を拭く。下着を濡らす冷たい汗が実に不快だった。

「……大佐。この奇襲作戦は、本当に上手くいくのでしょうか」

　案内役の男が怯えているのを見て、一人の兵士がぼそっと尋ねる。隊では古参の部類に入るその男が、弱音を漏らすのは非常に珍しかった。

　思わず同意しそうになるのを堪え、ハスティーは叱咤する。

「それは我々の働きにかかっている。必ず成し遂げるという意気込みが必要だぞ」

「そ、そうですね。申し訳ありません」

「戦いの前で緊張するのは分かる。だがお前は隊では古株なのだ。決して不安を見せてはならない。恐怖は伝染するぞ」

「は、はい！」

　ハスティーは古参兵の背中を軽く叩き、激励する。こうして空から元気を出していなければ、自分も弱音を吐いてしまいそうだった。愛剣の柄を握り締める。

　身軽さを重視した軽装歩兵達の装備は剣、あるいは手槍程度の武装だ。長槍は行軍の邪魔になるため持ってはいない。弓を装備している者も短弓である。

　輜し重ちよう隊たいを伴う後詰が到着次第、重装備が受け渡される。その分行軍速度が遅いため、先陣を切るハスティー達がキュロス要塞を落とさなければならない。

「……そろそろ夜が明け始めるな。案内人、まだ着かないか？」

「へ、へぇ。もう少しでさぁ。ここからはさっきまでより楽になりますんで。平地に近づいてきた証拠でさ」

「よし、山を下り終わるまでは宜しく頼むぞ。皆、もう一頑張りだ」

　ハスティーは冷たい空気を思いっきり吸い込んだ後、両頰を叩いて再び歩き始めた。




　空が白み始めてきた頃、軽装歩兵三千名はようやく峠を下り終えた。既に濃霧が発生し、麓から近くの平野部までを覆い隠している。霧が晴れる前にできる限り進軍し、キュロス要塞まで近づかなければならない。

　ハスティーは手で合図を送り、前進命令を出す。大声は出せない。警戒されていた場合、敵の斥候に気付かれる危険がある。

　更に一時間程度行軍しただろうか。霧の中に何か影が見え始める。

　馬に乗った歪んだ人影。黒い旗がはためいている。ゆっくりとこちらへと向かってきているようだった。

　ハスティーは援軍の可能性を考えた。別働隊の進軍経路と到着時間は、キュロス周辺地域を治めているエブシェン男爵に伝えてある。彼らの騎兵が使えるのならば、寄せ集めとはいえ心強い。

　敵ならばこの段階で既に襲撃されているはずだから。

　だが、念には念を入れ、ハスティーは部下に戦闘準備をさせる。

「私が指示するまで攻撃は待て。但し準備は整えておくように」

「はっ」

　歩兵達が抜剣し、戦闘態勢に入る。

「我らは『狼』の群れだ。貴公は『狐』の者か？」

　こちらは解放軍だなどと名乗ったりはしない。予めエブシェンとは幾つか合言葉を定めてある。キュロス制圧時に、同士討ちを防ぐためでもある。

　目の前の馬群から返事はない。更にこちらへと向かってくる。投げかけた言葉は届いているはずだ。無視するということは王国軍の可能性が高い。

　兵士達にも緊張が走る。霧の中、視界が利く距離までいよいよ迫ってきた。

「返答がない場合は、攻撃を仕掛ける！　貴公らは──」

　ハスティーがもう一度問いかけようとしたその時、後方から悲鳴が上がる。

「て、敵襲です！　後方の隊が敵騎兵に襲撃を受けています！」

「な、何だと？　で、ではこいつらはッ！」

　ハスティーが正面に向き直ると、馬に乗った女の姿が目に入る。黒い鎧に、身体に似合わぬ大きな鎌を持った少女。

　そいつからは、さきほどから感じていた嫌な気配が迸ほとばしっている。殺気とも怒気ともいえぬ、形容し難いどす黒い空気。それを平然と身に纏いながら、ハスティーの目前までやってくる。

　長剣を握る力を強める。冷や汗が背中を流れ落ちる。喉が渇く。

（──ああ。嫌な感じがしたのは、この、化け物のせいだったのか）

　少女は凶暴に微笑むと、ハスティーが剣を突き出すと同時に、湾曲した凶刃で頭蓋骨を抉り取った。鮮血が霧の中に噴き上がり幻想的な光景が生まれた。

　ハスティーを惨殺した少女、シェラは無言のまま大鎌を振るい始めた。一振りするたびに、解放軍兵士の魂が刈り取られていく。

　霧の中に、次々と赤い噴水が巻き起こる狂った光景は、解放軍兵士の脳裏に強く焼き付けられる。

　近くで目撃してしまった人間は、後々までその恐怖に苛さいなまれ続けることになる。

　精神に異常を来きたし発狂する者もいた。とある兵士は、この美しい惨劇を記録に残そうと、狂ったように赤と白だけの絵を描き続けた。誰にも相手をされず、ただ延々と。やがて一枚の絵画を完成させると、その兵士は喉を掻き切った。最期に己の血で〝何か〟を書き記した後、哄笑しながら絶命した。〝何か〟とは題字のようであったが、誰にも読み取ることは出来なかった。

　幻想的な霧の中、か細い手で花を摘む一人の少女。表情は病的なまでに白い。地面からは赤い噴水が湧き、少女の足下を濡らしている。水溜まりの中には多数の紅い花と白い髑どく髏ろが描かれ、見る者に退廃的な恐怖を感じさせる。

　後年、廃棄するのを惜しく思った者の手で絵が公開され、貴族や芸術家から高い評価を得ることになる。

　王国軍士官シェラをモデルにしたとされるその絵は、「シェラ・ザードの花葬」と名付けられた。




　──霧の中、一方的な蹂躙と殺戮は続く。

　視界が全く利かぬ中、シェラの騎兵達が解放軍の歩兵達を掻き乱していく。

　剣が騎兵の身体に届くより先に、長槍で串刺しにされ、一人、また一人と倒れていく。それでも必死に抵抗し、騎兵を地面に引きずり落とす勇敢な古参兵もいた。だがその抵抗も空しく、数本の槍が古参兵の身体に穴を開けた。
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　やがて、指揮官を失ったハスティー隊は統率が取れなくなり、混乱を来しながら峠へと退却しようとする。

　霧が徐々に薄くなっていく。

　王国軍ヤルダーの伏兵はそれを待っていた。

「ハハハ！　今までの恨み、この場で晴らしてくれるわっ！　反乱軍共を残らず討ち取れぃッ！」

「全軍突撃！　ベルタでの恨み、今こそ晴らせっ！」

『応っ！』

　麓から、ヤルダーが怒声を上げながら先頭に躍り出て、果敢に攻撃を仕掛ける。

　元第四軍の将兵達も声を震わせて剣を掲げる。その声に続けとばかりに、周囲から戦鼓が激しく打ち鳴らされる。

　解放軍の進軍経路を読んでいたヤルダーは、正面にシェラ騎兵隊、側面に混成師団を伏兵として配置した。

　シェラの騎兵隊で足を止め、霧が晴れると同時に挟撃を仕掛ける。ハスティー達は自ら死地へとやって来てしまったという訳だ。

　四方から猛攻を加えられたハスティー隊は崩壊。三千の内、二千までが討ち取られ、残りは散らばり潰走した。

　ヤルダーは峠を越えて進撃することを決断。参謀のシダモもこの好機に乗じるべきだと進言。シャーロフに伝令を送る。

　シェラ騎兵隊にはキュロス防衛を任せて、ヤルダー混成師団は全力で峠を上り始める。

「ここで逆落としを食らわせ、我ら混成師団の底力を見せ付けるのだ！　全ての借りを、今ここで存分に晴らせッ」

『王国軍万歳！　ヤルダー閣下に続けッ！』

「全軍突撃！　行く手を阻む者は粉砕しろ！　進めぃッ！」

　高所からの奇襲を受けた、解放軍の後詰五千は激しく動揺する。

　隊列を整える余裕もない。武装は十分だが輜重隊を伴う分動きが遅い。勝ち戦で勢いに乗るヤルダー達を止めることができない。糧食、武具を投げ捨て、我先にと撤退を始める。

　ヤルダー師団は潰走する兵に激しく矢を浴びせかけ、落石を食らわせ、甚大な被害を与えることに成功した。

　猛将の追撃は止まらない。ヤルダーは休息を挟みながら峠を下り、ベルタ北西地帯へと逆侵攻。ベルタ城に圧力をかけると共に、カナン街道に布陣する解放軍三万の側面を突く気配を見せた。

　伝令から報告を受けたシャーロフは攻勢を決断。

「この機に乗じて総攻撃をかける。反乱軍を追い返すのだ！」

　王国軍は突撃陣形を組み上げると、籠っていた山岳陣地から出撃。カナン平野部で両者は激突した。

　初期は士気に勝る解放軍が優勢な展開を見せていたが、ヤルダー師団が側面を突くと形勢が逆転。間隙を切り開き、第一軍先陣のバルボラ師団が敵歩兵戦列を撃破する。親衛隊を引き連れ、自らも槍を振るい兵を鼓舞した。

「一人も生かして帰すなッ！　所詮は寄せ集めの雑兵だ。恐れる必要など何もないわッ！」

　解放軍の歩兵が次々に討たれて行く。

　解放軍ガムゼフは、このままでは危険と判断し撤退を決断。

　将官達はまだ諦めるのは早いと抗議の声を上げる。形勢は不利だが、まだ負けてはいない。猛攻を受けているが三段陣形は健在である。

　堅固な山岳陣地から敵兵が出て来たのだから、粘って増援を待つという決断もあった。ベルタにはアルツーラ率いる軍団が待機しているのだから。

　ここで撤退しては解放軍初の敗戦を喫することになる。連戦連勝で士気を上げ領主達を調略してきたのだ。今後の戦略にも影響が出るのは必至だった。

　だが、ガムゼフは戦況を冷静に判断し、将官の反対を押し切って撤退を命令した。

「これ以上の戦いは無意味。本命の峠越えが頓挫した以上ここは撤退が最善。全責任は私にある。……ここは私の指示に従って欲しい」

　ガムゼフは己を抑えて厳命する。諦めきれないのはガムゼフとて同様だ。だが、万が一にも三万が壊滅しては、ベルタの情勢に影響する。いや、解放軍の命取りとなりかねない。最悪の事態は防がなくてはならなかった。それが作戦を立てた参謀の責任である。

　ガムゼフは後詰の騎兵隊を伏兵として潜ませて、緩やかに後退を始める。

　王国軍シャーロフは、これ以上の追撃は却って被害が大きくなると判断。

　敵は規律を保ちながら引き上げている。誘われて部隊を突出させたら逆に包囲される恐れがあった。

　バルボラの徹底的に追撃すべしという意見を退け、山岳陣地への引き上げを命令する。

「何故ここまできて攻撃を中止するのだ！　ここで打撃を与えればベルタ奪回も容易くなるものをッ。臆病風に吹かれおって！　千載一遇の好機をみすみす逃すというのか！」

「しかし、伏兵がいると斥候から報告が──」

「馬鹿者がッ！　敗軍の伏兵など蹴散らせば良いのだ！　優勢なのは我が方なのだぞ！　後一歩で敵の本隊を潰走に追い込めるではないか！」

　バルボラが手にした指揮杖を憤怒の形相で叩き折る。その剣幕に押されながらも、副官が報告する。

「バルボラ様、味方が引き上げていきます。我々も後退しなければ、軍規違反に問われます！」

「無念だが止むを得まいッ。我々も撤収する！　……シャーロフの臆病者めがッ！」

　納得のいかないバルボラは最後まで撤収を渋っていたが、やがて陣地へと引き返していった。シャーロフへの罵声を吐き散らしながら。

　仮にバルボラの進言を容れて総攻撃を仕掛けていたならば、王国軍が勝利を収め、ベルタへの足がかりを築くことができた可能性は確かにあった。しかし逆に反撃で戦力を消耗し、カナン防衛が危うくなった恐れも十分にある。

　堅実を好むシャーロフは守りを選択しカナンの防衛には成功した。だが依然として王国軍の劣勢は続く。解放軍主力の壊滅には追い込めなかったのだから。

　どちらが正解だったかは分からない。とはいえ結果だけを見れば、敵奇襲を見破り、撃退した王国軍の勝利である。







　戦い終えたシェラ騎兵隊は、命令に従いキュロス要塞へと入っていた。

　軍馬達に休息を取らせ、各自が体力を回復させる。

　シェラは硬いパンをかじりながら、衛生塔へと向かっていた。衛生塔は疫病や、手傷を負った者を治療する病院のようなものだ。

　さきほどの戦いで傷を負った騎兵達が、上官を敬礼して出迎える。その間にもベッドの上では血を撒き散らしながら、治療を受けている者がいる。

　将官や貴族ならば、魔力を用いた魔道治療を受けることが出来るが、一兵卒である彼らは痛み止めで誤魔化すのが精一杯である。体力と気力が尽きた者から死んでいく。朦もう朧ろうとした意識で、生と死の狭間を漂いながら。

　シェラは白衣を着た衛生兵の元へと近づいていく。彼に出来る治療は終わったようだ。視線が合うと残念そうに首を振り、他の者が待つベッドへと向かっていった。

　視線を下ろすと、青白い顔をした若い男が身体を痙攣させながら何かを呟いている。

　シェラが微笑む。

「さっきはよく頑張ったわね。あなた達の活躍のお蔭で見事勝利を収めることが出来たわ。これからも私と一緒に反乱軍を殺すために戦いましょう。まだまだこれからよ」

　優しく頰を撫でてやると、すがるような視線を向けてくる。その視線は定まらず、どこか宙を見上げているようだった。

　彼の視界には、既にシェラの姿は入っていないのだろう。

「──シェ、シェラ、ちゅ、中佐。お、おれ、は」

　口から激しく吐血する。白いシーツに赤い染みが飛び散っていく。内臓への致命傷。よくここまで帰還できたと言って良いだろう。

　最後まで指揮官と共に行動するという執念だけで、彼はここまで戻ってきた。だがこの場所では手の打ちようがない。いや、どんな名医でも既に無理だっただろう。衛生兵は痛み止めを大量に与えて、苦痛を取り除くしか術がなかった。

　シェラ──〝死神〟に出来ることはたった一つしかない。

　左手に〝それ〟を握り締めて、右手には飴玉を握り締める。

「ねぇ、お腹空いてない？　私甘くて美味しい飴玉を持っているの。カタリナがいつも分けてくれるのだけど。それをもらってきたの。貴方にも一つ分けてあげるわ。とても運が良いわよ、貴方」

「シェ、シェラ、中佐──」

　虚ろな瞳でシェラの名を呼ぶ若者の口に、白い飴玉を放り込む。そして赤く汚れた口元を軽く押さえると、左手の〝それ〟で青年の命を刈り取った。

「その赤い飴玉、とても美味しそう。だけど貴方にあげたものだから、私は、我慢するわね」

　動かなくなった兵士の目を閉じると、シェラは軽く微笑んだ。

　零れ落ちた赤い飴玉を顔の横に置き、左手に握った鎌を腰へと差し込む。周囲で敬礼を行っている負傷者達に手を振ると、静かに衛生塔を立ち去った。




　シェラは大きく伸びをすると、照りつける太陽を忌々しそうに睨みつける。

　主塔を見上げると、王国旗の横に黒い旗が風を受けて誇らしげに翻っている。騎兵隊の誰かが、勝手に据え付けたのだろう。すっかり干からびたパンを細かく千切り、口へと放り投げる。

　足下に、意地汚い黒カラスがやってきた。パン屑を地面に少しだけ投げてやると、ひょこひょこと啄ついばみ始める。シェラを見上げると高い鳴き声を上げる。

「もうないわよ。横着しないで自分で取りにいきなさい。あなたは自由に空を飛べるのだから」

　残りを完食してシェラは踵を返した。

　カラスはそれを感情のない目で見送る。やがて諦めたらしいカラスは、どこかへ飛び立っていった。

　その後、カタリナが呼びに来るまで、シェラは主塔の上で昼寝をして過ごした。やることは山積みだったのだが、優秀な副官に任せて気にしないことにしたのだ。

　シェラの隣では、食料調達に失敗したカラスが、何かを訴えるようにうろちょろしていた。
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　解放軍将官達が居並ぶベルタ城、城主の間。

　敗軍の将ガムゼフは地に額を擦り付け平伏していた。

　全ての責任は、作戦を立て指揮を執った自分にある。立ち止まる機会はあった。ヤルダーの更迭という情報。そこで作戦を停止し、綿密な調査を行うべきだったのだ。

　ガムゼフの後悔は尽きない。全ては水の泡。今後はディーナーが主導権を握るのは間違いない。

「このガムゼフ。姫より兵を預かりながらこの不始末。申し開きの言葉もありませぬ。どのような責めも負う覚悟です。規律を保つためにも、私めに厳罰をお与えください」

「それは違います、ガムゼフ。作戦を実行するよう命じたのはこの私です。貴方達は勇敢に戦ってくれました。貴方の責めは、私が負うべき責めでもある。これからも私に力を貸して下さい。決して早まったことはしないように。まだまだ戦いは続くのですから」

「姫。それでは士気を保つことが出来ませぬ。このようなときこそ信賞必罰を徹底することが肝要なのです。どうか私をご処断下さい。敗軍の将に情けなど無用です！」

　すがるように訴えるガムゼフ。己の死によりベルタ派の失点を帳消しにする覚悟である。

　それを分かっているディーナーは、ガムゼフに助け船を出す。彼らに貸しを作っておく算段だ。

　ガムゼフにはまだ利用価値がある。王都地帯に人脈もあり、作戦を立案し実行する能力もある。

　作戦自体は失敗に終わったが、王都に楔を打ち込むという意味では成功している。王国軍は、今後キュロスにも防衛戦力を置かねばならないのだから。

「ガムゼフ殿。たかが一度の敗戦で命を捨てるなど馬鹿馬鹿しいですぞ。この解放戦争での勝利とはただ一つ。圧政者を打倒し、国民を苦しみから解放することなのですから。まだまだ貴方の力が必要です。このディーナー、謹んでお願い申し上げる。どうか解放軍のためにその力をお貸しください」

　ディーナーは、頭を下げ続けるガムゼフの手を取る。全てが芝居だ。だが派閥争いなど存在しないと、周囲にアピールするためにもこのような演技が必要だった。

　これでガムゼフとその一派は当分の間大人しくなる。その間に、出来る限りベルタ派を切り崩しておくつもりだ。それが完了次第ガムゼフは始末する。この男は頭が回る分、他より厄介なのだ。放置はしておけない。王国を打倒しても、旧王国派閥がのさばっていては、何のための解放戦争なのか分からない。王国南部調略と並行して速やかに実行していく必要があった。

　最も重要なのは、アルツーラの下に意志を完全に統一することだ。王政を奪還した暁には、一気に改革を推し進めなければならないのだから。派閥争いなどという愚かで無意味なことに付き合ってはいられない。

　アルツーラがディーナーに問いかける。

「ディーナー。私達の同志を何人も手にかけている〝死神〟とは一体何者なのですか。ボルール、ボジェク、ハスティー。皆勇敢で頼れる者達でした。これらの者が易々と討ち取られるなど今でも信じられません」

「……王国軍中佐、シェラ・ザード。二十にも満たない女士官で騎兵隊を率いているようです。降伏した者達の話によると、王国軍の徴募に自ら応じたとか。進むべき道を見誤った哀れな人間です。血に溺れ、殺すことに悦びを覚えてしまったのでしょう。同情すべき点はあるかもしれませんが、これ以上見過ごしておく訳にはいきません」

　ディーナーは内心、煮えたぎる怒りで沸き立っていた。

　解放軍に仇なす許し難い人間。次の戦いで必ず始末してみせる。確かにその武勇は脅威ではあるが、所詮は突撃するしか能のない女。罠を仕掛けて重囲すれば、必ず討ち取れるだろう。

　シェラの身体を八つ裂きにした時、初めてディーナーの暗い怒りは収まる。

　己の〝軍師〟としての価値を真正面から否定する〝死神〟。綿密に練り上げた戦略を、個人の暴勇で打ち破るなどあってはならない。そんなことは決して認められないのだ。

「……二十にも満たない少女が、たった数年で中佐にまで昇進したと？　全く信じ難い。〝死神〟と怖れられるのも頷ける」

　ベフルーズが白髭を撫でながら呟く。

「〝死神〟の件はこのディーナーにお任せください。必ずや同志達の無念を果たしてご覧に入れます。ガムゼフ殿。その時は是非ともご協力ください」

　ガムゼフはしばらく無言だったが、やがて深々と頭を下げて了解の意を示した。

「ありがとうガムゼフ、これからも頼りにしています。それでディーナー、これから私達はどのように動くべきですか？」

　アルツーラが問いかけると、ディーナーは一拍置いて答える。

「はっ。間もなく厳しい冬が訪れます。この間に戦力を整え、まずは勢力下においた民達の生活を安定させましょう。幸い敵将シャーロフは守勢に徹しております。打って出てくることはまずありません。仮に来たとしても足止めは容易いことです。雪は我らにとって力強い防壁となるのですから。今は同志を集め、訓練を行い、我らの大義を世間へと広く訴えかけるのです」

　富国強兵。現在の解放軍の方針はこれに尽きる。戦力を消耗した現在、迅速に力を蓄えることが最優先だ。

「それでは我々が王都を目指すのは、春の訪れを待ってということですね？」

「はい。我らを支援して下さっている帝国は、王国北西部のマドロス地帯を攻略している模様です。冬が来ても彼ら王国軍に安息の日は訪れません」

　その言葉にユリウス皇子が頷く。十万の兵力を伴って、帝位継承順位第一位のアレク皇子が遠征中だ。

　アレク率いる帝国第一軍団。そして帝国北東部ウェルス地帯を守備する第七軍団が共同して侵攻している。

　アレクはユリウスの実兄に当たり、皇帝である父の覚えも良い優秀な人間だ。何事もそつなくこなし、人心を掌握するのが上手い。この遠征が成功した暁には、その立場と地位も確固たるものになるだろう。

　解放軍に居場所を見出した今のユリウスにとっては、どうでも良いことであるが。

「我が兄アレクならば、必ずやマドロスを攻略するでしょう。彼らが王都を突く構えを見せれば、カナン防衛も薄くなるはず。我々は好機を待ち、戦力を蓄えるのが最善かと」

　ユリウスの言葉を受け、アルツーラが力強く頷いた。居並ぶ将官に確認するように視線を送ると、誰からも異論は出なかった。




　自室に戻ったディーナーは早速仕事に取りかかる。やるべきことは幾らでもあるのだ。時間があればあるほど調略は施しやすい。次にカナンを攻めるときは、確実に落とす。

　だが、シャーロフ相手では、長期戦を余儀なくされるだろう。冷静で堅実なあの男は、まずこちらの策には乗ってこない。籠っていれば要害カナンは守りきれるという自負と確信があるからだ。そしてそれは正しい。

　解放軍としては、王国軍を誘い出して、深入りさせたところで各個撃破というのが望ましいのだが。

（……そろそろシャーロフ元帥にもご退場頂かねばなるまい。彼と旧友のベフルーズ将軍には悪いが、私情を挟んでいる余裕はない）

　既に種は撒いてある。後は芽が出るように誘導するだけだ。その類の策はディーナーが最も得意とするところ。

　ディーナーは口元を歪め、諜報員への指示を記した、密書の作成を開始した。







　キュロス防衛に成功したヤルダー混成師団とシェラ騎兵隊は、シャーロフの指示により王国北西部へと向かっていた。

　王国北西部、帝国との最前線に当たるマドロス地帯。ここから西には帝国領ウェルス地帯があり、長きにわたり対立してきた歴史がある。

　カナン地帯ではロシャナク要塞にシャーロフが入り、バルボラが前線守備、ラルスが後退しキュロス要塞の守備へと回った。

　冬季に戦を仕掛けるつもりはないので、余剰兵士は王都へと帰還させている。兵士達に疲労と不満が溜まっていたという事情もある。兵站にも支障が出るので、冬季攻勢は現実的ではない。

　バルボラは執拗に攻勢を訴えていたが、リスクが高すぎるとシャーロフは却下した。

　敵奇襲部隊を撃退し、敵本隊側面を突くという大戦果を挙げたヤルダーだったが、大将への復帰は認められなかった。

　大将復帰を促すシャーロフの奏上は却下され、次の活躍に期待するとだけヤルダーには通達された。

　意気消沈したヤルダーではあったが、これからが頑張りどころと奮起し、士気を高めていた。

　同じくシェラの昇進も見送られた。さすがに大佐にまで昇進させるのはやり過ぎであると、「待った」がかかったのだ。

　懸念を示したのは宰相ファルザーム。会ったこともない人間が、とんとん拍子で出世していくのに危惧を覚えたのだ。英雄の誕生は、自らの地位を脅かすことに繋がりかねない。

　シェラ本人は全く気にせず、いつものように食事を取っていた。昇進云々よりも、目先の食事が大事だった。

　シェラが今食べているのは、ソーセージやたまねぎ、ニンジンなどの野菜を長時間煮込んだ料理。

　香草が馬鹿みたいに大量に投入されていたので、シェラは顔を顰めながら消化していく。

　カタリナは美味い美味いとご機嫌に食べていたので、自分の皿から香草を分けてあげた。

　やはり、草の類はあまり好きではないし、苦いものも好みではないのだ。







　──王国北西部マドロス地帯本拠地、マドロス城。

「これはこれはヤルダー〝元〟大将閣下ではないか。まだしぶとく生きていたのか。しつこいのはその顔だけにしておけよ！　ワハハハッ！」

　到着したヤルダー一行を迎えたのは、下品に笑う第五軍司令官ケリー・マドロス中将である。

　ケリーは見事に剃り上げた坊主頭を得意気に叩きながら、まぁ座れと促す。

　憤慨して乱暴に席に着いたヤルダーは、天まで届かんばかりの声量で遠慮なく怒鳴り散らす。

「顔のことだけは貴様に言われたくないわッ！　このむさ苦しい禿げ頭め！」

「この方が兜を被るのに楽なのさ。貴様もそのうち分かる時がくる。それまでお前の首が繋がっていればな！　ワハハハハッ！」

　ケリーが笑うと、室内の士官達も後に続いて笑い声を上げる。誰もがケリーに見込まれた勇敢な男であり、最後まで戦いぬく気概に溢れている。

　第五軍はマドロス出身者で固められた異質な軍隊である。彼らが帝国に降ることは決してない。

「き、貴様らッ。私を侮辱するにもほどがあるぞ！　わざわざ援軍に来てやったというのになんということかッ。どいつもこいつも馬鹿にしおって！」

　憤って机を叩きつけるヤルダー。顔は茹ゆで蛸だこのように赤くなっている。

「まぁ落ち着けヤルダーよ。俺と同じ階級になったからむしろ話し易くなったじゃねぇか。大将も中将も似たようなものだ。そうだろう？　まぁ飲め飲め！」

　ケリーがヤルダーの肩を叩きながら酒を注ぐ。北西部は寒さが厳しく、酒は温められたものが提供される。まだ雪は降ってはいないが、外の寒さは肌を突き刺すほどだ。普通の人間ならばこの時季に戦いを仕掛けようとは思わないだろう。

　酒を飲み干したヤルダーは、大きく息を吸い込み、吐き出してから気持ちを落ち着かせる。

　ケリーとはそれなりに付き合いがある。人を喰ったような男で、非常に底意地が悪い。その癖、兵達からの人望は厚く、武勇にも優れるという実に嫌な奴なのだ。

「……もう良い！　さっさと本題に入るぞ。帝国軍の奴らはどこまで来ているのだ」

「うん？　ああ、帝国の馬鹿共か。あいつら糞寒い冬になっても引きやがらねぇんだ。こっちは冬まではもたせるつもりで戦ってたのによ。元はといや、ダーヴィトの軍団を動かした糞馬鹿のせいなんだが」

　今は亡きダーヴィト率いる第四軍と、ケリーの第五軍でこの地域は拮抗を保っていたのだ。それを宰相ファルザームが無闇に動かしたせいでこの有様だ。

　帝国軍との防壁となるはずだった最前線の第一要塞。馬鹿正直に籠って戦っていたら、確実に壊滅させられていただろう。

　ケリーは完成したばかりの第一要塞を無力化した上であっさりと放棄。近隣住民を退避させながら持久戦に持ち込んだ。

　築き上げてきた小さな砦や、隅々まで知り尽くした地形を利用しながら、徹底的に兵站を妨害する遊撃戦を展開した。その甲斐あって敵の足止めに成功し、今現在まで持ちこたえることに成功した。

「……ケリーよ。ダーヴィト殿は残念だが、ベルタ城で」

「ああ、知ってるよ。気に食わねぇ奴だったが酒を見る目だけはあったな。あいつの選んだ酒は本当に美味かった。それだけは惜しいな。うん、実に惜しい」

　家柄を鼻にかけるダーヴィトと、辺境地帯マドロス出身のケリーでは馬が合う訳がなかった。

　とはいえ、衝突するようなこともなく、出来るだけ関わらないようにしながら上手く連携を取っていた。

　ダーヴィトが義理で贈って来た酒が、確かに美味かったのをケリーは覚えている。

「……帝国軍はアレク皇子が総大将という話は本当か？」

「ああ、帝位を得るための得点稼ぎだろうよ。奴らの意気込みは大したもんだぜ。ついでにウェルス家の糞野郎も鼻息荒く攻め込んで来てやがる。ったく、腹立たしいったらありゃしねぇぜ」

　帝国領ウェルス地帯、第七軍団指揮官グスタフ・ウェルス中将。ケリーとは先祖からの遺恨がある怨敵である。

　ケリーはマドロス地帯を、グスタフはウェルス地帯を守るために、終りの見えない争いを繰り広げてきた。

　これは二百年前から続く血に塗れた腐れ縁。この因縁こそが、ケリー達第五軍団が帝国に降伏しない一番の理由でもある。

　グスタフがマドロス地帯を支配すれば、必ず今までの復讐を果たそうとするだろう。逆の立場ならケリーもそうする。今更綺麗事で収まるような関係ではない。殺すか殺されるか。相手の都市を壊滅させるまでそれは続くだろう。殺される前に殺さねばならない。それが領民の命を背負う領主の役目である。

　憎悪の始まりは、降伏した民を殺戮したとか、されたとかいう話だが、もうどちらの言い分が正しいのかも分からない。知りたいとも思わない。何れにせよマドロス家は王国に付き、ウェルス家は帝国に付いた。それだけの話だ。

　マドロス人は胸元に守護獣の刺青をする習慣がある。ウェルス人は肩部に聖鳥を刻印する。皮肉にもそれが人種を識別する記号となり、お互いの対立を更に煽る結果となっていた。

「もう冬になるというのに、撤退する気配は本当にないのか？　十万もの大軍だ。維持するだけでも苦労するだろうに」

「そりゃもう元気一杯で攻め込んで来てるぜ。皇子直々に指揮してるからな。手柄の稼ぎ所って訳さ。こっちは折角育てた畑を焼き払いながら撤退続きだってのによ。とはいえ、奴らに食わせる飯は一欠片もねぇからよ。一つ残らず炭屑にしてやったぜ。冬に入り、奴らの兵站が厳しくなったこれからが本当の勝負だ。帝国の馬鹿共に地獄を見せてやるぜ」

　第五軍は帝国軍侵攻経路上の住民を全て避難させ、井戸に毒を入れ、畑を焼き払い、家畜は殺した。帝国兵にくれてやるものは一つもない。

　ケリーだけでなく、士官、兵士、住民に至るまでその考えは共通していた。捕まれば乱暴されて殺される。それが嫌というほど分かっているだけに、命令を否という者は一人もいなかった。

　ケリーが酒を飲み干すと、グラスを強く握り締める。ヤルダーも思わず力が入る。机の上に広げられた地図を眺め、頭を捻る。

「マドロスから北西が第二要塞、西が第三要塞、南西が第四要塞か。第二は海岸沿い、第三は山岳に囲まれた難所。第四がマドロスに繋がる一番の急所だな。平野部で一番落としやすそうだ。私ならここを狙う」

　正攻法を好むヤルダーは、何も考えずに攻めやすそうな要塞を指差す。

　何も考えていないとはいえ、大軍を擁していれば間違ってはいない。わざわざ難所を攻める必要はない。損害覚悟で力攻めするのも時には必要である。

　ケリーは問題ないと言い切る。彼はここを守り抜く自信と覚悟がある。

「そこは一番堅固に作ってあるぜ。まぁそう簡単には落とせねぇよ。俺が直々に指揮を執るからな。ヤルダーよ。お前には海岸沿いの第二要塞へ向かってもらうつもりだ。ちなみに、裏には兵糧貯蔵庫が控えてる。そこが落とされると俺の第五軍とお前らの師団は窮地に陥るって訳だ。どうだ、やばそうな場所だろう？」

　海岸沿いに築かれている第二要塞を指差すケリー。街道を遮るように築かれた関である。堅固とは言い難く、攻城兵器を持ち出されれば、持ちこたえるのは難しいであろう。

　この危険な要塞の裏に、兵糧貯蔵庫が置かれているのには理由がある。が、ケリーは今は説明しない。

「それは良い働き場所をもらったというもの。必ずや要塞を守り抜いてみせよう。我が槍働きを今度こそ王都の連中に認めさせてやるわ！」

　歯軋りしながら意気込むヤルダーを面白そうに眺めながら、ケリーはニヤリと笑う。

　きっとこいつは納得しないだろうなと確信しながら。古くからの付き合いだから間違いない。絶対に激昂して殴りかかってくる。

「まぁ慌てるなよヤルダー。話は最後まで聞け。これはお前達にしか出来ない仕事だからよ。降格されたヤルダー中将と、敗残の哀れな混成師団にしか任せられねぇんだ。その猪みたいな頭で、よーく俺の話を聞いておけ。失敗は許されねぇ。良いな？」

「突然真顔になりおって、一体何だというのだ。それに今のは聞き捨てならんぞ。私だけでなく、貴様は兵達まで侮辱したのだ。くだらぬことだったら許さんぞ！」

「それはだな──」

　声を押し殺したケリーが、帝国軍を壊滅させる策をヤルダーに説明する。

　一通り話し終えると、予想通りに激怒したヤルダーが右拳で勢い良く殴りかかる。ケリーも頭突きで反撃し、会議室は大混乱となった。

「策のために必要なことだ」と予め言いくるめられていた士官達は、煽り立てるばかりで止めるつもりはなく、二人の中将は顔に痣あざが出来るまで、延々と殴り合いを続けた。それは酒場の酔っ払い同士の喧嘩といった様相であった。

　騒ぎを聞きつけたシダモが、衛兵を連れて制止に入るまでこの馬鹿騒ぎは続いた。

　ケリーの思惑通り、ヤルダーの容姿は一見、満身創そう痍いといったものに変化した。見かけほど重傷ではないが。それは言わずもがなケリーも同様であった。







　──数日後の夜。火の手が上がる第二要塞を後にして、シェラ率いる騎兵隊二千は帝国軍陣地を目指していた。

　兵達の馬には、王国兵の首が百程度括りつけられている。更に縄で雁字搦めにされたケリーの次男、ダラス・マドロスの姿もある。

　猿さる轡ぐつわを嚙まされ、顔には青痣が目立ち、暴行を受けた痕が見受けられる。身体を動かして何かを喚こうとしている。シェラがうるさいと頭を小突くと、静かになった。

　彼は帝国軍への捧げ物、生贄である。

「カタリナ。もうそろそろかしら」

「はっ。辺りに斥候の気配があります。我々は捕捉されたと思われます」

「そう。それじゃあ予定通りね。アレを掲げなさい」

　後ろの騎兵に指示すると、白布を結びつけて、高らかに掲げる。

　古今東西、降伏する手段として用いられる、いわゆる白旗。シェラ騎兵隊はそれを目立つように掲げて進軍を続ける。

　シェラはマドロス名産の煮に干ぼしを頭からしゃぶる。庶民の食べ物であるそれは、塩分を取るために非常に濃い味付けがされており、本来は単体で食べることは余りない。スープの出汁だしにするのが正しい食べ方である。

　シェラは顔を顰めてしょっぱいという表情をした。

　気を利かせたカタリナが水筒を差し出すが、シェラは首を振って遠慮した。袋からもう一匹取り出して、今度は尻尾から咥える。苦味が口内を包み込んだ。

　どうやら癖になってしまったようだ。

「帝国にも、美味しい物があると良いわね」

「この季節ですから、あまり期待しない方が宜しいかと。ちなみにウェルス地帯では──」

　ウェルス特産品を挙げようとしたカタリナの声を遮り、茂みから歩兵達が殺気立って飛び出してきた。

　松明を掲げ、威嚇するように長槍を騎兵に向けている。

　シェラは煮干を一気に嚙み砕いた。小骨がジャリっと音を立てて粉々になる。苦味の後で塩味が広がり、シェラはまたしょっぱい顔をした。

「止まれッ！　馬を止めろッ！」

「動くな！　動くんじゃないッ！　怪しい動きをしたら即座に殺すぞッ！」

「王国軍の者だな！　その白旗がどういう意味かは分かっているのだろうな!?」

　口々に怒声を上げながら、シェラ達を威嚇する。

　騎兵達は動揺することなくシェラの言葉を待っている。馬達も嘶いななきを上げようともしない。

　その妙な騎兵達を、帝国軍は訝しげな視線で観察する。普通、降伏しようとする人間はおどおどしているものだから。

　帝国軍警けい邏ら隊の指揮官が、咳払いをした後大声で宣告した。

「我々はキーランド帝国第七軍団警邏隊である！　貴官らは何用で参ったのか！　返答次第では攻撃を仕掛けるッ！　心して答えられるが良いッ！」

　その問いかけに、シェラは馬を一歩進め、静かだがよく通る声で返答した。

「私はユーズ王国混成師団騎兵隊を率いるシェラ・ザード中佐だ。キーランド帝国に降伏するために、第二要塞に火を放ちマドロス家の者を捕らえて来た。帝国軍の指揮官殿にお会いしたい。我々に帰るべき場所はない」

　シェラが合図すると、付き従っていた騎兵達が首を放り投げる。帝国兵達がそれを調べるために拾い上げていく。

　遠い北方の夜空に、滲むように浮かび上がる赤い光。王国軍第二要塞付近からは確かに火の手が上がっている。それを警邏隊の指揮官が確認すると、シェラを警戒しながら睨みつける。

「……貴官は、マドロス人ではないのか？」

　マドロスの人間は決して降伏しない。マドロス人ならばこの場で殺すつもりでいた。帝国第七軍団はウェルス地帯出身者が多く、この指揮官もウェルス人だ。

「私は中央国境地帯出身だが、それが何か？」

「……いや、了解した。だが降伏を受け入れるかどうかは我らでは判断出来ん。これから貴官を本営まで案内するので、そこで仔細を説明されるが良い。決して変な考えを起こさないように。我らの兵はここだけではない」

「感謝する。それでは案内をお願いしたい」

「こちらだ。ついて来られよ」

　シェラが促すと、指揮官が先導して歩き始める。

　騎兵隊の周囲には槍を構えた兵と、弓を構えた兵が囲うように陣形を組んでいる。妙な真似をしたら、即座に矢が放たれ槍が繰り出されるのだろう。シェラの騎兵達は恐れを見せず、無言で後に従う。

　いつの間にか白旗は、凶鳥が描かれた黒旗に付け替えられていた。彼らの誇りが許さなかったのだろう。シェラ騎兵隊に敗北はないのだから。帝国兵達は全く気付いていない。

　それを一瞥すると、シェラはとても楽しそうに口元を歪めた。

「……本当に、楽しみね」
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　篝かがり火びで煌々と照らされている帝国軍本営では、マドロス攻略方針を決定する軍議が行われていた。

　第一軍司令官にして、帝国第一皇子アレク・キーランドを筆頭に、錚そう々そうたる面々が勢ぞろいしている。

　アレクは豪奢な軍服を着用し、過剰な装飾が刻まれた剣を腰に差している。父譲りの金髪はキーランド一族の象徴でもある。

　キーランド一族は黄金色を狂信的なまでに重んじる。まかり間違って銀髪にでも生まれようものならば、長男といえども帝位継承権は剝奪されかねない。

　アレクが帝位を継げば、そのブレーンとなるであろう者達が顔を揃える。熾烈な出世競争で頭角を現すことに成功した、武勇、知略に秀でている将官達。

　だが、今は誰もが難しい顔を浮かべており、事態が芳しくないのを感じさせる。

「……物資調達はどうなっているか」

　指で机を叩きながら、アレクが憂鬱そうに尋ねる。聞かなくても大体分かっているが、報告は受けなくてはならない。

「はっ、田畑は全て焼き払われ、農村の民家は全てが無人です。井戸には毒が投げ入れられ使用は不可能。奴らの焦土戦略は徹底しています」

「現地での物資調達は非常に難しいですな。本国からの輸送に頼らざるを得ません」

「王国軍の遊撃隊が、我が軍の輜重隊に襲撃を繰り返しています。その警備に兵を割かねば、今後の兵站に支障を来すかと」

　内地へと侵攻するに従って、帝国軍の補給路が延びてしまっているのだ。

　王国軍は遊撃戦略に切り替え、輸送部隊の襲撃を執拗に繰り返している。無事に前線まで辿り着く物資は五割にも満たない現状だ。このままでは深刻な兵糧不足に陥ることになるだろう。

「……殿下。第一要塞は攻略したのです。ここは春が訪れるまで待つのはいかがでしょうか。物資の輸送も捗はかどり、進軍速度も上がります。これ以上無理に攻める必要はありません」

　将官の一人が進軍停止を進言する。実に理に適った意見であり、アレクも内心ではそれが最善と考えていた。

　だが止まることのできない事情があるのだ。「なんとしてもマドロスを攻略すべし」という至上命令が下っている。

　父であると同時に、皇帝でもあるアルフ・キーランドからの命令。老いるにつれて柔軟な考えが出来なくなってきているが、帝位を得るまでは不興を買う訳にはいかない。

　精悍な顔を歪め、アレクは吐き捨てる。

「それが出来るのならば、最初からこの時期に遠征などしない。陛下は一刻も早くマドロスを攻略せよと仰せなのだ。我々が考えるべきは、如何にして敵要塞線を突破しマドロス城を陥落させるかのみ。諸君らにも知恵を絞ってもらうぞ」

　アレクが強い口調で言い放つ。それに応えるように第七軍司令官のグスタフ中将が発言する。

　ウェルス地帯の領主であると同時に、第七軍を率いる神経質そうな痩せ型の男。マドロスを治めるケリーとは、戦場で何度も剣を交えた間柄である。

　猜疑心が強く慎重かつ冷静を地でいく性格で、余所者には冷淡だがウェルス出身の兵からの信望は篤い。ウェルス防衛と発展のためだけに生き、そして戦い続けてきた。

　アレクとは何故か馬が合い、今では彼の後ろ盾の一人となっている。追つい従しようを嫌い、時には厳しく諫言することもあるが、アレクは愚直な性格のグスタフに信を置いている。

「十万もの大軍で今後も進軍するのは自殺行為。雑兵共は第一要塞の防衛、輜重隊の警護に回すべきかと。第一軍と第七軍の精兵五万のみで要塞線の一点を集中攻撃の上突破。その後、一気にマドロス城を陥落させるのが最善かと思われます」

　錬度の低い兵は待機させ、攻略するのに必要と思われる数だけで進軍を続ける。兵糧に不安がある現状では、グスタフの意見は妥当なところだった。

　要塞線防衛に当たっている王国軍第五軍とほぼ同数ではあるが、彼らは分散して守備しなければならない。逆に帝国軍には進軍経路を選択する権利がある。どこを狙うか、その判断がマドロス攻略の明暗を分けるのは確実だった。

「それが現実的な策か。食料がなければ戦うことはおろか進むことも出来ん。後は我々に幸運があるのを祈るばかりだな。幸い私は熱心な星教徒だ。必ずや加護があるだろう」

　皮肉気味に苦笑すると、アレクはグラスの水を飲み干した。本当は、彼は宗教などというまやかしを信じてはいない。

　信じられるのは地位、金、そして力だ。信じるだけで救われるのならば、苦労はない。

　だからアレクは、その全てを兼ね備えた「皇帝」を目指す。長男として生を受けた幸運を最大限に活かし、それに甘えず血の滲むような研鑽を重ねてきた。

　その努力と働きが認められ、帝位継承第一位の地位を獲得した。ここでしくじる訳にはいかない。帝位を狙う輩は数え切れないほどいるのだから。

　唯一心を許せた実弟のユリウスは、帝位獲得競争から離脱し、逃げ出すように解放軍に参加してしまった。アレクが帝位を獲得した暁には、呼び戻して要職に就いてもらうつもりだ。

　大まかな方針が決まり、最も重要な攻略目標を絞る議案に移ろうとした時、天幕に伝令が駆け込んできた。

　重装した親衛隊が長槍を交差させ伝令の行く手を遮るが、アレクが通すように命令する。

　非礼を承知で乗り込んで来たのだ。至急の報告に違いない。

「王国軍の騎兵隊が投降して参りました!!　その数は二千騎ほど。指揮官の女士官が、殿下にお目通りしたいと申し出ております！」

「ほう。それは朗報ではないか。そうは思わないか、グスタフ」

　アレクは面白そうに口元を歪める。

　一方のグスタフは顔を顰める。マドロス人は決して帝国には従わない。下手に面会などさせたら、アレクの身に危険が及ぶ。

「……その女士官というのは、マドロス人か？」

「いえ、中央国境地帯の出身だと申しておりますが。また、敵司令官の縁者ダラス・マドロスを連れております」

「ダラスと言えば、忌々しいケリーの息子ではないか！」

　グスタフが忌々しそうに声を張り上げる。

「あまり待たせるのも悪かろう。早速会おうではないか。騎兵を率いる王国軍の女士官か。実に楽しみなことだ」

「……武器は全て取り上げろ。その女士官だけを連行し厳重な警備を敷くのだ。殿下に万一のことがないよう、最大限の警戒を敷け。挙動から決して目を離すな」

　グスタフが親衛隊に厳命すると、敬礼して行動を始める隊員達。皇子に怪我でもさせようものならば彼らの命はない。

「心配症だなグスタフ。その調子では長生き出来んぞ」

「この性格のおかげでここまで生き延びてきました故。怪しいと思われましたならば決してご容赦なさいますな。敵と会うつもりで臨まれますように。笑みの裏に剣を忍ばせているかもしれませぬ」

「言われなくても分かっている。そういったものは、今まで嫌というほど味わってきたからな」

　アレクは無表情で頷いた。笑みの裏に潜む欲望、野心。汚い感情に幼い頃から触れ続けてきたのだ。臭いを嗅ぎ分けることには自信があった。




　武装した衛兵に幾重にも囲まれながら、シェラはアレクの天幕まで連行される。槍の穂先が向けられ、不審な動きをしたら、即座に串刺しにされるのは間違いない。

　そんな気配に動じることなく、大鎌を肩に担ぎ悠々と進んでいくシェラ。

　テントの前で重厚な鎧を着た親衛隊二名に制止される。

「待たれよ。この先はさる高貴なお方の天幕。そのような物騒なものを持ったまま通ることは罷まかりならぬ」

「これを預ければ良いのかしら」

　シェラが鎌で肩を叩く。全く物怖じしない不敵な態度に、親衛隊は苦々しい表情を浮かべる。

　親衛隊の一人が乱暴に鎌を奪い取ろうとしたが、あまりの重量に思わず落としてしまう。大鎌は見かけ以上に重く、持ち上げるだけでも苦労するほどだった。目の前の小柄な女が軽々と担いでいたとは信じられない。

「フフッ、大丈夫？　手が震えてるみたいだけど。無理はしない方が良いわよ。魂が削られちゃうから」

「──し、心配は無用だ！　さぁ、早く入られるが良い。殿下がお待ちだ！」

　天幕の中に入ると、中央には金髪の若い男が椅子に腰かけていた。両脇には勲章をつけた偉そうな男たちが十人ばかり。その周囲を剣呑な親衛隊が目を光らせている。勿論シェラの背後にも配置されている。

　シェラは堂々とその中を歩いていき、若い男から少し離れた位置で恭しく跪いてみせた。

「帝国軍に加わりたいというのは貴官か？　随分とお若いようだが」

「はっ、シェラ・ザードと申します。王国での階級は中佐。騎兵隊を指揮しておりました。この度は、帝国軍の末席に加えて頂きたく参りました」

　アレクがシェラを見下ろす。一見するとただの小娘が鎧を着けているだけに思われる。が、そんな人間が騎兵二千も指揮できる訳がない。何より、敵地と言って良いこの場に至っても動揺が一切窺えない。見かけによらず大した精神力を持っているらしい。

「女性の身でありながら、その若さで中佐の地位を獲得されたのだ。貴官はさぞかし有能なのだろう。一体王国に何の不満があったのか教えてもらいたいな。是非、投降した理由を聞かせて欲しい」

「働きが正当に評価されないこと、そして王国には未来がないことです。内部は腐敗し、上層部は己の保身しか考えていない。命を懸けて戦うに値しません。私も二千の命を預かる身です。無駄死にだけは避けたかったのです」

　王国を痛烈に批判する。そして懐に手を入れて封蠟された手紙を取り出すと、側で控えている親衛隊員に手渡した。

　アレクはその手紙を受け取ると、尋ねる。

「……この手紙は？」

「我が上官ヤルダーからです。現在は第二要塞の守将を務めております。身分が保障されるのであれば、要塞を明け渡し速やかに投降すると。第二要塞から火の手が上がったのは、その証明のためでもあります」

　将官達がざわめく。それが本当ならば、またとない好機である。アレクは封を開けて手紙に目を通す。

　そこには、内応する理由と、どのような利を帝国軍にもたらすかが記されていた。

『忠誠を尽くしてきたにもかかわらず、この上ない侮辱を受けたので投降する。身分と、城兵の命を保障してくれるならば、第二要塞は抵抗せず門を開け放つことを約束する』、『第二要塞より東進した場所には、王国兵糧貯蔵庫が隠されている。ここを襲撃することでマドロスの王国軍に壊滅的打撃を与えるだろう』とある。ご丁寧に詳細な地図まで付いている。

　アレクがその手紙と地図を将官達に渡すと、一様にこれぞ天啓と室内が沸く。

「待たれよ！　この手紙が真実と決め付けるのは早い。この女にはまだ確認すべきことがある。衛兵！　ダラスと王国軍の捕虜を数名連れて来い！」

　意気上がる将官達をグスタフが一喝する。更に衛兵を呼びつけ、ダラス・マドロスと捕虜にした王国軍兵士も連れて来させる。シェラを試すのだ。

「はっ！」

　グスタフはシェラを全く信用出来なかった。

　この女の言葉には感情が籠っていない。次の瞬間に襲いかかってきても不思議ではない。人間味をまるで感じさせないのだ。

　グスタフが殺気を籠めた視線で睨みつけても平然と受け流す。年若き女兵士に、易々と出来ることではないはずだ。グスタフは警戒する。

　アレクはこのまま成り行きを眺めることにした。シェラの情報の真偽を見極めるには丁度良い。

「中佐、不ぶ躾しつけで悪いが先に一つだけ確認したいことがある。貴官の胸元に、獣の刺青はないであろうな？」

　グスタフがシェラに尋ねる。マドロス人ではないという何よりの証明。胸元に刺青があるならばこれ以上の話は無用。即座に殺すべきである。

　シェラは無言で鎧の胸部を外すとその胸元を露出させた。痩せ細ったその身体には、刺青どころか傷ひとつなかった。

「これで、宜しいでしょうか？　何でしたら全て脱ぎますが」

　将官達はシェラの身体から視線を逸らす。さすがにまじまじと見つめるのは騎士道に反する。

「グスタフの非礼を詫びよう中佐。貴官がマドロスの者でないことは分かった。グスタフ、納得したな？」

　アレクが詫びを入れると、シェラは何も言わず、やはり無表情のまま身なりを整える。恥や怒りといった感情を見せることはない。

　しばらくして、猿轡を嚙まされ縄で拘束されているダラスと、数名の捕虜が天幕に連行されてくる。

　親衛隊が猿轡を取ると、ダラスは逆上してシェラに対して罵声を上げる。

　彼は第二要塞の所属だったが、シェラにいきなり暴行を受けた挙句、人質にされてしまったのだ。

「シェラ、てめぇ何のつもりだッ！　一兵卒から中佐にまで昇進させてもらった王国を裏切る気か！　この売国奴め！　お前のような恩知らずの売ばい女たは地獄に落ちやがれッ！」

「殿下の御前だ。口を慎め、狗いね畜生の息子が」

「ウェルスの豚め！　必ず貴様の一族を根絶やしにしてやるから覚えてろッ！　ウェルス人は皆殺しだっ！」

「黙れッ！　マドロスの狗めがッ！」

　グスタフが思い切り蹴りつけると、ダラスは血反吐を吐きながら倒れ伏す。起き上がると、今度はアレクに対して罵声を上げ始めたので、再び猿轡がされた。他の捕虜と同じく強引に跪かされ、頭を前に倒される。
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「──殿下。ここはシェラ中佐に処刑をお任せしてはどうでしょうか。帝国への忠誠を示してもらう機会となりましょう。中佐、まさか否とは言われますまいな」

「それは良い考えだなグスタフ。シェラ中佐、貴官の初任務だ。この者共を処刑するように。この捕虜は一度降伏しておきながら、再び脱走を企んだ恥知らずな連中なのだ。この場所で構わぬ。勿論、出来るであろうな？」

　アレクが獰猛な笑みを浮かべながら命令する。更に親衛隊に目配せして攻撃態勢に入らせる。否と言ったらシェラを拘束するために。

「分かりました。私の武器をお預けしているので、返して頂いても宜しいでしょうか？」

　シェラが一切の躊躇なく了解し、立ち上がる。アレクが武器を返してやるように命じると、大鎌を持った親衛隊員二名が現れ、息を切らせながらシェラに手渡す。

　シェラは演舞するかのように大鎌を振り回した後、ダラスの首元へと刃を構えた。歪んだ白刃が篝火の明かりを受けて、鈍い光を放っている。残酷に微笑んだ後、シェラは死刑を宣告した。

「ダラス大尉。貴方、運がなかったわね。でも心配しなくて大丈夫よ。一瞬で楽になるから。私、こういうの慣れてるから」

　ダラスは声にならない悲鳴を上げながら止めろと訴える。

　一方、アレクは大鎌を掲げたシェラが本気だと直ぐに悟った。

　敵司令官の息子であるこのダラスという男には、まだ利用価値がある。脅迫の材料や、処刑するにしても敵に見せしめる形が効果的だ。

「──待て中佐。その男の処刑は一時中止だ。他の捕虜は殺して構わない。後始末は考えなくて良い。存分にやってくれ」

　アレクは己の首を掻き切る動作をして、ダラス以外の処刑を促した。血を見るのは嫌いではない。

「了解しました」

　シェラはダラスから離れ、捕虜の前に立つ。

「い、嫌だ」

「もう逃げ出したりしないから許してくれ！」

「た、助けてくれ！」

　捕虜たちがひれ伏しながら命乞いをする。彼らはマドロス人ではなく王都地方の出身である。それ故、降伏が認められたのだ。王国への忠誠心など欠片もない。己の命が何よりと、ろくに戦わず剣を捨てた。

　だが、捕虜に科された強制労働に早くも音を上げ、脱走しようとしたところを捕まってしまった。

　シェラは軽く首を横に振ると、捕虜の命乞いを拒否した。

「ごめんなさいね？　人間諦めも肝心よ」

　そう呟くと、流れるような動作で、容赦なく五つの首を刈り取った。捕虜達は悲鳴を上げる間もなく絶命した。天幕が赤い血飛沫で染め上げられる。

　ダラスが呆然とそれを見詰めている。アレクが止めていなければ、己の首も確実に胴体から離れていたのだ。

　アレクはこの短い間で、シェラの人間性を大体把握した。この女はいわゆる「傭兵型」の人種なのだ。

　己の働きに対し、正当な評価、或いは求めている物を与えていれば良い類の人間。そこに義理や思想などは挟まれない。報酬が支払われている間は、決して裏切らない。それがなくなった場合は、簡単に祖国を見捨て、同胞をも殺すことが出来る。

　非常に扱いやすく、使い勝手の良い駒である。今の大鎌の捌きを見ても、中々の武力を持ち合わせている。

　そして何よりも気に入ったのは、仕事の際の表情だ。アレクは〝死神〟に見惚れてしまった。特別に美女という訳ではない。だが、皇宮にいるどの女よりも強烈な印象をアレクにもたらした。

「グスタフ。彼女の帝国への忠誠は示されたと思うが、どうだろうか」

「……はっ、確かに見届けました。今後は我々の頼もしい同志となるでしょう」

　険しい表情で頷くグスタフ。完全には納得していないが、これ以上疑いをかける証拠もない。命じられた通りに王国兵を殺したのだ。王国に対してまだ心ある者ならば、多少は躊躇を見せるはず。それが一切窺えないのは確かだった。

「血生臭い席になってしまったが、シェラ中佐。貴官を心より歓迎する。追って指示を出すので今日はもう休まれよ。食事が必要ならば、輜重隊に申し付けるが良い」

「はっ、ありがとうございます。帝国に対し違わぬ忠誠をお誓いします。それでは、失礼致します」

　シェラは敬礼した後、天幕から立ち去っていく。手にした鎌からは、赤褐色の液体が滴り落ちていた。




「中々面白い女だな。どうやら腕も立つようだ。働き次第では使っても良いかもしれん。人を人と思わないことに見所がある。使いこなせば良い手駒になりそうだ」

「……殿下。あの女は危険です。どうか深入りなさらぬように。あやつは何を考えているか分かりません」

「相変わらず心配症だな、グスタフ。あれは金と身分、そして働き場所さえ与えておけば大丈夫だ。そういう人種なのだ。お前には理解できんだろうがな」

「……念のためです。シェラ中佐の騎兵隊は分散して配置した方が宜しいかと」

　二千の騎兵を四隊に分けて、帝国の各騎兵隊に所属させる。何かを企んだとしても、少数ならば被害は少ない上、連携をとることもできないだろう。諜報隊に命じて探りを入れさせることも忘れない。

「お前の好きなようにして構わん。だがあまりやりすぎるな。駒として使う前に出奔されてもつまらん。……そうだな、我らに貴重な情報をもたらし、王国兵の首を持参した褒賞金を渡しておこう。度量が狭いなどと思われたくはないからな」

　アレクは褒美を与えるよう参謀の一人に命じて、話を続ける。

「よし、それでは更に作戦を煮詰めようではないか。これからが遠征の山場と言えよう」

　アレクが促すと、シェラが持ち込んだ地図を睨みながら、将官達は再び意見を出し始める。さきほどとは違い、随分と士気が上がっている。

（殿下の目を疑う訳ではないが、やはりあの女は信用できぬ）

　グスタフは更に監視役を付けることに決めた。ここまでするのは異例ではあるが、やはり嫌な感じが拭えないのだ。

　ウェルス出身のカール少尉をシェラに付け、不審な動きがあったら直ちに報告しろと厳命し配属させた。カールという男は機転は利かないが、命じられたことは確実に実行する。こういった任務にはうってつけだった。




　帝国軍野営地。兵士達が身体を休め、各々が食事や雑談に興じている。寒さが厳しく、至るところで焚き火が行われ暖を取っている。

　少ない食料と厳しい寒さ。この二つが帝国兵の士気を著しく奪っている。まだ崩壊にまでは至っていないが、状況は深刻だった。

　シェラは自分の騎兵隊の野営地まで早足で向かう。急がなければ食事にありつけない。

　やがて、焚き火の側で周囲の様子を観察しているカタリナの姿を発見する。向こうも気付いたようで、こちらへと向かってきた。

「ご無事でしたか、中佐！」

「ええ。何の問題もなかったわ。それより皆、何を食べているの？」

　兵達が食べている物に視線を向ける。芋のようなものに、何かを塗りつけて食べている。焚き火の明かりに照らされて、とても美味しそうに見える。シェラは唾を飲み込んだ。

「……それは配給された食糧です。今晩はパンとこの芋が二つです」

　カタリナが眉を顰めながら報告する。浮かない表情の原因は簡単だ。この芋は美味しくない。

「私の分もあるかしら。そろそろ我慢出来なくなりそう」

「ただいま取って参ります。しばらくお待ちを」

　カタリナが輜重隊に向かおうとしたところ、若い男が声をかけてくる。両手に芋とパンを持ちながら。

「それには及びませんよ。中佐の分をお持ちしました。どうぞお召し上がりください」

　愛想笑いを浮かべながら、シェラへと手渡してくる。カタリナが怪訝な顔で尋ねる。

「貴官は？」

「これは申し遅れました。私の名はカール。階級は少尉です。グスタフ閣下より貴方の下で働くようにと命令を受けました。何か不自由な点がありましたら何でもお申し付けください。お力になれるよう努力します」

　シェラに向かって敬礼するカール。

「そう。それじゃあ、これから宜しくね。私はこれを食べなきゃいけないから。話は後で聞かせてもらうわ」

　早速パンにかじりつき、芋を棒で刺して火で炙あぶり始める。芋の皮が炙られ、香ばしい匂いがシェラの鼻をくすぐる。徐々に焦げ目が付き始め、中まで熱が浸透していく。

「食べる時は、バターかチーズを塗ると良いですよ。多少は誤魔化せます。我がウェルスの特産、ウェルス芋は栄養があり大量に収穫できるのですが、味に多少の難がありまして。世の中上手くいかないものですね」

　病害や虫に強く、栄養価もあり短期間で大量に収穫可能なウェルス芋。冬以外ならば育成可能で栽培場所は選ばない。今回の遠征では糧食として大量に持ち込まれている。輸送されてくる食糧もこの芋が大部分を占めている。保存も利く上に、非常に安価だからだ。

　但し、兵からの評判は芳しくない。歯応えがありすぎる上、苦味がある。しかも毎日この芋ばかり。士気が落ちている原因の一つでもある。

　兵達の評判など知ったことではない上層部は、占領地での栽培を計画中である。来年は嫌というほどの芋畑を見ることが出来るであろう。

「食べられるならば文句は言わないわ。美味しいに越したことはないけれど」

「他の兵達にも聞かせてやりたいお言葉です」

「文句を言えるのは余裕がある証拠よ。切羽詰まればそんなこと言えなくなるから」

「まさに至言ですね。このカール、感服致しました。では、今日はこれにて失礼致します。まだ任務がありますので。明日からは共に行動させて頂きます」

　一礼すると、シェラ達の下から立ち去っていく。

　カールという男は顔は笑っているが、目は猜疑心を隠せていない。監視役であるのは一目瞭然だ。常に見張っているから妙な気は起こすな、という警告だろうとカタリナは思う。のちほどカールには、何らかの対策をしておく必要がある。

　シェラはつまらなそうに見届けながら、ほどよく火の通った芋を手に取る。熱さを我慢しながら半分に割ると、湯気がもわっと立ち上った。カタリナがその面にバターを塗りつけてくれる。見事に息の合った連携だった。

　シェラは大口を開けて芋を皮ごと貪り始める。歯応えがあり、バターの甘味が苦味と混ざり合って、何とも言えない風味を形成している。これが不味いなどという輩は贅沢極まりない。十分に美味しい部類に入る。

　シェラ隊の面々はその光景を楽しそうに眺めている。何でも美味しそうに食べる上官の姿は、何度見ても飽きないらしい。

「どうですか？　苦味が強すぎると思うのですが」

「十分美味しいわ。それに、草よりは苦くないわよ。草はバターを塗っても我慢出来そうにないから」

「……草をそのまま食べるのは、中佐か動物だけかと思われます」

「人間、腹が減れば何でも食べるわよ。草だろうが腐肉だろうがね。餓えには誰も勝てないから。それでも、私は人間だけは食べない。絶対にね。カタリナ、何でか分かる？」

「……分かりかねます」

　しばらく考えた後、カタリナは正直に答えた。死体を操ることに罪悪感を覚えることはないが、人肉を食すのは抵抗がある。餓えていても、恐らく口にすることはない。

「それはね、私が人間だからよ。簡単な話でしょう」

　どこか壊れたような目で、シェラは芋を咀嚼しながら答えた。

　──貴方は、本当に人間なのですか？

　カタリナは、思わず口に出そうになった不敬極まりない問いを飲み込んだ。

　動揺を抑えながら、話題を変える。

「……帝国軍の将官の印象はどうでしたか？」

「王国より頭の良さそうなのが揃ってたわよ。アレク殿下も面白そうな人間だったし。将来は立派な皇帝になるんじゃないかしら。私には関係ない話だけど」

　手についたバターを丁寧に舐めながら、どうでも良さそうに答えを返す。

　パンと芋二つじゃ全く満たされない。草以外なら何でも良いので、とにかく満腹になりたい。

「……私、いえ、私達は中佐と共に最後まで行動します。中佐はご自分の道を、好きなようにお進みください」

　声量を落としてカタリナが呟く。シェラが望むなら、このまま本当に帝国軍に付いても良いとカタリナは言っている。騎兵隊も皆同じ意志である。忠誠を誓っているのは王国ではなくシェラに対してなのだから。

「ありがとう。本当に嬉しいわ。それじゃあ、貴方だけに良いことを教えてあげる」

　シェラは微笑みながらカタリナへ近づくと、耳元で呟いた。

「私が戦う理由は三つあるの。一つは食べるためね。二つ目は反乱軍の屑を思う存分殺すためよ。……最後の一つは秘密だけどね。私が王国軍で戦っているのは、その全てを満たすことが出来るからよ」

　食欲を満たすために戦う。恨みを晴らすために大鎌を振るうと、食料と金が手に入る。こんなに素晴らしい働き場所は他にはない。しかも食事を共にしてくれる仲間も出来た。シェラは現状に満足している。

　いずれ三つ目も叶えることが出来るかもしれない。そう遠くない時期に。

　カタリナは最後の一つに非常に興味がそそられたが、尋ねることはしなかった。いずれ分かるときが来るだろうと我慢する。

「……それでは、帝国は？」

「フフッ、言わなくても分かるでしょう、カタリナ。反乱軍を裏から支援してたのは誰かしら。私にとってはあまり違いがないわ。つまり、そういうことよ」

　カタリナから身体を離すと、獰猛な笑みを浮かべる。様子を窺っていた騎兵達は、指揮官の意志を正確に汲み取った。

　焚き火の爆はぜる音だけが響き、しばらくの間沈黙が辺りを包んだ。

　シェラは手持ちのパン屑を炙りながら、長い食事を楽しんでいる。

　突然、頰に冷たい何かが降って来た。他の隊の兵達も夜空を見上げて、深い溜息をつく。

『降ってきやがったぜ』

『あー寒い寒い、やってられねぇ！』

『酒持ってこい！　それに毛布もだ！』

『自分で行け馬鹿野郎』

『ったく、こんな場所で冬を越すなんてついてねぇ！』

　ざわめき出した周囲を無視して、シェラは雪の感触を珍しいといった様子で楽しんだ。

　騎兵達は襤褸ぼろの布切れをまとい、寒さから身を守っている。カタリナもマントを取り出し、シェラへと被せた。

　白い息を吐きながら、ありがとうと呟くシェラ。

「……雪、か」

「厳しい行軍になりそうですね」

「でも、きっと楽しくなるわ。白って綺麗だから。赤がとても映えるわよ」

　大地を覆う一面の雪景色に、点々と散らばっていく赤い色彩。それを想像しながら、最後のパン屑を口に放り込んだ。
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　肌を切り裂くような寒空の下、アレク率いる帝国軍は、北部海岸沿いの第二要塞を目指し進軍していた。街道にはうっすらと白いものが積もり始め、兵士達も体温を奪われないように密集隊形で行軍している。

　途中、王国軍の遊撃騎兵が百騎程度現れ、輜重隊を狙う構えを見せた。ここでアレクは、シェラの武勇を試すべく伝令を出す。

　シェラが騎兵隊を率いて到着すると、早速指示を下す。

「中佐。貴官の働き振りをこの目で見てみたいのだ。奴らを軽く蹴散らしてきてもらえるかな？　一当てすれば直ぐに逃げていくはずだ。深追いは無用と心得よ」

「はっ、了解しました」

「これが貴官の帝国での初陣となる。健闘を祈る」

　アレクがニヤリと笑うと、シェラは軽く頷く。

「百騎ほど続けッ。敵騎兵を蹴散らすッ！」

『応ッ！』

「中佐に続けっ！　後れを取るな！」

　馬腹を蹴り敵騎兵隊目指して、勢い良く駆け始める。黒旗を掲げたシェラの騎兵が続く。全員帝国軍の鎧を身に着けているが、隊旗は変わってはいない。変える気もない。

　シェラの隊旗について、アレクは咎めることなく黙認している。王国軍に対して示威することに繋がると判断した。先日まで味方だった隊が敵として現れるのだ。動揺を誘うことが出来れば儲けものだった。




　一方のマドロス遊撃騎兵。

「隊長、どうしますか？」

「どうやら敵も同数らしい。我々が直ぐ逃げると高を括っているのだ。ならば小手調べといこうじゃないか。馬の扱いで我らマドロス人に勝てる者はおらぬ」

「はっ！　我らの誇りを見せ付けてやりましょうぞ」

　王国軍の騎兵は一度逃げる素振りを見せたが、シェラ隊が少数なのを見て交戦へと転じた。槍を掲げて隊列を組みなおし、果敢に突撃を開始。

　兵站妨害が主な任務であるが、攻守の判断は現場の指揮官に一任されている。遊撃隊が一々上官に指示を仰いでいては話にならないからだ。ケリーはこのような遊撃騎兵隊を各所に配置していた。

　王国と、今は帝国の騎兵が交差する。シェラの大鎌が先頭の二騎の首を刎ね飛ばした。両軍の騎兵が衝突し、数名が落馬する。摑みあいながらの白兵戦が繰り広げられる。馬上からは槍が繰り出され、その隙を突いて他の騎兵が串刺しにする。

「黒旗に白カラスの旗印──貴様〝死神〟シェラか！　何故帝国軍にいるのだ！　王国を裏切ったのか!?」

　馬上で槍を振るいながら、王国軍の隊長が激昂して叫ぶ。シェラは淡々とした口調で言葉を返した。

「何でかしら？　本当に不思議ね」

「この恥知らずめッ！　我が槍の錆びになるが良い！」

　頭上で数回転させた後、シェラ目がけて勢い良く振り下ろしてくる。

　シェラは渾身の一撃を軽く弾き返すと、柄の部分で胴体を薙ぎ落馬させる。強く身体を打った指揮官は昏倒する。躊躇ためらうことなく鎌を振るい、頭部を兜ごと串刺しにする。一度手首を返した後に引き抜くと、辺りに鮮血が散らばった。

『た、隊長がやられた！　ひ、退けッ！　退けっ！』

『我らは全滅する訳にはいかぬ！　だがこの借りは返すぞッ』

　隊長が戦死したのを受け、遊撃騎兵達は即座に退却の判断を下す。

　シェラは追撃無用と命令し、アレクの下へ引き返した。

　騎兵で一当てしただけなので、双方とも被害は少ない。結果を見れば指揮官を討ち取り、敵を蹴散らしたシェラの勝利と言える。

　その光景を遠眼鏡で確認していたアレクは満足そうに頷いた。シェラが報告に戻ると手放しで褒め称える。

「マドロス自慢の騎兵が赤子のようではないか。貴官の武勇、実に見事なものだった」

「お褒めにあずかり、光栄です」

「聞くところによると、貴官はその大鎌を扱うことから〝死神〟の異名をつけられているそうだな。最初は何を馬鹿なと疑っていたが、実際にこの目で見て納得させられたぞ」

「私には、これが一番扱いやすいもので。とても手に馴染むのです」

　大鎌を軽く揺らすと、赤黒い血糊が滴り落ちた。

　その瞬間、周りの将兵が思わず硬直する。その刃がこちらに振るわれるかのような錯覚を覚えたからだ。冷気だけではない別の寒気が全身を走る。

　アレクも一瞬だけ顔色を変えたが、すぐに気を取り直す。

「中佐、この遠征での更なる活躍を期待しているぞ。貴官の働き次第では、我が直属として迎えるつもりだ。私は才ある者を多く必要としているのだ」

　アレクの直属ということは、正式に第一軍として迎え入れるということだ。現在のシェラは一時的に配属されているだけである。アレクの覚えが良ければ、更に出世することも可能だろう。

　その場にいる佐官クラスの人間が嫉妬の表情を浮かべる。将来の皇帝であるアレクに名前を覚えられるということは、今後の出世に繋がる。新参者が気に入られることが納得出来ないのだ。

「……殿下」

　グスタフが釘を刺すが、アレクは聞き入れようとはしない。自分ならば使いこなせるという自信があるのだ。

「私は才能を正当に評価する人間だ。そこに私情を挟んだりはしない。故に、貴官の才を私は高く評価している。その力、帝国のために存分に活かしてもらいたい」

「はっ、このシェラ、誠心誠意お仕え致します」

　シェラは深く頭を下げてみせた。討ち取った王国騎兵達のことは特に悪いとは思っていない。ヤルダーからも、疑いを持たれないよう全力で戦えと言われていた。

　ちなみに、帝国軍に投降する際に持参したのは既に戦死していた兵の首だった。死者の冒瀆だと反対する者もいたが、ケリーが押し切った。生きている者の役に立つ方が重要であると。そして、自分の息子のダラスをも生贄に捧げた。

　ダラスはこの偽装降伏の件を一切知らされていない。シェラが本当に裏切ったと思っているだろう。

　そしてシェラも先の処刑の際、止められなければダラスを確実に殺していた。

「殿下、本当にシェラを重用されるおつもりですか？」

「何だグスタフ、お前は不満なのか？　私はアレを気に入ったがな。実に良い武器になりそうではないか。刃が欠けるまで酷使してやれば良いのだ。若い女の身でありながら、あの膂りよ力りよく。そうお目にはかかれんぞ」

「…………」

「まぁ、さすがの私も妾めかけに迎えたいとは思わないがな。出来ればもう少し肉をつけてもらいたいところだ。死神殿も顔は悪くはない」

　アレクが上機嫌に笑い声を上げると、グスタフが眉をひそめる。

「殿下、そのような軽率な発言はお控えなされませ。今が一番大事な時期ですぞ」

「分かっている。ただの冗談だ。私には相手を選ぶ自由などないからな」

　アレクは真剣な表情に戻ると、合図を送って行軍を再開させる。

　第二要塞に到着し、ヤルダーの言葉通りに門が開いた場合、アレクの第一軍がマドロス攻略、グスタフの第七軍が兵糧貯蔵庫の襲撃を担当する。

　つまり、グスタフが側にいられるのは後わずかということになる。シェラへの疑いが晴れないグスタフは警戒を促すが、アレクは聞く耳を持とうとしない。

　彼とは長い付き合いであり今まで何度も諫言している。耳に痛い言葉を受け入れることが出来る度量の持ち主だが、逆に器が大きいということに自負を持ちすぎてもいる。

　とはいえ、シェラの行動に怪しい点があるとも言い切れない。

　それでもグスタフが信用出来ないでいるのは、長年の勘としかいいようがない。強く警告を発しているのだ。この女には気をつけろと。







　──三日後。アレク率いる帝国軍は何の抵抗も受けることなく、第二要塞へと入り込んでいた。

　守将であるヤルダーが、約束通りに門を開いたのだ。早速面会するためにヤルダーを本営に呼び出す。が、代わりにやってきたのは参謀を名乗るシダモという男だった。

「我が将ヤルダーは、殿下にお見苦しい姿を見せる訳にはいかないと申しております。今回だけは、何卒ご容赦頂けないかと」

「今更何を恥じることがある。気にすることなく参れと申せ。この遠征が成功に終われば、ヤルダーの功は誰よりも大きいものとなろう。……これは命令だ。彼の者に堂々と姿を見せるように伝えよ」

　アレクが強く言い切ると、シダモは頭を深く下げて退出した。

　数分の後、シダモに支えられたヤルダーが現れた。右手には杖を持ち、一人ではまともに歩けないといった様相だ。顔は醜く膨れ上がり、目も開けないような酷い有様である。額には包帯が巻かれ、一歩進むことさえ難儀するであろう重傷を負っていた。

　アレクが椅子から立ち上がり事情を尋ねると、ヤルダーが声を震わせながら答える。

「武人として我を通した結果がこの有様でございます。どうぞお笑いくだされ。これが、かつて〝鋼鉄の将〟の異名をとった男の末路です」

「……それでは、その仕打ちは？」

「更迭された挙句、中将への降格。更には軍規違反を言い渡され、棒刑を受けた次第です。長年王国に尽くしてきた者への仕打ちがこれかと思うと、実に、実に口惜しくて」

　ヤルダーはそこで言葉を区切る。言葉にならないと言った様子で、呻き声を漏らす。シダモに促されると再び語り始めた。

「我らはここで捨石になれと命じられましてな。敗残の軍はその程度の役にしか立たないと。王国首脳部はその間に態勢を整え、反転攻勢へ出る考えだった様子。……私だけならともかく、部下まで犬死にさせるのは耐え難く、帝国へ投降する決意を固めたのです」

「……なるほど。貴公の苦悩、お察しする」

　同情した表情を作り声をかけると、ヤルダーが跪いて願い出る。

「殿下。どうか我らを先陣の一隊にお加えくだされ。我らを侮辱した輩に、武人としての意地を見せてやりたいのです。どうか、どうか」

「いや、貴公のその身体では、槍働きは難しかろう。今は治療に専念されるが良い。興奮すると傷に触るであろう。シダモ殿、ヤルダー殿を部屋へ」

　アレクが命じると、シダモがヤルダーを支えて退出していく。

「……実際に門が開かれるまでは、疑念を抱いていたが、ヤルダーの投降は真と見て良いのではないか？」

　アレクが問いかけると、猜疑心の強いグスタフも同意するように頷く。

「ヤルダーは誇り高き武人として有名です。彼は非常に血気盛んであり謀が出来る人間ではございませぬ。命懸けで働いた見返りがあれでは、嫌気がさしても不思議ではありません」

「いずれにせよ、第二要塞はこうして占拠できたのだ。作戦は順調と言えよう」

　アレクが言うと、参謀達も頷く。そして要塞を誰に任せるかを決定する。

「後続部隊が到着するまでは、ヤルダーに守らせよ。奴の師団は七千弱。丁度良い」

「しかし、万が一の事態も考え、守将は別の者に任せてはどうでしょうか？」

　グスタフが慎重策を具申するが、アレクは一笑に付す。

「あのような怪我を負っていては、まともに兵を指揮することなど出来まい。敗残の兵を連れていったところで役に立つとも思えぬ。無駄飯喰らいが増えるだけだ。ならば、ここで留守番をさせておくのが一番の得策だと思うがな」

　アレクの言葉に、参謀達が同意を示す。

「殿下の仰るとおりかと。監視役を数名つけておけば心配は無用です。何より、彼の者には王国への忠誠など欠片も残っておりますまい」

「それよりも、これからは速さが何よりも重要となりましょう。直ちに進軍を開始し、敵の体制が整う前に貯蔵庫を陥落させ、マドロスを包囲しなければなりませぬ」

　参謀の一人が地図を示し、方針を具申する。アレクは力強く頷く。

「第一軍三万はマドロス城へ進撃を開始する。グスタフ、お前の第七軍二万はこのまま東進し貯蔵庫を陥落させるのだ。その後、マドロス包囲に加われ。それまでに落とすつもりではいるがな」

「御意にございます。殿下も、くれぐれもお気をつけくだされ」

「心配症は治らんようだな、グスタフ。私ももう子供ではないのだ。余計な気遣いは無用だ」

「これは申し訳ありませぬ。このグスタフ、殿下を見誤っておりました」

　グスタフがおどけると、アレクが苦笑を浮かべる。

　グスタフは帝国よりもウェルス領を優先し、アレクは帝位を得ることだけを考えて行動してきた。立場の違う両者だったが、お互いに持ちつ持たれつの奇妙な関係を続けてきたのだ。

「この戦いが我が栄光への架け橋となろう。諸君らのより一層の働きに期待する」

　アレクが居並ぶ将官を見渡して決意を述べると、一同は意を強くして頷いた。

　──帝国軍五万、第二要塞より進撃開始。目標、兵糧貯蔵庫及びマドロス城。第二要塞守備には投降したヤルダーの師団七千を充てる。




　第一軍の遊撃隊として配属されたシェラ隊五百騎は、長蛇の陣形で進軍する軍勢の〝尾〟に当たる部分で馬を進めていた。輜重隊を王国軍の遊撃騎兵から守り抜けと上官から命令を受けている。残りのシェラ隊千五百騎は分散して配置され、同じように輜重隊警護の任に当たっているらしい。

　シェラに命じられた任務は簡単に言えば貧乏くじである。守り抜いて当たり前、万が一にでも被害を受ければその首が飛びかねない。

　第一軍司令官アレクは行軍速度を上げることを重視し、先陣に軽装騎兵、中陣に本隊、後陣に輜重隊及び攻城兵器という隊列をとっている。夜も松明の明かりを頼りに強行軍を続け、驚異的な速さでマドロス城へと迫っていた。

　本来なら一週間はかかる道のりを、わずか三日で踏破しようという勢いである。

　敵に発見されることもなく、第一軍三万は順調に進軍を続けてこられた。敵本拠まで後一日と迫ったところで、アレクは全軍に休息を取らせる。

「今晩は大いに休め。明日はいよいよマドロス攻めに入る。各自鋭気を養うように」

　身を隠すのに丁度良い森林地帯で、息を押し殺しながら、帝国軍兵士は疲れきった身体を休める。暖を取るための火は禁じられている。ここまで来て敵に発見されては意味がない。食料は調理済みの冷え切った肉やパン、芋が配布された。

　それでも兵士達は溢れそうな不満を堪えた。この戦いに勝利すれば、莫大な恩賞が約束されている。それはもう間近まで迫っており、都市を落とせば略奪する機会が訪れる。その際に、煮え滾たぎる欲望を存分に発散させるつもりでいた。




　辺りが完全に静まり返ったのを確認すると、シェラは粗末なテントから出る。

　野宿を強いられている騎兵隊の兵士達が、襤褸布をまとったままのっそりと顔を上げる。その目はギラついており、疲労を感じさせることはない。

　カタリナが視線で合図すると、シェラは白い歯を見せて笑った。騎兵達も笑みを浮かべようとしたその時。

　シェラの監視についていたカールが、随伴歩兵一名と共に現れる。

「こんな夜分に一体どうなさいましたか、シェラ中佐。騎兵隊の皆様を率いて、どちらかへお出かけですかな？」

「余りに寒いから、思いっきり身体を動かそうと思って。カール、貴方もどうかしら？」

　大鎌を携えて、シェラは動揺なく答える。騎兵達は黙って様子を窺っている。

「いえ、私は結構です。それよりも、今は待機が厳命されています。みだりに騒ぐ者、動く者は斬り捨てよとの指示が出ております。中佐、どうかお戻りください。さもなければ──」

　カールが手を上げると、随伴歩兵がゆっくりとした動作で剣を抜き放つ。

「さもなければ、どうするのかしら。ねぇ、カタリナ。気になるわね」

「そうですね、中佐。一体カール少尉はどうするつもりなんでしょうか。もしかすると、私達を脅しているのかもしれませんが」

　シェラの問いに、カタリナが嘲りながら答える。曇った眼鏡の下には狂気を湛えた目が隠れている。

　カールは脅しではないと分からせるため、反抗的な態度をとったカタリナを痛めつけるよう命じる。さすがに騒ぎを起こすわけにはいかないので、派手には出来ない。猿轡を嚙ませた上での棒刑だ。棒といっても剣の鞘で叩きつけるので、下手をすると死につながりかねない厳しい刑である。

「私はグスタフ中将より特命を受けています。シェラ中佐に不穏な動きがあれば、これを罰せよと。カタリナ少尉、私が本気だということを、その身に叩き込んで差し上げよう。私は女性といえども差別はしない。平等に扱いますのでご安心を」

　カールが手を振り下ろすと、随伴歩兵が腕を取り、身体を強制的に跪かせ、叫び声を上げないように猿轡を嚙ませる。

「──ッ!?」

　何事かともがき苦しむカールを見て、シェラは凄絶な笑みを浮かべた。

「カール、貴方には食べ物をもらった恩があるから、苦しまないように殺してあげる。貴方、本当に果報者よ。本当なら貴方の悲鳴を狼煙代わりにするつもりだったから」

　カタリナが指を鳴らすと、死体の随伴歩兵がカールの首筋に剣を突きつける。カタリナはカールを見張るために、隙を見て始末しておいたのだ。

「それでは、やってよろしいですか、中佐？」

「いえ、良いことを思いついたわ。私、花火って見たことがないの。冬は空気が澄んで、とても綺麗に見えるって聞いたことがあるわ。だから、カール少尉には夜空の花火になってもらいましょう」

「それは良いお考えですね。他の仲間にも分かりやすい合図となります」

「カール、これでお別れね。さようなら。ウェルス芋、本当に美味しかったわ」

　シェラは引き攣つるカールの顔を優しく撫でた後、大鎌で頭を串刺しにしてあげた。痛みを感じる前に死んだだろう。

　引き抜き、背中に突き刺して両手で構えると、カタリナと騎兵達に用意は良いかと確認を取る。

　皆無言で頷き、得物を構え、殺気を充満させた目を爛々と光らせていた。

「それじゃあ、始めましょうか。寒いから盛大にやりましょう」

　せーのと反動をつけた後、シェラはカールの死体を上空へと思い切り投げ飛ばした。粉雪舞う空に、血飛沫を上げながら黒い物体が高らかに上昇していく。頂点までいったところでカタリナが指を鳴らすと、黒い物体は赤黒い炎を迸らせた後、轟音を上げて爆散した。

　シェラはそれを満足そうに眺めると、手に降り積もった赤いシロップ付きの雪を舐め取った。

　──楽しいお祭りの始まりだ。







　爆音が轟いた後、到る場所で火の手が上がり、罵声と悲鳴が帝国軍陣営を包み込む。

　帝国軍の鎧を身に着けているシェラ騎兵隊は、偽情報を叫びながら火付けと殺戮を繰り返していく。疲れきっていた帝国兵は、何事か判断する間もなく蹂躙されていく。

『ゲイル少将の師団が裏切ったぞ！　剣を取って直ちに応戦しろ！』

『王国軍の奇襲だ！　我々は待ち伏せを受けたのだッ！』

『輜重隊が全滅したぞ！　食料が全て燃やされたようだ！』

『このままでは皆殺しだっ！　とにかく殺せッ！』
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　情報が錯綜し、誰が敵か分からないまま、剣や槍を繰り出していく兵士達。暗闇の中、恐怖と狂気が伝染していく。

「馬鹿者どもッ！　静まらんか！　無闇に騒いでる輩が裏切り──」

　一喝しようとした冷静な士官の喉を、背後から繰り出された長槍が貫いた。黒旗がついた長槍を引き抜くと、兵士は無言で他の場所へと火を付けに行く。

　騒動に気付き飛び起きた指揮官達は、懸命に混乱を静めようとする。

　が、分散して配置されていたシェラの騎兵達が、指揮を執ろうと試みる者を優先して殺害していく。そして「隊長が討ち取られた！」と大声で叫び、被害を更に拡大させていくのだ。白蟻が木を食い荒らすように、被害は凄まじい勢いで広がっていく。

　大混乱に陥った帝国軍は、既に夥しい犠牲を出していた。伝令から報告を受けた参謀が、顔色を変えてアレクの天幕を訪れる。

「殿下、アレク殿下ッ！　大変でございます！　我が陣に敵工作員が紛れ込み、火付けを行っております！」

　浅い眠りから強制的に覚まされたアレクは、慌てふためく参謀を不愉快そうに睨みつけ、冷淡な口調で指示を出す。

「ならば即座に工作員を捕らえよ。何を慌てているのだ。冷静に対処せよ」

「最早そのような状況ではございませぬ！　我が軍は大混乱に陥り、兵達は同士討ちまで行う始末！　一刻も早く殿下自ら指揮を執り、事態を収拾されなければなりませぬ！」

　想像より深刻な状況だと感じ取ったアレクは、小姓に命じ急いで鎧を身に着けさせる。

　親衛隊長が指示を出し、周囲を固めるように兵を配置していく。

　天幕から出たアレクは思わず言葉を失う。

　森林地帯の帝国軍陣営の方々から火の手が上がっているのだ。火は周囲の木々に燃え移り、雪が舞い散る夜空を赤く染め上げている。

「な、なんたることだ。マドロスまで後わずかというところでッ。ゲイル、ラップ、ドルス達は何をしているのか！　直ちに収束させるよう伝令を出せッ！」

　アレクが激昂して第一軍の師団長の名を怒鳴りつける。将官である彼らはアレクがその才を見込んでその地位に就けている、子飼いの優秀な人間達だった。

「そ、それが、ゲイル少将が裏切ったと兵達が申しております」

　伝令の一人が発言すると、アレクは一蹴する。

「馬鹿者がッ。敵の流言に決まっているだろうが！　この情勢で帝国を裏切る輩がどこにいるのだ！　勝利は目前に控えているのだぞ！」

　伝令の胸元を摑み上げるアレクの足下に、コロコロと何かが転がってくる。妙な回転をしているそれは、やがて勢いをなくし少し離れたところで停止した。

　それは人の首だった。無念の形相をした見覚えのあるそれ。アレクが引き上げてやった叩き上げの優秀な指揮官。一個師団を率いるゲイルのものであった。

「ゲ、ゲイル？　ゲイルなのか？　な、何故このような姿に──」

「とても優秀な指揮官だったわ。殿下の見る目は確かみたい。その人、最期まで兵の統率を維持しようとしていたもの」

　暗闇から、聞き覚えのある声が響いてくる。空気が張り詰める。忌まわしい何かがいる。そう思わざるを得ない不吉なものだ。言葉では言い表せない恐ろしい何か。

　パチンと音がした後、近くで何かが爆発する。火が燃え上がり、その人物を照らしつける。

「──シェ、シェラ中佐？」

　アレクと、周囲の親衛隊が目を凝らす。全身返り血に染まった少女が、悠然と近寄ってくる。その手には二つの首を持っている。

「これもあげる。帝国軍は優秀な人が多いわね。忠誠心もあるみたいだし。最期まで殿下の身を案じていたもの。殿下は本当に果報者ね」

　シェラが首を放り投げる。それはラップ、ドルスのものであった。白目を剝き、壮絶な最期を思わせる表情を貼り付けている。

　その瞬間、恐慌状態に陥った親衛隊が剣を抜き放ちシェラに四方から斬りかかる。

「こ、この化け物！」

「う、裏切り者め！」

「騙される方が悪いらしいわよ。シダモ参謀がそう言ってたわ」

　正面の兵を縦一文字に切り裂いた後、鎌を弧を描くように回転させて左右の二名を順に切り裂く。後方から迫り来る槍を回避すると、振り返り様に先端の直刃でその顔面を横に引き裂いた。

　アレクに近づけさせまいと、親衛隊はその身を盾にしてシェラの行く手を遮ろうとする。捨て身の攻撃を仕掛ける者もいるが、その剣が届くことはなく一撃で肉塊に変えられてしまう。

　それでも攻撃を仕掛け続けるのは、親衛隊としての使命を誰もが分かっているからである。どんな状況でも、最後の一人までアレクの命を守らなければならない。それが親衛隊だ。

　一分も経たない間に、見るも無残な死体が量産されていく。

　物陰から弓で狙おうとした兵の額を、小型の鎌が歪に突き刺さる。隙を突いて兵が槍を突き入れるが、全く攻撃が当たらない。その度にシェラの強烈なカウンターが繰り出され、命を刈り取っていく。

　後方から、シェラの騎兵が迫る。白い凶鳥達が火の手の上がる森林を駆け抜ける。主の下に馳せ参じるために。

「で、殿下、ここは危険です。幸いグスタフ様の指示により護衛は増強しております。この化け物の足止めは彼らに任せ、一旦退いて態勢を立て直しましょう。夜が明ければ混乱は自然と収まります」

　参謀が目の前の惨劇に顔を青ざめさせながらも、己の役目を果たすために進言する。

　グスタフが用心のために増強しておいた護衛兵。懸念は当たりアレクは現在窮地にいる。

「私に、逃げろと言うのか。たかが裏切り者の数百騎に怯えて、この第一皇子たるアレクに引き下がれと言うのかッ！　私は三万の軍勢を指揮しているのだぞ！　何故退かねばならぬ!?」

「殿下に万一の事態があれば、我ら第一軍は総崩れとなります。故に、指揮官は最後まで生き延びねばならぬという義務がございます。理解されたならば、直ちに行かれよ！」

　老齢の参謀が怒鳴りつけると、アレクは思わず絶句する。

　参謀は後方に控えていた親衛隊二名に、アレクを安全な場所まで避難させるよう命じる。何としても守り抜けと厳命して。

「殿下を味方の集まっている場所までお連れするのだ。全隊が混乱に陥っている訳ではあるまい。指示を待っている部隊もあるはずだ。そこまで退避し全軍に号令をかけるよう進言せよ。貴様達は、殿下を何としてでも守り抜くのだッ」

「…………」

「聞いているのかッ！　貴様達は栄えある親衛隊員であろうが！　何を怯えているのだ！　返事をせんかッ！」

　参謀が一喝すると、親衛隊員は虚ろな瞳で、淡々と答えた。

「……了解しましタ」

「……我らにお任せヲ」

　大柄な親衛隊員二名が、アレクの両脇をがっしりと固定し、後方へと下がっていく。

　それを見届けた後、参謀は剣を抜き放ち親衛隊と共に足止めへと加わる。

　呪いの鎌を振るい続ける死神に、援軍が到着しようとしていた。周囲の火付けを指示通りに行い、最後は指揮官の下へと帰ってきたのだ。

　まずは五百騎。残りの兵達も、混乱を煽りながらシェラの下へ帰還するために全力で駆けていた。

「グスタフ閣下の勘は正しかったようだ。しかし、これほどまでの被害をもたらすとは。たかが一匹の羽蟲に、我ら栄光の帝国軍がこの様だ」

　自省の念に駆られながら、疲れた表情で老参謀が呟く。

　シェラの裏切りは確定した。

　それは同時にヤルダーの投降も偽りだったことを意味する。

　ならば今回の侵攻作戦は全てが敵の読み通りということになる。帝国軍はまんまと策略に嵌り、醜態を晒したというわけだ。

　参謀としては、死んでも詫びきれないほどの失態である。

「私ならば第二要塞を打って出て、この混乱に乗じて奇襲をかけるところだな。そしてマドロス城と連携しての挟撃だ。しかし、これほどまでに見事に掻き回すことが出来るのは、目の前の化け物くらいしかおるまい」

　ヤルダーの師団七千は、行軍速度を上げて帝国軍へと迫っている。恐らくは夜明け、もしくはそれよりも前にその牙は第一軍へと食い込むだろう。十分な休息を取っていたヤルダー師団が帝国軍よりも早いのは当然だ。

「それにしても、ククッ、これはどうしたことだ。猛者揃いの親衛隊員が、たかが小娘一人に虐殺されているではないか。いや待て待て。きっとこれは夢だ。そうに違いない。でなければ、こんなことが起こる訳がない。たった一人に、百人の精鋭が殺されるなど、あって良い訳がないのだ。コレは夢だ。コレはユメだ。コレハユメだ。コレハユメダ」

　親衛隊を軽々と制圧し、一人残らず喰い尽くした〝死神〟が、虚ろな表情で呟き続ける参謀に近づいてくる。哀れみを籠めた視線で頰を撫でると、優しげな声で囁いた。

「──それじゃあ、お休みなさい。良い夢を」




　親衛隊二名に連れられて、アレクは人気のない小高い丘まで辿り着いていた。だが味方の姿は全く見えない。

　怪訝に思ったアレクが問い質しても、兵士達は一切喋ろうとしない。両腕の拘束を解こうと力を籠めるがびくともせず、逃れることが出来ないでいた。

（こいつら、一切呼吸をしていない。汗すら掻いていない。身体が冷たすぎる。まるで……）

　乱れた呼吸を整えながら、アレクは兵士の顔を観察する。目に光がない。余りにも顔色が悪すぎる。

「お、おい。お前達……」

　アレクが何度目か分からない問いかけをしようとした時、指を鳴らす音と同時に、拘束が前触れなく解かれる。

　前のめりに倒れこむアレクの身体を、誰かが抱きかかえる。相手の顔を視界が捉え、脳が判断した時、身体が恐怖の余り硬直してしまう。

「あ、あ、あああ──」

「こんばんは、アレク殿下。そんなに脅えなくても大丈夫よ。ここには、私達以外いないから」

　ケタケタと嗤わらい声を上げる血塗れのシェラ。カタリナと騎兵隊がアレクを円陣に取り囲む。

「わ、私を、どうするつもりだ」

「今それを考えているのよ。カタリナ、殿下を殺すのと生け捕りにするのと、どっちが良いと思う？　私はどっちでも良いわよ」

　額についた血と汗を拭いながら、カタリナに問いかける。

　カタリナは目を閉じてしばらく考える。掌には、上官からプレゼントされた胡桃が二つ握られている。コロコロとリズミカルに転がして考えを纏めると、上官に報告する。

「生かして連れ帰った方が得策かと思われます。殺すのはいつでも出来ますから。交渉材料として活用できるかと思います。その方が、王国にとっては都合が良いかと」

「なるほど」

「き、貴様達の好きなようにされるぐらいなら、私はッ──」

　アレクが怒鳴ろうとした瞬間、シェラの手が顔面を両側から強引に押さえ込む。

　アレクは目の前の化け物を強制的に直視させられた。白い歯を剝き出しにして、深く、どこまでも暗い闇を湛えたその瞳を間近で凝視させられる。

「死にたくなったら遠慮なく言いなさい。但し楽には殺さないわ。殺してくれと懇願しても殺さない。その声がかれ果てて、貴方の意識が焼き切れるまで生かし続ける。精神が壊れた後、蟲を踏み潰すように殺してあげる。その覚悟があるなら、どうぞ殿下のお好きなように」

　血に塗れた両手を、アレクの頰に優しく擦り付ける。ぬめりとした生温かい感触が、アレクの脳を焼く。

　何度か頰を撫で回した後、シェラは楽しそうに笑った。

「──あ、ああッ、アア」

「中佐、やりすぎると廃人になってしまいます。壊してしまっては、ソレの価値が薄れるかと」

「ごめんなさい。確かにやりすぎは良くないわよね。殿下も私には食べ物とお金をくれたのだし。殺すならもっと楽にしてあげないといけないわよね。……それにしても、ようやく窮屈な場所から解放されたわ」

　反応がなくなったアレクを放って、シェラがあーあと軽く伸びをする。その光景を見た騎兵達から笑い声が漏れる。〝死神〟と呼ばれる上官には、余りに似つかわしくない仕草だったからだ。

「これからどうなさいますか？　間もなくヤルダー閣下の師団、マドロスからの挟撃部隊が到着するかと思われますが。攻撃に加わるならば連携を取る必要があるかと」

　混乱し身動きが取れない帝国第一軍を、ヤルダーの師団とマドロスから出撃した一万が間もなく挟撃を仕掛ける予定となっている。

　主たる指揮官を失い、更に帝国第一皇子を奪われたのだ。一突きするだけで帝国軍が総崩れとなるのは間違いない。

「もう一人、挨拶しなくちゃいけない人間が残っていたわね。折角だからそっちに行ってみましょう。騎兵で飛ばせば間に合うかもしれないわ」

「了解しました！」

「殿下の身柄は丁重に抱えてマドロスへとお連れしなさい。よろしくお願いね」

　シェラが、最近騎兵隊へと参加した元傭兵二名に命じる。両者は背筋を伸ばして最敬礼を行う。

「はっ、この者は必ずやマドロスまで連れ帰ります！　お任せください！」

「宜しい。……我らはこれより北進し、帝国第七軍の背後を突く！　シェラ騎兵隊、転進開始ッ！」

『応ッ！』







　兵糧貯蔵庫を急襲するために、第二要塞から東進を続けていたグスタフ率いる第七軍。夜明けと同時に急報を知らせる伝令が訪れる。

「グスタフ閣下！　大変ですッ」

「何事だ。落ち着いて話せ」

「第一軍が敵の夜襲を受け壊滅！　味方は潰走し、アレク殿下の消息は不明とのことです！」

「……間違いないのか？」

　険しい表情で伝令に確認するグスタフ。

「はっ、確かな情報です！」

「……何ということだ」

　グスタフが眉間の皺を寄せ、唸りながら腕組みをする。

「第二要塞のヤルダーが裏切り、前方のマドロス城から打って出た部隊に挟撃された模様です。内部より裏切り者が出たとの情報も入っておりますが、詳細は不明です」

　伝令からの報告書を流し読みして、参謀が報告する。内心は激しく動揺しているが、それを表情に出さないように努めている。

「殿下の第一軍がそう易々と打ち破られるとは考えにくいのですが……」

「恐らくは、シェラ中佐が内部より混乱を引き起こしたのだろう。どんな精兵であろうとも、指揮系統の乱れた軍勢など脆いものだ。……ヤルダーとシェラはやはり偽の投降だったのだ。我々は一杯食わされたというわけだ」

　グスタフの言葉に、参謀達は押し黙る他ない。

　第七軍の選択出来る道は二つ。

　このまま東進し当初の計画通りに貯蔵庫への襲撃を行う。但し全滅する覚悟が必要だ。

　もう一つは、手薄になった王国第二要塞を突破し、そのままウェルスへと撤収するというものだ。これもかなり厳しいが、後続部隊が第二要塞付近まで迫っていれば十分に可能である。

「……我らウェルス人が、マドロス人に後れを取る訳にはいくまい」

「はっ、後ろを見せる必要はございませぬ。直ちに進撃せよとご命令ください。貯蔵庫を焼き払えば、敵にも地獄を味わわせることが出来ます！」

「ならば前へと進むとしよう。貯蔵庫だけでも落とさなければ、死んだウェルスの者に顔向け出来んわ！」

「了解しました！　必ずや貯蔵庫を落としてみせましょうぞ！」

　グスタフは前進を決断する。貯蔵庫を焼き払えば、再び膠着状態に持ち込むことが出来るという目論見だ。

　そして、アレクが捕虜に取られていたならば、受け渡しの交渉を有利に運べるという考えもなくはなかった。

　それらが、グスタフの常に冷静な思考にノイズとして混じり、普段ならば選ぶことのない道を進んでしまったのだ。




　柵に厳重に囲まれた貯蔵庫を目視できる位置まで辿り着くと、第七軍は否が応にも進軍速度が上がっていく。そして飛び込んでしまった。高く伸びた茂みに隠されたその死地へと。

「な、なんだッ、こ、ここは!?」

「──底なし沼だッ！　止まれ、止まらんかッ！」

「全軍停止、停止しろッ！　死にたくなければ止まるんだ！」

　先頭の一団が湿地帯に突入したところで、兵士達に異変が訪れる。身体が泥に飲み込まれ、身動きが取れない。そればかりか上半身まで沈み始め、やがて完全に飲み込まれてしまった。

　全てが底なしというわけではないが、足は確実に囚われてしまう。馬は暴れて倒れこみ、騎兵は鎧の重みと足場の悪さで立ち上がることが出来ない。

　グスタフは全軍停止命令を出し、後退するように指示を送る。

　が、既に遅かった。

　ケリーの第五軍本隊が伏兵として配置されており、帝国軍が死地に飛び込むのを息を押し殺して待っていたのだ。

「グスタフの糞野郎、珍しく突っ込んできやがったな。おかげでこっちは大助かりだ。敵の側背を包囲しろ！　沼地に押し出して矢を射かけてやれ！　ウェルス人を皆殺しにしろッ！」

　ケリーが怒鳴りながら命令を下すと、将兵達がそれに答える。

「了解しました！」

「押し潰せッ！」

「矢の雨を浴びせろ！」

　戦鼓を打ち鳴らし、角笛を響かせて全軍が突撃を開始する。

　沼地で足を取られていた者は、矢の雨を受けひとたまりもなく倒れ伏せていった。命からがら脱出しようとした者達を待ち受けるのは、第五軍が誇る弓騎兵の執拗な斉射である。

　ケリーも弓を構え、狙いを定めて確実に撃ち殺していく。そして矢を番えながら、考える。

（グスタフめ、〝死神〟の空気に呑まれて、こっちは全く疑いもしなかったようだな）

　防御力に不安のある第二要塞、そこから直進した場所にわざわざ貯蔵庫を築いた理由。それはこの正面一帯が沼地により完全に防御されているからに他ならない。でなければ、こんな平坦で守り難い場所に貯蔵庫を築くはずがないのだ。ケリーは誰よりもマドロスの地形を熟知しているのだから。

　普段のグスタフならば、慎重な進軍でこれを看破していただろう。

　それをさせなかったのが、〝死神〟という強烈な存在による目くらましだったという訳だ。




「退けっ、退くのだ！　包囲を突破し、一人でも多くウェルスへと戻れ！　この私が、まんまと罠に引っかかるとはッ！」

　グスタフが叱咤激励して、兵を鼓舞する。今更ながらに冷静さを失っていた己を恥じる。

　疑っていたシェラにしてやられたこと、一縷の望みに賭け、部下をみすみす死地へと導いてしまった判断。

　怒りと悔かい悟ごで顔を紅潮させながらも檄を飛ばす。後悔している時間などある訳がない。

「閣下はここで死んではなりませぬ。ウェルスのためにも生きて戻るのです。それが、ウェルス家の人間の義務です。我らの家族をお願いしますぞッ！」

「それは出来ぬ！　私も諸君らと共に──」

「なりませぬッ！　我らが必ずや血路を開きます。そこを突いて、何としてでも突破するのです！」

「グスタフ閣下、どうかご無事でッ！」

「待てと言うにッ！」

　グスタフの制止の声を振り切り、親衛隊の一隊が気勢を上げ、歩兵を蹴散らしながら突撃を開始する。

　長槍に串刺しにされ、馬から引きずり下ろされ、幾人もが討ち取られる。が、その猛烈な勢いに王国軍に一瞬だけ隙が出来る。

「ええい、彼らの犠牲を無駄にする訳にはいかぬ！　者共続けいッ！　必ずや包囲を突破するぞ！」

「閣下に続け！　ウェルス万歳！」

「ウェルスに栄光あれ！」

「マドロス人を一人でも多く殺せッ！」

　包囲を突破したグスタフは第二要塞を目指して全力で逃走を図る。

　それを阻止せんと、ケリーの追撃部隊は執拗に攻撃を繰り返す。ウェルス人の捕虜はいない。全員死ぬまで戦い、そして殺し続ける。

　損害が予想以上に増え始めたため、ケリーは止むなく追撃停止を命じる。死兵と化した人間ほど厄介なものはない。それほどまでにグスタフの兵は果敢に戦ったのだ。

　二万いたグスタフの第七軍は、その数を五千まで減らしていた。生き残りもバラバラに四散し、それぞれが独自の判断でウェルス目指して撤退を行っていた。

　グスタフの周りにつき従うのは、今ではわずか五百余り。指揮を執ることも出来ず、ひたすら潰走を続けるしかなかった。

　吹雪が吹き付ける中、前方に騎兵の一軍が現れる。

　旗は黒、そして白いカラスの紋章を付けている。シェラ隊の旗印、今回の戦の立役者とも言うべき人物である。

「……ここで〝死神〟のお出ましか。行きがけの駄賃に丁度良い。彼奴に報いを受けさせてやるわ！」

　グスタフが凶暴な形相で剣を抜くと、号令をかけて攻撃を仕掛ける。

　シェラ隊も同じく突進を開始し、馬を止めての大乱戦となる。お互いに疲労が蓄積しており、元気に動き回っているのはシェラぐらいのものである。鎌を豪快に振り回し、手当たり次第に刈り取っている。

「シェラっ！　貴様、どの面下げて現れおったか！　武人としての誇りがあるならば、今すぐ自害しろッ！」

「アハハッ！　グスタフ中将、貴方を待っていたのよ。そうしたら、こうして見事に巡り合えたってわけ。将官の首は幾つあっても良いからね。悪いけれど、私のご飯になって頂戴ッ！」

「黙れッ！　ウェルスの誇りにかけ、貴様を討ち取ってくれるッ！」

　シェラの鎌がグスタフへと襲いかかるが、剣を巧みに操りその猛撃をいなしていく。まともに受けては危険と長年の勘が告げている。

　グスタフは力を受け流すように剣を振るい続ける。

　馬がけたたましく嘶き、グスタフのかけ声が辺りに響く。

「ハアアアアッ！」

「──っと。ちょこまかとッ！」

　シェラの痛撃を紙一重で捌く。熟練の剣術をグスタフは窮地で発揮していた。

「甘いぞ、小娘がッ！」

「このッ！」

　グスタフの仕掛けたフェイントに、シェラが思わず引っかかる。

　体勢を崩したと見せかけたところに、大鎌が振り下ろされるが、グスタフは回避。

「もらったッ！」

　大振りしたシェラの胸元目がけて、鋭い渾身の突きを入れる。その一撃はグスタフの人生で、最も素早く鋭い突きだった。

「…………ッ」

「……惜しかったわね。後指先ぐらいだったのに。グスタフ中将、貴方本当についてないわね」

「グガ、アァッ──」

　グスタフが突き入れた剣は、シェラの急所寸前で止まっていた。鎧に剣先は当たっているが、残念ながら傷を負わせることは出来ていない。

　グスタフの下あごには、シェラの切り上げた大鎌が見事に突き刺さっている。先端がグスタフの顔面を突き破り姿を現している。どれほどの激痛が走っているのか、グスタフは悲鳴を上げることすら出来ないでいた。痙攣し、口から夥しい量の血液が溢れ出る。

　シェラは乱暴に引き抜くと、横に一閃してグスタフの首を断ち切る。そして息を吸い込んだ後大声を張り上げた。

「敵将グスタフ、このシェラが討ち取った！　敵は総崩れだッ、手当たり次第に討ち取れッ！」

『ウオオオオオオオオオオオオッ！』

　指揮官を失った部隊は非常に脆い。

　逆に勝利した側の兵士は勢いづく。

　戦意を喪失したグスタフの兵達は、各個撃破され、その屍を大地に晒すことになる。それでも最後まで戦い抜いたのは、褒められるべきなのかもしれない。




　結局、第七軍で無事にウェルスまで戻れたのは三千弱に過ぎなかった。残りの兵士は全て戦死した。

　アレクが率いていた第一軍の三万は完全に総崩れとなり、半数以上が投降、残りは戦死及び逃走した。

　マドロス侵攻作戦は完全に失敗し、帝国軍は甚大な損害を被る結果となった。

　また、第一軍司令官であるアレクは王国軍の捕虜となり、第七軍指揮官のグスタフは戦死。帝国北東部は完全に戦力を喪失してしまい、帝国首脳部に多大な動揺をもたらした。

　王国はアレクを材料として帝国との交渉を開始。まずは帝国が占領した王国領からの撤兵、及び賠償金の支払いを求める。更にアレクの解放と引き換えに、第二皇子であるユリウスの引き渡しを要求。帝国と解放軍との間に楔を打ち込もうと目論んだ。

　帝国は撤兵は了承するが、賠償金の支払いは拒否。またユリウスの引き渡しは完全に拒絶。第一回交渉は物別れに終わる。

　取りあえず交渉は続行させるということで一旦纏まり、仮かり初そめの平和がウェルス、及びマドロス地帯に訪れたのだった。




　今回のマドロス防衛戦において、シェラの働きは王国史上でも類を見ないものであった。

　師団長クラスの将官の首を三、第七軍指揮官グスタフの首、更には帝国第一皇子を生け捕りにするという大手柄だ。

　ケリー及びヤルダーから手放しで激賞され、王都でも英雄扱いを受けることとなる。宰相ファルザームからも感状が届き、勲章の授与が決定する。

　この大功により、シェラの大佐への昇進が了承され、副官のカタリナも中尉へと昇進が決定する。

　シェラは大佐への昇進よりも、輜重隊襲撃の際に入手したウェルス芋の種芋の方がお気に召したようだった。どこか適当な場所で栽培してみようと、鼻歌混じりに種芋を弄んでいた。

「中佐、大佐への昇進決定おめでとうございます。王都では救国の英雄と評判らしいですよ。〝死神〟の名は返上した方が宜しいのでは？」

　英雄の異名が〝死神〟というのは不吉と話題になっていると、カタリナは苦笑しながら語るが、シェラは全く問題ないと笑い飛ばした。

「折角名づけてもらったのに、それはもったいないじゃない。結構気に入ってるのよ？」

「それならば問題ありません。これからも堂々と〝死神〟を名乗ってください」

「そうするわ。カタリナも中尉になれて良かったわね」

　敗戦続きだったため、昇進が見送られていたカタリナ。ここにきてようやく中尉へと昇進することが出来た。昇進しても彼女の仕事は特に変わらないが。シェラの副官としてより一層働くつもりでいる。

「はっ、ありがとうございます。それと、ヤルダー中将も今回の功により大将への復帰が決まった模様です。非常に上機嫌で、中佐を褒め称えていましたよ。娘にしたいぐらいだと」

　冗談ではなく、本気で養子に取ろうと考えているのだがシダモに止められている。これ以上面倒事を押し付けられるのはご免であると、血相を変えて説得されたらしい。

　ケリーも、無事生き延びたダラスの嫁に迎えたいと申し出たが、ダラス本人が泣きながら断ったという。

　どうやら殺されかけたのが精神的外傷になっているらしい。戦いの後にシェラが挨拶すると、顔を蒼白にして飛ぶように逃げていった。彼が本来の気性を取り戻すまでには、もう少しの時間が必要そうだった。

「勲章もいっぱいくれるって言ってたわ。そんなものより、ご馳走をお願いしますって言っておいたけど」

　種芋をお手玉代わりにヒョイヒョイと投げ続けるシェラ。カタリナはその様子を楽しそうに眺めている。

「今回の戦いで、私の兵士もたくさん死んじゃったわね。とても残念」

「はい、二千人中、六百名が戦死及び行方不明です。ですが、皆最期まで勇敢に戦いました」

「……ご飯を一緒に食べてくれる人が少なくなると、とても寂しいわね」

「私達は、最期までお供します」

「そうね。うん、まだ大丈夫。だって全然殺し足りないもの。もっといっぱい食べたいし、もっといっぱい殺したい。まだまだ私は戦えるわ。反乱軍の屑共は一人残らず皆殺し。そう決めてるからね」

　上機嫌に微笑んだ後、シェラは種芋を大事そうに袋へとしまいこんだ。カタリナを連れて騎兵隊の元へと戻ると、皆でシチューを作ることにした。

　ウェルス芋と、マドロスで取れた魚を放り込んでじっくり煮込んだシチュー。それはとても美味しかった。

　飛び入りでヤルダーとケリー、顔を引き攣らせたダラスも参加し、マドロス城を巻き込んでの大宴会へと発展する。

　シェラは様々なご馳走を食べ、お酒を飲み干し、仲間達とのお祭りを大いに楽しんだ。




　──マドロス城の一室。

　宴が終わった後、ヤルダーとケリーの両者は静かに酒を酌み交わしていた。勝利の美酒という訳ではないが、ヤルダーを労ねぎらうためにケリーが自慢の高級酒を用意して招いたのだ。

「ヤルダー。今回は損な役割を押し付けてすまなかったな。お前のお蔭でグスタフをぶっ殺して、マドロスを守りきることが出来た。本当に感謝している」

　ケリーが杯に酒を注ぐと、傷だらけの顔をしたヤルダーが、しかめ面をした後一気に飲み干す。

「──ふん。勝利の立役者はシェラ中佐だ。私は道化を演じたに過ぎん。彼女でなければ、帝国軍を潰走させることは難しかっただろう。シェラは見事期待に応えてくれた」

「……アレをお前はどこで見つけてきたんだ。あんな化け物じみた女、俺は見たことがねぇぞ」

「元々はアンティグアに配備されていた一兵卒に過ぎん。それがあっと言う間に頭角を現して、今では英雄の仲間入りだ。この調子なら、王国の未来も明るいだろうな」

　シェラの姿を思い浮かべながら呟く。

　彼女の華々しい出世物語は、同時にヤルダーの苦難の歴史でもある。武人として嫉妬するほどの才の持ち主。だが、それ以上に共に戦えることが誇らしい。

　自分の養子に迎えると言ったのは決して冗談ではない。もし自分の息子と結婚し、ゲール家を継いでくれたとしたらこれほど嬉しいことはない。

「……ヤルダー。一つだけ聞きたい。どうしてあの娘をそこまで信頼出来たんだ。帝国に寝返るとは思わなかったのか？　俺がお前に道化を演じさせたのは、貴様が絶対に裏切らないという確信があったからだ」

　ケリーはヤルダーについて、猪突猛進型の馬鹿という認識を持っている。それと同時に二心を持たない剛毅な武人としての一面があることも知っている。山賊じみた凶相のため、勘違いされやすいが。

　だからこそケリーはヤルダーに偽りの降伏を演じさせ、帝国軍の背後を突かせたのだ。裏切らないと確信していたから。あの時、ヤルダーが激昂して殴りかかってきたのは、その屈辱的な任務に自尊心が耐えがたかったからだ。

「聞きたいか、ケリーよ」

　ヤルダーがもったいつけながら杯を傾ける。

「是非聞きたいね。今後の参考とさせてもらおう」

「ただの勘だ。そして私は見事に賭けに勝ったという訳だ。実にめでたいことだ」

「……呆れて何も言えねぇぜ。やっぱりお前は馬鹿だったんだな」

　ケリーは聞くんじゃなかったという表情で、手酌をしてから酒をあおった。

「その馬鹿のお蔭で勝利できたのだ。もっと感謝したらどうだ」

　したり顔のヤルダーは、つまみの燻製肉をかじる。

　ヤルダーがシェラを帝国本陣に送ったのは、自分だけでは足りないと思ったからだ。帝国の大軍を打ち破るには、強力な毒を盛る必要がある。ヤルダーだけではとても足りない。その大役を担うことが出来るのは、ヤルダーの麾下には一人しかいなかった。

〝死神〟の異名を取る女士官。黒旗に白カラスの紋章を掲げる騎兵隊。彼女達ならば帝国軍を思うがままに蹂躙し、大混乱に陥れるだろうという気がしたのだ。

　ただそれだけの話である。




　──王都よりカナンへの伝令

　王都ブランカにてクーデター未遂事件発生。

　首謀者はシャーロフ元帥長男、ガルフ・バザロフ大佐及びその一派。国王陛下及び宰相の殺害を計画し、実権を握らんと企んだものと思われる。宰相ファルザームの機知により、反逆を未然に防ぐことに成功した。

　カナン憲兵隊は至急シャーロフ・バザロフを拘束し、その身柄を王都へ送還せよ。抵抗した場合は生死は問わないものとする。

　第一軍司令官には、代理としてバルボラを任命する。

　以上。
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　──王国軍が帝国軍を打ち破った戦いから一カ月後。

　マドロス城主であるケリーは、円卓を挟んで招かれざる客と相対していた。

　ケリーの背後には親衛隊が控えており、目の前の男が妙な真似をしたら即座に動ける体勢を取っている。

　対する痩せた男の横には青年士官一人が付き従うのみだが、周囲の敵意を受けても不敵な笑みを崩さない。

　軽く咳払いをした後、ケリーはいつもの口調で話しかけた。

「よう。よく来たなと言いたいところだが、生あい憎にく俺とお前んとこは敵同士ってことになってる。それを承知でこの城に来たってことで良いんだよな？」

　問答無用で首を刎ねられても文句は言えねぇぞと吐き捨てながら、杯に口を付ける。

　ディーナーと名乗った男は、平然とした様子で返答する。

「これはいきなり手厳しい。私は平和を愛する人間の一人としてこの城にやってきたのです。それを閣下にはご理解頂きたいものです」

「ぬけぬけとよくもぬかしやがるぜ。あまり人を舐めるなよ？　裏で何をやっているかぐらいウチの諜報隊も摑んでるんだ。お前は反吐が出るような下げ衆す野郎じゃねぇか。畜生という表現が誰よりも相応しいぜ」

　苦々しい表情で吐き捨てる。マドロス諜報隊は帝国だけでなく、王国や解放軍にも密偵を放っている。迫り来る危機を、予あらかじめ察知するためだ。

　確証はないが、先日のテナン虐殺は偽装工作の可能性があると報告が入っている。

　国家や軍隊というのは表に出ない、出せない面が必ず存在する。綺麗事だけで人を動かし、人を殺すことなど出来はしない。

「民衆は都合の良いことしか耳に入れません。王国が今更御託を並べたところで信じる者など一人もいませんよ。解放軍が王国軍に偽装して略奪を働いているなど、笑い話にもなりはしないでしょう」

　表情を緩めるディーナーだが目は笑っていない。一つ間違えれば己の首はない。覚悟の上でディーナーはこのマドロスへとやってきた。

「お前の言う通りだ。今更王国が否定しようがただの言い訳だ。俺も王国の糞共への罵詈雑言なら腐るほどあるが、生憎忙しい。てめぇの冗談や、夢見る馬鹿女の綺麗事に付き合ってる時間はねぇんだ。用件があるなら今すぐに言え」

　杯を乱暴に叩きつけると、殺気を籠めながら睨みつける。

　ディーナーは軽く肩を竦めると、静かに話し始めた。

「話は簡単です。我々が王都を攻略するまで、閣下にはこのマドロスから動かないで頂きたいのです」

「自分が何を言っているかは分かっているよな。一度口から出たものは戻せねぇぞ？」

　右手を上げると、親衛隊が剣を抜き放つ。その手が振り下ろされた時、この部屋には屍が二つ作られる。

「勿論です。現状、解放軍の戦力は多く見積もって十五万程度。士気が高いとはいえ、北部、南部、そしてカナン地帯の三方向から侵攻されるのはさすがに厳しいものがあります。賢明な貴方が動くとは思えませんが、マドロスを放って全兵力をこちらに向けられては、我々としても堪らないという訳です」

「……それをわざわざ俺に教える理由は何だ。脅しのつもりか？」

「マドロスから兵力を動かした瞬間、帝国軍が再びこの地に攻勢をかけます。これはユリウス皇子を通じて入手した確かな情報ですよ。私としても帝国にこれ以上介入してもらうのは好ましくない。故に釘を刺しに来たのですよ。決してここから兵を動かさないようにとね」

　ディーナーが相そう好ごうを崩しながら、諭すように述べる。

「こっちには帝国皇太子アレクという人質がいる。再侵攻して来たら奴の命はないぞ」

「皇子一人の命を領土拡張に優先させるほど、帝国皇帝アルフは甘くはないですよ。交渉に応じているのも、軍備を整える時間を稼ぐためです」

　事実と噓を交えながらディーナーは話す。

　実際には皇帝はアレクの命を優先させるだろうとディーナーは見ている。何としても我が子を救い出したいというのが本音だろう。皇帝の狼狽ぶりは諜報員を通じて入手済みだ。

　その帝国が交渉で是と言わないのは、一度受け入れれば要求がエスカレートしていくのを嫌というほど理解しているからだ。人質は当然解放されない。

「……なるほどな、話はよく分かった。だが、お前の要求は完全に拒否する。分かったらとっとと帰れ。目障りだ」

「それは残念です。ですが、閣下と直接お話しできて良かったですよ。いずれまたお会いしましょう。きっと、そう遠くはない時期に」

「ふん、俺は会いたいとは思わん。おい、客人がお帰りだ！」

「はっ！」

　ディーナー達は兵士に促されて強制的に退室させられた。そのまま外へと連行され、厄介者を追い払うように城門から閉め出される。




「……ディーナー様。まずいことになりましたね」

　馬に跨りながら、同行していたヴァンダーが上司に話しかける。交渉は失敗し最悪の結果となってしまったと判断している。

「何がまずいのか理解に苦しむな。今回の交渉は大成功ではないか。そもそも、ケリー殿に会えた時点で目的は達成されたようなものだ」

「し、しかし」

「あの男は絶対にここから動かんよ。王国に対する忠誠よりも、マドロス領を如何にして守り抜くか。それがあの男の行動理念だ。私が交渉しようがしまいが、それは変わらなかっただろう」

「それが分かっていながら、何故ディーナー様直々に？」

「王都解放後の布石だ。彼らには今後も帝国の拡張を防いでもらわねばならぬ。マドロスは対帝国の前哨地帯なのだから。その任を全う出来るのは彼らマドロス人だけだ。そのためにも今回の交渉で顔を合わせておく必要があった。王都解放後、傀儡政権と思われて独立でもされたら目も当てられんからな」

　ディーナーは淡々とした口調で己の考えを述べる。彼の中では現王政の打倒は既に確定事項である。

　肝心なのはその後。帝国は間違いなく新政権に介入しようとするだろう。それが皇帝アルフの狙いなのだから。ディーナーとしては帝国の介入を最小限に抑える必要があった。

　そもそも、今回の帝国の躓つまずきは想定外の出来事だった。王国が勢いを盛り返すのは頂けないが、帝国の勢いを一時的に抑えることが出来たのは不幸中の幸いである。何よりも、皇太子の身柄が押さえられたのは僥倖とも言える。

　交渉において、帝国に対する最強のカードを手に入れたも同然だ。帝国軍はこれで動けない。

　その一方で、王国の勝利は領主達の動揺を招き、調略活動は難航していた。王国がこのままもつとは思えないが、解放軍が無事に勝利を収めるというのも少々疑わしくなった。今は様子を見るのが最善であると、再び甲羅の中に引っ込んでしまったのだ。

　大陸南東部においては、王国軍、解放軍、諸国連合の三ツ巴の様相を呈しており、誰も身動き出来ない膠着状態と化してしまった。

　今の解放軍に求められていることは、王国軍の主力を打ち破り、カナンを攻略して王都地帯へ突入する。ただそれだけである。

　この時点で戦の趨勢は決まり、日和見を決め込む者達はこぞって解放軍傘下に降って来るだろう。

　解放戦争の鍵を握るのは次の戦い。恐らく、カナン・ベルタ間で起こる会戦で全てが決まる。

「……ヴァンダー。次の戦いは、絶対に負けられないものとなる。お前もそのつもりで全力を尽くせ。挙げた功には必ず報いよう」

　ディーナーは若きヴァンダーの能力を買っている。

　王国元帥シャーロフを陥れたクーデター未遂事件は、ディーナーが計画を練り、ヴァンダーが指揮を執った。

　ヴァンダーは期待に応えて見事に成果を上げてみせた。使える手駒が増えたことにディーナーは満足していた。

　ちなみに、あのクーデター計画は全くの偽りであり、シャーロフには叛心など一切なかった。宰相との不仲を突き、煙を大火事へと強引に発展させただけである。

　これ幸いと激しく燃え上がらせたのは王国宰相ファルザーム。政敵を始末するのに好都合と、偽情報と知りながら利用したのだ。

「──はっ、心得ております！」

　ヴァンダーは了解する。いずれディーナーの後継者になるという野心が芽生え始めている。

「私はこれからベルタに帰還し戦の準備を始める。お前は手筈通りにコロン牛の調達に向かえ。次の戦いでの切り札となるものだ。出来る限り大量に揃えろ。最低でも千頭だ。質は問わん」

「了解です。……しかし、食用牛など一体何に使うのですか？」

「兵士達に美味い肉を振る舞う。今はそういうことにしておけ。いずれ、分かる」

　口元を歪めて返答するとディーナーは馬を走らせ始める。護衛達もそれに遅れじと慌てて続いていく。

　ヴァンダーは軽くあごを擦った後、考えるより命令を遂行する方が大事であると判断し、コロン牛の調達へと向かう。

　コロン牛とは、大陸北部のみに棲息する鋭利な角を生やした大型の牛である。一見大人しそうな獣だが、一度危害を加えられたと判断すると、その相手をどこまでも追いつづけるという獰猛な気性を備えている。

　その肉は美味であり、捕獲の難しさと相まって市場では高値で取引される。狩人はコロン牛を狙って狩猟を行うが、返り討ちに遭い殺されるという事故も多発していた。







　大佐に昇進したシェラは、ある任務を命じられ、騎兵を引き連れてのんびりと行軍していた。

　細長いニンジンのスティックを咥えながら。たまに馬の前方に放り投げ、餌代わりにくれてやっている。腰の皮袋には嫌というほどの野菜のスティックが詰め込まれているのだ。数本プレゼントしてやるぐらいは何でもなかった。

「天気はいいし、食べ物は一杯。思わず歌いたくなるほどいい感じね」

　適当に口ずさもうとしたが、何も思いつかなかった。仕方がないので今食べたい物を鼻歌交じりに口ずさむ。

　シェラの馬が合いの手を入れるように嘶いている。気分が良くなったので、鬣たてがみを撫でた後でニンジンをくれてやった。

「大佐、ご機嫌ですね」

「ええ、出発前にこの野菜をプレゼントしてもらったから。大佐になったお祝いにってくれたの。本当昇進して良かったわ」

　満面の笑みで言い切るシェラ。

　英雄シェラに贈り物をしたいと言って来た子供達がいたのだ。

　食べられる物ならば何でも良いと答えると、次の日に満杯に詰まった野菜袋を頂いたという訳だ。

　小難しい感状やら勲章をもらった時よりも嬉しそうな顔で、その贈り物を受け取った。

「それは良かったですね。我々からも昇進のお祝いをさせて頂きます。楽しみにしていてください」

「無理しなくても良いわよ。それより、貴方もいる？」

「ありがたく頂きます！」

　緑のスティックを放り投げると嬉しそうにとびつく騎兵。

　まるで躾けられた犬みたいだと思いながら、シェラは再びボリボリと食べ始めた。




　中尉に昇進したカタリナは現在別の任務に就いていた。新規に配属された兵士達の訓練担当である。

　シェラの騎兵隊には、再び三千ほどが割り当てられた。

　ヤルダーは、彼女に一万騎与えれば賊将アルツーラの首を確実に持ち帰ると豪語し、更なる増強を要請した。

　だが、武勇は認めるが指揮能力には疑問が残ると判断されたため、これ以上は見送られることとなったのだ。

　出自が怪しいシェラを、重用するつもりのないファルザームの意見があったのも大きい。

　そのヤルダーは再び大将に復帰していたが、同時にバルボラも中将から大将へと昇進していた。

　カナン防衛の指揮を執るバルボラの権限の方が強いため、ヤルダーが強引に押し通すことは出来なかった。

　犬猿の仲で有名な両者だったが、出世欲が満たされたバルボラは冷静さを多少取り戻し、ヤルダーに対し敵意剝きだしで接することはなくなった。ヤルダーも人間的に成長したらしく、「我慢」と「忍耐」の二つを習得していた。

　とはいえ、それは大将格二名の話で、王国史上最年少で大佐に昇進したシェラへの風当たりは強かった。

　嫉妬、羨望、恐怖、憎悪といった粘つくような視線を嫌というほど浴びせられることになる。

　特にそれが強かったのは、次にシェラが昇進した場合に同階級となってしまう人間達だ。平民出身の人間に追いつかれ、追い抜かれるなどプライドが許さない。

　その筆頭がバルボラの腹心であるオクタビオ少将、次にブルボン少将である。

　事あるごとにシェラへの非難を繰り返し、激怒したヤルダーに一喝されることも珍しくなかった。さすがのバルボラも自分を棚に上げて、うんざりであるといった表情を浮かべる始末だ。

　ラルス少将のように、出世に興味がないという人間は王国軍では希少だった。




　そんな腐った連中から解放されたシェラはとてもご機嫌であり、うららかな昼下がり、鼻歌交じりに馬をのんびりと歩かせていたという訳だ。

「──大佐、前方から馬車と騎兵の一団がやってきます。旗は第一軍のものです」

「よし、全員整列。シャーロフ元帥閣下をお迎えするわ。失礼のないようにしましょう」

　食べかけの野菜を大事そうに腰の袋にしまうと、指示を下す。

「はっ！」

　騎兵達は二列に分かれて元帥一行を迎え入れる態勢を整える。

　シェラはその中心に位置し、正面から馬車を出迎えた。一団の先頭を走る騎兵が高らかな声で告げる。

「黒旗に白カラスの紋章、武勇の誉れ高いシェラ大佐とお見受けする！　我らは第一軍カナン所属の騎兵隊である。シャーロフ元帥閣下の護衛任務の引き継ぎをお願いする！」

「了解した。確実に元帥閣下を王都までお送りする！」

　シェラは出来るだけ威厳というものを意識して敬礼してみた。シダモ参謀が口を酸っぱくして言っていたからだ。「指揮官としてのはくをつけろ」と。はくの意味はよく理解していないが、偉そうにしていれば良いのだろうと判断していた。

「宜しくお願いする。我々は急ぎカナン防衛に戻らねばならない。それでは、これで失礼する！」

　必要最低限だけを告げ、馬首を返して駆け始めるカナン騎兵隊。

　任務は単純極まりない。兵権を取り上げられたシャーロフ元帥を王都まで護送するだけである。

　護送まで一カ月もかかったのは、カナンでの混乱を抑えようとしたシャーロフ最後の奉公が原因だ。

　シャーロフに忠誠を誓う将兵達が暴発する恐れがあり、直ぐに送還する訳にはいかなかったのだ。ラルス少将などは、元帥が起つのならばそれに従うと公言していたほどである。

　止むを得ずシャーロフ自らが彼らの説得に乗り出し、なんとか理解を得ることに成功した。

　王国への忠誠心篤いシャーロフ元帥は、義憤に沸く将兵を説得した功により、爵位と階級を剝奪された上で誅殺されるらしい。

　訳が分からないと、シェラは首を捻ったものだ。カタリナに説明してもらったがやはり理解出来ない。

　反乱軍を皆殺しにするならシャーロフ体制の方が良いと思ったが、特に興味はなかったので抗議するような面倒な真似はしなかった。

　興味がないことを考えると腹が減るのだ。食う、寝る、戦う。これ以外には余り興味が湧かない。

　馬車から両腕を拘束されたシャーロフが降り立ち、ゆっくりとした動作で敬礼する。

「任務ご苦労。英雄と名高きシェラ大佐に見送ってもらえるとは、良い土産話が出来たものだ」

「光栄であります。この不肖シェラ、全身全霊を尽くし王都ブランカまで護衛させて頂きます！」

　シェラが素早く下馬して背筋を伸ばして敬礼する。慣れない姿勢なので肩が凝る。お腹も空いた。

　ちなみに「不肖」とは、偉い人と話す時に、自分の名前の前につけると良いそうだ。そうするとはくがつくらしい。シダモ参謀が教えてくれた言葉の一つ。あまり使いすぎるなとも言われた。

「ハハハッ、貴官ほど敬語が似合わぬ士官もそうはいないだろうな。共に戦う機会がなかったのが、実に残念だ。……〝死神〟と評されるその武勇、儂もこの目で見たかった」

「──はっ、私も残念であります！」

「それでは道中宜しく頼むぞ、シェラ大佐」

「了解しました！」

　髭を擦りながら、シャーロフは穏やかに微笑んでいる。

　シェラは腰の袋から野菜をプレゼントしようかと考えたが、馬が物欲しげにこちらを見ていたので、そちらの口に突っ込んでやった。




　王都までの道中──バザロフ家の末娘のアンナが、一党を引き連れて現れるといったハプニングはあったが、特に問題なく護送任務は進んだ。

　シェラが食事にすると言ったので、シャーロフは孫娘と話す機会を得ることが出来た。シェラが気を利かしたと思う者もいたが、本当に腹が減っただけだった。

「……アンナ、無茶をするな。大佐が〝任務中〟だったらお前の首は既にないぞ。全く、不幸中の幸いだ」

「シャーロフお祖父様。私達と逃げましょう。このまま王都へ行ったら殺されます。あいつらは話を聞くつもりなどありません。問答無用で処刑するつもりなんです。お父様もお母様も、皆連れて行かれてしまいました！」

　シャーロフの孫、アンナ・バザロフが声を張り上げる。

　シェラは聞こえないかのように弁当を頰張り始めている。実際に聞いていなかった。食事中は食べることだけに専念しなければならない。他の騎兵達もワイワイ賑やかに食べ始めた。

「儂は何も罪を犯していないのだから、逃げる訳にはいかん。逃げれば、後ろめたいことがあると認めることになる。仮にも元帥であるこの儂が、そのような卑怯な真似は出来ん。陛下に直接お会いし、この身の潔白を証明するのみ」

「ですが！」

「よく聞きなさいアンナ。お前はこのまま諸国連合へと行きなさい。詳しいことはこの手紙に記してある。あそこには儂の友人も多くいる。きっと良くしてくれるはずだ」

「お祖父様が一緒でないのなら、私も王都へ行きます！」

「老人の我が儘にお前を道連れにする訳にはいかん。他の者達も出来る限りそうしてやりたかったのだがな。恐らく、我が身内は全員拘束されていることだろう」

「……どうして、どうして王国に尽くしてきたお祖父様が罪人扱いにッ」

　両手で顔を覆うアンナ。その手から涙が溢れている。

「世の中、割り切れないことは多々あるというだけだ。儂もこの年になって勉強になった。……代償は些か高かったようだがな」

　シャーロフは疲れきった表情で溜息を吐く。

「で、でもッ。こんな話はおかしいです。私は納得できませんッ！」

「話は終りだ、アンナ。いつまでも大佐の厚意に甘える訳にはいかん。息災に過ごせよ。私達はお前の幸福をいつも祈っている」

　シャーロフが目で合図をすると、アンナと共にやってきた兵士達が強引に彼女の両脇を抱えて引き連れていく。

　彼らはバザロフ家に忠誠を誓っている兵士で信頼がおける。最後までバザロフ家のために仕えてくれるだろう。忠誠に報いてやれないのが残念だった。

　アンナは抵抗したが、やがて諦めたのか声を押し殺して再び泣き始めた。

　彼らが今後どうなるかは、シェラの知るところではない。途中で拘束されて死ぬかもしれないし、諸国連合まで無事逃げられるかもしれない。もしかしたら解放軍に身を投じるのかもしれないが、それならこの手で殺すまでだ。

　シェラは最後の肉片を放り込むと、口の汚れを拭って満足そうに息を吐く。

「すまなかったな、大佐。身内の見苦しいところを」

　シャーロフが謝罪する。

「何のことでしょうか？　閣下の準備が宜しければ、そろそろ出発致しましょう」

「……ああ、宜しく頼む」

「出発するぞッ。目的地は王都ブランカだ！　行軍開始！」

「行軍開始、旗を掲げろッ！」

　シェラは鎌を肩に構えながら再び馬を歩かせていく。

　無実の罪人を乗せて、〝死神〟の行列は王都目指してひたすら進んでいく。




　王都到着後、シェラは即座にカナンへ向かえと命令され、休む間もなく出立する羽目となる。

　王都でのご馳走を楽しみにしていたシェラは軽く舌打ちし、遺憾を表現しながら了解した。王都にはどうも縁がないようだった。

　別れ際、シャーロフはシェラの手を取り、「王国を頼む」と静かに話しかけた。

　シェラが軽く頷くと、シャーロフは何度か頷き無念で身体を震わせる。やがて、痺しびれを切らした王都の兵達に乱暴に連れて行かれた。

　シェラは、それを特に感慨を抱くことなく眺めた。

　しばらくして、袋から野菜を取り出し咥えると仲間達の下へと歩き出した。




　シャーロフは爵位、領地、階級の全てを剝奪され、反逆を企てた罪を着せられて投獄された。国王に弁明する機会は一切与えられなかった。

　一週間の後、シャーロフは獄中死した。武人としての誇りから自ら死を選んだとも、ファルザームの手による毒殺であるとも王都の人々は噂した。後者を信じる者が多かったのは、宰相ファルザームの人望のなさの現れであろう。

　かつてユーズ王国の象徴と讃えられたバザロフ家は取り潰しとなり、一族は成人男子は死罪、未成年、及び女子は平民階級に落とされることで一連の騒動は決着となった。

　このクーデター未遂事件は、将兵に宰相と国王への疑心を植え付ける結果となり、その綻ほころびは日に日に増していくこととなる。

　シャーロフの武名で抑えつけられていた反乱分子達が、再び動き始めたのは皮肉と言える。
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　シャーロフが獄死した翌日。王都ブランカでは密かに喪に服す者が数多くいた。

　クーデター未遂事件はでっち上げであるという風評が広まり、取り潰されたバザロフ家に対して同情的だったのだ。民衆だけでなく兵士達の間でも納得いかないという声が上がっていた。

　宰相ファルザームという人物はとにかく人望がない。民からは搾取を行っている張本人と見做され、兵からは碌ろくに俸給を寄越さない元凶と罵られている。武官からは追従が得意なだけの成り上がりと馬鹿にされ、文官からはその専横振りを蛇だ蝎かつの如くに嫌われている。ファルザームと関係良好なバルボラでさえ、内心では王に媚こびへつらうしか能がない奴と馬鹿にしていた。

　ファルザームに対しての人物評は確かに間違ってはいないが、そもそもは国王クリストフが政治を顧みないことが最大の原因である。私欲しか考えていない人物に実権を握らせてしまったのだから。宰相位に任命したクリストフの罪は重い。

　そのクリストフはといえば、王宮に籠り女を侍らせ酒色に溺れ、気が向けば早世した息子のため、星神に祈りを捧げている。

　もはや王国がどうなろうと興味がないのだ。後継者争いに勝利し、意気揚々と即位した際の面影は今では一切残っていない。




「陛下、お楽しみのところ失礼致します。ファルザームでございます」

　病的なまでに青白い顔で、乱れた着衣のまま気だるそうに起き上がるクリストフに、恭しく挨拶する。

　その隣には側室二名が控えており、薄い肌着のみを身に着け、妖艶な視線でクリストフを見上げている。

　国王の寝室に、ただ一人立ち入る許可を得ているファルザームは、重要案件が決裁された後こうして報告に上がる。その是非の判断はファルザームが行い、国王はただ事後報告を受けるのみ。

　その判断基準は己に利があるかどうかだけ。王国の最高権力は、宰相ファルザームが握っているのだから。

「……ファルザームか。こんな時間に何用か」

　既に昼を過ぎているが、クリストフに時間の感覚はない。

　側室に目配せし酒の用意をさせる。薄暗い部屋は酒精と男女の臭いで咽返るまでに充満している。

　ファルザームは満面の笑みを浮かべて話し始める。

「はい。謀反人シャーロフが獄中で死亡しました」

「……そうか。シャーロフは死んだか。かつては王国の柱石とまで呼ばれた男が」

　クリストフが虚ろな瞳で視線を彷徨わせる。側室が酒の入ったグラスを渡すが反応がない。

「陛下、どうされましたか。ご気分でも？」

「…………」

　クリストフはグラスを握り締め、ベッドに座ったまま身動きもせず、言葉を発しようとしない。

　いつものことだとファルザームは別件の報告を続ける。

「帝国との交渉ですが、星教会に仲介を依頼しました。懇意にしている司祭様が使者として帝国へと赴いてくださるそうです。恐らく、そう遠くない間に停戦交渉は纏まるかと」

「…………」

「また、新たに第一軍司令官に任命したバルボラ大将にはベルタ奪還を命じました。帝国軍を退けた今、ここで決定的な一撃を浴びせれば、反乱軍は必ずや瓦解するでしょう。王国に安穏の日々が訪れることは間違いありません」

　最大の政敵であったシャーロフを排除した今、ファルザームに怖いものなどない。

　噂の〝死神〟の活躍で、帝国軍は勝手に自壊してくれた。後は目障りな反乱軍を叩き潰すのみ。そのために、精鋭部隊五万をカナンに増派した。十五万もの大兵力がカナンへと集結しつつある。

　北西部マドロスの第五軍、南部の第二軍にも兵をベルタに向けるよう使者を送った。三方向からの大攻勢に寄せ集めの反乱軍が耐えられる訳がない。

「……ファルザーム。余がこの地位に就けたのはお前のおかげだ。余は無能で、王家に生まれただけの何の取り柄もない男だ。死んだ兄上に勝っている点など一つもない。自分でも分かっているのだ。それを、お前の働きでこうして王位を得ることが出来たのだ。心から感謝している」

　爬虫類のような笑みを浮かべるクリストフ。

「な、何を仰います陛下。陛下なくして王国は──」

　思いもよらぬ言葉に、ファルザームは思わず気圧された。慌てて追従を述べようとするが、クリストフが強い口調で遮る。

「それ故、お前がシャーロフを陥れて殺そうが、際限なく己の私腹を肥やそうが、余は許そう。余の名を使って、思うがままに権力を振るうことも構わぬ。余はお前を許す」

「へ、陛下？」

「──だが、何があろうと余を見捨てることだけは許さぬ。余とお前は一蓮托生。お前だけ生き延びることなど有り得んのだ。余の王国が滅びる時は、貴様も一緒に死んでもらうぞッ」

　グラスを叩きつけると、クリストフは懐から手紙を乱暴に放り投げる。

　それは、ファルザームが密かに諸国連合の有力者へと送った密書だった。決して国王に見られてはいけない手紙。ここに存在してはならないものだ。

　王国が、万が一敗れた際の保険。即座に死を宣告されてもおかしくない裏切りの証。

「そ、それはッ!?」

「余の寝室に忍び込んだ不埒な密偵が、親切にも置いていったのだ。あれは貴様の手の者だろう。反乱軍の者ならば余の命は既にないであろうからな。……お前は部下からも信望がないようだな。だが構わぬ。余はお前を許そう。これは見なかったことにする」

　そう言って密書を拾い上げ、破り捨てるクリストフ。

　ファルザームは必死の形相で弁明しようとする。

「へ、陛下。それは違うのです！　私はただ陛下の御身を──」

「言い訳は必要ない。……下がって良いぞ。直ちに反乱軍を殲滅し、アルツーラの首を余の前に届けよ。期待しているぞ、ファルザームよ」

　言うだけ言うと、疲れ切った表情でベッドに倒れこむクリストフ。付き従うように側室達も横になる。

　居場所をなくしたファルザームは、青ざめた表情で国王の寝室を退出した。

（馬鹿なッ。何故この密書が陛下の手元にあるのだっ。一体どういうことだッ！）

　この密書は子飼いの諜報隊に命じて届けさせたものだ。

　ファルザームが育て上げた諜報隊は、孤児達を集めて苛酷な訓練を施し、命令には絶対服従するように洗脳している。

　故に、裏切るなどということは有り得ないはずだ。死ねと命令したとしても、従うよう叩き込んであるのだから。

（だが、裏切り者がいるとしか考えられん。……調査する必要があるか）

　クリストフに王位を取らせるために裏工作を行ったのはこの諜報隊だ。

　クリストフの兄の醜聞をバラ撒き、有力者の弱みを握り、暗殺、脅迫、誘拐、ありとあらゆる汚れ仕事をやらせてきた。

　その途中で、何人もの諜報隊員が死んだが、ファルザームはこうして宰相に上り詰め、クリストフは国王の座に就くことができた。

　恩人のために死ねるのだ。彼らも地獄で喜んでいるだろう。ファルザームは心からそう思っている。

（フン、何が一蓮托生だ。ただの傀儡が偉そうに。まぁ良い、私は負けぬ。この権力は絶対に手放さぬ。この国は私のものだ。誰にも渡さぬ。渡してたまるものかッ）

　小姓から宰相に成り上がったファルザームは、権力への欲望、執着心が病的なまでに強い。唯一、彼の暴走を止めることが可能な国王は政治には全くの無関心。それが強大な王国を急速に蝕んでいった。

　暗愚王クリストフ、佞ねい臣しんファルザームの両者の悪名は、後世にまで残されることとなる。







　護送任務を終えたシェラ一行は、訓練中のカタリナ達と合流するため、カナンへと向かう前にキュロス要塞へと戻っていた。

　馬に乗ることさえ覚束なかった新兵達を、カタリナは短期間で徹底的に鍛え上げていた。

　馬術はかなり上達したのだが、教官役を務めるカタリナは全く満足していなかった。

「そこの新兵ッ。馬に振り回されるなと何度言えば分かるんだ。貴様の頭には何が詰まっているんだ。一度開けて見てやろうかッ！」

　訓練場に顔を出したシェラは、危険な笑みを浮かべて鞭を振り回している調教師に声をかける。

「カタリナ。訓練ご苦労様。補充兵はどうかしら。熱心にやってるみたいだけど」

「え、あッ!?　お、お戻りになっていたのですか、大佐！」

　鞭を慌てて隠し、笑顔で敬礼するカタリナ。

　名案を思いついたとばかりに、シェラは飴玉を舐めながら提案する。

「中々、様になってるみたいじゃない。良かったら代わりに騎兵隊を指揮しても良いのよ。私は兵法とか詳しくないから。どうかしらカタリナ」

　カタリナの肩をぽんぽんと叩くシェラ。

　冗談ではなく真面目なのが性質たちが悪い。「はい」と言ったら本当に指揮官にされてしまうだろう。カタリナは慌てて断る。

「ご、ご冗談を。大佐あっての騎兵隊です。私などではとても務まりません！」

「まぁ良いわ。ところで、例の芋はどうなったかしら。兵達から蒔いたと聞いたんだけど」

「は、はい、それはもう順調に育っております。先日芽が出ましたので」

「そう。それじゃあ確認に行って来るわ。引き続き訓練を宜しくね、カタリナ中尉さん」




　キュロス要塞中庭。その一角に正方形に耕された区画が数カ所作られていた。

　ここには、帝国からの戦利品として持ち帰った「ウェルス芋」の種芋が植えられている。味はともかく、成長が早く病害にも強いこの作物は、環境を選ばずに栽培することが出来る。山岳地帯のキュロスでも、順調に芽を出していた。

「……芽が出てる。こんなに沢山。育つのが本当に楽しみね」

　シェラは屈んだまま、熱心に小さな芽を眺めている。

　水遣りに来た騎兵隊員がシェラの姿を見つけ、声をかけてくる。

「お帰りなさい大佐！　良ければ、大佐も植えてみませんか。あっちで残りの種芋を全部植えようって騒いでますから」

「……でも、私は、農作業は──」

　シェラの脳裏に霞がかった記憶が一瞬だけよぎる。

　貧しい生活、焼き尽くす業火、振り翳かざされる白刃、飛び散る鮮血。間近まで迫る死の臭い。下卑た笑みを浮かべる蹂躙者。首筋に当てられた死神の大鎌。

　──そして、私は？

　絶望的なまでの空腹感が襲ってくる。気を抜けば何かが溢れ出てきそうな悪寒。顔に出さないようにしながら必死で堪える。

「なぁに、ただ種芋を埋めるだけですから。……って大丈夫ですか、大佐？　顔色が悪いみたいですが」

「……大丈夫よ。それじゃあ、私も植えてみるわ。思わず食べないように気をつけないとね」

「ははっ、別に食っても毒じゃないですが、出来れば食べないでくださいよ。一個我慢すれば、後で十倍になって帰ってくるんですから」

「そうね、出来るだけ我慢するわ」

　兵士がおどけて言うと、シェラは軽く手を振ってその場を立ち去る。

　腰につけた袋から最後の食料を口へと放り投げる。最初は粉っぽく味気ないが、徐々に甘味が滲み出てくる。

　干した林檎。青か赤かは乾いており判断がつかない。見栄えは悪いが、嚙めば嚙むほど美味しくなる。シェラは干し林檎のスライスを思う存分咀嚼した。

　シェラの空腹感は少しだけ解消された。




「おいおい、いくらなんでも密集させすぎだろ。もっとこう、均等にだな」

「要塞内部を芋畑にするなって、憲兵様に怒られたばかりだろ。だから出来るだけ狭くしてるんじゃねぇか」

「自給自足できる要塞にして何が悪いんだ。文句言いやがったら俺がぶん殴ってやるぜ。ほら、もっと広く撒け。土の栄養が行き渡らないだろうが！」

「ったく、やり過ぎて大佐に迷惑をかけないようにな。──って、た、大佐!?」

「シェ、シェラ大佐に敬礼ッ！」

「お帰りなさい、大佐！」

　シェラに気付いた壮年の男が、慌てて立ち上がり敬礼する。周りの男達も泥だらけの顔でそれに続いた。声を張り上げて、上官の帰還を歓迎する。

　シェラは口元を緩めた。

「楽にしなさい。作業を続けて。実はね、私も芋を植えさせてもらおうと思って」

　シェラが木箱に入っている種芋を指差す。まだ数十個は残っているようだった。

「大佐の加護があれば、ばっちり元気に育つのは間違いありません！」

　騎兵の一人が畏まって敬礼する。

「収穫したら『死神芋』って名前をつけて他の隊の奴に売りつけようかな」

　口笛をヒュイと吹きながら、若い男が軽口を叩く。

「大佐に聞こえてるぞ、この大馬鹿者がッ！」

　お調子者の頭を壮年の男が小突くと、周囲に笑いが漏れる。

　壮年の男が睨みつけると、全員が慌てて口を噤む。

「楽にしなさいと言ったでしょう。だから気にしないでいいわ」

　シェラは、そんなことより早く種芋を寄越せと催促する。

　若い男から種芋を手渡されると、畑に小さな穴を掘り埋めていく。兵達がそれに土を丁寧に被せていく。

「完璧です、大佐！」

　得意になったシェラは、どんどんと種芋を植えていき、一時間後には木箱にあった全てを使い切ってしまった。満足そうに手を叩いて泥を落とす。

「お疲れ様です、大佐。種芋は今ので終りです。後は畑の世話をしっかりやれば大丈夫です。話によると、放っておいてもこの芋は育つらしいですが」

「中々面白かったわ。自分の手で食べ物を育てるのも悪くないかもね」

「そうでしょう。自分で育てた作物を皆でがっつりと食う。これが一番やり甲斐を感じる時なんです。お楽しみは数カ月後ですが」

　豪快に笑いながら、壮年の男が泥のついた手を乱暴に払う。

「まぁ、殆どお偉いさんに持ってかれるんですがね。本当、農民なんて良いことないっすよ」

　自分の頭をペチペチやりながら、苦笑する若い男。自分で作った物が全部己のものになるのならば、そんな幸せなことはないだろう。

　今は作っても作っても、税として持っていかれてしまう。大凶作後の徴税時などは、その全てを持っていかれた。

　男が募兵に応じたのも、食うのに困ったからだ。誰かが金を稼がなければ生きてはいけない。

　王国の農民にとって、ここ数年は地獄だったといっても過言ではない。今もそう変わりはしないが。

　それでも彼らが餓死しないのは、いわゆる隠し畑を誰もが持っているからだ。その最後の食料は働き手に優先して回されるので、役立たずには行き渡らない。その結果、かつてのシェラのような者から死んでいった。

　──この世界は、弱者が生きていくのは、とても難しい。

「これは俺達の戦利品だから、全部俺達のもんですね。憲兵様に取られないように気を付けないといけませんぜ」

　兵の一人が、こちらの様子を窺っている憲兵を睨みながら呟く。あとで掘り返されて整地されてしまう恐れがある。

　そんなに暇なら、外で食料を取って来いと軽口を叩く兵士達。

「……そうだ、誰にも掘り返されないように立て札を立てておきましょう」

　シェラは近くにあった廃材を使って、簡易の立て札を素早く作成する。

　隊員達はその作業を面白そうに眺めている。

「大佐、そいつに何て刻むんですか？」
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「私達の畑だって、どんな馬鹿でも分かるようにしようと思って」

　腰から小型の鎌を取り出し、木版に丁寧に刻み込んでいく。数分後、看板は誇示するように畑の前に立てられた。

『シェラ隊の畑。荒らした者は制裁する。王国軍大佐シェラ・ザード』

「──どうかしら？」

　小鎌をしまいながら、得意気な顔で兵達を振り返るシェラ。ついでに憲兵を凄絶な笑みを浮かべて睨みつける。

　顔を蒼白にした憲兵は、腰を抜かしながら脱兎の如く逃げていった。

「大佐らしくてとても良いと思いますよ。非常に分かりやすい。うん、実に良いですね！」

「畑荒らしも、腰を抜かして逃げていきますよ！」

　憲兵がいた場所を振り返りながら、笑い声を上げる男達。




　シェラは、男達が賑やかに後始末を行い、敬礼をして引き上げた後も畑の前で座っていた。

　日が暮れてカタリナが呼びに来るまで、ひたすら畑を眺め続けていた。
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　キュロス要塞を発ったシェラ隊三千騎は、都市カナンで来るべき決戦に向けて鋭気を養っていた。

　まだ命令は下されてはいないが、ベルタ奪還のために出兵するという噂は軍団中に広まっている。どんなに鈍感な人間でも、王都から精兵五万が派遣され、物資が掻き集められているのを見れば嫌でも悟る。第一軍司令官のバルボラが、常より反乱軍撃滅を公言しているのだから尚更である。

　第一軍団全体が忙せわしない中、ヤルダーに呼び出されたシェラは億劫そうに城館に向かう。

　今日はいつも身に着けている黒鎧ではなく、王国軍の上級士官用に仕立てられた正装だ。白を基調とした軍服には、これまでに授与された勲章が誇らしげに付けられている。

　必要ないと言ったのだが、「形式は大事です」とカタリナに強引に説得され、邪魔臭い勲章を嫌々付けているのだった。

　すれ違った衛兵達は、夥しい数の勲章と階級章を凝視した後、慌てて敬礼する。背中には冷や汗をだらだらと流しながら。

　小柄な女性士官、華々しい戦果を証明する勲章、大佐の階級章とくれば疑いようがない。街の子供ですら知っている噂の〝死神〟様だ。

　討ち取った敵将は数知れず。一騎当千の化け物。麾下の騎兵達は死を恐れない猛者ばかり。無礼を働いたら末代まで祟られるなどなど。噂に尾ひれがついて、畏い怖ふの対象として下士官達からは恐れられている。

　ぎこちない笑みを浮かべる彼らを、無表情のまま一瞥してヤルダーの部屋を目指す。

　やがて目的の部屋の前に立つと、着慣れない軍服を少しだけ正す。強くノックをしてからよく通る声で到着を告げた。

「シェラです。失礼致します」

「入れ」とだけ中から声がする。説教が得意な話の長い参謀の声。

　懐かしい声だと思いながら、素早く入室する。

　そこには上機嫌な顔のヤルダー大将と、しかめっ面をしたシダモ参謀がいた。

「久しぶりだな、シェラ大佐。貴様の働きぶりは聞いている。いつの間にか追いつかれてしまうとはな。全く末恐ろしい女だ」

　シダモの階級は大佐なので、ベルタ陥落からわずか一年でシェラは追いついてしまったことになる。

「はい。ありがとうございます。とても嬉しいです。これからも〝遺憾〟ながら頑張ります」

「……もう少し感情を籠めて話すようにしろ。それと〝遺憾〟とはそのように使うべき言葉ではない。もっと頭を働かせるように」

「はい。申し訳ありません」

　また説教が始まったと、シェラは眉を顰めたが、更に長くなると困るので直ぐに謝った。

「……貴様が丁寧な口調で話していると、常に違和感を感じる。表情と言動が一致していないからだ。士官として相応しい態度、言動を意識しろ。大佐になったのだから尚更だ」

「申し訳ありません、今後は注意します！」

　大きい声を出しているだけで、嫌々なのは一目瞭然。前よりもシェラの感情を読み取れるようになったシダモは、深く溜息を吐く。

　今目の前の女が思っていることは簡単だ。──面倒臭い。だるい。腹減った。

　シダモが眉間に皺を寄せて皮肉を口に出そうとするのを、ヤルダーは笑いながら遮る。

「ハハハッ、まぁ良いではないか。シェラ大佐らしくて実に宜しい。これからもその不遜な態度を貫くと良い。何かあったら私が責任を取ろう！」

「ありがとうございます、閣下」

「閣下、甘やかしてはいけません。この馬鹿は閣下に対しても失礼な口を聞くかもしれません」

「別に私は構わんぞ。シェラ大佐の活躍は、欠点を補って余りある。それに、今日は大佐の敬語指導のために呼び出したのではないぞ。分かっているな、シダモ参謀」

「はっ」

　ヤルダーが机を指で数回叩くと、シダモは奥から二つの小包を持ってくる。

　それをテーブルに置くと、上司の横へと戻っていく。

「大佐、左側の小包は陛下から貴官へと贈られたものだ。遠慮せずに開けると良い」
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「はっ！　失礼します！」

　ヤルダーに促され、左端の小さな小包を開けていくシェラ。美味しい食べ物だったら良いなと内心期待がふくらんでいる。

　丁寧かつ慎重に小包を開けたシェラの視界に飛び込んできたのは、今身に着けているものより、更に派手な金ピカのでかい勲章だった。

　がっかりした表情を隠そうともせず、無言のままそっと箱の蓋を閉める。

「何か文句があるのか、シェラ大佐。恐れ多くも国王陛下から授与された勲章だぞ。もっと喜んだらどうだ」

「全くもって文句などありません。身に余る光栄であります」

　言葉と顔が一致していない。がっかり感が身体中から滲み出ている。

「ならばその勲章を早速着けてみたらどうだ。その救国騎士勲章をつけて街を練り歩けば、誰からも一目置かれるだろう。英雄に相応しい偉大な勲章だ。実にめでたい」

　これ以上勲章が増えたところで、シェラに対する評価は大して変わらないだろう。勲章がいくら増えても特別何かがある訳ではない。

　シェラは小箱をそっと巾着袋に入れ、何も見なかったことにした。中に入っていた干し林檎は全部食べてしまったので、今は匂いが残るただの空袋である。

「…………」

「そうがっかりするなシェラ大佐。シダモ、お前も性格が悪いな。いつからそうなったのだ？」

　ヤルダーが苦笑しながら問いかけると、シダモは淡々と答える。

「閣下の下で働いていたら、いつの間にかこうなっていたのです」

「そうかそうか、それは苦労をかけて悪かったな。これから更にその性格の悪さに磨きをかけて行け。性格の良い参謀など必要ないからな」

「ありがとうございます、閣下」

「うむ。それでは次の箱を開けてみたまえ。貴官の望む物がそこに入っているはずだ。特別に王都から職人を呼んで作ってもらったのだ。私の特注品だ」

「はっ！」

　シェラは、真ん中に置かれた大きめの箱を開ける。

　そこには、色取り取りの大量の果物で装飾された、実に美味しそうな焼き菓子が入っていた。

　蓋を開けた瞬間に、甘酸っぱい香りが鼻腔をくすぐり食欲を増幅させる。

　溶けた砂糖が固まり、瑞々しい輝きを放つ円盤状の焼き菓子は、今すぐにでも貪りつきたくなるような形状をしている。

　パイ生地に悪趣味なまでに多種多様の果物が投入されたそれ。ヤルダー特注のパイは、見栄えはアレだが食い応えは抜群である。

　つんつんと指で突いた後、手に付いた水飴を舐める。甘くてとても美味しい。言葉に表せない。とても耐えられないと、「ヤルダーパイ」を鷲摑みにしようとした瞬間。

「──シェラ大佐。ここがどこだかは分かっているな？」

「あ……」

　手を箱の中に入れたまま動きを止める。シダモが言葉を繰り返す。

「大佐。ここがどこだか分かっているのかと聞いている」

「…………失礼しました」

　すごすごと手を引っ込める。ヤルダーはその姿に、笑いを必死に堪えている。

　素直になれない兄妹のやりとりを見ているような錯覚を覚えたのだ。

「宜しい。では、今すぐその蓋を閉めて、閣下に伝えるべき正しい言葉を述べるように。今すぐにだ」

　シェラは蓋を手に取ると、今までにないほどに緩慢な動作で、ゆっくりと蓋を閉めた。

　見るからに気落ちした様子で、ヤルダーに向かって敬礼する。

「……ありがとうございます。閣下」

「うむ。後でゆっくりと食べるが良い。私は別に構わんのだが、近くに口うるさい参謀殿がいるからな。すまんが、今は我慢してくれ」

「うるさいとは心外です。甘やかしてはいけません。この馬鹿者は軍議中ですら物を食べかねない女です。良い機会ですから、ここでしっかりと躾をしなければ」

　ベルタにいた時は豆を軍議中に食べていました、とシェラは口にしようとしたが止めておいた。更にお菓子が遠のく気がしたからだ。

　説教を始めたシダモを宥めながら、ヤルダーはシェラに向き直る。

「大佐、用件は以上で終りだ。間もなく出陣の号令が下るだろう。次の戦が我ら王国の命運を分けると言っても過言ではない。貴官も全力を尽くせ。無論、我らも死力を尽くして戦う。一層の働きを期待しているぞ」

「はっ、お任せください。必ずや反乱軍を皆殺しにしてみせます！」

「宜しい。勝利した暁には、貴官を王都の我が屋敷に招待することにしよう。腕の良い料理人を雇っているから、きっと満足してもらえるはずだ」
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「ありがとうございます、閣下！」

　王都にはまだ一度も入ったことがない。なんとしても戦いに勝利し、美味しいご馳走にありつきたい。

　上級将官のお抱え料理人だ。見たこともないような料理が出てくるに違いない。想像するだけで涎よだれが垂れる。

「……豪勢な食事を想像するのは勝った後にしろ、大佐。涎を垂らす前にまずは戦支度を整えておけ」

「了解しましたッ！」

　呆れ顔のシダモに元気良く返事をすると、焼き菓子の入った大きめの箱を大事そうに抱えて小走りに退出する。今すぐ部屋に戻って食べるつもりだ。最優先事項である。

　ヤルダーはそれを穏やかな表情で見送った。シダモは軽く咳払いをした後、上司に話しかける。

「閣下。実は報告するべきことがございます」

「何だ、いきなり改まって。まさか、シェラに惚れたから見合いの場を設けろと言うのではないだろうな。悪いがそれはならんぞ。シェラ大佐は我がゲール家の嫁に来てもらわなければならぬのだ。すまぬが、貴官は辛抱してくれ」

　冗談とは思えない口調で話すヤルダーに、心底呆れた表情を浮かべるシダモ。

　さきほどより強く咳払いをすると、不機嫌な様子で話を再開する。

「無用な心配です。それは、天地が逆転してもありえませんから」

「そうかそうか！　ならば良いのだ。……では、一体何だと言うのか」

「はっ、実は北部から戻った者から妙な情報を入手したのです。反乱軍の連中が、北部地域でコロン牛を大量に調達したらしいと」

　シダモの言葉に、ふむとあごを擦るヤルダー。

「コロン牛といえば、美味なことで有名な家畜だ。だがもう一つ特徴があったな」

「はい。この牛は凶暴かつ獰猛な性格で、何らかの刺激を与えると捕捉した目標に向かって走り続けるという特性があります。それが大量に戦場に投入されるとなれば……」

「なるほど。それは少々厄介だな。いきなり猛牛の群れが突撃してきたら、何も知らぬ兵達は混乱するかもしれん。……宜しい、私からバルボラに伝えておこう。予め周知させておくようにとな。気に食わん奴だが負けるよりはマシだ。奴が否と言ったら、私が直々に手配しておこう」

「ありがとうございます、閣下。……それと、アルシア会戦で用いられた──」

「……ああ、魔道地雷への警戒だろう。言われずとも分かっている。あの敗戦は今でも悪夢として出てくるのだ。私がもう少し慎重な性格であればとな。後悔してもしきれんほどだ」

　視線を落とすヤルダー。シダモが気遣うが、心配無用と苦笑する。

「……閣下」

「うむ、その件も合わせて忠告しておかねばなるまい。失敗を繰り返す訳にはいかん。斥候を放ち、常に平原を監視させておく。二度と同じ轍は踏むまいぞッ！」

　ヤルダーが机を強く叩きつける。シダモは深々と頭を下げ、部屋を退出する。

　現状で考えられる手は打った。魔道地雷への対策、奇策ともいえるコロン牛に対する警戒も進言した。だが、嫌な感じがするのだ。何かを見落としているような。そんな焦燥感が湧き出てくる。

（もう一度考えを纏めてみよう。出陣までの時間は少ないが、万全の態勢で挑まねばならぬ。我々にはもう、敗北は許されないのだから）







　翌週、カナンに集結した全兵士を前に第一軍司令官バルボラは、ベルタを奪還し反乱軍を悉く撃滅せよと、威風堂々、声高らかに告げた。

　都市カナンとロシャナク要塞の防衛に二万を残すと、総勢十五万からなる大軍団はベルタへ向け出陣。

　王国軍の総大将はバルボラ大将。ヤルダー混成師団は第一軍団に編入され、己より年下のバルボラの指揮下へと入れられた。

　かつては軍団長を務めたヤルダーであったが、己のつまらない誇りよりも、今は勝利こそが大事と大人しく従った。口では立派なことを言っているが、顔は紅潮し、血管が激しく浮き上がっていたと、傍に控えていたシダモは語る。

　他に師団を率いるのは、オクタビオ、ブルボンといったバルボラの腹心の将官。シャーロフの下で堅実な働きを見せていたラルスといった面々である。

　慎重派のラルスは今回の出兵には最後まで反対していた。

　処断された元帥シャーロフがラルスに残した言葉は、「決してカナンから動いてはならぬ。徹底的に守りを固め、敵の自壊を待て」であったからだ。

　かねてより攻勢に積極的であったバルボラは、その方針を消極的だと一蹴し、持論を軍議の場で延々と述べた。帝国との戦いに勝利した今、ベルタを奪還すれば戦いの趨勢は決したも同然。ここで攻勢に出ずに、一体いつ出るというのか。

　その意見をバルボラ派の将官達が支持し、それでもラルスが難色を示すと、最後には勅令であると押し切った。

　ヤルダーは最後まで己の意志を表すことなく軍議の決定に従った。

　シャーロフの遺言に従い守勢を維持するだけで、形勢が好転するとは考えにくい。だが、ベルタ奪還のために大攻勢に出るのは、取り返しの付かない博打に賭けるようなものだ。

　勝てば良い。だが負けたら全てが終わる。カナンが陥落すれば、いよいよ王都に手をかけられてしまうのだ。そうなっては、日和見を決め込んでいた領主達はこぞって反乱軍へと身を寄せるだろう。

（この戦だけは絶対に負けられぬ。なんとしても勝つ。このヤルダー・ゲール、一命を賭してかつての汚辱を雪いでみせるわッ！）

　ヤルダーは決意を固めると、泥と血で汚れきった第三軍旗を強く握り締めた。再び勝利の栄光を手に入れ、今は亡き部下達に向けてこの旗を翻すのだ。

　それが敗北を喫しながらも、おめおめと生き残ってしまった自分が果たすべき役目だと思っていた。




　行軍中のシェラの傍に、いかつい顔をした大男が近づいてくる。

　どこかで見た覚えのある顔だったので、少しだけ首を傾げる。

「……昇進おめでとうございます、シェラ大佐」

　男に袋を手渡されたシェラが中を確認すると、煎り豆が満杯に詰め込まれていた。これはベルタ特産の妙な味のする豆である。記憶が徐々に蘇る。

「ああ、思い出したわ。貴方、ベルタにいたコンラート少佐でしょう。怪我、治ったのね。当分動けない重傷だと思ったのだけど」

「はい、シェラ大佐。大佐の奮戦のおかげで、この命は、救われました。この戦いでは、粉骨砕身、の覚悟で、働くつもりで、ありますッ」

　一言一句を確認するように、途切れ途切れに呟くコンラート。

「……貴方、敬語が死ぬほど似合わないわね。無理せずいつもの調子で話したら？」

　誰かに言われたような言葉をしたり顔で告げる。

　シェラの言葉に、それは出来ませんと首を横に振るコンラート。

「あらそう。まぁ、折角助かったのだから無理しないようにね。今度は多分死ぬわよ。私の勘だけど」

　無遠慮に死ぬと告げられたコンラートだが、その表情は変わらない。命に代えても、果たさなければならないことがある。

「この戦いで、今は亡きダーヴィト閣下の仇を、討たねばなりません。それを果たすことが出来るのならば、小官の命など、惜しくは、ありません」

　ベルタで戦死したダーヴィト。人付き合いの苦手な自分を重用してくれた貴族。周囲の評判は芳しくなかったが、コンラートにとっては大恩ある人間だったのだ。ダーヴィトの無念は自分が必ず晴らす。その執念だけで、身動きできないほどの重傷から復帰したのだ。

「そう。それじゃあ仕方ないわね。この戦い、貴官の働きに期待しているわ。王国軍の勝利のため、共に全力を尽くしましょう」

「はっ、了解しました！」

　敬語が似合わない両者の会話は短時間で終了した。

　コンラートは馬上で再度敬礼すると、自らの隊へと戻っていく。

　それを無表情で見送ると、袋から豆を取り出し口に放り投げた。

「……辛い」

　今日の豆は、シェラが思わず顔を顰めるほどの辛味だったようである。──外れだ。







　王国軍十五万、ベルタに向けて進軍中との報を受け取った解放軍。

　予めカナンに兵力が集結しつつあるという情報を入手していたので、戦支度は既に万全であった。

　この戦いに負けられないのは解放軍も同じ。帝国が身動きできない今、解放軍だけで王都を制圧出来ることを世に知らしめなければならないのだ。そのためにも、なんとしても勝利しなければならない。

　解放軍指揮官アルツーラは、集った解放軍同志に向けて声高らかに号令を発する。

「今回の戦いが解放戦争の命運を分けるでしょう。こうしている今も無む辜この民達は餓えて苦しんでいます。私達が負けることは決して許されません。苛酷な圧政を敷く現王政を、何としても打倒しなければなりません。そのために多くの血が流れることになるでしょう。多くの同志の命が失われることになるでしょう。私はその全ての責を背負います。必ずや、悪政の元凶クリストフを討ち取ることを誓います。誰も苦しまず、皆が笑って暮らせる世の中を築くため、どうか貴方達の力を貸して欲しいッ！」

　アルツーラは剣を抜き放つと、天に向かい高らかに掲げた。

　その直後、爆発するような歓声が響き渡り、解放軍万歳の声が轟く。

　誇らしげな表情で、アルツーラは歓声に応える。

　解放軍の兵士達も馬鹿ではない。綺麗事ばかりでやっていけるとは思っていない。それでも自分達を苦しめた現王政への恨み、憎しみは形容し難いものがある。その煮えたぎる憤怒に大義名分を授けてくれる存在。それがアルツーラと解放軍という存在だったのだ。

　アルツーラから合図を受けたベフルーズは、老人とは思えぬほどの怒声を上げ、整列した大軍に向けて命令を下す。

「この戦いに勝ち、王国に再び豊かな暮らしを取り戻すのだ。何としてもカナンを陥落させるッ。死力を尽くせ！　この戦の大義は我らにありッ。全軍進軍開始ッ！」

「進軍開始ッ！　目標、ベルトゥスベルク平原！」




　解放軍総勢十三万は、押し寄せる王国軍を迎撃するためにベルタから出陣した。

　迫り来る敵軍を壊滅し、手薄なカナンまで一気に陥落させる目論見である。上手くいけばこの戦いに終止符を打つことが出来るだろう。

　両軍が激突したのは、カナンとベルタ間に広がるベルトゥスベルク平原。解放戦争において、王国軍と解放軍が最大の兵力で激突した戦場である。

　この平原は見通しの良い、なだらかな地形である。特徴的なのは、カルナス高地と呼ばれる高台が平原を見下ろすようにそびえていることだ。

　解放軍軍師ディーナーは、この高地に素早く兵を展開し布陣することに成功した。

　高地にはディーナーの指示により、ガムゼフ率いる師団が配備された。

　ガムゼフは雪辱に燃える将官の一人である。参謀職を辞した現在は将として一軍を率いている。高台に即席陣地を築き、その意気を上げている。

　また、北部より調達したコロン牛二千頭は、目隠しと拘束具を厳重に付けられた上で軍隊の後方に配備されていた。その半数ほどに幌ほろの付いた荷車が付けられ、作戦に向けて準備中だ。

　──この荷台には、とある物体が積みこまれている。




　一方の王国軍も軍勢を展開し正面から対峙した。兵力に勝る王国軍は、勢いのまま正攻法で押し切ろうという腹づもりでいる。

　それと同時に、厄介なカルナス高地を奪取するための作戦も講じられていた。

　中翼にはバルボラ本隊、左翼にはブルボン師団、右翼後方にはヤルダー師団がそれぞれ配置され、シェラの隊は中翼先鋒の位置を任せられた。

　ここは激戦となること必至の最前線である。当然死傷率は高くなるが戦端を開くことが出来る栄誉ある役目でもあった。

　シェラに任せられた任務は、カルナス東部へと突入し、敵中翼と左翼を分断する切り込み役である。シェラの武勇を高く評価しているバルボラは、オクタビオ達腹心の反対を押し切って、この重要な任務を与えたのだった。

　その支援を命じられたのは、元第四軍にして最近負傷から復帰したコンラートと最後まで反対していたオクタビオの両者だった。

　バルボラの本隊とブルボン師団は戦線を膠着させるための囮、本命はヤルダー率いる右翼である。経験と武勇を買い、バルボラはあえて犬猿の仲のヤルダーをこの任務に抜擢した。出世欲が満たされた今、勝利のためには何でもするつもりだったのだ。

　腹心のオクタビオ達の能力に、疑問を抱いていたという理由もある。

　カルナス高地を分断孤立させた後は、右翼のヤルダーが翼包囲し、側面を突いて殲滅、制圧する段取りとなっている。

　高地制圧後はその勢いに乗じ敵本陣に押し寄せる、というのがバルボラの立案した作戦方針だった。




　作戦内容を知ったオクタビオは、唾を飛ばしながらバルボラに直訴する。

「閣下！　何故ヤルダーに作戦の要たる右翼を指揮させるのですかッ。しかも切り込み役をあんな小娘に任せるなど有り得ませんぞ！　そのような重要な役目は、我ら第一軍古参の将にお任せくだされ！」

　一番働き甲斐のありそうな右翼別働隊を何故ヤルダーに任せるのか。古参の自分に命じられたのは、最近大佐になった小娘の後詰という損な役目。どうしても納得できなかったのだ。

　この作戦が上手くいった場合、シェラは分断成功の戦功を挙げることになり、下手をするとオクタビオと同じ少将の階級に上がることになる。冗談でも笑えない。想像しただけで眩暈がする。

「オクタビオ。今回の戦いは何としても勝たねばならないのだ。シェラ大佐の凄まじいまでの武勇は、味方だけではなく敵にも知れ渡っている。敵陣を突破する切り込み役に最適だと私は判断した。そして、その後詰には貴官が最適であるともな」

　バルボラは冷徹に言い放つ。オクタビオが食い下がるが歯牙にもかけない。

「閣下！」

「くどいッ。これは決定事項だ。今更変更などありえぬ。貴官は大人しく私の命令に従っていれば良いッ」

「──ッ。か、かしこまりました」

　バルボラが一喝すると、オクタビオは思わず竦すくみあがってしまう。普段は豪快だが、肝心な時に小心であるのをバルボラは見抜いていた。

　天幕から退出すると、オクタビオは副官を引き連れて己の陣へと戻っていく。

　バルボラはこめかみを押さえ、今は亡きシャーロフの苦悩を今更ながらに思い知らされていた。好き勝手が言えるのは、それを受け止めてくれる相手がいてこそなのだ。第一軍兵士全ての命を背負っている今の自分には、そんな真似は許されない。




「……糞ッ」

「オクタビオ様。宜しいのですか？」

　副官が仏頂面のオクタビオに問いかける。本当に小娘の後詰などという役目で良いのかという念押しだ。オクタビオの出世は自分の将来にも響いてくる。

「ふん、戦というものは、一旦始まれば現場の判断が優先される。臨機応変の指揮こそが我ら将官には必要なのだからな。それに、シェラ大佐が功を焦って突出する、といった事態も考えられるだろう。そうなれば、我らとしてもどうすることも出来まい」

「なるほど、確かにそれは仕方ありませんな。将官への出世を望むあまり、功を焦って戦死というのはありがちな話です」

　副官は薄ら笑いを浮かべる。オクタビオは更に続ける。

「むしろ小娘を見捨てて、敵が油断したところに切り込んだ方が良いかもしれんな。噂通りの武勇があれば生き残れるだろう。我らが支援する必要など全くもってない。戦いには勝利し、邪魔者には消えてもらうのだ」

　邪魔者の中には、解放軍だけでなくシェラも含まれているのは言うまでもない。

　出る杭は叩かれる。己の地位を脅かしかねない危険な芽は早めに対処し、刈り取らなければならない。

　こういったくだらない権力抗争が王国軍を腐敗させていったのだが、当の本人達は全く気づいてはいなかった。




　騎兵隊を率いて最前線に立ったシェラは、馬腹に括りつけておいた小包を取り出し、焼き菓子「ヤルダーパイ」の最後の一切れを頰張る。

　色々な果汁が口内に広がり、至福の笑みを浮かべる。一つのパイで、こんなにも様々な果物の味を楽しめるのだ。これを考えたヤルダーは、もしかすると天才なのかもしれない。

　シェラはヤルダーへの評価を一段階上げた。

　周囲の兵達はそれを微笑ましそうに眺めている。誰もが恐れる〝死神〟、大鎌と黒鎧を身に着けた女士官が、そこらへんの町娘と同じような仕草で菓子を頰張る姿に、妙なギャップを感じているのだ。

「大佐、ヤルダー閣下からの贈り物はこの日のためにとっておいたのですか？　もう全部食べてしまったと思っていました。随分お気に召したようでしたから」

　カタリナが尋ねると、ゆっくりと咀嚼しながら首を縦に振る。

「今日は特別な日でしょう。反乱軍を沢山殺せるから。だからね、大事な戦いの前に美味しい物を食べようと思って」

　シェラが用意できる一番美味しい物。それがこのヤルダーパイだった。王都に行くことが出来たら、有り金はたいて一杯注文するつもりだ。

　ヤルダーのご馳走に、この美味しい焼き菓子。今すぐにでも王都に行きたい気持ちを抑える。食べるのも大事だが、屑共を始末するのも同じくらいに重要なのだ。

「なるほど、納得しました」

「本当は分けてあげたいのだけど、食べちゃったからもう残ってないの。ごめんなさいね。王都に行ったら、貴方達の分も頼んであげるわ。楽しみにしていなさい」

「い、いえ、そのお気持ちだけで結構です！」

　カタリナが丁重に遠慮する。実は甘い物はそんなに好きではないのだ。

　そう？　と問い返した後、シェラは指先を舐めて、大きく伸びをする。

「ああ、反乱軍の狗達が見渡す限りに一杯ね。屑共がうじゃうじゃと邪魔臭い。目障りなこと極まりないわ。そう思わない、カタリナ？」

　遠く前方には、忌々しい解放軍の軍勢が広がっており、見るだけで苛々させられる緑の軍旗が翻っている。実に不愉快だとシェラは目を細めて睨みつける。幸せな気分が一気にどす黒いものに変わってしまった。

　カタリナが飴玉を差し出すと、何も言わずに口へ放り込み、乱暴に嚙み砕く。

　濃密な殺意が小柄な身体から溢れ始め、表情が〝死神〟のそれに変わる。

「──ご命令を、大佐」

「手当たり次第に殺せ。反乱軍の屑共は一人も見逃すな。全員殺しなさい。民兵だろうが少年兵だろうが関係ない。問答無用で皆殺しよ」

「反乱軍は皆殺しだッ。大佐の命令は絶対だ、必ず実行しろッ。理解出来たら、命令を復唱しろッ！」

　カタリナが声を張り上げると、騎兵隊員が槍を掲げて怒声を上げる。

『反乱軍に死をッ！　シェラ大佐に勝利をッ！』

『反乱軍に死をッ！　シェラ騎兵隊に勝利をッ！』

『シェラ大佐に勝利をッ！　シェラ大佐万歳ッ！』

　王国への忠誠ではなく、シェラを讃える声を張り上げる。シェラ隊以外の兵士は、その気迫に圧倒されて立ち竦んでいる。

　シェラは満足そうに微笑むと、正面に展開している獲物の群れを一瞥し、美味しそうに舌なめずりをした。

「それじゃあ、征きましょう」

　大鎌を頭上で軽々と回転させると、シェラは先陣を切って全力で駆け始めた。黒旗を掲げた騎兵達が遅れじとその後に続き、馬蹄の音を激しく響かせる。

　──王国軍、解放軍、両者の命運を分ける戦い、ベルトゥスベルク会戦の幕開けである。
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　対峙を始めて三時間。痺れを切らした王国軍がまず動き、解放軍もそれに応え、両軍の中翼が平原中央にて激突した。

　先陣同士の競り合いで突出した槍働きを見せたのは、王国軍シェラ、解放軍のフィンである。

　弓兵の援護と共に突撃した彼らは、戦列を組む歩兵陣に果敢に切り込み思うがままに蹂躙していった。

　返り血を浴びつつも槍を振るうフィンに、副官のミラが進言する。

「大佐。カルナック隊が敵騎兵に襲われています！　あのままでは壊滅の恐れがありますッ！」

　ミラが後方を指差す。解放軍の戦列は見るも無残な姿となり、黒旗を掲げた王国騎兵達が怒涛の勢いで歩兵隊を蹴散らしている。

　指揮官カルナックはなんとか立て直そうと叱咤しているようだが、及び腰となった兵達には効果がないようだ。あのままでは、いずれ総崩れとなるだろう。

　両陣営共、本隊はまだ動き出していないので、決定的な損害とはならないが相手を勢いに乗せてしまう。カルナック隊の潰走は防がねばならない。

　フィンは王国兵の首を薙ぎ払った後、即座に決断する。

「獅子騎兵隊は転進し、後方カルナック隊を援護するッ！　ミラ、後詰は任せた！」

「お任せください！　百騎ほど続けっ、敵を誘引するぞ！」

『応ッ！』

「残りは私に続け！　今度こそ〝死神〟の首を上げ、志半ばで死んでいった同志への手向けとする！」

　フィンの鼓舞に応え怒声を上げる騎兵達。精鋭が集められたフィン隊の士気は、解放軍の中でも随一である。

　百騎がミラに従うと、敵兵を引き付けるように進軍を開始。その機を逃さずフィンの本隊は後方のカルナック隊の下へ転進を開始した。

　王国軍コンラート隊が阻止せんと仕掛けるが、獅子の勢いは止まらない。そのままシェラ隊の背後に喰いかからんと猛烈な勢いで進み続ける。




　一方のカルナック隊。五千の歩兵を与えられていたが損耗が激しく、戦闘不能に陥った者は既に千を越えている。

　残りの兵達も半分以上が何らかの手傷を負っている状況だ。出自が違う寄せ集めとはいえ、兵達の士気は高く、王国軍に引けをとるはずはなかった。

　だが、目の前に広がる惨状はどうだ。必死で訓練を重ねて築き上げた戦列は、完全に崩壊した。

　大地には赤黒い染みが至るところに流れ落ち、瀕死で動けない兵達に確実に止めを刺していく悪鬼の群れ。

「しょ、少佐。逃げましょう。〝死神〟に敵うわけがありませんッ。ど、どうか退却の許可を！」

　副官が泣きそうな顔で詰め寄るが、カルナックは胸倉を摑んで怒鳴りつける。

「馬鹿者がッ。この戦いで解放戦争の成否が決まるのだッ。その先駆けたる我らが逃げることなど出来るか！」

「し、しかしッ！」

「ええい、〝死神〟シェラとて我らと同じ人間だっ。噂に尾ひれがついて広まっただけのこと！　それに見よ、フィン大佐の騎兵がこちらに向かっている。後もう少し持ちこたえるのだ。そうすれば挟撃の態勢となる！」

　カルナックの言に、副官が遠く前方を見据える。確かに獅子の旗をつけた一団がこちらへと駆けつけている。だが、彼らが到着するまで、持ちこたえられるとは到底思えない。

　──何故ならば。

「しょ、少佐、完全に囲まれましたッ！」

「耐えろ！　方陣を組め！　槍を並べて決して切り込ませるな！　日頃の訓練を思い出せっ。相手に隙を見せるなッ！」

　カルナックは檄を飛ばし、流れ落ちる汗を乱暴に拭って、得物の三尖槍を握り締める。




　解放軍の戦列へ突入後、シェラ隊は円を描くように周囲からカルナック隊を切り崩していった。

　馬の足を止めることなく、常に動き回りながら血飛沫を上げ続けている。

　動きの止まった騎兵は脆い。シェラはそれを本能的に理解しているので、決して足を止めないよう部下に厳命していた。

　カタリナはそれを補うように、カルナック隊を援護しようとする敵兵の牽制に努める。

　黒地に白カラスの紋章は解放軍中に知れ渡っている。〝死神〟の旗を翻しながら惨殺劇を見せ付けているのだ。好んで死地に飛び入ろうとする者はいない。中距離から矢を射かけるのが精一杯であった。

「……そろそろかしら」

　好機と見たシェラは、カタリナに確認する。

「はっ、もう十分かと思われますッ」

「よし、敵方陣を潰すッ。全員私に続けッ！」

『応ッ！』

　円の動きで攻めていたシェラ隊は、号令の下、矢のような隊形へと素早く変化する。完全に統率された動きは、どの精兵にも負けないものだ。

　強く引き絞られた一本の矢が、震えながら巣に籠る哀れな獲物の下へ、容赦なく放たれた。

「く、来るぞ。し、〝死神〟が」

「い、嫌だ、お、俺は死にたくない」

「か、母さん、ど、どうして、こんな目に」

　槍を持つ手が震え、顔を青ざめさせる兵士達。とてもではないが〝死神〟を食い止められそうもない。だが、それでも戦わなければならない。

　小隊長が懸命に励まし鼓舞する。

「泣き言は後で言えッ、槍を構えるんだ！　奴らが来るぞッ！」

　先頭を走る童顔の女が見える。鮮血が滴り落ちる鎌を掲げ、愉悦の笑みを浮かべながら襲いかかってくる。その黒鎧は既に赤い液体で汚れきっている。

　視線が合ってしまった若い兵士が腰を抜かして失禁する。

「ひ、ひっ、む、無理だっ、ば、ばば、化け物だッ」

「──な、長槍構えッ！　繰り出せッ！」

　小隊長の号令の下、槍が突き出される。その穂先を軽々と断ち切り、返す刃で数人の身体を引き裂いていく大鎌。

　呪われた騎兵達がそこへ一気に押し寄せる。

　腰を抜かしていた兵士は、馬群に踏み潰されて哀れな屍を曝した。小隊長はカタリナの鋭い剣閃で首を刎ね飛ばされた。

　シェラ隊も数騎が槍で串刺しにされるが、彼らは気にも留めずにそのまま走り続ける。

　狂ったように笑い声を上げながら、槍を振るって兵士を殺し続け、突然糸が切れた人形のように動きを止め落馬した。まさに力尽きたと言うのが相応しい。

　皆殺しというシェラの命令に最期まで従ったのだ。彼らはとても満足そうな表情でこと切れた。

　方陣は一気に崩壊し、いよいよカルナックへと狂刃が迫っていた。

　副官は既に戦死していたが、むしろ幸いであったかもしれない。目の前の化け物と相対する前に死ねたのだから。

　それはきっと幸せなことだろう。少なくとも自分よりは。

　カルナックは馬上のシェラと目を合わせないように腰を低くする。狙いは馬だ。馬を突き、〝死神〟の手元が狂ったところを討ち取る。まともにやり合えば勝負は見えている。まずは馬を殺す。

「──解放軍少佐、カルナック、参るッ！」

「狗が偉そうに吠えるな。屑の名前なんて知るかッ！」

　シェラが馬を走らせ、カルナックへと迫る。横手に大鎌が握られ、一撃で胴体を寸断するつもりである。

　真正面からカルナックは構える。この一突きに全神経を集中させながら。

「〝死神〟め、もらったぞッ！」

「──ッ！」

　カルナックの三尖槍は、狙い通りにシェラの馬の喉を突き刺した。カルナックは馬の返り血を浴びる。

　シェラは思いがけない攻撃にバランスを崩し、構えた大鎌を振るうことが出来ない。

　カルナックは槍を引き抜き、馬が崩れ落ちる瞬間を待つ。倒れ伏せたところで、〝死神〟を討ち取るのだ。

　だからカルナックは待つ。待つ。待ち続ける──。

「──な、何故崩れ落ちない？」

「…………」

「何故死なないっ！　馬まで不死とでもいうのかッ!?」

「さぁ、どうしてかしら」

　カルナックは呆然と馬を眺める。確かに自分の槍はこの馬の喉を食い破った。

　それなのに、何故この馬は死なないのだ。

　これでは〝死神〟を討ち取れないではないか。

　馬の虚ろな瞳が、動揺するカルナックの姿を映し出す。

　その瞬間、微かだが笑ったように見えた。まるで数刻後のカルナックの運命を嘲るかのように。

　いや、確かにこの馬は笑っている。化け物の馬は、やはり化け物なのだ。

「こ、この化け物共がッ！　貴様らは一体何なのだッ！」

　恐慌状態に陥ったカルナックは、再び三尖槍を繰り出す。

「貴方達が〝死神〟って言ったんじゃない。だから、そうなんでしょう。それじゃあ、さようなら」

「──あ」

　三尖槍諸共、強引に大鎌で断ち切られたカルナック。その身体は二つに引き裂かれ、内臓が大地へとばら撒かれる。

　血を喉から滴り落としながら、〝死神〟の馬はカルナックの頭部を全体重をかけて踏み潰した。脳漿が飛び散る。

「……満足できた？」

　シェラが愛おしそうに馬のたてがみを撫でてやると、同意を示すように軽く嘶く。

「大佐ッ。後方より敵騎兵が接近中！　獅子の旗印です！」

「今日は小手調べって言ってたし、戻りながら蹴散らしましょう。……隊列を整えろッ！　シェラ騎兵隊は転進する！」

「了解しましたッ。全員転進するぞッ！」

『転進開始ッ！　大佐に続けッ！』

　隊列を組み直すと、カルナック陣から王国軍陣地へ向かい転進を開始するシェラ隊。

　そうはさせじとフィン騎兵隊が襲いかかる。その背後からは、コンラートがシェラを援護しようと駆けつけている。

　フィン隊とシェラ隊は交差して一撃するだけの刹那の戦闘となる。足を止めてはいけない。騎兵が足を止めてはその攻撃力が低下し、弓兵の格好の的になってしまうのだから。

　両隊の先頭を走るシェラとフィンが走りながら対峙する。

「──〝死神〟めっ。やはりあの時討ち取っておくべきだった！　お前は一体何人殺せば気が済むのかっ！」

「お前達を全員殺すまで私は死なないわ。さっきの狗みたいにしてやる」

「カルナックの仇だっ、我が名はフィン、獅子将フィンだ！」

「狗が偉そうにッ！　お前達の名前なんてどうでも良いのよッ！」

　フィンの長槍と、シェラの大鎌が交わる。両隊の兵士が交錯しながら得物を繰り出していく。その衝突で何騎かが落馬する。

　肩口から切り裂かれて、こと切れる騎兵。兜を叩き割られ、頭を押さえて悶絶する兵士。馬の下敷きになり、身動きできずに息絶える者もいる。

　その間も、シェラとフィンは得物を振るい、怨敵の首を上げようと強烈な一撃を繰り出していく。動きを止めず、馬を駆りながら激しい攻撃を何度も何度も放つ。

「ハアアアアアアアアッ！」

「死ねッ！」

　頭に血が上っているシェラの、狂ったかのような猛撃を紙一重で受け止め、鋭い突きを繰り出すフィン。

　攻撃の重みに歯を食いしばりながらも、フィンは何とか耐え切っている。王国軍の英雄がシェラならば、解放軍の英雄はフィンなのだ。運と勢いだけでここまで上がってきた訳ではない。

　数合、数十合打ち合っても、両者共に致命傷を与えられない。

　シェラ、フィンの騎兵達がそれぞれ固唾を飲んで見守る。既に交差し終わったため、本来ならば一騎打ちを止め、本隊へ戻るべきである。

　が、今の両者を止めることは出来そうにない。ならば、主の勝利を信じて見守るしかない。競り合いが続く戦場の中央で、二騎だけが刃を交えるという奇妙な空間が出来上がった。支援しようとしたコンラート隊、シェラを追撃しようとした解放軍の一隊も身動き出来ずに戦いを凝視している。

「ハアッ、ハアッ、シェラッ！　それだけの腕がありながら、何故腐りきった王国に仕えるのかッ!?」

　フィンが普段の冷静さを感じさせない口調で、問いかける。この天賦の才があれば、間違いなく解放軍でも頭角を現していたはず。誘いをかけてみる価値はある。フィンは実際に刃を交えてみて思った。──この少女は、確かに強い。

「腐っているのはお前らだろうがッ!!　私の最後の食べ物を奪ったのはお前らだッ。絶対に、絶対に許さないッ！」

　シェラがいきり立ち、激しく咆ほう哮こうする。

「解放軍に降れっ。ここで無駄死にすることはない！　共に王国を打倒しようッ！　誰も苦しまない世の中を、アルツーラ姫ならばきっと築いてくれるッ」

「黙れ黙れ黙れッ！　二度とそんな戯言を叩けないようにしてやるッ！　アルツーラもお前も殺してやるッ！」
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　激昂したシェラが全力を籠めた一撃を繰り出す。目を充血させ、歯を限界まで食いしばり放たれた一撃。どんな障害をも問答無用で叩き潰さんばかりの、全精力を籠めた最大の振り下ろし。大鎌が不快な唸り声を上げる。

　さすがのフィンもこれを直に受けてはまずいと判断し、咄嗟に馬を乗り捨てて回避する。

　フィンの愛馬は大鎌の余波を受けて胴体を切り裂かれ、内臓を飛び散らしながら、痙攣してこと切れた。

　体勢を崩したフィンに止めを刺さんと、シェラが息を荒らげながら近づく。

「これで終りよ。舐めた口を叩いたことを後悔しろ。お前は八つ裂きだ」

「──くっ！」

　槍を手放してしまったフィンは、倒れたまま腰の剣を抜き構える。これでは次の一撃を受けきれない。剣ごと叩き斬られる。自分は死ぬ。

　フィンが覚悟を決めたその時。

「大佐をお救いしろッ！　〝死神〟を打ち払え！」

「弓隊攻撃開始！　放てッ！」

　副官ミラの命令を受け、弓騎兵がシェラに向かって斉射する。

　数十本放たれた矢は、シェラの鎧と馬を射抜き、フィンへと振り下ろされた一撃は獲物に届く前に遮られてしまった。

　更に矢は放たれる。致命傷は受けていないものの、シェラは攻撃に回ることが出来ない。

「──ッ、雑魚共が邪魔をッ」

「〝死神〟を討ち取れっ！　手段を選ぶなッ！　ここで殺せッ！」

「第二射、放てッ！　奴の馬を狙えッ！」

　雨のように放たれる矢を、大鎌を回転させて振り払っていく。

　その隙を突いて、フィンは体勢を立て直して自らの兵の下へと逃げ込んでいく。

　シェラは舌打ちした後、矢を叩き落としながらカタリナ達の下へと戻っていく。

　後一撃であの男を討ち取ることが出来た。が、あの男は最後の最後で幸運を得たのだろう。そして、自分は運が悪かった。ただそれだけのことである。

「ご無事ですか、シェラ大佐！　くそっ、一騎打ちに割って入るとはッ」

　指揮官同士の一騎打ちを邪魔するのは、シェラの不興を買うと自重していたカタリナ達。

「ええ。一騎打ちと思ってつい熱くなっちゃったのが失敗ね。これは殺し合いだもの。卑怯も糞もないわ。次は貴方達も遠慮しないように。どんどん殺しなさい」

「はっ、了解しましたっ！」

　両陣営から引き上げの角笛が響き渡る。間もなく陽が暮れる。初日の戦いはまずは終了といったところだろう。

「それじゃあ、帰りましょうか。お腹が空いたわ。ちょっと働きすぎね」

「全員引き上げだッ！　警戒を怠るな！」

　シェラが引き上げ命令を下すと、騎兵隊は指揮官を囲むように隊列を組み、行進を開始した。




　ベルトゥスベルク会戦初日は、王国軍損害六千、解放軍損害八千（死者、負傷者含む）。

　最も激戦が繰り広げられたのは中翼で、カルナック隊を壊滅させた分だけ、王国軍が優勢であった。

　左翼のブルボン師団は膠着状況を作り出すことに成功、右翼のヤルダー師団は陽が暮れるのを待ち、カルナス高地へ向けて進軍を開始した。

　初日から多数の死傷者を出すことになり、バルボラ、アルツーラの両軍指揮官は采配に苦慮していくことになる。己の命令一つで、数千、数万人の死者を生み出すことになるのだ。特に、作戦発動の機会だけは見誤ってはいけない。

　内心の不安を顔に出すことも許されない。周囲に動揺を与え、敗北に繋がる綻びとなるかもしれない。

　両者の精神を削る過酷な日々は、この戦いが終わるまで続く。

　その先に待つのが、栄光か破滅かはまだ分からない。




　九死に一生を得たフィンは、己の幸運に感謝すると同時に、優秀な副官に礼を述べた。

「ミラ。今日は助かりました。本当にありがとう。僕がこうしていられるのは、貴方のお蔭です」

　フィンが副官の顔を見詰めながら感謝すると、顔を赤くしたミラが慌てて両手を振る。

「い、いえ。滅相もありません。大佐を討ち取られてなるものかと、必死だったものですから！　それに、大佐を守るのは私の使命です！」

「貴方の的確な判断のお蔭です。僕もつい欲が出てしまいました。あわよくば、〝死神〟をこちらに引き入れられればと。馬鹿なことをしたものです。〝死神〟が人の言葉を解する訳がないのに」

　あれほどまでの殺意をぶつけられたのは初めてだった。ただの兵卒ならば、足が竦んで動けなくなってもおかしくない。

「あの化け物、矢をあれほど受けながら平然と戻っていきました。それに、あの馬も。全く信じられません！」

「……まさに、〝死神〟か」

　頰の擦り傷を触りながらフィンが呟く。

　さきほどシェラは言っていた。「食べ物を奪ったのはお前らだ」と。

　解放軍の財政事情が苦しい頃、ディーナーが食料をどこからか調達していたという噂がある。

　もしかしたら、〝死神〟はその犠牲の中から生まれたのではないだろうか。

　とすると、我々は不倶戴天の怨敵ということだ。相容れる訳がない。

　彼女は最期を迎えるその時まで、殺して殺して殺し尽くすために鎌を振るうだろう。説得は決して通用しない。

　ディーナーの考えは常に合理的だ。一万人助かるのならば、百人は自らの手で殺しても構わないという考えの持ち主。それは間違っていないのかもしれない。だが、その百人は忘れることはないだろう。燃え盛る憎悪と、声にならない悲しみを。

（……今更考えても仕方がない。こうなってはどうにもならない。死神は殺すしかない）

　一番の問題は殺せるかどうかだ。はっきり言って分が悪かった。信じられないが、膂力はシェラの方が上回っていた。技はフィンが上だろう。だが、殺し合いで最後に物を言うのは、力である。小手先の技術など、凄まじい腕力の前には吹き飛ばされてしまうのだから。現に、フィンは死の一歩手前まで追い詰められている。

「次は、私達も共に戦います。たとえ〝死神〟といえども、全員で戦えばきっとなんとかなります。大義は私達にあるのです。決して〝死神〟などに負けません！」

　常に前向きで馬鹿正直な副官に苦笑する。フィンは彼女のそんなところが気に入っていた。

　だが、その大義とやらの下に今日は何人の命が失われたのだろうか。

　死ぬ覚悟が出来ている者は良い。だが若き義勇兵や民兵達はどうだろうか。遺された家族は、誰が面倒を見るのか。そもそも大義とは何なのか。フィンには分からない。

　それを口に出すことはない。自分は解放軍の勝利に賭けた。そして成り上がると決めたのだ。最後まで走り続ける。どれだけの血が流れようとも。それまでは絶対に死なない。死んでなるものか。必ず最後まで生き残り英雄として名を残す。

　そのためには勝たなければならない。〝切り札〟をいつ投入するか。その機会を逸すれば、恐らく負けるだろう。

「……緒戦は相手に勢いを渡してしまいました。僕達はこれから挽回していかなければなりません。みっともない様を見せてしまった分、明日からは更に頑張りましょう」

「はっ、我らも全力を尽くします！」







　──その夜。シェラは愛馬の近くで食事を取った。

　目を閉じ、横に伏せている愛馬を優しく撫でながら、冷たくなったスープを飲んでいる。

　その様子を見ていたカタリナが、遠慮がちに問いかける。

「……大佐」

　カタリナが腰から杖を取り出す。シェラが望むなら、この馬の死体を動かすことは不可能ではない。魔力を籠めて合図を待つ。

「必要ないわ。無理矢理動かしても、それはもうこの子じゃない。だから、ここでお別れ。少し寂しいけれど、この子とはいつも一緒だから」

　シェラは静かに首を横に振る。カタリナの死霊術を使えば確かにこのまま一緒にいられる。

　だがそれは違うと思う。魂は自分と共にある。ならば、ここにあるのはただの肉塊だ。

　この肉塊を見ても食欲は湧かない、食べても満たされない。だから食べない。きっとこれは美味しくない。

「……出過ぎたことを申しました。申し訳ありません」

　深く謝罪すると、カタリナは眼鏡の位置を直す。

「別に良いのよ。本当は食べちゃおうかと思ったんだけど、今回は止めておくわ。食欲が湧かないから。だから、この子は食べない。私の食事が終わったら、埋めてあげましょう。こんなになっても、私を運んできたんだもの。とても頑張ったと思わない？」

「……はっ！」

　喉を串刺しにされ、矢を全身に浴びながら、主を味方陣まで乗せて帰って来た。

　到底信じられることではない。だがこの馬はやってのけた。血反吐を撒き散らし、息も絶え絶えながらも、己の役目を全うした。

　元々は帝国軍大佐ボルールの馬だったが、シェラが飼いならしたものだ。この時まで〝死神〟を乗せて、共に激戦を潜り抜けてきた。

　馬は味方陣営までたどり着くと、静かに跪き、シェラに顔を寄せた後、全精力を使い果たしたように力尽きた。

　シェラは己の矢傷を放ったまま、馬に刺さった矢を全て抜いてやった。馬体を出来る限り綺麗にした後、こうして共に食事を取っている。

　王国軍の歩兵達は、それを不気味そうに眺めていた。敵兵に対しあれだけ容赦のない人間が、たかが馬に対し何故こうも慈悲深いのか。

　騎兵隊にはその気持ちが分かる。人馬一体という言葉があるように、馬は己の相棒なのだ。

　晒し者扱いに我慢ならなくなったシェラ隊の兵士達が野次馬を追い散らすと、その場にはシェラと馬の死体だけが残された。

「明日から乗る馬を用意しておいてくれる？　出来ればこの子みたいに丈夫な馬を。まだ戦いは続くから。カタリナ、悪いけれどお願いね」
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「お任せください、丈夫な馬を準備しておきます。……それでは、私は失礼します。何かありましたらお呼び下さい。近くに一人残しておきますので」

　手で合図を送ると、騎兵隊の一人を近くまで呼び寄せる。カタリナは小声で指示を出すと、兵を下がらせる。

　カタリナも残りたかったが、やるべきことは多い。敵の夜襲がないとも言い切れない。警戒を欠かすことは出来ない。

「ええ、宜しくね。私は、もう少ししてから戻るから」

　カタリナが敬礼し、その場を後にする。

　静まり返った暗闇に、死神とその愛馬だけが残される。シェラは気が済むまで、冷たくなったその身体を撫で続けた。

　死を振りまく〝死神〟とは思えぬ表情で、乾いた血糊の付着した馬腹に寄りかかりながら。

「そういえば、貴方の名前、まだ付けてなかったわね。折角だから今付けてあげる。良い名前を私が思いつくまで、もう少しだけ一緒にいましょう」

　死神を乗せて戦場を駆け回った〝蒼褪めた馬〟が動くことは、もう二度とない。
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　会戦二日目。前日のような大規模衝突は起こらず、お互いに矢を射かける程度の小競り合いに終始した。

　三日目、戦況は完全に膠着。両軍共に手が出せない状況に陥る。戦列同士が睨み合い、そして無為に陽が暮れる。

　そして四日目。ヤルダー師団がカルナス高地付近に到着。その報せを受けたバルボラは、カルナス奪取作戦開始の号令を下す。

　オクタビオに対し、予定通りにシェラ、コンラートの部隊を切り込ませろと指示を出す。それに合わせ、バルボラ、ブルボン隊は、敵を引き付けるために戦列を徐々に前進させる。

　解放軍もフィン、ベフルーズ、そしてアルツーラの本隊を展開した。

　解放戦争において、最も激しい戦いが行われた悪夢の一日。春とは思えぬほど強く照り付ける太陽の下、戦いは始まった。







　カルナス西部の麓に布陣したヤルダー師団。ヤルダーは高台に築かれた強固な防御陣地を見て、顔を顰める。

「この短期間で大したものだな。敵の指揮官も中々やりおるわ」

「閣下、感心している場合ではありません。我々は迅速に攻め落とさねばなりません」

　シダモが注意すると、勿論だとヤルダーは強く頷く。

「分かっている。狼煙を上げろ。向かい側の別働隊に攻撃開始を知らせるのだ」

「はっ！」

　ヤルダーの命を受け兵士が狼煙を上げる。東部に展開しているであろうシェラ達に合図を送ったのだ。

　作戦では、敵左翼の分断後、カルナス高地を東西から圧迫し制圧する手筈となっている。

　如何にタイミングを合わせて攻勢を仕掛けるかが、作戦の明暗を分けるといっても過言ではない。

「シダモ。歩兵隊を進軍させろ。目標はカルナス高台陣地。長弓隊と連携して攻め立てろ。敵の防御陣地は投石で粉砕するのだッ！」

「了解です。伝令、全歩兵隊を進軍させろ。工兵は投石器を構築後、彼らの援護に当たれ。決して突出しないようにしろ。連携を取りながら前進せよ！」

「了解しましたッ！」

　伝令を走らせるとシダモはカルナス高地を眺める。高台陣地には解放軍の旗が誇らしげに翻っている。

　半数以上の守備兵がこちらに配備されているようだ。逆に言えば、東部方面は手薄になっているだろう。そこをシェラ達が突ば必ず動揺する。その瞬間を見逃してはならない。

　一瞬の隙を捉えることが、参謀である自分に課せられた役目である。

「全員奮起せよッ。この戦いに王国の命運がかかっているのだ！　我々は必ず勝利するぞッ！」

　ヤルダーが鼓舞すると、アンティグア、ベルタから付き従っている古参兵達が指揮官の檄に応えて気勢を上げる。

　辛苦を共にしてきた兵達は、錬度、士気共に王国軍では高い水準にある。王国に見切りを付けた者は既にこの場には残っていない。

　──カルナス高地西部、戦闘開始。







　敵右翼を引き付けているブルボン師団。指揮官のブルボン少将は消極的で優柔不断な男だが、この任務に限ってはむしろ最適であるとも言えた。

　何をするにも迷い、決断するまでに時間がかかる。慎重とも言えるが、臨機応変に動くことが出来ないのだ。

　バルボラに追従することで出世してきたこの男は、本来ならば師団長という要職に就けてはならない人間である。

「ブルボン閣下、ご命令を！」

「う、うむ。バルボラ閣下からは、敵を引き付けろと指示を受けているが。……果たして攻めれば良いのか、守れば良いのか。こんなことは習っておらんぞ。戦線を膠着させるには、まず──」

「閣下！」

「待て、今考える。私は少将にまでなった男だ。何事も慎重に動かねばならぬ。ここでの失敗は取り返しのつかぬ事態を招くからな。時間をかけなければ。もう少し考えさせてくれ。……かつての模擬演習では、果たしてどうだったか」

　呑気に演習内容を思い出すブルボン。参謀がいきり立って詰め寄るが、ブルボンは全く動じない。

「閣下、そんな時間はありません。既に交戦を開始しているのです！　直ちに兵達に指示を与えなければなりませぬッ」

「うるさい！　私は今考えているのだ！」

「か、閣下！」

「……攻めるべきか、守るべきか」

　ブルボンはどうすれば良いか分からない。ある程度攻勢に出て引き付けるのか、完全に守勢に徹するのか。迷いに迷って部下達に指示できない。──皮肉にも、それが良い方向に働いていた。

　対峙している解放軍の先陣は果敢に攻め立てて来ているが、ブルボン師団はのらりくらりとかわしている。

　ブルボンが決断出来ないことで、必然的に「現場判断」になっていた。

　解放軍の将ベフルーズは指揮力に長けているため、部下達は彼の指示に完全に従って行動する。ベフルーズに従えば、勝利に繋がると確信しているのだ。

　その依存がわずかにタイムラグを生み出し、王国軍の臨機応変な動きに解放軍は追いつけないのだ。

　最前線にいる現場指揮官が優先するのは「死なないこと」である。

　軍規に反しない程度に戦い、適当にあしらって後退する。そして付け入る隙があると判断すれば、適当に仕掛けて手柄を上げていく。

　士気が低いとはいえ、今は亡きシャーロフが鍛え上げた兵士達だ。下士官には優秀な者が多い。

　ブルボンがまともに指揮を出していたら、あっという間に潰走へ追い込まれていただろう。一個師団を率いて戦った経験など、この男にはないのだ。




「ええいっ、敵も中々やりおるわ。攻めると見せかけて引き、引くと見せかけて攻めるとは。深追いは避けよっ、伏兵がいる可能性があるッ！　決して引き込まれるなッ！」

　ベフルーズは指揮杖を叩きつけながら、激昂する。非常にやりにくい相手だ。

「閣下、一度総攻めを指示しては如何でしょうか。見る限り、敵は統率が取れた動きとは言い難いものがあります。圧力をかけて様子を見るのも手です。案外、あっさりと崩壊するかもしれません」

　王国軍の将官の能力に疑問を抱いている参謀は、現場の下士官が勝手に行動しているのだろうと察知している。

　勿論ベフルーズも分かっている。敵に策などない。長年の経験からそれは把握してはいるのだが。

　焦れた参謀の進言に、ベフルーズは首を横に振る。悔しそうな表情を浮かべながら。

「軍師殿から総攻撃は固く禁じられている。作戦発動までは決して総攻めを行ってはならぬと。敵の指揮官はよほどの天才か、類稀なる馬鹿のどちらかだ。とてもではないが儂には出来ん。判断を現場指揮官に一任するなど、下手をすれば大混乱を招く」

　現状では、このまま無様な戦いを続けざるを得ない。ベフルーズの本隊は命令により動けないのだから。

　右翼は完全に膠着してしまった。恐らく、敵の思惑通りに。

（作戦発動までの辛抱か。この戦の勝敗は軍師殿の采配にかかっている。何としても成功してもらわねばならぬ。任せたぞ、ディーナー殿）

　──ベルトゥスベルク平原東部、戦線膠着。







　敵左翼を分断せよ。

　オクタビオの命を受けたシェラ隊とコンラート隊は、カルナス高地東部の麓と平原の境目に切り込むように、猛烈果敢に攻め立てた。

　シェラ率いる騎兵隊は解放軍の戦列を食い破り、コンラートと緊密に連携を取りながら突き進んでいく。

「大佐ッ、ここまでは計画通りです。オクタビオ少将に合図を送ります！」

　カタリナが狼煙を上げるため、下馬して準備を始める。

「よし、合図は任せるわ。誰か、コンラートに連絡を送れ！　オクタビオ閣下が到着するまではこの地点を維持する！　その後我らはカルナス高地に攻め入るぞッ！」

「了解しました！」

「コンラート隊と合流し、騎兵はこの戦線を堅持！　決して動きを止めるな！　狙い撃ちにされるぞ！　動き回って敵を蹂躙しろッ！」

　シェラが大鎌を掲げて大声を張り上げる。騎兵達もそれに応えて士気を向上させる。伝令がコンラート隊へと駆け始める。

　当初の狙い通り左翼の分断に成功したが、これは一時的に水を掻き分けたようなものだ。即座に堰を構築しなければ、再び濁流に飲み込まれてしまう。

　解放軍の戦列は再編を始めており、態勢が整うのも時間の問題だ。

　シェラ達が命懸けでこじ開けた小さな穴。オクタビオ師団の突入こそが、この作戦の成功には必要不可欠であった。

　シェラ隊三千、コンラート隊五千。オクタビオ師団三万。左翼分断のために投入された人員である。首尾よく行けばカルナス高地奪取のみならず、敵本陣への突入まで狙えるものだ。

　師団長のオクタビオに与えられた命令は単純明快。シェラ隊から狼煙が上がり次第、直ちに突撃命令を下せというものだ。

　この程度ならば、小心者のオクタビオにも出来るだろうというバルボラの判断だった。




「……オクタビオ閣下、シェラ隊より狼煙が上がっておりますが」

　遠眼鏡を覗き込みながら、副官ケラールがオクタビオに報告する。

　オクタビオは厭らしく笑いながら答える。

「ククッ、兵法を知らぬ新米士官の判断など当てにならぬ。師団投入の時期は私が判断する。突撃はまだ早い。早すぎるわ。そうは思わんか？」

「はっ、時期尚早かと思われますな。功を焦る余りシェラ大佐は判断を誤ったのでしょう。ここは、百戦錬磨の閣下の判断が優先されるかと」

「ふむ、ならば仕方あるまい。全隊に連絡だ、私の合図があるまで決して動くなと厳命しろ。何が起ころうと動いてはならぬ。反した者は軍規に照らし、必ず厳罰を与えると伝えるように」

「了解しました。……しかし、読み通りですな。閣下のご慧眼に感服いたす所存です」

　ケラールが追従すると、オクタビオは愉快そうに笑い声を上げる。

「星神も私に味方しているようだ。バルボラ閣下が元帥へ出世すれば、私も必然的に昇進する。反乱軍は壊滅し邪魔者はここで死ぬ。我が行く手を邪魔する者はいなくなるという訳だ。勿論貴官にもついてきてもらうぞ？　私は忠勤を忘れるような男ではないからな」

「はっ、どこまでも閣下にお供いたします！」

「それでは、身のほどを弁わきまえぬ小娘の最期を共に見届けようではないか。噂の〝死神〟の武名が潰えるのをな。どのような死に方をするのやら。クハハッ！　実に、実に愉快だ！」

　腰につけた遠眼鏡を取り出すと、嘲笑を浮かべてシェラ隊が交戦している場所を覗き込む。

　解放軍はシェラ達を包囲すべく、戦列を慌ただしく動かしている。

　シェラとコンラートが命を賭してこじ開けた隙間は、何の抵抗もなく閉じられようとしている。

（下賤な娘が、この私と肩を並べようなどと思い上がるからこうなる。己の愚かさを悔いながら、泣き喚いて死ぬが良いっ！）

　──オクタビオ師団、突入せず。







　オクタビオ師団の後詰を得られず、完全に孤立したシェラとコンラート。

　一時間も経たないうちに完全に囲まれ、袋の口を締めるように、解放軍に圧迫され始めていた。

　カタリナは何度も狼煙を上げるが、オクタビオが動く気配はない。遠方よりこちらの様子を眺めるだけだ。

「な、何故動かないのッ！　このままでは、折角の好機が──」

　カタリナが煙を出し切った発煙筒を叩きつける。シェラは苦笑しながら宥める。

「オクタビオの屑に私達は見捨てられたのよ。分かりやすくて助かるわね」

「どうしてですかッ!?　今突入しなければ、この作戦は完全に失敗するというのにッ！」

「あの屑にとって、私は反乱軍よりも邪魔で目障りだったんでしょう。そのために八千の兵士を見殺しにすることを選んだ。ただそれだけじゃない？」

　大鎌を肩で小刻みに揺らして、カタリナに教える。新しい乗馬となった、まだ乗りなれない馬体を軽く撫でながら。

　帰還次第、オクタビオを殺す。

　必ず、殺す。シェラは心に深く刻み込む。

「そ、そんな」

　震える手で眼鏡を触りながら、カタリナが呆然と立ち尽くす。

　そんな理不尽な考えで、勝機をみすみす逸するなど有り得ない。そんな愚か者が、何故師団長という地位にいるのか。

　しかし、現実はシェラの言う通り。オクタビオ師団は全く動かない。

「大佐。このままでは何も出来ずに、全滅します。一隊がこの場に残って時間を稼ぎ、残りは作戦通りにカルナス高地へ攻め入るべきです。ヤルダー師団は、現在もカルナスへ攻勢をかけています。我々も、側面から、援護をしなければなりません」

　血と泥に塗れたコンラートが、息を切らしながらシェラに提案する。

　方陣を組んだ歩兵たちが、懸命に敵を近づけまいと弓を取り、槍を繰り出している。騎兵達は動きを止めずに、円周を描きながら敵と交戦している。

　だが、それも限界だ。敵の密度が濃くなっている。間もなく、堰は決壊するだろう。数が違いすぎる。

「し、しかし、援護も何も、我々が挟撃を──」

　カタリナが疑問を口にする。コンラートの提案は一隊が捨石になれということだ。

「無論全滅する覚悟がいる。否、確実に死ぬだろう。だが、カルナス高地を奪えばこの戦いはまだ分からない。ここで高地を奪えず、我々が全滅すればこの戦は負ける。何としても攻勢を仕掛けなければならん」

「それじゃあ私と騎兵隊が残るわ。ここから東に解放軍総大将の旗印を見つけたの。多分アルツーラがいると思う。あれを殺せば、この戦いは終わるでしょう？　陽動ついでに狗の親玉を討ち取ってくるから」

　シェラが遠くに布陣している一隊を指差す。解放軍の旗に王家の紋章が記されている。アルツーラの隊旗である。

　しかし、そこに辿りつくのはどう考えても無理だ。

　目的地は、幾重にも張り巡らされた戦列を突破し、更に防御陣地を崩した先なのだ。四方から敵の増援が来ることを考えれば、天地がひっくり返っても不可能だ。

　シェラが幾ら奮戦しても、矢の雨を防ぐことは出来ないだろう。たとえシェラが防げても、馬はそうはいかない。足を失ったところを歩兵に囲まれて、いずれは討ち取られる。

　コンラートは首を横に振り、シェラの意見に反対する。

「大佐。貴方の騎兵隊ならば、この包囲を突破して、カルナス高地へ攻勢をかけることが、出来ます。我ら歩兵隊は、残念ながら、その機動力がありません。残るのは我らに、お任せを」

「コンラート少佐。軍隊では階級が絶対だったわよね。上官の命令は絶対よ。命令に従いなさい。貴官の隊は、直ちにカルナス高地へ突撃を開始しろ」

　シェラが飛来してくる矢を叩き落としながら命令する。腰から小鎌を抜き、遠くで弓隊を指揮している男へと投げつける。

　鎌は胸部に突き刺さり、標的は息絶えた。解放軍の弓兵達が動揺し、一瞬攻撃が止む。

　シェラはもう話すことはないと、アルツーラ陣目がけて突撃命令を下そうとする。

　コンラートは無言である物を取り出す。この食い意地の張った少女には話すよりもこちらの方が早い。

「……ベルタから変わらないな、シェラ大佐。死の間際だというのに、よくも飄々としていられるものだ」

「変な敬語より、その喋り方の方が似合ってるわね。それじゃあ、とっとと行ってくれる？　私達はこれから賊将の首を取りに行くから。無駄話をしている時間はないわ」

　シェラを強引に引きとめ、コンラートは二粒の大きめの豆を取り出す。片方には×印が入っている煎り豆。戦いの前に、シェラが貪っていたベルタ産の煎り豆だ。

「これで決めよう。ベルタ城から撤退した時と同じように。印のついている方が当たりだ。当たったらカルナスへ進軍、外れはここに残り時間を稼ぐ。良いな？」

「断ると言いたいけれど、貴方は納得しないのでしょう？」

　呆れ顔でシェラが問いかける。コンラートが頷く。

「そういうことだ。年長者の意見は聞くものだ」

「良いわ。さっさとやりましょう。もう時間がないから」

　コンラートが両手を合わせ、右と左に豆を握りこむ。シェラは左を選択した。

　血糊が付着した大きな左手が開くと、×印のついた豆が現れた。当たりだ。

「運が良いなシェラ大佐。この通り貴方が当たりだ。大佐にはカルナス高地へ行ってもらう。──後は、任せました」

　コンラートが印のついた豆をシェラに放ると、もう片方を隠そうとする。

「右手を開けてみせろ、少佐」

　シェラの言葉に従わず、右手に握りこんだ豆を口に放り込み豪快に嚙み砕く。

「本当に、時間がありません、大佐。一刻も早くカルナス高地へ！」

　コンラートが叫ぶと、シェラは無言で馬首を返す。

　約束は約束。自分は当たり、コンラートは外れた。それだけだ。

「カタリナっ、騎兵を縦列に組め！　カルナス高地へ突貫するぞッ！」

「は、はいッ！　了解しました！」

「コンラート、後は任せるわ。また、会いましょう」

「お任せ下さいッ！　いずれ、また！」

　コンラートは隊を三隊に分け、一隊を北方面への囮、一隊を敵総大将アルツーラ陣目がけて進軍させる。もう一隊は、シェラの突撃を最後まで支援するという役目だ。どれも生還は望めない。

　敵は撤退を阻みつつ、本陣を守り、更にシェラ隊の突破を阻止する必要がある。戦列は大いに乱れるはずだ。

　コンラートはアルツーラ陣への突撃に参加。死力を尽くして槍を振るうことを決断する。

　シェラは、隊列を組みなおしてカルナス方面へと突撃を開始。コンラートの歩兵が、援護するように敵陣に切りかかっていく。

　疲弊している兵士達は次々に討ち取られていくが、シェラの騎兵は確実に前進している。

　これが〝死神〟の見納めとばかりに、コンラートはその戦いぶりをしっかりと目に焼き付ける。

　小娘の癖に、お伽噺に出てくる豪傑のような女だった。その癖食い意地が張っている。英雄には似つかわしくない態度と表情。思わず苦笑する。

　隣に控えていた古参兵が、コンラートへ話しかける。

「少佐、こいつを掲げる許可を頂けませんか？」

「……何だ？」

「少佐もきっとお気に召しますよ！」

　古参兵が取り出したのは、壊滅した第四軍の軍旗。今は亡きダーヴィトの紋章の入ったものだ。

「許可しよう。全く、物持ちの良い奴だ」

「ダーヴィト大将はそうでもなかったが、少佐は自分達に本当に良くしてくれました。ここまでご一緒出来て、光栄でした！」

　周囲の兵士が、コンラートをちらりと見て同意するように頷く。そして、遠くアルツーラ陣目がけて槍を構えた。皆、覚悟は出来ている。

「すまんな。悪いが最期まで付き合ってもらうぞ」

「ご命令をッ！」

「ユーズ王国第四軍、ベルタ歩兵大隊突撃開始ッ！　我らの誇りを見せ付けろッ！　賊将アルツーラの首を上げるのだッ！　進めッ！」

　蘇った第四軍の旗が高らかに翻る。コンラートは槍を翳して、先陣を切って駆け始めた。

　兵士達がその後に続く。全員疲れきって呼吸が乱れている。降り注ぐ矢が屍を多数作り出していく。それでも彼らは怒声を上げながら敵戦列へと恐れることなく突撃した。

『第四軍万歳！　コンラート隊万歳！』

『王国軍万歳ッ！』

『進め進めッ！』

「いくぞッ！」

　コンラートの槍が、解放軍兵士の喉下を貫く。素早く引き抜き、横でうろたえている若者の胴体を薙ぎ払う。

『うおおおおおおおおおおおおおッッ！』

「王国の奴らが来るぞっ！　備えろッ！」

「こいつら、死ぬのが怖くないのかっ!?」

「突破されるな！　この先はアルツーラ姫の本陣だぞ！」

「敵は三方向に分かれましたッ！」

「寡兵の敵に何を慌てているのだっ！　落ち着かんか！」

　死を恐れぬ王国軍の最後の突撃に、包囲していた解放軍は混乱する。三方向に散った軍勢、誰がどのように追撃するのか。

　指揮官の指示が遅れる。このまま包囲して潰せると確信していたから。彼が迷った分だけ犠牲者は増える。

　コンラート隊は勇敢に戦った。戦列を三層突破し、防御陣地まで辿り着いたところで彼らは力尽きた。

「──ハアッ、ハアッ！」

　ただ一人、満身創痍で槍を振るうコンラートの前に、解放軍副将ユリウスが現れる。兵卒に討ち取らせるには惜しいと思ったのだ。

「名のある将とお見受けする。私は解放軍副将、ユリウス・キーランド。手合わせをお願いする」

「王国軍少佐コンラートだ！　いざッ！」

　剣と槍が打ち合わされる。ユリウスは剣の身軽さを生かして連続攻撃を叩き込んでくる。

　コンラートは槍で受け続けながら、機会を窺う。そして深く引き込んだ後、一気に体重をかけて刃を跳ね除ける。

「──くっ！」

「喰らえッ！」

　コンラートの突きがユリウスの頰を掠める。余りの槍撃の鋭さにユリウスが一瞬怯む。

　好機と見たコンラートがさらに繰り出そうとした瞬間、膝が崩れ落ちる。体力は、既に尽きていたのだ。

「し、しまった──」

「覚悟ッ！」

　ユリウスの長剣が、上段から振り下ろされた。

「……ダ、ダーヴィト閣下、も、申し訳、ありませ、ん。た、大佐、後は──」

　前に倒れこむコンラート。ユリウスはその首を刎ねた後、丁重に葬るように命令する。王国軍には珍しく、堂々たる武人であった。

　コンラートが討ち取られると、孤立していた兵達も後を追うように死んでいった。

　北に向かった囮部隊も同じく壊滅。シェラの援護を行っていた部隊は、矢が尽きると各自が斬りこみ力尽きていった。




　シェラの横を並走するカタリナが、一瞬後ろを振り返る。コンラート隊が大群に飲み込まれ、全滅するのを目視で確認した。

　それと同時に後方に配置しておいた死体を爆破し、時間稼ぎの煙幕を張る。

「……大佐、コンラート隊が壊滅しました」

「そう。残念ね。でも、きっとそのうちに会えるわ」

　シェラは、片手一本で大鎌を振るいながら、コンラートが細工した豆を取り出し口に入れた。

　とても苦く、渋い。顔を顰める。彼の手に血が付いていたせいで、鉄の味もする。

「大佐？」

「何でもないわ、ちょっと苦かっただけ」

　後方から、敵の騎兵が追撃をかけて来ている。敵を突破しながら進むシェラ隊は、どうしても速度が遅れてしまう。

　カタリナが視線で騎兵に合図を送る。決してシェラに気付かれないように。知られてはならない。

「死ぬまで戦い、時間を稼げ」。カタリナが予め彼らに伝えておいた指示である。最後には自分も死兵となり踏みとどまるつもりだ。

　最後尾の三百騎が無言で反転し敵部隊へと突撃を開始する。彼らは捨て駒だ。上官を前に進ませるための時間稼ぎ。

　カタリナは、シェラの武勇をもってしても、生贄を用意しなければ辿り着けないと判断した。

　カルナス高地を睨みつけているシェラは、気付かない。カタリナ達も気付かせないように囲みながら進軍する。

「やはりこちらは手薄です。敵の守備隊は西部のヤルダー師団へと主戦力を当てています。このまま高台陣地に切り込みましょう。コンラート隊が作ってくれた貴重な時間を、無駄には出来ません」

「そうね。予定通りカルナス高地を落としましょう。絶対に落とすわ」

　シェラと二千騎は抵抗を強引に嚙み破りながら、一路高台へと攻めあがる。

　西部からはヤルダーが猛攻をかけている。カルナス高地を、図らずも作戦通りに挟撃する形となった。無論、シェラ達が挟撃されているとも表現出来る。

　足止めの三百騎がどれだけ食い止められるか。絶望的な死闘が始まる。




　足止めのために踏みとどまった騎兵達は、任務を忠実に実行していた。

「我らはシェラ騎兵隊」

「ここは決して通さぬ」

「シェラ大佐万歳。大佐に勝利を」

　槍を振るい、鮮血を振り払うシェラの騎兵達。鎧には矢が何本も突き刺さり、中には顔面に突き刺さっている者もいる。

　それでも戦意を失うことなく、騎兵達はカルナス高地の中腹で奮戦を続けていた。

　稼いだ時間は三十分余り。体力は限界に近づいているが、主のために最期のその時まで槍を振るい続ける。

　残存は二百騎。

「……お、恐れるなっ！　敵は手負いだぞ！　槍隊、前進しろっ！」

「し、しかしッ！　あいつら、化け物です！　もう動けるはずがないのに！」

「黙れっ、これは命令だ！　進めっ！」

　解放軍隊長の命を受け、五百人からなる槍隊が恐る恐る繰り出していく。

　それを後方から見ていたヴァンダーは、とある条件を提示して兵士達を鼓舞する。彼は軍師ディーナーの命を受け、一隊を率いてこの場所に来ていた。

「あの騎兵を討ち取った者には、首一つにつき金貨一枚を与える！　全員奮起せよっ！」

「き、金貨一枚ッ!?」

「く、首一個につきか！」

「そうだ！　ディーナー軍師のお墨付きだ！　解放軍勝利のために勇士達よ、進めッ！」

　兵士達の目の色が変わる。金貨一枚あれば、数カ月は遊んで暮らせる。

　相手は強いとはいえ既に瀕死の兵士達。一気に行けば必ず押し潰せる。

　ヴァンダーは右手を上げ、後方に麾下の兵士を待機させる。機械仕掛けの弓、「強弩」を装備している兵士達を。

　錬度に左右されず、誰でも一定の戦果を挙げることが出来る兵器だ。装塡に時間はかかるが威力は期待出来る。槍隊に気付かれないように、隊列を組み、矢を番えさせる。

「槍隊、突撃ッ！　敵を討ち取れ！」

　歩兵隊長以下五百人が突撃を開始した。

　シェラ隊の騎兵は動ずることなく得物を繰り出し、死をばら撒いていく。

　たちまち乱戦となるが、数に勝る槍兵が完全に押されている。

　死兵となった騎兵達は、傷を負うことを恐れていない。生に執着のある解放軍兵士とは、戦意が全く違うのだ。

「く、くそっ！」

「た、助けてっ！　やっぱり無理だ！」

「シェラ大佐に勝利をッ！」

　助けを請う兵士の頭を逆手に構えた槍で突き刺す。腹部に横から槍が突き出され、騎兵は血を吐く。

　槍を叩き折ると、顔を青くした男の顔面に、倒れこみながら穂先を抉りこませた。歩兵は絶命したが、騎兵はまだ生きている。




　その様子を見ていたヴァンダーは、内心戦慄しながらも、ディーナーから下された命令を忠実に実行しようとする。

　──どのような犠牲を払っても、〝死神〟とその騎兵を確実に殺せ。

　右手を振り下ろし、弩兵に矢を放たせる。騎兵だけではなく、味方の歩兵にも矢は突き刺さる。

「た、大尉ッ！　なんてことを！　正気ですかッ!?」

　包囲していた別の歩兵隊長が怒鳴り声を上げる。味方を巻き添えにして矢を放つなど正気の沙汰ではない。

「黙れ。あいつらはこうしなければ討ち取れない。ならば、これはやむを得ない犠牲だ。彼らはその身を投げ打って、〝死神〟の騎兵と刺し違えたのだ。──次、放てっ！」

　第二射が放たれる。騎兵達は槍兵と刺し違えながら死んでいく。

「な、何を言っているのか分かりません！　とにかく止めて下さいッ！」

「中尉。ここは戦場だ。犠牲を最小限に抑えるための策なのだ。納得してくれないか？」

　ヴァンダーは面倒くさそうな顔を浮かべて、若き中尉を諭すように告げる。

「──で、でも、味方を巻き添えにして良いことにはなりません！　彼らは私達の仲間なんですよ!?」

「奴らは矢を軽々と跳ね返す死神の騎兵だ。だから、食い止めるには生きた囮が必要なんだ。彼らは自分から突撃していった。解放軍の大義のために、勇猛果敢に。俺はその意志を尊重しただけだ。何も問題ないだろう？」

「お金で釣ったのは貴方でしょう！」

「彼らの死を冒瀆するのか？　彼らは『大義』のために突撃した。解放軍同志に、金で動くような輩は一人もいないはずだ。彼らの死は、誇り高きものだ」

「──ッ！」

「止めだ。一人残らず楽にしてやれ。どの道、助からん」

　ヴァンダーが指を鳴らすと、第三斉射が行われる。この攻撃で身動きする者は一人もいなくなった。

　瀕死のシェラ隊兵士は、包囲していた兵士達の手により確実に止めを刺される。

　矢には毒が塗られていた。戦意がいくら高くとも、身体が動かなければ意味がない。死兵を確実に殺すために用意された装備。それがこの強弩なのだ。

「こんなの、こんなことは間違っているっ！」

　若き中尉は剣を叩きつけて憤る。指揮下の兵が宥めるが、振り払い激昂している。

「……中尉、発言には気をつけろ。今回は見逃してやるが、それ以上の暴言は軍規違反に問うぞ。」

「──ッ。これより追撃を開始します！　私は失礼しますッ！」

　顔を歪めながら、若い中尉は部隊へと戻っていく。ヴァンダーは、その後ろ姿にかつての自分を見た。

「…………」

（大義のためだ。俺は間違っていない。子供すら殺したあの人とは違う。俺は民のために戦っているのだから。だから、俺は間違っていない。そう、間違っていない。俺は正しい）

　ヴァンダーは心の中で繰り返しながら、拳を握り締める。

　目の前には、かつての同僚の死体と今の同志の死体が散らばっている。

　自分は正しい。そう思わなければ、戦場で生き抜くことなど出来ない。だから──。

「俺は、間違ってはいないッ！」

　高台を駆け抜けて行く、呪われた黒旗を掲げた騎兵達を眺めながら、ヴァンダーは叫んだ。

　──ヴァンダーにはもう一つの任務がある。とある命令書を携えた伝令は、既に高地守備隊の元に向かっているだろう。







　王国軍、バルボラ本陣。

「オクタビオに伝令を送れっ。直ちに進軍しろと厳命しろッ！」

　バルボラが机を乱暴に蹴飛ばして伝令に命じる。

　シェラとコンラートの隊が既に突撃し、分断に成功したことは報告を受けている。

　作戦通りに、何故本隊が突撃を開始しないのかと激しく憤る。このままでは頓挫する。否、既に遅いかもしれない。

「嫌だとぬかしたら、憲兵に拘束させろ！　あの男は兵を動かすことすら出来んのかっ！」

　伝令が慌てて走り去ると、傍に控えていたラルス少将が遠眼鏡を使って戦況を観察する。

　シェラ隊が突入して命がけで構築した隙間は、既に埋まってしまっている。突入した兵達は、包囲を受け壊滅している可能性が高い。あれではただの無駄死にだ。

　ヤルダー師団はカルナス西部から攻め上がっている時間帯だ。今更作戦を変更することは出来ない。

　オクタビオの愚かな判断で、王国軍には敗退の危機が迫っていた。高地奪取に大軍を割いているのだ。それが無為に終われば、この戦の趨勢は敵に傾いてしまう。

「糞がっ。どいつもこいつも使えぬ奴らだっ！　何故まともに指揮を執ることが出来んっ。将官まで上がっておきながら、一体何を学んできたのだッ。オクタビオめ、ただでは済まさんぞッ！」

　バルボラの怒声が、空しく響き渡る。

　ラルスはそれには応えずに、無言で己の隊へと戻っていった。やはり、バルボラは指揮官の器ではない。シャーロフならばどうだっただろうか。今は亡き上官を思い浮かべ、ラルスは深く嘆息した。

（まだ勝負は決まってはいない。厳しいが何とか挽回しなければ。たとえ腐りきっていても、シャーロフ閣下の守ろうとした国だ。閣下から受けた恩は、この命に代えても返さねばならん）




　バルボラから矢のような催促を受け、オクタビオ師団はようやく進軍を開始。角笛を高らかに響かせながら、意気揚々と戦列を前へと押し出していく。

　解放軍の前線部隊は、シェラ、コンラートと交戦した後で激しく疲弊している。この大軍で正面から突入すれば、必ず押し破れるとオクタビオは確信していた。

「奮戦空しく壊滅したシェラ、コンラート隊の仇を取るのだ！　栄えある第一軍の勇士達よ、前へ進めいっ！　手柄を上げれば、褒美は望みのままだっ！　全軍突撃っ！」

　白々しい言葉を吐きながら、オクタビオは剣を掲げる。傷一つない豪華な鎧を身に纏い、得意満面の笑みを浮かべている。

　この男の中では、勝利は既に確定事項だった。







　カルナス高地に築かれた高台陣地。解放軍の将ガムゼフは厳しい戦いを強いられていた。

　西部から攻め寄せる王国軍の攻勢は苛烈であり、与えられた二万の兵のうち半分以上を防衛に割かれていた。

　高地だけあって地形は険しく、部隊を配置転換するには時間がかかる。

　東部の麓に切り込んできた敵強襲部隊は完全に包囲し、壊滅は時間の問題という報告は受け取っている。

　東からの圧力がなくなったガムゼフは、捨て身で進軍してくるヤルダー師団を全力で迎え撃つことを決断。高台より攻勢をかけようと意気込んでいた。

「敵兵に向かい、逆落としを喰らわせるぞっ！　全守備隊に伝令、勢いのまま高地を下れと伝えよっ！　数は同数、士気と地の利で勝る我らに負ける要素はないっ！」

「了解しました！」

「ゴルハバール峠の恥辱を雪ぐのだッ！　全軍、奮起せよッ！」

（ここで手柄を上げなければベルタ派に後はない。何としても敵師団を壊滅させなければ。高地防衛だけでは全く足りぬ。ディーナーの思い通りにさせてなるものかっ！）

　編成を終えた守備隊が、西部のヤルダー師団に対していよいよ総攻撃を仕掛けようとした、その時。

「ガ、ガムゼフ閣下！　て、敵襲です！」

「落ち着けっ！　敵は西部の師団のみだ！　完全に捉えておるわっ！」

「ち、違いますっ！　カルナス東部より、敵騎兵が凄まじい勢いで殺到しておりますッ！　黒地に白カラスの紋章！　〝死神〟です！　死神シェラが現れました！」

「ふざけるな！　奴らは麓で完全に重囲していたではないかっ！　何を血迷ったことを──」

　防御陣地を爆炎で吹き飛ばしながら、敵の騎兵隊が現れる。

　先頭を走るのは血に染まった〝死神〟。鎌の穂先に死体を下げながら、こちらへと駆け寄ってくる。

〝死神〟が土嚢に死体を投げつけると、爆風と共に火柱が上がる。兵がのた打ち回りながら、絶命していく。

　騎兵達が散開し、混乱状態の守備兵を蹂躙していく。ガムゼフは己の目を疑う。

（お、おかしい。東部の兵を動かしたとはいえ、何故こうも容易く突破される!?　五千は守備に割いていたはずだッ！）

　ガムゼフの脳裏に疑念がよぎる。

（……待てよ。さきほどディーナーの部下が、高地近辺を動き回っていると報告があった。ま、まさか、これはディーナーの）

　考えに耽っていたガムゼフの顔に、生温い鮮血が付着する。ふと気が付けば、目の前に〝死神〟がいる。

　ガムゼフの親衛隊は、既に全員討ち取られていた。この短時間で、見るも無残な光景が高台陣地に展開されている。

「戦闘中に余所見とは随分と余裕ね。それじゃあ、とっとと死ね」

「──くっ！」

　上段から振り下ろされた凶刃は、ガムゼフの上半身を引き裂いた。反射的に後ろに下がったため致命傷は回避したが、次の一撃を避けるのは不可能だ。

　飛び散る赤い液体を他人事のように眺めながら、ガムゼフは己の死を確信した。そして何故自分が死ぬのかも理解した。

　──ディーナーに嵌はめられたのだ。

　いくら〝死神〟でも、五千が配備されていた東部をこの短時間で突破出来るとは思えない。どれだけ強かろうと時間を稼ぐぐらいは出来るはずだ。──だが、現に〝死神〟はここにいる。

　そう、守備隊はいなかったのだ。あの男が〝死神〟の手助けをしたのだ。いや、〝死神〟の鎌を利用したというべきか。

　カルナス高地は、自分に用意された処刑台だったのだ。戦後、確実に政敵になるだろうガムゼフの処刑台。死刑執行人は目の前の女士官。

　ガムゼフはわずかに動く手で、何とか剣を抜こうとする。

（……ディーナー。貴様、まともに死ねると思うな。先に地獄で待っているぞッ！）

　剣の柄を握り締めた瞬間、怨えん嗟さの声を上げる歪んだ刃が、ガムゼフの首を抉り取った。




　高台を制圧したシェラは、刈り取ったガムゼフの首を手に取る。首は無念の形相を浮かべている。

「勝ち鬨を上げなさい。ヤルダー師団に伝わるように全力で。私達はカルナス高地を陥落させた。敵の指揮官の首も上げた。作戦は順調であると、全軍に伝わるように」

　首をカタリナに放り投げ、指示を与える。

「──はっ、お任せくださいっ！」

　コンラートからもらった煎り豆を、赤く染まった地面へ適当にばら撒く。特に何かを思ったわけではない。ただ、こうするのが良い気がしたのだ。

　袋の口を締め、再び腰に縛り付ける。食べ物を粗末にしてはいけない。

　カタリナが高台陣地にシェラ隊の旗を備え付ける。そして、敵将の首を掲げて叫んだ。

「カルナス高地は我らシェラ隊が攻め落とした！　勝ち鬨を上げろ！　シェラ大佐万歳ッ！」

『シェラ大佐万歳！』

『シェラ騎兵隊万歳ッ！』

『万歳！　万歳ッ！』

　騎兵隊員が誇らしげに、軍旗を振り続ける。味方に見捨てられようとも、自分達はシェラの下、カルナス高地を攻略してみせた。

　オクタビオ師団を見下ろしながら、シェラ隊の兵士はいつまでも得物を天に掲げ、勝ち鬨を上げ続けた。

　死屍累々たる高台陣地に響き渡る鬨の声。高台を制圧され動揺したカルナス西部の解放軍は、たちまち潰走を始める。

　ヤルダーはそれを撃破しながら高地を駆け上がり、シェラとの合流に成功。

　カルナス高地は完全に王国軍の勢力下に落ちた。







　──解放軍陣地、ディーナーの天幕。

「ディーナー様。カルナス高地が陥落、ガムゼフは戦死した模様。〝死神〟はカルナスにて勝ち鬨を上げております」

「そうか。手筈通り、特務牛車隊を前面へと出せ。合図があるまで待機しろ」

「了解しました」

「…………」

　斥候から報告を受けたディーナーは、冷徹な視線でカルナス高地を睨む。黒旗が高台に翻っている。

（ほぼ計画通りだ。後の障害となるガムゼフには死んでもらい、〝死神〟は高地へと追いやった。王国軍が無能すぎたので多少の誤差は生じたが、全く問題はない）

「前方より敵師団が接近しております！」

「こちらからは手を出すな。限界まで引き付けるように伝えろ。弓兵も待機させろ。私が指示を出すまで決して動くな。乱した者は厳罰に処すと伝えよ」

「はっ！」

　周囲の兵士が退出した後、ディーナーは卓上にある地図の一点をナイフで突き刺す。

　王都ブランカを位置する場所に鋭利な刃が突き立てられる。

（いよいよだ。後は私が合図するだけ。ただそれだけで、この戦は片がつく。全てが私の掌の上）

「……王国軍の終焉、この目でとくと見届けるとしよう」

　漏れそうになる笑みを押し殺し、地図を引き裂いた後ディーナーは前線へと向かう。

　王国軍が無残に壊滅する様。苦悶の声を挙げて死んでいく王国軍の将兵。間もなく開幕する愉快極まりない喜劇を、彼は特等席で見届けなければならない。

　彼を飼い、利用し、そして見捨てた者達への罰。まだまだ終わらせない。

　宰相ファルザームと国王クリストフ。奴らに地獄を与えるまで、ディーナーの復讐は終わらない。決して終わらせない。




　コロン牛の頭部に装着された拘束具の一部が解除される。視界が前方に広がる王国軍の戦列だけとなるように。

　鼻息荒く、敵対心剝きだしで威嚇を開始するが、思うように顔が動かせない。苛々が増しているようだ。目の色が攻撃的な赤へと変わっていく。

「特務魔道師の配置が終わりました」

「いつでも行けます。ご命令を！」

「特務牛車隊、第一陣突撃開始せよ」

　報告を受けたディーナーが、感情を抑えながら命令を下す。

　兵士達が牛の後方に移動し、拷問用の得物を構える。返しのついた歪んだ短槍だ。

「牛車隊突撃開始っ！」

「突撃開始っ！　目標、敵歩兵戦列！」

「突き刺せっ！」

　兵士達が、牛の尻に短槍を突き刺し、抉るように捻る。

　劈つんざかんばかりの奇声を上げて、コロン牛が突進を開始する。猪突猛進という言葉が相応しい勢いで。獣の目には、前方の王国軍しか入らない。

　火薬と魔道地雷を搭載した荷車を引きながら、コロン牛の群れはただ突き進む。

　激痛で我を忘れたコロン牛は、とにかく前へ、前へと突進する。矢を受けようとも怯むことはない。

「来るぞ！　第一戦列は盾を構えろっ！　最初の突進さえ抑えれば恐れるに足らんっ！　弓兵、出来る限り射殺せよっ！」

「盾構えっ！　戦列を崩すなっ！」

　受け止める王国軍の戦列。予め解放軍が牛を利用するだろうという情報を得ているため、盾を構えて防御態勢に入る。

　虫一匹すら入れないように歩兵達が身を寄せ合い、牛の突進を阻止せんと腰を落とし踏ん張る。

　勢いを付けた牛車と、大盾を構える歩兵の戦列が接触した瞬間、連鎖する爆発音が戦場に轟いた。
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　王国兵の悲鳴と絶叫が平原に木霊こだまする。

　牛車の群れは、オクタビオ師団の戦列を大いに掻き乱していた。

　盾で押し止めるまでは良かった。その直後、特務魔道師の発火信号により積載されていた魔道地雷が爆散したのだ。

　威力を高めるために、大量の火薬と鋭利な鉄片が積まれていた荷台。それが四方八方に飛び散り、王国兵の四肢を粉砕、あるいは串刺しにして多くの命を奪い取っていった。

　死んだ者はまだ幸運である。鉄片を喰らって生きている兵士は悲惨だ。戦闘力を奪われ、死ぬことも出来ず、ただ激痛にのたうち回るしかない。

　帝国からもたらされた魔道地雷だが、殺傷力に特別優れている訳ではない。威力は確かにあるが、精々数十人を吹き飛ばすのが良いところだろう。兵を損耗させるならば大量に投入する必要があり、コストと手間がかかりすぎる。

　ディーナーは少ないコストで多大な戦果を得るために、本来は敷設型の兵器を突撃用へと改良した。

　この牛車に期待されている役割は、地獄絵図を見せつけて戦意を奪うことにある。

　受け止めればどうなるかを、嫌というほど見せつけるのだ。避ければ牛は更に陣深くまで切り込んで行き被害は拡大する。敵に理不尽な二者択一を迫らせるのが狙いである。

　この牛車は、士気の低い王国兵には悲しいまでに有効な兵器になった。目の前の惨状を見て、盾役を志願する勇敢かつ忠誠心溢れる王国兵士など存在しない。

　第一陣として投入された牛車の数は中翼、左翼に二百台ずつ。

　王国軍の戦列は大混乱に陥り、最早収拾がつかないまでになっていた。

　オクタビオ、ブルボンの両将に、事態を収めるだけの統率力があるはずもない。青天の霹へき靂れきともいうべき事態に、ただ呆然と立ち尽くすのみだった。そして、殺戮兵器を搭載した牛車はまだ大量に用意されている。

「落ち着けッ。戦列を乱すことは許さん。あの牛車を決して通すな！」

「じょ、冗談じゃねぇ！　俺達を盾にする気か！」

「貴様、命令に反する気か！　戦列を突破されたら味方陣内で爆発するのだ。ここで食い止め被害を最小限に抑えろ！　逃げることは許さん！」

「そんな命令に従えるか、この馬鹿野郎がッ！」

「な、何をッ──」

　軍務に忠実な士官を槍で殴り飛ばし、我先にと逃げ始める王国兵達。

　先陣を突破した特務牛車隊第二陣が、オクタビオ師団の中陣で炸裂する。

「な、な、何なのだ。一体何が起きているというのか！　ケラール、説明しろ！」

「分かりません！　で、ですが、このままでは味方は崩壊しますっ。閣下、直ちにご命令を！」

　副官ケラールがオクタビオに指示を求めるが、狼狽してそれどころではない。

「ま、待て。あの牛がこちらへ近づいているぞっ！　早く止めろっ、止めさせろ！」

「親衛隊、あの牛車を止めろ！　閣下の身をお守りするのだ！　何故ここまで侵入を許したのかっ、前線の兵は何をしている！」

　オクタビオの親衛隊が、その身を盾にして牛車を押しとめる。主がどのような者であっても、親衛隊は命に代えて守らなければならない。

　オクタビオ本陣まで後少しというところで、コロン牛の突進は止まった。

　遠眼鏡で確認していた解放軍魔道師は、ほくそ笑んで起爆の合図を送る。

　至近距離で爆発に巻き込まれた親衛隊は、その半数が即死し、残りは致命傷を負いながら地面をのたうち回る。

　目の前に、親衛隊員の臓物が飛び散った。死がすぐ目の前まで迫っている。オクタビオは心から恐怖した。

「こ、これは敵の新兵器だ。私はバルボラ閣下に報告に向かわねばならぬ。私から直々に仔細を報告しなければ！　ケ、ケラール、後の指揮は任せる！」

　顔に付着した血糊を拭いながら、声を震わせて叫ぶ。

　こんな場所にはいられない。将官である自分が、なぜ死の危険に接しなければならないのか。

　オクタビオの脳裏には、この場を直ちに離れることしか存在しない。

「か、閣下、今閣下が逃げ出せば、味方は総崩れとなりますぞ。こ、ここは何とか態勢を立て直さねばなりません！　どうか踏みとどまり指揮をお執りください。これは閣下にしか出来ないことです！」

　追従が得意な副官も、この窮地で指揮官が逃げ出せばどうなるかくらいは分かる。ただでさえ士気の低い兵達だ。時をおかずして確実に潰走する。

　最後の最後で、ケラールは副官としての最低限の役目を果たした。

「だ、黙れ黙れッ。私は逃げるのではない、直接報告に向かうだけだ！　直ぐに戻る、それまでは持たせろ！」

「──か、閣下。わ、私達を見捨てるのですか？」

「ま、任せたぞケラール！　貴官の忠誠は生涯忘れん！」

　オクタビオは素早く乗馬すると、残りの親衛隊を率いてバルボラ本陣へと向かい始めた。

　取り残されたケラールは、顔面蒼白になりながら一言だけ呟いた。絶望、失望、後悔、それら全てをまとめて吐き出すように。

「……終りだ。もう、どうにもならん」

　王国軍、自らの栄達、そしてユーズ王国。目の前には猛り狂った牛車が近づいている。

　最後に、オクタビオへの罵詈雑言を存分に思い浮かべた後、ケラールはその時を迎えた。




　中翼のオクタビオ師団は完全に浮き足立った。指揮官が逃げだしたことが広まると、王国兵は崩れるように潰走した。

　ディーナーは、魔道地雷を積載していない牛を解き放ち、更に歩兵を前進させる。

　王国兵は、ただの牛を見ただけで逃げ始める有様。戦況は一気に解放軍へと傾いた。

　左翼のブルボン師団もほぼ同様だった。指揮官は逃げはしなかったが有効な指示を出すことが出来ない。退却を決断することすら出来ないのだ。

　ここにきて現場に一任していたツケが回ってきていた。死なないことを優先した下士官達は、得物を捨て我先に逃走した。

　解放軍ベフルーズは、その機を逃さず総突撃を敢行。指揮官が先頭に立ち一気に左翼を蹂躙した。

　ブルボンはわずかな手勢を率いて後方へと落ち延びていく。参謀と親衛隊に両脇を抱えられながら。




　中翼と左翼をもぎ取られた中央のバルボラ本陣。

　敵兵器の特徴を見抜いたラルスは、即座に兵を散開させ、被害を最小限に食い止めようとする。

　牛車に対しては、牛の足を止めるよう命じる。付け焼き刃とはいえ、この状況では最善手と言えた。

「槍を投擲し牛の足を止めるのだ！　慌てず落ち着いて狙え！」

「槍兵、投擲しろッ！」

　及び腰になりながらも兵達は指示に従い、槍を投擲。数本の槍を足元に喰らったコロン牛は、バランスを崩して横転する。

　牛車の弱点は、荷台の重量である。横から押し倒す、あるいは足元を攻撃することで進行を止めることが出来る。

　盾を構えた歩兵の後方から、弓兵が火矢を用いて牛車を処理していく。

　魔道地雷は魔力信号がない限り起爆はしないが、積まれている火薬は別だ。着火すると、荷台は轟音を上げて鉄片を撒き散らしていく。

「前線の歩兵に伝えろ。槍で牛の足を狙えと。もしくは側面から攻撃を加え横転させろとな。柵による対処が間に合わぬ今、それ以外に方法はない！　正面から受け止めることは絶対に避けろ、無駄死にはするな！」

「はっ！」

　ラルスが声を張り上げると、伝令は敬礼して前線へと向かっていく。

「たかが牛の群れにここまで蹂躙されるとはッ！」

（杭、もしくは防護柵を張り巡らせれば対処は可能だ。しかしもう間に合わん。糞っ、このままでは……）

　周囲を見れば、負傷した将兵ばかり。前線を眺めれば味方は完全に潰走している有様だ。この状況で一体どうしろというのか。

　ラルスは踵を返し早足でバルボラの本営へと向かう。主力が崩壊した今、次に包囲されるのはこの本陣である。決断しなければならない。

　シャーロフの言葉を思い出し、内心で吐き捨てる。

（やはり、シャーロフ閣下の言う通り打って出るべきではなかったのだ。守りを固め時機を待つべきだった。山岳地帯ならば、このような事態は有り得なかったッ！）




　慌ただしく伝令が往来する本営。伝えられるのは悲報ばかりだ。

　逃げ戻ってきたオクタビオが、青筋を浮かべるバルボラに対し必死の弁明を行っていた。

　参謀達の白い目がオクタビオを射抜く。バルボラは歯軋りしながら沸き立つ怒りを堪えている。

「か、閣下。敵の新兵器です。私は一刻も早く報告に向かわなければと、危険を顧みずここまでやって来たのです。ど、どうか、どうかご理解頂きたいっ。決して逃げてきた訳ではありません！」

「……それで、お前の兵達はどうしたのだ。指揮官ともあろう者が、兵を見捨てて一人で逃げ帰ってきたのか。貴様、それでも師団長か！　少将の地位にある者として恥ずかしくはないのか!?」

「そ、それは違いますぞ！　私はバルボラ閣下の身を案じる余り居ても立ってもいられず──」

「黙れ、この愚か者がっ！　恥を知れッ！」

　バルボラの拳が、オクタビオの顔面に炸裂する。鼻血を噴き出しながら、オクタビオは平伏する。

「──お、お、お許しを」

「それだけではない！　貴様、何故作戦通りに突入しなかった？　みすみす勝機を逃すとは何を考えているのかッ！」

　オクタビオの身体を激しく蹴りつける。怒りは収まらない。

「の、狼煙が、上がらなかったのです。す、全ての責はシェラ大佐にあります！　あのような下賤な小娘に、重大な任務を成し遂げられるはずがなかったのです！」

　勝敗よりも我が身の保身の方が重要なのだ。軍規違反に問われれば死罪。オクタビオはそれだけは避けようと必死に抗弁する。

「シェラ隊の狼煙は確かに上がり、それを貴様が無視したという報告は入っているのだ！　オクタビオ、この不始末その命で償ってもらうぞッ！」

　バルボラが我慢の限界とばかりに、剣を抜き放ちオクタビオの首筋に突きつける。

　オクタビオは脅えきって、血が出るほど額を地面に擦りつけ謝罪を繰り返した。

　涙と鼻水を垂れ流し情けを請うその姿は、とても将官とは思えなかった。

「……バルボラ閣下。今はそのような馬鹿に構っている場合ではありません。始末は事が終わってからで宜しいかと。ただでさえ低い兵の士気が、更に低下しますぞ」

　戻ってきたラルスが諫言する。

　仮にも一個師団を任せた人間を、交戦中に処断するなど聞いたことがない。

　そもそも、この愚か者を師団長に任命し、一翼を与えてしまった人間は誰なのか。オクタビオを一瞥した後、バルボラに冷たい視線を注ぐ。

「憲兵、この愚か者を拘束しておけっ！　後日、その薄汚い首を叩き落としてくれる！」

「か、閣下、お許しを。ど、どうか御慈悲を。バ、バルボラ閣下！」

「早くこいつを連れて行け！　目障りだ！」

「──はっ！」

　憲兵がオクタビオの髪を摑んで、本営から退出していく。泣き喚く声が遠ざかる。

　場は静まり返り、バルボラは荒らげた息を整える。遠くから間隔を置いて、爆発音と兵の悲鳴が聞こえてくる。

「ラルス少将、状況は、どうか」

「戦況は最悪の一歩手前です。既に敗勢は濃厚。全軍が総崩れするまで後一時間もかからないでしょう。最後まで戦うか、それとも逃げるか。軍団長として、指示をお願いします」

「……どこで、どこで歯車が狂ったのだ。糞がッ！　我々はついさきほどまで圧倒的に優勢だったではないか！」

　バルボラが錯乱したように剣で天幕を切り刻んでいく。ラルスはそれを無表情で眺めながら、意見を述べる。

「まだ軍隊としての形は保っております。カルナス高地にはヤルダー師団の旗も見えます。退却は今ならば可能です。被害を抑えることも出来るでしょう。閣下、直ちにご決断を」

「に、逃げろというのか。この戦には王国の命運がかかっていた。それを、貴官は分かっているのか。ここで退けば我々はもう──」

　この戦いでの敗北は、カナン地帯における主導権を失うことを意味する。喉下を圧迫するように都市カナンとロシャナク要塞は押し潰されるだろう。敵地で孤立するようなものだ。

　カナンが制圧されれば王都への門を開け放つことになり、日和見を決め込んでいた領主達もこぞって解放軍へと参加するだろう。──そうなれば、終りだ。

「最早どうにもなりません。ここで全員討ち死にか、何とか退却し態勢を立て直して再起を図るか。バルボラ閣下、貴方が決めるのです。それが、軍団長としての最後の役目です」

「…………ッ」

　バルボラは絶句する。武人としての誇りを尊ぶのならば、ここで潔く戦死するべきだ。

　だがバルボラは数万の兵の命を預かっている。一人でも多くの兵士を退却させるのが指揮官としての選択ではないのか。

　武人としての誇りと最高指揮官としての責任。その狭間でバルボラは苦悩する。直ぐに答えは出せない。

「何もしないのならば私は隊へと戻らせて頂きます。死ぬのならば、部下達と一緒に逝きたいですからな。生憎、貴方と最期を共にする気は毛頭ありません」

　冷たく言い放ちラルスが踵を返すと、バルボラが狼狽しながら引き止める。

「……わ、分かった。退却だ。全軍に退却を命じろ。ここで全滅する訳にはいかぬ」

「了解しました。全軍に通達します。カルナス高地のヤルダー大将にも伝令を送ります。……それでは、失礼します」

　ラルスは敬礼し、退却の準備に入る。

　バルボラは両手で顔を覆い、その場に崩れ落ちた。シャーロフ亡き後、第一軍を率いてきた男の最初にして最大の挫折であった。







　──同時刻、カルナス高地高台陣地。

　王国軍の惨状は、高台から嫌と言うほど見届けることが出来た。ヤルダーとシダモは今後の方針について険しい表情で思案する。

　シェラはというと、ようやく満足な食事が取れたのでそれなりにご機嫌だった。暴れると腹が減るのだ。

　今日の昼食は、敵の陣地から奪ったコロン牛の干し肉である。なんでこんな高価な物があるのかは分からなかったが、シェラは気にすることなくよく嚙んで、美味な肉を味わった。

　嚙めば嚙むほど旨味が出る。コロンの牛は最高級。隣の騎兵が口ずさむ。

　シェラは竹筒から水を飲むと、パンに肉を挟んでかじり付いた。この肉は生で軽く炙って食べたら、最高に美味しかっただろう。

　だが、贅沢はいけない。食べられるだけで幸せだ。

「シダモよ。私は高地を下りて直ちに退却するべきだと思う。今敵陣に切り込んだところで、ただの無駄死にだ」

　ヤルダーは、希望的観測を捨て、冷静に事態を観察する。

　己が前線指揮官ならば、単騎で突入していただろう。それほどまでにこの戦いの意味は大きかった。負けておめおめと生き延びるつもりなどあろうはずもない。

　だが、今は師団長として兵達を国まで連れて帰らなければならない。王都防衛のためにも何とか犠牲を最小限に留めながら。

「私も同意見です。高地制圧のために奮戦した兵達は疲弊しています。残念ですが敵陣に辿り着く前に全滅するでしょう。気力で戦うのにも限度があります。ならば、今すぐに転進しカナンへと向かうべきです。追撃を蹴散らす程度は出来ます」

「……この状況、以前にもあったな。シダモ、退却と同時にカナン、ロシャナクに斥候を出せ。王国軍旗が未だ掲げられているか確認させろ」

　かつてヤルダーがサルバドル城塞攻略に失敗した時、退却時にはアンティグア城が落とされていた。

　状況は酷似している。否、あの時よりも事態は悪化しているだろう。調略の手が伸びていてもおかしくはない。

「既に落とされている、或いは──」

「敗北が伝われば日和見共がどうするかは自明の理だ。挟撃だけは避けねばならぬ。とにかく、撤退だ。包囲される前にな」

「シェラ大佐、これより我らは転進するぞ。貴官の隊が先陣を切り、カナン方面へと向かえ。機動力を活かし敵を混乱させるのだ！　〝死神〟の恐ろしさ、とくと思い知らせてやれ！」

　珍しく、シダモが怒鳴り声を上げて檄を飛ばす。

　いきなり檄を受けたシェラが、何回か咽た後で敬礼する。干し肉が喉に詰まってしまったのだ。

「……了解しました！」

「行動の一切は貴官の判断に任せる。副官とよく打ち合わせるように」

「大佐、こんなところで死ぬなよ。……また、会おう」

　ヤルダーがシェラの肩に手をやり、兵の指揮に向かう。

　シダモがその後を追い足早に立ち去るのを見届け、シェラはカタリナに呟く。

「折角落としたのに無駄骨だったみたいね。一体何のために私達は戦ったのかしら」

　コンラートは死に、大事な仲間も大勢死んだ。騎兵隊残存兵力は、千五百騎程度だろうか。

　犠牲を払って制圧した高地でやったことといえば、軍旗を立てて皆で叫んだぐらいである。

「……大佐」

「まぁ良いわ。帰ったら、オクタビオの豚は殺すわよ。忘れないように覚えておいて」

「はっ！」

「……それと、私の許可なしに騎兵を動かすことは二度と許さない。よく肝に銘じておきなさい」

　シェラが細目でカタリナを睨みつける。カタリナは俯きながら、眼鏡を震える手で触る。

「は、はい。りょ、了解しました。お、お許し下さい大佐」

「部下を捨ててまで助かりたいとは思わない。どうせなら貴方達と一緒が良いわ。長い間食事を共にした仲だもの。私も混ぜてくれないと。仲間外れは絶対に許さないわ」

　軽く笑みを浮かべると、カタリナの肩を優しく叩く。

「……た、大佐」

「よし、それじゃあ行きましょう。私達が先陣を行かなくてはいけないから。──シェラ隊はカルナス高地を下り、カナン方面に転進するッ。我らの行く手を遮る者は全て蹴散らすぞ！」

「了解しましたッ！」

「シェラ騎兵隊、転進開始！」







　ヤルダー師団とシェラ騎兵隊は、カルナス高地を下りカナン目指して退却を開始。追撃部隊を撃退しながら、無事引き上げることに成功した。元々損耗が少なかったのもあるが、シェラ隊を見た解放軍兵士が萎縮してしまったのだ。それほどまでにシェラは恐れられている。

　一方のバルボラ、ラルス、オクタビオ、ブルボンの残存兵力は、解放軍の執拗な追撃を受け大損害を被った。

　戦意を喪失し、降伏或いは逃亡する者が続出し、敗残兵としか言いようのない事態を招いていた。

　敗北の報せを受けた都市カナンは、兼ねてよりの密約に従い解放軍へと所属を変更。退却してくる王国軍を打ち払う姿勢を見せた。カナンの領主としては、保険をかけるのは当たり前だった。

　領主が直々に守兵を説得し民衆に演説を行った結果、誰一人として反対する者はなく都市カナンは解放軍の手に落ちたのだった。

　ロシャナク要塞では意見が割れた。──王国に忠誠を貫くか、解放軍に降るべきか。

　最後は殺し合いに発展し、降伏を主張する者達の手で城門が開け放たれると解放軍がなだれ込み、守兵の抵抗空しく要塞は陥落した。

　カナン地帯の重要拠点を失った王国軍は、敗走を続けたまま王都地方へと向かう。

　会戦前は十五万いた兵士は、既に四万にまで減っていた。死者の数は二万程度だが、脱走兵の数が尋常ではなかったのだ。

　殿軍を志願したヤルダーは、カナンから王都に繋がる街道にて陣を張り、頑強に抵抗した。功に逸って攻撃してきた解放軍の一隊を蹴散らし、これを潰走させるほどの指揮を見せた。

「はははっ、このヤルダーを抜くにはまだまだ足りぬぞ。最低でも後十万は持って来い。反乱軍の小僧共に易々と討ち取られてなるものか！　シダモ、あれを掲げろッ！　ヤルダーここに在りと奴らに知らしめろ！」

「はっ！」

　シダモが合図をすると、壊滅した第三、第四軍団の旗が掲げられる。

　ヤルダーの栄光と挫折の象徴であるそれら。兵達と共に戦い生き抜いてきた誇りでもある。

　血に塗れ、泥に汚れた旗が風を受け、解放軍に見せ付けるようにたなびく。

「私がいる限り王国は滅びぬ。最後の最後まで私は戦い抜く。ハハハッ、シダモよ、悪いが最後まで付き合ってもらうぞ。恨むなら、己の運の悪さを恨めっ！」

「もとより覚悟しております。──斥候に合図を送れっ！」

　シダモが命令を下すと、兵士達が崖に向かって赤旗を振る。彼らは、目立つように全身を使って振り回す。

　しばらくすると両脇の崖上から爆発音が轟いた。その数秒後、大岩が崩落し狭い街道を封鎖していく。

　前方に展開していた解放軍兵士が、巻き込まれてはかなわぬと慌てて後退を始める。彼らはこの周辺の地理に詳しくない。

　前もって地形を調査していたシダモが、最悪を想定して足止めの策を用意していたのだ。最悪の最悪を、その一歩手前で食い止めるために。

「準備が良いな、参謀。だが、これでは負けを覚悟していたということになるぞ。これは軍法会議ものだっ！」

　ヤルダーがおどけながら言うと、シダモがとぼけた顔で白を切る。

「何のことか分かりかねますな。とにかく、しばらく時間が稼げます。キュロス、サーイェフに籠り、態勢を整えましょう」

「よし、それでは転進だ。撤収ではない。あくまで転進だというのを忘れるな！　ハハハ、決して負け惜しみではないぞ！　これはカラ元気と言うのだ！」

　ヤルダーがおどけた表情で叫ぶと、周囲の兵達が笑い声をあげる。シダモは聞こえない振りをして号令を下す。

「転進開始だ！　敵が態勢を整える前に移動するぞ！」

「シダモよ、相変わらず元気が良いな。実に頼りになる男だ。皆の者、参謀殿を見習って胸を張って行軍しろ！　我らはカルナス高地を落とした精鋭部隊なのだからな。凱旋するつもりで進め！」

　豪快に笑いながら、ヤルダーは陣を引き払い転進する。

　最早、どうにもならないことは分かった上で、武人として最後まで戦い抜く。覚悟はとうの昔に出来ていた。

　かつての敗戦で、自決を踏みとどまったその日から。







　王都には、バルボラ、ブルボン、そして拘束されたオクタビオが入城した。オクタビオは調べが終了するまで蟄ちつ居きよを命じられた。

　サーイェフ要塞には、ヤルダー師団が入り、キュロス要塞にはラルス師団とシェラ騎兵隊が入城した。

　この二つの要塞で、第一軍が王都で再編するまでの時間を稼がねばならない。

　籠城に向け周辺都市から物資を調達しようと試みるが、領主達はそれを拒絶。

　敗戦はディーナーの手で方々に喧伝され、王国はもう終りであると強烈に印象付けられていた。

　キュロス、サーイェフの両要塞は、物資を満足に整えることが出来ないまま、籠城戦を迎えねばならなかった。

　別れ際、ヤルダーはシェラの手を強く握り、悪戯気味に笑いながら話しかけた。山賊のような凶相がくしゃくしゃに歪んでいる。

『シェラ大佐、王都でまた会おう。反乱軍を撃退したら、先日約束した通り、我が屋敷に来い。貴官の喜ぶご馳走を、大量に用意しておこう。楽しみにしておけ』

『承知しました閣下。必ずお伺いします』

『シダモ、お前も何か言ったらどうだ。しばらくの間、会えなくなるぞ』

『……言うべきことは一つだけだ、大佐。前にも言ったが死ぬなら外で死ね。騎兵には金と労力がかかっているのだから。城内で死ぬのは、無駄以外の何物でもない。……理解したか？』

『シェラ大佐、完全に理解しました！』

『ならば良い。……また会おう』

『やれやれ、色気のない奴らだ。まぁ、らしくて良いかもしれんがな。ワハハハッ！』




　彼らとの会話を思い出しながら、シェラはキュロスの一室で休息を取っていた。

　シェラは少しだけ疲れていた。

　身体は包帯でぐるぐる巻きだ。矢傷はまだ癒えていない。戦闘には問題はないが身体が少しだけ熱っぽい。次の戦いまでには快復させたいので、こうして部屋に籠っている。

　下着姿のまま仰向けにベッドに寝転がっていると、ノックの音が盛大に飛び込んでくる。

「大佐、お休みのところ失礼します！」

「……何事？」

　やたらと元気な男の声に、シェラは気だるそうに返事をする。

「はっ、至急大佐にお伝えしたいことがあり、報告に参りました」

「今着替えるから、取りあえず教えてくれる？」

　シェラは、騎兵隊兵士から最重要報告を受ける。

「芋の芽が出て来ております！」

「……芋の芽？」

　種芋の集団が、熱で朦朧とした脳裏に現れる。種芋から芽がにょきにょきと出てきて、それらがまとまり大木くらいの蔓となった。

　芋の芽や蔓ではお腹は膨れないが、これほどまでに大きいと、成った芋は実に食べ応えがありそうである。

「大佐が植えたあの芋です！　順調に育っているようで、芽が出たんですよ！」

　その声で、脳裏にあった巨大な芋の芽はどこかへ飛んでいってしまった。

「今直ぐ行くから、畑で待機していなさいッ！」

　それを早く言えとばかりにベッドから飛び起きると、大声で返事をするシェラ。

　芋が無事に成るかどうかは、とても重要だ。しっかり確認しなければならない。転がっている場合ではない。

「了解しました！　カラスに荒らされないように見張っておきます！」

　ドアの外から、兵士が軽快に走り去っていく足音がする。

　シェラは立ち上がり、窓を開けて空を見上げる。

　雲ひとつない青い空。吹き付ける風を受けて、王国の旗と、シェラ隊の旗が揺れている。

　その周囲をカラスが飛び回っている。餌がないか探しているのだろうか。あそこにはパン屑は落ちていないのに。

　シェラは窓を閉めた。カラスが餌を催促するように、こちらを見てきたから。

「…………」

（結局、ここに戻ってきた。最後の家はこの要塞かしら。私の植えた芋、食べられると良いけれど）

　シェラの家──キュロス要塞は既に臨戦態勢を整えている。守将ラルスは最後まで物資調達の努力を行い、城壁の強化に努めた。敵の塹壕作戦に備え、幾つもの罠を張り巡らせ、そして外堀を深くした。ラルスは出来ることは全て行った。

　解放軍はカナン制圧後、間髪いれずに出撃し、キュロス、サーイェフの両要塞へと向かっているらしい。戦いはすぐに始まるだろう。
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「色々とやることが残っているから、もう少し頑張らないと。まだ終わらないわ。……ね、そうでしょう？　もう少しだけ、頑張りましょう」

　シェラは一度だけ振り返って皆に微笑むと、踵を返して歩き始めた。

　──後ろには、誰もいなかった。
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　──王国軍、ベルトゥスベルク平原にて大敗。解放軍、カナンを制圧し王都へ向け進軍開始。

　解放軍により各地に宣伝された急報は、王国北西部マドロスにまで及んでいた。

　第五軍を率いるケリーは、士官、参謀を緊急招集し今後の方針について話し合っていた。

　どの顔も表情は暗く、不安を隠せずにいる。ケリーは先ほどから沈黙を守ったままだ。

「……閣下。カナンを失い、主力である第一軍が壊滅した今、王国の命運は風前の灯火。決断しなければなりません」

　参謀が意を決して口にする。誰もが分かっていることを。──王国を見捨て、解放軍に与くみする。マドロスが生き延びる道は他にない。

「やはり、解放軍に──」

「親父ッ、それはないだろう！　ヤルダー将軍達は、マドロスを救うために命をかけて戦ってくれた！　今度は俺達が奴らを助ける番じゃないのか！」

　ケリーの次男、ダラス・マドロス大尉が円卓を叩きつけて立ち上がる。

　階級的に軍議への参加は本来許されないが、ケリーの息子ということで出席している。いずれは兄を助け、このマドロスを守るという使命がある。軍務の経験を積まなければならないのだ。

　長男のデニム・マドロスは前線の要塞で指揮を執っている。彼が万が一戦死したら、ダラスが後を継ぐことを強制される。それがマドロス家に生まれた者の宿命である。

「ダラス様。貴方の仰ることは真に筋が通っている。武人としてそれは正しい。だが、為政者としては失格です」

　ダラスの教育役の参謀が諫言する。

「何が失格か！　誇りを捨ててまで何故反乱軍に従わなければならぬっ！　奴らに何の大義があるというのか！　いたずらに戦禍を広げ、民を苦しめてきたのはどちらだ！」

「ではダラスよ。具体的に何か策を挙げてみろ。遠慮はいらん。マドロスを守りつつ、窮地の王国を救う名案を出せ。今すぐに。時間は残り少ねぇ」

　ケリーが冷徹な口調で問い詰める。

　ダラスは思わず口ごもる。そんな都合の良い策などある訳がない。

「……時間稼ぎのために兵を出すんだ。少なくても良い。第一軍が態勢を整え、反撃に出るまでの援軍を！　第五軍が兵を出すことに意味がある。見捨ててはいないと伝えることが出来る！」

「俺達は帝国への備えだけで精一杯だ。背後の脅威にまでは手が回らん。王国を救うなら、このマドロスを見捨てる必要があるってことだ。俺にはそんな真似は出来ねぇ。俺の使命はマドロスの民と土地を守りきることだからな。考える必要もねぇッ」

「そのためなら、義理も誇りも捨てるってのか！」

「そういうことだ。義理やら誇りやらで生き残れると思ってんのか？　どいつもこいつも、隙あらば利益を掻っ攫さらおうって獣ばかりだ。泥水を啜って苦虫を嚙み砕き、汚辱に塗れても俺はマドロスを守りきるぞ。幸い、解放軍の軍師とは面通ししてある。奴もこっちを利用するつもりだ。悪いようにはしねぇだろうよ」

「……糞ッ！」

　ダラスは椅子を蹴飛ばして、部屋を退出しようとする。

　マドロス家の者としての自覚はある。だが、それだけで本当に良いのか。ヤルダー達は帝国の侵略から助けてくれたではないか。シェラは単身で敵の内部に入り込み、危険を犯してまでマドロスを救ってくれたではないか。

　彼らの窮地に掌を返して、何故刃を向けなくてはならない？　若きダラスには納得出来ない。

「まぁ、お前が納得しようがしまいが俺の判断は変わらねぇ。嫌ならてめぇだけ王都に行っちまいな。止めやしねぇ。第五軍は解放軍に降る。但し、王都への攻撃には参加しないという条件付きでだ」

「そうさせてもらうぜ糞親父がッ！　俺は親父や兄貴とは違って馬鹿だからな！」

「好きにしろ。だがマドロス姓は名乗るなよ。俺だけでなく、マドロスに住む全ての者に迷惑がかかるからよ。ただのダラスとして生きダラスとして死ね。お前は勘当だ。二度と俺の前に面を見せるな」

「言われなくても分かってらぁ、この糞野郎共が！　俺は意地を通させてもらうッ！」

　扉を蹴り開け、肩を怒らせて外へと出て行く。

　ケリーが目で合図をすると、古参の衛兵がその後に続く。最後の親心といったところだろうか。

「……馬鹿野郎が出て行ったところで話を再開しよう。早速解放軍の姫様に挨拶してこい。人質も出すと伝えろ。早馬を飛ばせ。早ければ早いほど心証が良いだろうよ」

「はっ！」

「だが、王都の包囲には参加は不可能だとも伝えろ。これだけは譲れねぇともな。嫌なら一戦交えると脅してやれ。ここが帝国領になって困るのはあいつらも一緒だからよ。過剰にへりくだる必要もねぇぞ」

　王都へ兵を出し、マドロスを手薄にすれば再び帝国軍は押し寄せてくる。この地帯が帝国に占領されるのは、解放軍も望んではいないだろう。

「了解しました！」

「話は終りだ。各自仕事に戻れっ！」

　号令すると、武官、文官達が敬礼して立ち去っていく。

　ケリーは座り込んだまま、疲れた顔で天井を眺める。

「ったく、まさか負けるとはな。カナンで勝てば、まだ目はあったものを。ヤルダー、お前は本当についてねぇな」

　舌打ちしながら、馬鹿で豪快な武人の顔を思い浮かべる。

（俺はここを守らなきゃならん。お前に譲れぬ誇りがあるように、俺にもこのマドロスがあるんだ。俺の我が儘に民を道連れには出来ん。ヤルダー、悪いが助けには行けねぇ）

「……俺が、もう少し若ければな」

　ケリーは己を押し殺し歯を嚙み締めた。戦の趨勢は解放軍にある。今更博打は出来ない。

　ヤルダーは最後まで戦い抜き、そして死ぬだろう。あの男はそういう人間だ。武人としての誇りを胸に、王国に殉じるだろう。

　──ケリーはマドロスのために、戦友を見殺しにする覚悟を決めた。







　解放軍軍師ディーナーは、中立都市アートにて会談を行おうとしていた。

　人気のない町外れの空家。周囲には変装した諜報隊が警護を固めている。わざわざこのような場所を選んだのは、お互いに身分を隠さなくてはならない立場の人間だからだ。

　ディーナーの横には直属のヴァンダーがついている。先の会戦の功により、少佐に昇進していた。

　順調に出世街道を歩んでいるこの若者は、ディーナーの懐刀と言っても良いだろう。

　諜報活動の技術や知識、更には軍略、兵法までも叩き込まれ、ディーナーの補佐を務めることが出来るように教育されている。ヴァンダーは期待に応え、見事に成果を上げていた。

「……ディーナー様、到着した模様です」

「一応、失礼のないようにしろ。相手は、我々とは〝立場〟の違う人間だからな」

　ディーナーが皮肉気に呟く。しばらくして、裏口から黒いフードに身を固めた人物が現れる。

　その人物の名は王国宰相ファルザーム。宿敵であるはずの解放軍と交渉を行うために、独断でこの場へと訪れた。国王には前線視察で外出すると伝えてある。

　黒装束の人間達がファルザームの背後に位置する。宰相の子飼いの諜報隊、使い捨ての駒達である。

「……王国宰相、ファルザーム殿で間違いないでしょうか」

「いかにも、私がファルザームだ。貴公はディーナー殿で宜しかったかな？」

「ええ、間違いありません。立ち話も何ですから席にお座り下さい。このような場所ですから、何のおもてなしも出来ませんが」

　ディーナーが促すと、ファルザームが警戒しながら席に着く。指を鳴らせば、即座に斬りかかるように指示を出してある。

　殺気を感じたヴァンダーも、剣の柄に手をかけ臨戦態勢を取る。天井裏にも兵は潜ませている。お互いに敵同士、当たり前のことだ。

「ところで、アルツーラ姫はご息災ですかな？」

「……宰相殿の口から出た言葉とは思えませぬな。あの方の父君を陥れ、死に追いやったのは貴方ではないか」

　白々しい言葉を吐くファルザームに、ディーナーが呆れた表情で答える。

　宰相は全く動揺した素振りを見せず、悲痛な表情を作って大げさに否定した。

「不幸な行き違いというものだ。私は可能性を追求したにすぎない。かの人を疑い追放したのは先帝陛下。私は何もしてはいない。勘違いしてもらっては困る」

「フフ、さすがは王国宰相殿、口が達者ですな。その巧みな弁舌で、今まで何人を死に追いやって来たのやら」

「私は自分の仕事に忠実なまで。二心を抱いたことなどありはしない。星に誓っても良い。私ほど清廉潔白な人間はこの世に存在しないだろう」

　滑らかにペラペラとよく回る舌。どの面下げてほざくのかと、ディーナーは噴き出しそうになるのを堪える。このような場では猿芝居も必要だ。精々踊ってもらわなければならない。

　ディーナーは話を進める。

「そういうことにしておきましょう。では、親睦を深めるための挨拶はこの程度にして、本題に入りましょうか」

「解放軍の軍師殿はお忙しいご様子。さすがは勢いのある方は違いますな」

「はは、お蔭様で。仕事が山積みなのですよ。本来やるべき方々が手を打ってこなかったのでね。私は寝る暇もありません。全く、困ったものです」

　目は殺意を放ちつつ、お互いに口元を歪める。これは言葉での鍔迫り合いだ。

「単刀直入にいきましょう。余計な御託は必要ありますまい。我らユーズ王国は、王都解放軍に対し和平交渉を申し入れたい」

「……ほう」

「半年の委譲期間をおいた後、クリストフ陛下は王位をアルツーラ姫に譲ると仰せだ。その後は隠居すると約束してくださった。陛下はこれ以上の無益な戦を望んではおられぬ」

　ファルザームは国王の印の入った書状を差し出す。勿論偽造したものだ。クリストフがそのような案を呑む訳がない。

　だが、ファルザームは押し切るつもりでいた。国王の命を救い、影響力も残すことが出来る。隙を突いて権力を奪還することも可能だ。

　自分ならば出来る。ファルザームには自信があった。槍働きは出来ないが、この弁舌と頭で上り詰めてきたのだから。

「ふむ。ですがこれは到底受け入れられませんな。我々は既に王都へ手をかけているのだ。今更半年間もの猶予は必要ありますまい。貴方達に出来るのは即時の無条件降伏。それだけではないですかな。素直に王都を明け渡し、裁きを受け入れられてはどうか」

　ディーナーが書状を放り投げる。交渉は弱さを見せてはいけない。解放軍は圧倒的に優位な状況にある。このような馬鹿馬鹿しい案を受け入れる必要はない。

　では、何故ディーナーはこの無意味な交渉の場にやってきたのか──。

「なるほど。確かにそれも一理あるでしょうな。だが、この案を呑まないとなれば我々は王都にて徹底抗戦を行う。民の血が流れ、王都は壊滅、その結果誰が一番喜ぶか。よく考えられると良い」

　そう。問題は王都なのだ。目的は解放であり、壊滅させることではない。

　決戦場が王都になり、攻城戦までもつれこむのは最悪といえる。後に自らの〝家〟となる王国最大の都市を、わざわざ自らの手で破壊しなければならないのだから。

　城攻めの場合、王都の民に犠牲が出るのは避けられない。その恨みが解放軍に向けられるのは好ましくない。

〝正義〟の解放軍は、無辜の民を傷つけることは許されないのだ。

　治世に影響が出れば、得をするのは帝国と諸国連合だろう。

　傀儡政権とする機会を窺っている帝国などは、諸手を挙げて喜ぶに違いない。支援の名目で王都ブランカまで出兵してくる可能性もある。

「これは痛いところを突かれましたな。このディーナー、宰相殿を見誤っておりました。この通り、非礼を謝罪します」

「何、これも王国民のため、気になされますな。このファルザーム、王国のためなら命などいらぬ覚悟ですからな」

　ファルザームが薄ら笑いを浮かべる。

「宰相殿のご厚意に感謝します。では我々も譲歩致しましょう」

「それは願ってもないお言葉。是非聞かせて頂きたい」

　その言葉に対しディーナーは、ファルザームが予想だにしない事柄を告げる。

「我々は、この後キュロス、サーイェフを攻略する予定です。宰相殿には王国の武官、文官達を掌握し、我々が王都に到着次第、開城する手筈を組んで頂きたいのです」

「……貴公の言っている意味が理解できませんが、一体どういうことですかな？　我々は和平について話し合っていた筈だが。何故私がそのような不忠極まりない真似を──」

　ファルザームが全く理解出来ないと困惑する。

　ディーナーは肩を竦めて、諭すように淡々と言葉を紡ぎだす。

「簡単な話ですよ。宰相殿に救国の英雄となって頂くのです。王都の民を救うために無血開城を行ったとなれば、誰もが宰相殿を褒め称えるでしょう。そして、国王を説得し退位させたとなれば、貴方の名声は極まること間違いありません。そのような方ならば、我々も見合った地位を用意しなければなりますまい」

「…………」

　美辞麗句を並べ立てているが、要は裏切りを促す言葉である。要塞を攻めている間に兵権を掌握し、国王を退位させ、さっさと王都を明け渡せと言っているのだ。

　宰相が寝返るならば、見合った地位と名声を用意するとディーナーは言っている。

「王位を継ぐアルツーラ姫と、その婚約者ユリウス皇子にはいずれ御子が生まれるでしょう。次代の王国を担う希望の星です。その後見役をファルザーム殿。貴方にお願いしたい。清濁併せもった貴方ならば、必ずや正しき方向へ導くことが出来るでしょう」

　ディーナーは、アルツーラの印の入った書状を取り出す。今はただの空手形だが、いずれは効果を発揮する代物。

「……それが、確実に守られるという保証はあるのか？」

「まず、支度金を用意しました。これを使って、是非無意味な血を流すことがないよう働きかけて頂きたい。後は、こちらをお受け取りください」

　積まれた木箱をヴァンダーが開けると、莫大な数の金貨が詰まっていた。調略のための支度金。ディーナーは宰相に提供する。

　そしてもう一つ。切り札ともいえる一品。丁重に梱包されたその中身は。

「こ、これはッ」

「そう。王家に伝わる神器の一つ。ユニカフェ一族だけが持つことを許される『鏡』です。これを証文代わりにお納めを。アルツーラ姫のご意志でもあること、ご理解頂けたかと思います」

　ユーズ王国の神器は二つ。クリストフのユニマット家が所持している剣。もう一つがアルツーラのユニカフェ家の鏡。金に換えることが出来ない、まさに国宝ともいえる代物だ。

　ファルザームは唸り声を上げる。偽物ではない。装飾の美しさ、刻み込まれた文字を見れば分かる。数々の高級品に触れてきたこの男は、目利きも出来る。

「……分かった。無益な戦を避けるよう、この身を尽くし努力しよう。民のために」

　民のため。その言葉が最も似合わない男。この男のために、何千、何万の農民が苦しみ、死に追いやられたか。

　ヴァンダーは殺意を堪えるのに苦労する。気を抜けば、斬り殺してしまいそうだった。

「さすがは宰相殿。素晴らしきご決断です。但し、王都から要塞に兵が派遣された時点で、今回の話はなかったことにして頂きます。どうか、ご理解のほどをお願いします」

「分かっている。だが、最低でも一カ月は必要だ」

「勿論理解しております。我々はゆるゆると攻めますので、慌てずに皆様を説得なさって下さい」

　交渉は終わった。ファルザームは己の保身のために要塞を見捨てることにした。クリストフの馬鹿と心中するつもりはさらさらない。後見役に納まることが出来れば、幾らでも挽回は可能。

　現王国に見切りを付けたファルザームは、手腕を尽くして王都の武官、文官を掌握する算段を立てる。

　それは彼が今までもしてきたことであり、非常に容易いことだった。




　ファルザームが去った後の民家。場にはディーナーと、納得いかない様子のヴァンダーがいた。

「ディーナー様。何故あのような約束を。しかも、姫の家宝たる『鏡』まで差し出してしまうとは」

「たかが鏡、後で幾らでも作れる。金と薄汚れた鏡で王都が手に入るのならば、むしろ破格と言えるだろう。悪くない交渉だ」

「ですが、獅子身中の虫を抱えることになります。あれは佞臣です。国を滅ぼす元凶です」

「……ヴァンダー。私があのような男を本当に許すと思っているのか？　あの犬にも劣る愚かな畜生を。あれには王国滅亡まで道化を演じてもらう。さぞかし狂ったように踊ってくれるだろう。そして最後には──」

　己の首を、指で掻き切る仕草を取るディーナー。ヴァンダーは思わず戦慄した。

　ディーナーは、国王クリストフ、宰相ファルザームに全責任を擦り付けるつもりでいる。そして余計なことを喋る前に殺す。機を見て暗殺しても良いだろう。既に首へ剣を突きつけているようなものだ。本人は気付いていないようだが。

「……貴方は、恐ろしい人だ」

「ヴァンダー、貴様もそうなるのだ。一人が汚れることで、十人が死に、千人が助かるのならばそれが最善策だ。何も迷う必要はないだろう。率先して行うべきだ」

　王国を立て直し、民を救うために幾らかの生贄を捧げる。何が悪いというのか。

　救国ついでに己の復讐も果たす。かつて自分を使い捨てたファルザーム。奴には地獄を味わってもらう。

　ディーナーは内心で笑い声を上げる。ディーナーという偽名を名乗り、解放軍軍師の地位に就き、勝利へと導いてきた。

　かつて所属していた諜報隊の人脈を使い、ファルザームの情報網を引き裂き、逆に牛耳ってもみせた。宰相は諜報隊に〝飴〟を渡さず、死ぬまで酷使する。ファルザームに忠誠を誓う者など誰もおらず、切り崩すのは容易かった。

「これからだ。これからが本番だ。ヴァンダー、共に行くぞ。愚か者を一掃し王国の新時代を築くのだ。目指すは千年王国、私達はその礎いしずえとなり、国を発展へと導かなければならぬ」

「はっ、我が力、存分にお使い下さい」

　立ち上がろうとしたディーナーが動きを止める。不愉快な懸念事項を思い出したのだ。

「……そういえば、一つ思い出したのだが。例の〝死神〟はどこへ逃げたのだ？」

「斥候からの報告によりますと、キュロス要塞へ向かったとのことです」

「そうか。アレにはベルタでの借りがあったのでな。犯した罪の大きさを思い知らせてやるとしよう」

　残酷な笑みで、死神の処刑方法を思い浮かべる。

「戻り次第、キュロス、サーイェフに兵を出すぞ。伝令を出しアルツーラ姫に具申する。サーイェフ要塞は力攻めで落とす。キュロス要塞は──」

　ディーナーはそこで言葉を止め、民家を退出していく。ヴァンダーが慌ててその後に続く。

　暗愚な王、道化の宰相、身のほどを知らぬ小娘。皆死んでもらう。心血注いで築き上げた解放軍の邪魔をする者は、皆殺し。

　ディーナーは笑みを堪えきれず口元に手をあてる。栄光はすぐ目の前まで近づいている。手を伸ばせば届く位置まで。







　キュロス要塞兵舎食堂。戦支度を整えている兵士達は一段落した後で休息を取っている。

　カタリナは日課の作業をすべく、騒がしい食堂の一角で筆を執っていた。いつの間にか身に付いてしまったこの作業。

　気になったこと、思いついたこと、楽しかったこと、悲しかったこと。それらを思うがままに書き記す。

　人はこれを日記と言うらしいが、カタリナはそうは思わない。己の生きた証を刻み込んでいるのだ。

　カタリナは死ぬのは怖くない。だが、忘れ去られるのは恐ろしい。だから、己の存在をこの白紙の本に刻み込んでいる。

　自分が死んだ後、誰かがこれを見て、カタリナという人間がいたということを分かってくれる。

　その〝誰か〟の顔を思い浮かべた瞬間カタリナの顔が歪んだ。愛憎入り乱れる感情を制御できない。眼鏡を押さえ、溢れ出る何かを堪える。

　この地獄にカタリナを呼び戻した死霊術師の義姉。父を殺した張本人ながら、何食わぬ顔でカタリナを育てた義母。二人はカタリナにとって特別である。恨むべき存在でもあり、感謝すべき人物でもある。

　そして、最後に思い浮かんだのは、その二人を越えるまでの存在となった、仕えるべき主のシェラだ。勿論シェラへの恨みなどない。ただ、その苛烈な生き様に強く惹かれただけだ。そして、死ぬならばこの人の側が良い。

　シェラの生き様だけではなく、死に様まで見届けたい。英雄であり〝死神〟と畏怖されるシェラが、どのような最期を迎えるのか。そんな考えを持ってしまう自分は狂っているのだろうか。

　ふぅと息をつき顔を上げると、シェラが興味深そうに覗き込んでいた。

　カタリナは思わず飛び跳ねる。まるで気配を感じなかった。

「た、た、大佐!?」

「貴方、食堂で身体を震わせる癖があるの？　それとも食前の儀式かしら。面白いわね」

「ち、違います！　これは、その」

「別に良いわ。食べる前に何をしようが貴方の勝手だから。それで、何をしていたの？」

「……は、はい。その、日記、のようなものを、書いていました」

　日記ではないのだが、いざ説明しようとすると日記以外に答えようがない。

　カタリナは本を目立たないように隠す。中身を見せろと言われたら色々と困る。誤魔化すように眼鏡に触る。

　だが、シェラが追求してくることはなかった。

「そう。私は、そういうのは苦手。大変そうだし、それに──」

「……それに？」

　珍しく自分のことを語ろうとするシェラを、カタリナは促す。

「昔のことを考えるのは好きじゃない。先のことを考えるのも。私は今だけ考えるようにしているから。今のことしか考えられないとも言うのかしら。だから、そういうのは苦手」

　コンラートの遺品の豆を食べながら、シェラが答える。表情は飄々としていて感情が読み取れない。

「……大佐、その」

　言葉の接ぎ穂を探すカタリナ。なんと言うべきか分からない。

「それじゃあ、私は畑にいるから。何かあったら連絡しなさい」
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「りょ、了解しました！」

　カタリナが敬礼しようとするのを遮り、軽く手を振って出て行くシェラ。

　ここまで共に戦ってきたが、シェラのことは殆ど分からない。

　カタリナは、何故シェラがここまで戦うのか分からない。本人は、食べるため、復讐するためと言うが。

　では、どうしてこれほどまで強くなれたのか。何がシェラをそこまで駆り立てたのか。

　聞いても教えてくれそうにないが、カタリナはいつか知りたいと思っていた。




「……日に日に成長していくわ。見ているだけでも飽きない。それにちゃんと世話をすれば、花も咲くっていうし。本当に、楽しみね」

　一体どんな花が咲くのだろう。小さな白い花が咲くと聞いたが本当だろうか。

　水をやりながら、シェラは上機嫌で芋の世話をした。

　あの日から、どうも熱が下がらない。吐き気が治まらない。何かが身体の芯から抜け出るような。そんな気がする。そして一番の問題は、空腹感はあるのだが、いまいち食欲が湧かないことだ。

　井戸水とコンラートの煎り豆だけでそこそこ満足出来るとはいえ、食欲が湧かないのは大問題だった。

　頭を捻ってみたが、どうしたら良いか特に思いつかなかったので、成り行きに任せることにした。どうせなるようにしかならない。

　それに、シェラは色々と忙しいのだ。馬小屋に行ったり、兵士達を眺めたり、畑を眺めたり。

　シェラはキュロスという家（要塞）での暮らしを、大いに満喫していた。
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　解放軍の圧力が日増しに強まる中、王都ブランカでは大規模な配置転換が行われていた。

　ベルトゥスベルク会戦において敗北を喫し、カナンを失ったバルボラの更迭に踏み切ったのだ。

　宰相ファルザーム主導によるこの人事は、軍部に混乱を招くとの批判もあったが強硬に押し切った。徹底抗戦を叫ぶバルボラは懐柔が困難だったため、ならば切り捨てるまでと判断したのだった。

　後任には先の戦で〝善戦〟したブルボンが第一軍司令官の地位に就いた。

　自分で判断出来ないこの男はお飾りにはもってこいという訳だ。そして戦犯として聴取中だったオクタビオの蟄居を解き、補佐役に当てるという暴挙に出る。

　ファルザームの意を受けているオクタビオは自分の立場をよく理解し、決して攻勢に出ることがないようブルボンの監視役に就いたのだった。

　反対する者はバルボラと同じく更迭か閑職へと回され、軍部の弱体化は宰相の手により順調に推し進められた。

　キュロス、サーイェフから来る増援要求を握りつぶし、王都防衛強化、第一軍再編の名の下に兵を送ることは決してなかった。







　季節は初夏、解放軍がサルバドル城塞で決起してから丁度一年が経った。

　アルツーラは王都解放に向けた最終段階、キュロス、サーイェフの攻略作戦を開始した。

　キュロス要塞攻略にはディーナー、フィンが五万で当たり、サーイェフ要塞攻略にはベフルーズ率いる七万が動員された。

　難なくカナン街道を突破し、周辺都市を制圧しながら解放軍は進んでいく。

　砦に配置された守備兵達は剣を交えることなく降伏し、進んで傘下に加わっていく有様。民達の歓声を浴びながら、解放軍将兵は王都地帯へと雪崩れ込んだ。

　抵抗らしい抵抗もなく、解放軍は両要塞を完全に包囲することに成功した。




　一万の兵で籠るサーイェフ守将ヤルダーの元に、矢文による降伏勧告が届く。

　──降伏すれば城兵の命は保障する。直ちに開城し剣を捨てよ。

　激怒したヤルダーはこれを一蹴。開城交渉は始まる前に決裂した。

　翌日より、解放軍七万による攻城戦が始まった。ヤルダーが城壁に上り前線指揮を執る。士気の維持こそが籠城戦においては何よりも重要なのだ。

「攻城塔を近づけさせるな！　門に取り付いた奴らには油を浴びせ、火矢を射かけろ！」

「はっ！」

「サーイェフは堅城だ！　十万が押し寄せようとも守り抜いてみせるわ！」

　接近してくる攻城塔には、要塞に設置された投石器から猛攻を浴びせて破壊、門に取り付き破城槌で突破を図る者には、煮え滾たぎる油が浴びせられた。

　山岳地帯のサーイェフでは、解放軍の投石攻撃にも限界がある。

「弓兵構えっ！　目標、正門敵破城槌！　放てっ！」

「死ねっ！」

　盾を構えて城壁上部からの弓撃に備える解放軍兵士だが、火には耐えられない。

　火矢を射かけられた哀れな兵士達は、狂ったようにのた打ち回り、城門の前に屍を曝していく。




　裏手の防衛に当たるシダモは、敵の塹壕作戦に備えていた。地盤が弱いこの北側は城壁下を掘り進むには最適なのだ。

　予め進路を予測し、そこに水堀を築くことで敵の掘削は阻止出来る。掘りぬいた瞬間に水が襲いかかり、塹壕内で兵士達は溺死するしかない。

「敵は必ずこちらから奇襲を図る。正門に攻撃を集中させているのは我々の目を欺くため。本命はこの搦からめ手てだ」

　シダモも掘削作業に加わり、兵達と共に水堀を築いていく。

　この水堀が成果を上げたのは、それから三日後のことだった。

　シダモの睨んだ通りに解放軍は塹壕を掘り進んで来ており、敵工作隊に多大な犠牲を払わせることに成功した。




「シダモよ。この調子ならば、王都から増援が来ればサーイェフの防衛は成るぞ。兵達の士気も高い」

「はっ。兵達はよくやってくれています。現在のところ、攻城部隊を全く寄せ付けておりません」

　ヤルダーの言葉通り、サーイェフ守備隊の士気は高かった。籠城の前に、ヤルダーは覚悟のある者だけ残れと兵達に告げた。

　ここに残った兵は、第三、第四の敗残兵達であり、逃げ出す機会は幾らでもあった者達だ。しかし彼らはヤルダーと共に最後まで戦い抜くことを選択した。

　サーイェフは一万人で籠るには丁度良い規模の要塞であり、周囲は険しい山岳地帯。守備側にとって有利な地形だった。

「バルボラも間もなく軍団再編を終えるだろう。敵は攻城を行いながら、王都からの攻撃を警戒しなければならなくなる。その時こそ、我々が打って出る番だ」

　バルボラはヤルダーを守将に任命した際、「必ず増援を連れて戻る」と言い切った。

　犬猿の仲の二人が過去の遺恨を水に流し、固い握手を交わして再会を誓った。共に敗軍の将になってから分かり合えるというのも皮肉なものである。

「物資は少ないとはいえ、第一軍の到着まで守り抜くことは十分に可能です」

　サーイェフの守備隊には、バルボラが既に更迭されているという情報は伝わっていない。

　彼らが来ると信じている増援部隊は、決して叶わぬものだった。

　この両要塞での守りは、ファルザームが王国有力者達を説得するまでの時間稼ぎである。一カ月程度もてばそれで構わないのだ。

　ただの捨石。そのことを瀬戸際で懸命に戦う彼らが知る由もない。

「……最後の最後で私は良い兵達に恵まれたものだ。彼らと共に戦えることを光栄に思うぞ」

「閣下、まだ戦いはこれからです。反乱軍とて一枚岩ではありません。ここで時間を稼げば好機は必ず訪れます」

「うむ。明日からも気張るとしようではないか。キュロスではシェラ大佐も頑張っている頃だろう。後れを取る訳にはいかぬからな」




　二週間が過ぎても、サーイェフ要塞は全く落ちる気配を見せなかった。

　解放軍指揮官ベフルーズの塹壕作戦は失敗し、攻城塔も夥しい被害を受ける。城門への攻撃も芳しくなく、犠牲者は増える一方だった。

　ベフルーズは野戦を得意とする将であり攻城戦の経験が少ない。統率力はあっても、攻城は教科書通りに進めることしか出来ない。

　──堀を埋め、周囲から矢を浴びせ、投石攻撃を加えながら城壁か城門を突破する。掘り進むことが出来る地盤ならば、地中から塹壕を掘り、城内への突入を図るべし。

　それら全てが上手く行かない場合はどうするのか。その答えは兵法書には書いてはいない。

　ベフルーズは昼夜を問わず猛攻を仕掛けるが、悉く跳ね返され、死体の山が築かれていった。兵達にも厭戦気分が広まり、士気が下がりつつある。

「……まずいな。ヤルダーと王国兵も中々やりおるわ。攻撃が見事に跳ね返されておる。投石器が少ない上に攻城塔が破壊されては、無理にでも城門突破を狙うしかないのだが」

　強引に梯子はしごをかけ内部突入を図った兵士達が、上から熱湯や火油を浴びせられ落下死していく。

　ベフルーズはこのままで本当に良いのか苦悩する。

「閣下。焦りは禁物です。民達のために、短期で落とそうとする意気込みは分かりますが、このままでは兵の損耗が増えるのみ。一旦『見』に回るのも肝要かと」

　参謀の言葉に、ベフルーズは頷き自省する。勝ち戦に慣れ過ぎ過信が生まれていた。──王国軍は弱兵の集まりであると。

　将兵達にもその驕おごりはあったはずだ。一押しすれば容易く落ちるという根拠のない自信。

　一刻も早く王都を解放すべし。その念に取り憑かれてしまっていた。

「……儂としたことが。この歳まで生きてきて何を学んできたのか。参謀、諫言に感謝するぞ。確かに、一度『見』に回るのが得策だ。我々は苦難を乗り越えてここまで来たのだ。今更何を焦る必要があるのか。投石器を嫌と言うほど用意し、攻城塔を並べ、重厚に攻めれば良いだけの話だ」

「はっ、その通りであります。直ちに手配致します。時間はかかりますが確実に攻め落とせるでしょう。敵将ヤルダーがいかに猛将でも兵の補充は出来ません。明日からは、矢を射かける程度の牽制包囲のみに留めましょう。敵に疲弊を強いるのです」

「うむ。早速通達を出すとしよう。こういう時こそ、焦りは禁物だ」

　七倍に当たる兵力で囲みながら、総攻め方針を撤回するというのは、勇気のいる決断である。無能の誹そしりを受けても仕方がない。どの将官が指揮に当たったとしても、力攻めによる攻略を選択したと思われる。

　ここで参謀の諫言を受け入れ、方針を転換する決断が出来るのが、ベフルーズの優れている点であった。

　──解放軍サーイェフ攻城部隊、二週間にわたる攻城の末、攻撃中断。







　一方、キュロス攻城部隊。ディーナーが指揮する解放軍は、この二週間の間一本の矢すら放っていない。

　彼がしたのはただ一つ。キュロス周辺を徹底的に囲うことだ。

　工兵隊だけではなく、警戒を除く全ての兵力を投入し突貫工事を行った。乱杭を立て塹壕を掘り、更に馬防柵を張り巡らせる。

　夜間は篝火を煌々と照らし、敵に夜襲の隙を決して見せない。頻繁に斥候を放ち、敵要塞の監視も抜かりない。

　降伏勧告は攻城前に一度だけ行い、その後は一切の降伏は認めない方針だ。その理由は一つ。

　降伏を受け入れては、城の食料消費量が減ってしまう。無理矢理にでも押し込めておく必要があったのだ。

　ディーナーの攻城方針は単純明快。徹底した兵糧攻めだ。キュロス周辺の物資は予め買い尽くし、要塞を囲った後は敵の脱出を防ぐ。

　密偵の報告によるとキュロスの物資は少ない。新造したばかりのこの要塞には食料の蓄えがなかったのだ。どれほどもたせられるかは、守将の匙加減一つだ。通常ならば二週間で尽きるだろう。

「ディーナー様。包囲は完璧です。最早鼠一匹すら抜け出せません」

「ああ。全てが順調だ。後は時が過ぎるのを待つのみ」

「守将ラルスが慎重な人間で助かりましたね。包囲網構築の間に攻撃を受けるのが一番厄介でしたから」

　ラルスは慎重で安定した戦いが出来る男だが、それは同時に欠点でもある。

　守兵の数に不安があるため、王都の増援が来るまでは出撃を戒めた。万一兵が壊滅したら、要塞は戦わずして落ちてしまうからだ。

　その間に解放軍は包囲を完成。好戦的なバルボラならば、みすみす見逃したりはしなかったであろう。

　打って出ることだけが正しい訳ではないが、結果的に要塞は完全に封鎖されてしまった。

「王国軍はおよそ七千。打って出るには厳しい人数だな。慎重な人間ならば、もう博打を打つようなことはしないだろう」

「これで、いよいよ〝死神〟も終りですね」

「そうだ。地獄のような飢えを味わってもらおう。私の読みではもって一カ月だ。その後が見物だな」

　ディーナーは口元を歪めて笑う。〝死神〟は食い意地が張っているらしい。武勇を振るうには既に手遅れ。この包囲は突破出来ない。

　兵糧攻めという方針を取ったのも全ては〝死神〟のためである。〝死神〟に相応しい処刑方法で始末してやろうと考えたのだ。

「降伏は引き続き認めないおつもりですか？」

「当たり前だ。今更降伏など認めない。餓えて、嘆き苦しみ、心から悔いて死ね。何人の同志があの〝死神〟に殺されたと思っている。要塞から出た者は誰であろうと容赦するな。即座に射殺しろ」

「りょ、了解しました」

　ヴァンダーは内心恐れながら了解する。ディーナーの顔に狂気が浮かんでいたから。戦争は人を狂わせる。

　ヴァンダーは今更ながらそれを実感していた。







「閣下。ご命令通り、食料配給については節約するよう指示を出しました」

　参謀が報告してくる。ラルスは一日二食、更に量を減らして食事を与えるように命令した。

　キュロス要塞が包囲されてから二週間が経過し、守将ラルスの顔にも焦りが浮かんでいた。

　第一軍兵士五千と、シェラ騎兵隊二千で籠るこの要塞。

　新造されたばかりで堅固だが、物資の搬入は完全に遅れていた。完成当時は、こんな場所に物資を送るのならば、前線に回せと言われていた。

　カナンが陥落した今、それが裏目に出た。

　打って出るという選択肢を考えなかった訳ではない。

　だが、敵兵は五万もの大軍。武勇に優れたシェラといえど無事帰還できる保証はない。万が一にも〝死神〟シェラが討ち取られたら、士気は一気に落ちるだろう。

　だからラルスは攻撃を控えた。間違ったとは思っていない。徹底的に守備を固めるのが最善だと今も信じている。

「第一軍の再編も終わる頃だろう。バルボラ閣下は気の短いお方だ。既に出発しているかもしれん」

「はい。それまで持ちこたえれば、敵を蹴散らすことも可能かと。シェラ大佐がいれば何とかなると、兵達も話しております」

「ああ。だが、敵が強襲策に切り替える可能性がない訳ではない。見張りには油断しないよう厳命しておくのだ」

「了解しました」

　ラルスは楼閣の窓から城外を眺める。解放軍の旗がキュロスを包み込むように立ち並んでいる。




　籠城戦では見張り以外に出番のないシェラと騎兵隊。

　無駄に体力を使うことはないとラルスが命じたため、延々と待機を続けるしかなかった。

　シェラは文句なく命令を受け入れ、日課である畑の世話に勤しんでいた。

　それを、籠城戦前に強引に押し入ってきたダラス・マドロス大尉が呆れたように眺めている。

「なぁシェラ大佐さんよ。畑弄いじりは楽しいか？」

「ええ。とても楽しいわ。毎日少しずつ成長していくの。見てて飽きないわ」

　雑草を引き抜きながら、シェラが呟く。カタリナが水をやっている。

「それはウェルスの芋だろう。趣味が悪いぜ。ありゃ不味くて食えたもんじゃないってのに」

　ダラスが吐き捨てる。憎きウェルス産の芋など好んで食べたいとは思わない。食べたことはあるが、案の定不味かった。

　ウェルスの馬鹿共は、あんな不味いものを食ってるから性格が歪んでいるんだと、ダラスは心から思っている。

「違うわよ。ここで育ったんだからキュロスの芋よ。そうね、キュロス芋と名付けましょう」

「そりゃただの屁理屈だ」

「大尉、大佐に向かって些か口が悪いのではないですか？」

　業を煮やしたカタリナが眉を顰めて自重するように促す。軍隊では階級が絶対だ。たとえマドロス家の者でも、見逃すことは出来ない。

「口が悪いのは生まれつきでね。それに俺は押しかけ助っ人だ。今更怖いものなんかない」

「自分から命を捨てに来るなんて、頭が悪いのかしら」

　シェラが悪気なしに呟いた言葉は、ダラスに突き刺さった。頭が良いとは思えない女に、馬鹿呼ばわりされたのだ。

「……義理堅いと言ってくれ。俺はマドロスの借りを返しに来たんだからよ。それに死ぬと決まった訳じゃない。王都から兵が来りゃ、もう一戦出来るぜ」

「……そうね」

　シェラは芋の茎についた虫を引き剝がして、空中に放り投げる。

　体調は戻ってきたが、一日の食事は二回に減り量も少なくなっている。手持ちのお菓子も殆ど食べてしまった。カタリナの飴玉も、もう数えるほどらしい。

　シェラの気分が暗くなる。騎兵隊員の顔色も余り良くない気がする。

「そういや大佐さんよ。騎兵隊の連中が言ってたんだが、飼い葉の残りがもうヤバいらしいぜ」

　ダラスが思い出したように呟くと、カタリナの表情が強張る。

「そうなの、カタリナ？」

「は、はい。多少心許なくなっているのは確かです」

「草は、この要塞には生えていないの？」

「今引っこ抜いた雑草程度しかねぇだろうよ」と、ダラスが散らばった草を指差す。

「どうしたら良いかしらね」

　シェラは考え込む。雑草では馬たちを養えない。かといって出撃は禁じられている。

「……私に、お任せ頂けますか？　最善の方法を取ることが出来ます」

「どうするつもり？」

「私に、全てお任せ下さい」

　言葉を濁しながら一歩も引かないカタリナ。シェラは知らない方が良いのだ。

　ダラスは視線を背けている。

「分かったわ。中尉に全て任せる。馬達をお願いね」

　シェラは微笑むと、手を叩いて埃を落とす。

「はっ、了解しました」




　シェラが士官室へと戻っていくのを見届けた後、ダラスがカタリナに頭を下げる。

「……悪いな、余計なことを言ったみたいだ」

「良いのよ。いずれ、分かることだから」

「それで、どうするつもりだ。逃がすのか？」

「軍馬を敵にくれてやる必要はないわ。わざわざ門を開ける危険を犯す必要もない」

「でも餌はないんだろう。どうすんだよ」

「……貴方は、知らなくて良いことよ」

「お、おい」

　カタリナはダラスを無視して、待機している騎兵隊の下に向かう。彼らに協力してもらわなければならない。

　やるべき作業は単純だ。いまある餌で二週間もたせる程度まで数を減らす。

　籠城開始から既に二週間が経っている。後半月もあれば増援は来るはずだとカタリナは予測している。

　まずは二千頭弱いる軍馬の内、五百程度殺せば良いだろう。それで駄目ならば更に間引く。

　始末した肉は食料として活用する。非情なようだが仕方がない。これは戦争だ。

「…………」

　カタリナは一度立ち止まり、天を仰ぐ。

　死体を操る外道にまで落ちたのだ。今更罵倒されようが構わない。

　だが、シェラに嫌われるのだけは嫌だった。信頼を失うのは怖かった。

　シェラは馬に妙に愛着を寄せている。だから、この案を述べるのが心苦しかった。知らせたくなかった。

　騎兵隊は軍馬をとても大事にする。己の相棒なのだから当たり前だ。カタリナも自分の馬には名前をつけ、愛着を持っている。

　始末するのは、既に弱っている軍馬から。その次は体格順。カタリナの馬も例外ではない。

　眼鏡を外し一度目元を拭った後、カタリナは再び歩き始めた。




　──籠城開始から一カ月が経過した。増援はまだ来ない。
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　攻撃を控えていた解放軍サーイェフ攻城部隊に、待望の増援が到着した。

　周辺都市の協力を得た解放軍は、突貫作業により投石器と攻城塔を大量に完成させたのだ。

　輸送作業にも住民達は全面的に協力し、投石器千台、攻城塔百台と明らかに過剰な数量が配備された。

　指揮官ベフルーズは全軍に再攻撃を指示。

　昼夜を問わず、絶え間なく弓撃と投石攻撃を浴びせ続けた。

　弾薬となる岩には油を染み込ませ、火を付けた後に投石を行っていく。守備側の設備は、為す術なく破壊し尽くされた。

　三日三晩攻めたてた後、解放軍は攻城塔を前進させ、上部からの弓撃を開始。

　城壁の上にいる王国弓兵は身を隠す場所がない。それでも必死に抵抗を続けるが、狙い澄まされた射撃により次々と倒れていく。




　そして、王国軍正門守備隊も窮地に追い込まれていた。

「絶対に突破されるな！　正門を死守せよ！　王都の増援が来るまで何とか耐えろ！」

『応ッ！』

「油を流せ！　焼き尽くせ！」

　正門守備隊が城門を身体で押さえ、頑強に抵抗を続ける。残り少ない体力で耐え続ける。

　解放軍の破城槌が、反動をつけて門に叩きつけられる。その度に門を押さえる兵士達が跳ね飛ばされていく。

　正門の上からは守備兵が大量の油を浴びせ、迫り来る解放軍に火矢を射かける。

　破城槌が勢い良く燃え上がるが、それでも攻撃は続く。後から後から敵はやってくる。

　屍を乗り越えて、解放軍兵士が破城槌へと取り付き、攻撃を続行する。

　──そして。

　炎上する破城槌の強烈な一撃が、サーイェフ要塞の急所を粉砕した。

　覚悟を決めた正門守備隊隊長が、剣を抜いて最後の命令を下す。

「来るぞ！　全員抜剣ッ、王国軍万歳！　ヤルダー閣下万歳！」

『王国軍万歳！　ヤルダー閣下万歳！』

「総員突撃！　私に続けッ！」

　即席で槍衾を組んだ王国兵が、一番乗りを狙う解放軍兵士を串刺しにする。

　その死体を盾にして、解放軍の軍勢は雲うん霞かの如く押し寄せて来た。

　王国兵達は押し潰され、蹂躙され、悲鳴を漏らす間もなく惨殺されていく。

　解放軍兵士は、要塞を侵食するように内部へと攻め入り、次々に守備兵へと群がる。

　そこに正義や大義はなく、殺戮本能を滾らせ、狂気に満ちた〝獣の群れ〟がいるのみだった。

　守備兵達はよく戦った。本当によく戦った。しかし多勢に無勢。数の力で強引に制圧されていく。

　負傷者が収容されている衛生塔は、封鎖後に火がかけられ、中にいた者は一人残らず焼き殺された。

　戦闘員、非戦闘員の区別なく要塞にいる者は皆殺し。解放軍兵士は、息のある者を見つけては喜色を浮かべて止めを刺していった。

　ベフルーズはそんな指示を出してはいない。だが、蓄積した全ての不満、鬱屈、憎悪は王国軍兵士に向けられ、指揮官達はそれを止めることが出来なかった。下手に止めようとすれば逆に殺されかねないほどの勢いだ。手がつけられない。




　サーイェフ要塞の楼閣に籠ったヤルダーは、兜を脱ぎ、静かに呼吸を整えていた。

　顔には幾つもの傷があり、鎧も半壊状態にある。身体を動かすと激痛が走る。骨が折れているのかもしれない。

　髪はほつれて髭は伸び放題、愛剣は刃先が欠け使いものにならなくなっていた。

「……遂に、増援は来なかったか。残念なことだ。バルボラにも事情があったのだろう。一度ゆっくり話してみたい男だったが、その機会はなさそうだな」

　ヤルダーは諦観した様子で苦笑する。外からは激しい剣けん戟げきの音が聞こえる。親衛隊が最後の時間を稼いでくれているのだろう。彼らの忠誠に心から感謝した。

　ヤルダーの背後には、王国軍、第三軍、第四軍の旗が掲げられている。この旗の下戦い続け、そして最期を迎えるのだ。感慨深くそれを見上げる。

「宰相殿は敵に通じているのかもしれません。そうならば増援が来ないのも納得がいきます。バルボラ閣下は殺されたか拘束されているのでしょう」

　作業で乱れた軍服を整えながら、シダモが呟く。文官の彼も死力を尽くして最後まで戦った。そして、最後の準備に取りかかっているのだ。

「文官の最高位にある宰相まで王国を見捨てるのか。ならば、もう仕方がないのかもしれんな」

「…………」

「シダモよ。今からでも遅くはない。お前にはやるべきことがあっただろう。私に付き合う必要はない。また変装して逃げれば良い」

　ヤルダーがもう何度目か分からない説得をする。シダモには没落したアートの家を復興させるという悲願があった。それを知っているヤルダーはさっさと逃げろと思いやる。ここまで付き合ってもらえば、もう十分だった。

「お言葉ですが、閣下一人でコレを起動させることは出来ません。魔力が必要なのですから」

「お前にはあるのか？」

　初耳と言わんばかりの表情で問いかけるヤルダー。

「コレを起動させる程度にはあります」

　魔力の器がありながら、魔術師としての才には恵まれなかった。故にシダモは必死に努力し、己の知力で参謀にまで上り詰めた。

「……もう時間がない。逃げろシダモ。生きて己の本懐を遂げろ」

「お断り致します。私にも意地があります。主を敗死させておいて、おめおめと生き残ることなどできません。これ以上の話はお互いに時間の無駄です」

「全く、本当に頑固な男だ。……まぁ、お前らしいかもしれん。ならばもう良い。好きにせよ」

「はい。言われなくてもそのつもりです」

　口元を歪めるシダモ。ヤルダーもつられて笑う。

「心残りは、シェラ大佐との約束が守れないことか。実に残念だ。うん、残念だな」

「はい、シェラもさぞかし残念がるでしょうな」

「うむ、いずれ、詫びることにしよう。許してくれると良いが」

「美味い物を渡せば問題ないでしょう。シェラはそういう人間です」

「そうだな。その時こそ、約束を──」

　楼閣の外から割れんばかりの歓声が響いてくる。時間を稼いでいた親衛隊が全滅したようだ。

　楼閣の扉が破られ、解放軍が内部に乗り込んで来ている。この城主の間まで押し寄せるのも時間の問題だろう。

　ヤルダーが頷くとシダモが物陰に隠れ、〝コレ〟の傍で準備する。ヤルダーの合図で起動させるのだ。

　多数の軍靴の音が押し寄せたかと思うと、両開きの扉が勢い良く蹴破られた。

「王国軍守将、ヤルダーと見受ける！　その首頂戴する！」

　解放軍の兵士達が穂先を向けてヤルダーを取り囲み、嘲り始める。

「お前ら王国はもうお終いだ！　今までの報いを受けろ！」

「哀れなもんだぜ！　大将閣下ともあろう高貴なお方が、ただの雑兵に討ち取られるんだ！」

「黙れッ！　腐ってもこのヤルダー、貴様達に渡す首などないわッ！」

　嘲笑する解放軍兵士を睨みつけ、ヤルダーは予備の剣を抜き放つ。

　ヤルダーの気迫に一瞬言葉を失った兵士達だが、顔を赤らめて激昂する。

「ま、負け犬の癖に偉そうに！　ぶっ殺してやる！」

「大将首だ！　褒美は望むがままだぞ！」

「へへっ、誰にも渡さねぇ！」

　槍を突き出しながらヤルダーに襲いかかる解放軍兵士達。

　雑兵を数名斬り払ったところで、ヤルダーの腹部に何本もの槍が突き立つ。穂先を薙ぎ払い後ろによろめく。敵兵は死体を乗り越えて距離を狭めてくる。

　先頭の男の頭を叩き割った後、ヤルダーはいよいよ覚悟を決める。

　ヤルダーは血を吐き出しながら腹の底から咆哮した。

　雑兵に渡す首などありはしない。

「──ユーズ王国、万歳ッ！」

　自らの喉を剣で掻き切るヤルダー。力を失い、膝から崩れ落ちていく。

「手こずらせやがって！」

「糞ったれ！　切り刻んでやる！」

　屍を漁らんと歯をむき出しにして嗤う兵士達。我先にとヤルダーの亡骸へ殺到し始める。

　シダモは、主の最期を見届けた後、解放軍から奪取した魔道地雷の起爆呪文を詠唱する。先の会戦で不発だった牛車から回収し、サーイェフ要塞に運び込んでおいたのだ。

　魔道地雷は城主の間の四隅に設置されている。興奮する解放軍兵士達は気付いていないが、火薬や油が大量にばら撒かれている。

　最後の句の詠唱に入った時、シダモの脳裏に亡き兄と愚かな姉の姿が浮かぶ。

　何故かシェラの憎らしげな顔まで浮かんでしまった。最後がよりによって〝死神〟かと思わず苦笑する。

　だが、あれの生き方は嫌いではなかった。自由奔放、気き侭ままに生きるその姿。

　これは羨望だろうか。──よく分からなかった。

（幸い、これからは時間がある。〝死神〟を見習って気侭に考えることにしよう。……兄上今逝く。さらばだ姉上）




　シダモが呪文詠唱を終えたそのとき、魔道地雷から凄まじい閃光が迸った。

　舞い上がる爆風はその場にいる者を焼き尽くし、肉片すら残さず吹き飛ばした。炎は油に引火し、火薬がその勢いを増し、楼閣全体を巻き込んで爆散した。

　魔道地雷により始まったヤルダーの苦闘の日々は、魔道地雷によって終りを迎えることになる。

　ここにサーイェフ要塞は陥落し、王国軍第三軍、第四軍の残存兵力は完全に壊滅。ヤルダー、シダモ以下、守備隊一万人はその全てが戦死した。

　後には、勝利した解放軍兵士達の絶叫と歓喜の声が響いた。

　しかし、勝利を手にしたベフルーズの顔は険しかった。

（……我々は、民の怒りを利用して、走り続けたに過ぎないのではないか。この怒りの刃が、いつの日か我らに向けられないという保証はない）

　ベフルーズは目を瞑り暗い思考を振り払う。我々は正しい。王国は確かに圧政を敷いていた。民を解放した我々には大義がある。

　──そう、だから我々は正しいのだ。同じ過ちを繰り返さなければ良いだけだ。歴史から人は学ぶ。正しき道を歩めば良いのだ。

　勝利を祝う参謀と共に、ベフルーズは要塞内部へと入っていく。

　王国兵の死体──焼け焦げた死体、投石に潰された死体、四肢を引き千切られた死体が散乱している。

　老将ベフルーズは、大義の下に築かれたこの世の地獄を歩き続けた。







　サーイェフ要塞から黒煙が上がるのを遠眼鏡で確認すると、キュロス要塞を取り囲む解放軍将兵が歓声を轟かせる。

　喜びと共に、要塞内部に絶望を味わわせるために。──次はお前達の番である、と。

　包囲開始から既に一カ月と半月が経っている。王国軍の兵糧はもう尽きていてもおかしくはない。元々二週間程度の量しかなかったのだから。

　ディーナーが遠眼鏡で、城壁の上に立つ王国軍兵士を観察する。頰はこけ、顔色が酷く悪い。身体がふらついており、立つことすらままならなくなっている。

　だが、まだ生きている。まだ攻めるには早い。力攻めすれば落とせるとしても、それでは手ぬるい。

〝死神〟には嫌と言うほどの飢餓を味わってもらわなければならないのだ。気が狂うまで苦しめた上で、殺す。

　遠眼鏡を下ろしたディーナーは、傍で控えているヴァンダーに命じる。

「殺せ。降伏は認めないと言ったはずだ」

「よろしいのですか？　白旗を持っていますが」

「構わん。兵士達には偽装降伏の恐れがあると伝えておけ。〝死神〟はその手段で帝国軍を内から食い破ったのだ。同じ轍を踏む訳にはいかんだろう」

「……了解しました。伝令、あの敵兵を射殺せよと伝えろ！」

「はっ！」

　本営から伝令の騎兵が去っていく。数分後、白旗を持った王国軍兵士は矢を浴びせられた。

　何なん人びとたりともキュロス要塞から脱出することは許されない。ディーナーは薄ら笑いを浮かべながら、天幕へと引き返していく。







　──キュロス要塞。

　黒煙を確認しサーイェフ陥落を知ったラルスは、最早これまでと降伏を決断した。己の意地に、兵達を巻き込む訳にはいかなかった。

　だが、降伏の使者は敵陣に辿りつく前に射殺されてしまった。どうやら敵は、この要塞に籠る人間を皆殺しにしたいらしい。

　ラルスは憔悴しながら今後の方策を練る。

　増援は未だ来ない。恐らくどれほど粘っても来ることはないだろう。バルボラが未だ司令官ならば、とうの昔に到着しているはず。それが来ないということは、王都で何かあったのだ。バルボラが更迭された可能性は高い。

　宰相に何の考えがあるかは知らないが、今分かるのは、この要塞は見殺しにされたという事実だけ。ならば、このままここに籠ることには何の意味もない。体力が消耗するだけである。

　しかし打って出るには遅すぎた。敵の備えは完璧。城門を開け放ち、果敢に突撃したとしても死ぬだけだ。

　ラルスに残された選択肢は二つ。降伏という選択肢は最早ない。

　この要塞に籠り最後まで粘って餓死するか、敵包囲に切り込み全員名誉の死を遂げるか。

　ラルスは机を叩きつける。最初から見捨てられると分かっていたならば、他にいくらでもやりようはあった。

　キュロス要塞を囮にし兵を潜ませての遊撃戦、シェラ隊の機動力を生かした機動遊撃。兵站妨害により解放軍の進撃を遅らせることも可能だった。

　それがわざわざ死地に入り、兵糧の残量に脅える日々を過ごさねばならないとは。

　自らの慎重さと消極性を、ラルスは悔やむ。残された時間は少ない。それでも最後の決断までには、もうしばらくの時間が必要だった。







　シェラは朦朧としながら、騎兵隊数名と共に畑の前に座り込んでいた。

　時折意識を失いそうになるシェラの背中を、騎兵隊が支えている。

　人間は水だけを飲んで過ごした場合、餓死までに大体二、三カ月の猶予がある。

　食欲が旺盛なシェラは、他の兵よりも衰弱の度合いが酷く、見るからに危険な状態だ。頰がこけ満足に動くことが難しくなってきている。

　だがまだ戦うことは出来る。シェラは隣においた鎌を握り締める。

　食事は一日一食まで減らされ、籠城開始から一カ月半が経った今では、その食事も惨憺たる有様だった。

　シェラの隣にある皿。小石程度の大きさに千切られたパンが、ちょこんと載っかっている。

　器には大量の液体が注ぎ込まれている。具のないスープ。水のように薄いスープではなく、水である。

　正確には、少量の塩で味付けされた水。調理人の苦悩の嘆きが聞こえてきそうであった。

　震える手で、シェラはそのパン屑を摘む。そっと口に運び、時間をかけて、咀嚼を繰り返す。

　味がなくなり、嚙むことが出来なくなったところで、喉を鳴らして飲み込んだ。

「美味しい、わね」

　少しだけ頰が緩むシェラ。騎兵隊員達がもう見ていられないと口を出す。

「大佐、宜しければ、我々のを──」

「いらない」

　差し出されたパンを、力強く押し返す。仲間の食料を取り上げるのは嫌だった。塩水で口を濯すすぎ、ペッと吐き出す。
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　これは食べ物じゃない。ただの水だ。シェラは疲れた様子で騎兵隊員に寄りかかる。

「大佐、お願いですから食べて下さい。大佐は我々よりも栄養を必要としているのです。ですから」

「嫌よ」

「大佐！」

「いらない。死んでも嫌。絶対に食べない」

　シェラは部下達からの申し出を強硬に断る。割り当てられただけの食事しか取らない。

　上級士官であるシェラには、下士官よりも多く配給されるのだが、騎兵隊員と同じ分量しか食べていない。

　自分だけ多く食べるなんて出来ない。ましてや少ない食料を分捕る真似など出来る訳がない。

　それだけは出来ない。反乱軍と同じことだけは。あいつらは、民のために戦うと言いながら、自分達から奪っていった屑共だ。

「……早く、食べられるように、なるといいわね」

　目の前にある作物はまだ実を成さない。いつになったら実が成るのだろう。

　騎兵隊員に支えられながら、シェラはひたすら眺めていた。

　──その光景に、カタリナは決断する。




　その日の夜、見張りを除いた兵が寝静まるのを待ち、カタリナは要塞の外に出ようとしていた。

　城壁の上から魔術を用いて飛び降り、不慣れな隠蔽術を使って敵陣に潜り込むために。

　狙いは輜重隊。反乱軍から奪い取った食料ならばシェラは食べるはずだ。

　このままだとシェラは栄養失調で死ぬ。

　殺した軍馬の肉を食事として出しても、自分は食べないと言うだろう。

〝死神〟が餓えで死ぬなど笑えない。そんな死に様を見るためにカタリナはシェラの側にいるのではない。

　カタリナが装備を整え、城壁から周囲の様子を窺っていると、

「よう、こんな夜更けに誰かと逢引か？　それとも星の観測か？」

　野太い男の声がした。カタリナが睨みつけると、男は手を振って挨拶してくる。マドロスからやってきた馬鹿な男、ダラス・マドロスだった。

「……私の勝手でしょう。放っておいて」

「軍隊じゃ階級が全てじゃなかったのか？」

「貴方は、自分でそれを否定したんじゃない。だから私もそうさせてもらうわ」

「へいへい。全く、気の強い女だぜ」

　酒瓶を取り出して口に含むダラス。中身は当然水である。

「何か用なの？」

　カタリナが警戒しながら、眼鏡に触る。

「ん、いや、怪しい人影が見えたから何かと思ってよ。ただそれだけだ。お前が何をしようと止めたりしねぇよ。俺もそうやってここに来たんだからな」

「そう。それじゃあ、私は行くわ」

「ま、気をつけろよ。運が悪くてもそのうち会えるぜ。早いか遅いかの差だ。そん時は大佐に上手く言っておいてやるから心配すんな」

　止めても無駄だと分かっているダラスは、肩を竦めて立ち去ろうとする。カタリナはその背に声をかけた。

「もし、もしも私が戻らなかったら、大佐を宜しく。副官がいないと、やはり様にならないでしょう」

「おいおい、勘弁してくれ。俺は大佐に首をちょん切られそうになった男だぞ。冗談じゃないぜ」

　首に手を当てるダラスを見て、カタリナは思わず噴き出した。

「それじゃあ良いわ。やっぱり私じゃないと務まらないわね」

「そういうこった。んじゃ、気をつけてな。それとそのピンクのリボン、似合ってないぜ」

　カタリナのリボンを一瞥し、ダラスが手を上げて立ち去っていく。

「……余計なお世話よ」

　カタリナは杖を取り出し、魔力を籠める。

　下りる時は脚力を強化し、帰りは縄梯子で戻るつもりだ。最低限の魔力は残さなければならない。どう考えても厳しいが、やるしかない。

（……こんなことなら、死霊術だけじゃなく、他の魔術も学んでおくべきだったわね）

　息を吸い込み目を見開くと、カタリナはキュロス要塞を出撃した。




　──カタリナ・ヌベス中尉はこの夜から消息を絶ち、生きてキュロス要塞に戻ることは二度となかった。
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　カタリナ戦死の報を受けたシェラ。土気色の顔を歪めて、激しく嘔吐する。

　跪き、血の混じった吐と瀉しや物を地面へと撒き散らす。最早胃液しか出ない。

　戦死の報告をしたダラスが、その小さな背中を撫でていた。

「お、おい。大丈夫かよ」

「ええ。ちょっと気分が悪くなっただけ。直ぐに治るわ」

「……悪いな、無理矢理にでも止めるべきだった。すまねぇ」

「良いのよ。カタリナにはカタリナの考えがあった。ただそれだけよ」

「で、でもよ」

「またいつか会えるわ。私達騎兵隊は、常に一緒だから」

　引き止めようとするダラスの手を払い、シェラは自分の部屋へと戻ろうとする。

　騎兵隊員が身体を支え、ゆっくりと歩を進めていく。一人で歩くのもままならない状況。それでも背中の大鎌を外そうとはしない。

　これがなければ戦えない。

　部屋に入ったシェラは窓際に寄りかかり、そのまま床へと座り込んだ。

　そして目をゆっくり瞑る。疲れた。お腹は減っているが、食欲が湧かない。矛盾しているが、今は何も食べたくない。

　目の前にご馳走があっても、胃が受けつけない気がする。

「……なんだか、いつかの村を、思い出すわね。あそこは、嫌い」

　シェラが目を開くと、世界が滲んで見える。

　殺風景な士官室、一瞬だけ燃え盛る村の光景がフラッシュバックする。

　衰弱するシェラをじっと観察する、襤褸ぼろを纏った黒い影。離れた場所からシェラを覗き込む。その機会を狙っている。

　──まだ早い。







　サーイェフ要塞陥落から一週間後。籠城開始から二カ月が経とうかというとき、キュロス守将のラルスは断腸の思いで決断した。




　──ラルスよりキュロス全守備兵に通達。

　夜明けと共に全兵力で要塞を出撃。敵本陣に切り込み賊将の首を上げる。

　但し、強制ではない。命令に不服な者は、要塞に残ることを許可する。

　この日まで共に戦えたことを誇りに思う。諸君の忠勤と敢闘に心より感謝する。




　餓死という地獄を兵に与える訳にはいかない。

　ならば敵陣に突入し、武人としての最期を迎える方が潔い。他に道はない。

　要塞に残った者をどうするかは解放軍の将次第だが、一人残らず殺されるだろうと予測していた。情けのある相手ならば、先の降伏は受け入れられたはずだ。

「……まさか、私が突撃して玉砕などという手段を取るとは。このような最期はバルボラ閣下の方が相応しかろうに。私では分不相応だ」




　シェラは騎兵隊の兵士を集め、最後の晩餐を共にしていた。

　他の部隊でも同じように食事を取っているようで、悲痛な顔をしている兵士が多いが、シェラ隊は違う。

　食事は楽しく取らなければ意味がない。一人では味気なくても、仲間と一緒ならばいつもより美味しくなる。

　今日の豪華な献立は次の通りだ。

　どんな者でも頰が落ちると評判のパン。あまりに貴重なため、一欠片ほどしか用意出来なかったらしい。

　そして透明に澄み切るまで濾こされたスープ。隠し味としてほんの一匙ほど塩が振られているようだ。

「調理人の工夫が窺える」とシェラが真面目な顔で呟くと、騎兵隊員達がどっと笑った。だからシェラもつられて笑った。ダラスも苦笑している。

　キュロス要塞に来てから、最も楽しく、最高に美味しい晩ご飯だった。一生忘れることはないだろう。

　シェラは何だか身体が軽くなった気がした。今はとても気分が良い。

　黒い不吉な影が離れていく。




　キュロス守備隊の内、五千名が突撃参加を志願した。

　残りは要塞で最期を迎えることを選んだ者、身動きが取れない者、降伏に一縷の望みをかけた者達だ。

　シェラ隊は二千人の内、千が騎馬、馬を失った九百が徒歩で随伴。残りの百が留守役を願い出た。

　彼らは先の会戦で重傷を負い、いまだ癒えていない者達。突撃に参加するのは不可能だった。

「貴方達を置いては行けないわ。どうせなら、この家で最後まで一緒に戦いましょう」

　黒鎧を装備したシェラが、騎兵に肩を支えられながら言うと、留守を志願した兵士が笑いながら首を横に振る。

「お気持ちはとても嬉しいですが、お断りします。シダモ参謀からも言われていたでしょう。『騎兵は外で死ね』と。約束は守らなければいけません。そうでしょう、大佐」

　留守を志願した他の兵達も、その通りです、と口を揃える。

　彼らとて本当は上官と共に最後まで戦いたい。だが、馬を失い、満足に行軍できない有様では足手まといに過ぎない。

　それならばと、別の任務に就くことを選んだのだ。

「…………」

「なに、心配いりませんよ。シェラ大佐の騎兵隊は無敵ですから。決して敗北はありません。いつか、迎えに来てくれるのを待っていますよ」

「それに、大佐と一緒に植えた芋の面倒を見なければいけませんから」

「実が成る頃には、きっと戦いも終わっています。そのときには、腕によりをかけて美味いシチューを作りますから。楽しみにしていてください」

「……分かったわ。必ず迎えに来るから。そのときは、美味しいご馳走を食べましょう。約束よ」

　シェラが微笑みかけると、兵士達は強く頷いた。

「シェラ大佐に敬礼！」

「ご武運をお祈りしております！」

「貴方達も。元気で。また必ず会いましょう」

「はっ！」

　要塞に残る百名は、城門ではなくこの愛着ある畑を守備することに決めた。寡兵で門を守ったところで最早どうにもならない。

　ならば、思い出の場所で戦いたい。死に場所を選ぶ自由ぐらいはある。

　王国ではなくシェラのために。残った騎兵隊員に共通した思いだった。




　夜の闇を侵食するように、空が白み始めてくる。

　正門に集合した兵士達に向け、ラルスは声を張り上げて顔を歪めながら告げる。

　突撃して死ね、という命令を出さなければならない苦痛。それを押し隠しながら。

「諸君、今までついて来てくれたことを心より感謝する！　我らキュロス守備隊の意地、反乱軍に見せてやろう！　王国軍精兵の武を思い知らせてやろう！　必ず、敵将の首を上げて見せようッ！」

『応ッ！』

「よし、城門開けっ！　〝死神〟の露払いだ！　シェラ大佐を敵本陣に送り届けろ！」

『王国軍万歳！　第一軍万歳！』

「突撃開始っ！　進めっ！　進めっ！」

『うおおおおおおおおおおッ！』

　跳ね橋が下ろされ、城門が開かれていく。

　ラルスが先頭を切って駆け始め、その後に兵士達が続いていく。

　作戦は単純明快。ラルスと歩兵部隊が周囲の柵、杭、堀を突破した後、死ぬまで敵の増援を押し留める。その屍を乗り越えてシェラ隊が本陣に切り込むというもの。

　──生還は期せず。

　シェラ隊の騎兵達も各々が槍を掲げ、突撃準備に入る。

　シェラは彼らの顔を見渡して、一度だけ頷いた。

「反乱軍の屑共を思う存分殺しましょう。最後の力が尽きるまで私は戦い抜く。だから、私について来て欲しい。今まで、本当にありがとう。皆とご飯を食べることが出来て、本当に楽しかった。ありがとう」

「大佐とご一緒できて光栄でした！」

「大佐、ありがとうございました！」

『シェラ様万歳！』

『シェラ大佐万歳！』

「それじゃあ、行きましょうか。……隊旗を掲げろッ。シェラ騎兵隊突撃開始！　皆殺しにしろッ！」

「突撃開始だ！　大佐に続け！」

　シェラが力を振り絞って馬を駆る。ダラスが怒鳴り、騎兵達が後に続いて馬蹄を響かせる。

　黒い旗、白い凶鳥が城門を抜け、野に飛び出していく。解放軍に死を振りまくために。一人でも多く道連れにするために。

　──キュロス守備隊、シェラ騎兵隊突撃開始。







　王国軍の強襲を察知したディーナーは、本陣前に兵を集中、築き上げた防護柵を利用して壊滅させろと命令する。

　突破させることなく、全員皆殺しにする。一人も逃がさない。

「敵は既に弱りきっている。落ち着いて矢を射かけろ。狙い撃ちにして、全員殺せ」

「ディーナー様、準備完了です」

「宜しい、キュロス攻略を開始せよ。捕虜は必要ない。皆殺しにしろ」

「はっ！」

　伝令が駆けていく。守備隊主力が出撃した現在、キュロス要塞は空に近い。三方向から攻め立て、直ちに陥落させる。

　今回の兵糧攻めは、兵の損耗を限りなく抑えることが出来た。完璧な攻城戦だった。

　敵の無謀な突撃をいなすなど容易い。こちらには構築した堅固な防御線があるのだ。

〝死神〟の騎兵はここまで辿りつけない。奴らに待つのは惨めな死のみ。

（まぁ要塞に籠っていても、地獄の飢えで死に行くのみだったがな。苦痛から解放してやる我らは、救世主に違いない。ククッ、死神を助ける救世主とはな）

　心底愉快そうに笑い声を上げると、ディーナーは遠眼鏡を取り出す。王国軍の愚か者達の死。最高の喜劇になりそうだった。




　シェラ達が出撃した後、キュロス要塞には蟻の如く解放軍が押し寄せてきた。

　ここで最期を迎えると覚悟していた者達が必死に城門を守備するが、難なく突破されてしまう。

　最早、破城槌など必要なかった。門に取り付き、鉄槌で強引に破壊した。

　弱っている王国兵は、鋭気十分の解放軍に蹂躙され、容赦なく殺されていった。

　攻め立てる解放軍兵士にとって、勲功を挙げる残り少ない好機。武勲を打ち立てるためにも徹底的に殺戮しなければならない。

　ここは戦場ではなく、ただの狩場なのだから。降伏は認めない。獲物の命乞いを聞く必要などない。

　剣を捨てひれ伏す兵士達を蹴りつけ、槍で貫いていく。剣で何度も突き刺し首を刈り取る。負傷者も同様だ。王国兵の捕虜は不要。ディーナーの指示に従い、一人残らず討ち果たしていく。

　そんな中、最後まで果敢に戦う王国兵の一団がいた。

　蜘蛛の子を散らすように逃げ惑う王国兵とは異なり、要塞中庭で百名ほどが方陣を組み、敢然と抵抗を続けている。

　彼らの前には解放軍兵士の死体が散乱し、今まさに討ち取ったばかりの肉体から槍を引き抜き、獰猛な笑みを浮かべる。

「ハハハ、歯応えがないな。数だけは立派だが、所詮は屑の寄せ集め」

「大佐がいれば、一分も経たずに皆殺しだったな」

「我らだけでも十分だ」

「道連れは多い方が良い。一人でも多く殺すとしよう」

　シェラ騎兵隊だった彼らは、畑を取り囲むように方陣を組み、中央に軍旗を立てている。

　それを包囲する解放軍兵士達は、逡巡して手が出せない。

　あの旗は〝死神〟の紋章。討ち取れば手柄になる。だが、勝ち戦で死にたくはない。功に逸はやり、勢いで斬りかかった者は既に肉塊へと姿を変えている。

　要塞の大部分が制圧されても、この中庭だけは頑強に抵抗を続けた。傷を負い、数を減らしても、決して畑には近づけさせない。

　死を覚悟した彼らには恐れる者などない。

　業を煮やした解放軍将官が、弩兵を引き連れて現れる。まさか、制圧戦で用いるとは思わず、準備に手間取ったのだ。

　相手にまともな戦力は残っていないのに、圧倒的な数の兵をもってしても蹂躙出来ないとは、良い恥さらしである。

「王国兵にしてはよく戦ったな。褒めてやろう。だが、これまでだ。──弩兵、構えろ」

　将官の命令により、弩兵が三列陣を組み、狙いを定める。

　騎兵達は、槍を構えてその時に備える。

『シェラ大佐万歳、大佐に勝利を！』

　騎兵達が斉唱すると同時に、将官の剣が振り下ろされる。

　弩兵は引き金を引き発射した。更に二射、三射。第一列の弩兵が矢を装塡する。

　シェラ騎兵隊は無言で崩れ落ちる。槍を地面に突き刺し、倒れないように堪える者もいる。

「こいつらは最後の最後まで向かってくるぞ。徹底的に撃て。遠慮はいらん」

　ディーナーやフィンから、騎兵隊の忌まわしさを聞いていた将官は決して近づくことはない。距離を保って攻撃を継続する。

　騎兵隊員の身体を、訓練用の案山子かかしを射るように、嘲り笑いながら矢を放つ弩兵達。数百本の矢を撃ち終わった時、生きている者は一人もいなかった。

　死体は針鼠のように滑稽な姿だった。

「馬鹿共が余計な手間をかけさせおって。それにしても、何なのだここは」

　騎兵隊の屍を忌まわしそうに眺めながら、将官が呟く。

　兵の一人が、立て看板を発見し、声を上げる。

「閣下！　この妙な畑はどうやら〝死神〟のものらしいですよ。署名入りで、荒らすなと書いてあります！」

「馬鹿馬鹿しい。畑を守るためにこの場で粘っていたというのか。一体何を考えているやら。狂人の行いは理解に苦しむわ」

　将官が不機嫌そうに吐き捨てる。

「何がシェラ大佐のためだ。頭がおかしいんじゃねぇのか？」

「こりゃウェルス芋か？　芋のために死んだのかこいつらは」

　兵の一人が、畑に埋まっている作物を、汚けがらわしい物にでも触るように引き抜く。そして勢いをつけて踏み潰した。

「まぁ良い。そんなに大事ならば、一緒に葬ってやれ。忌まわしい〝死神〟の兵だ、万が一蘇りでもしたら困るからな」

「了解しました！」

「へへっ、全部燃やしてやるぜ！　おら、邪魔だ！」

　解放軍兵士達が、騎兵の屍を蹴り上げながら、一カ所に纏めていく。

　シェラが懇切丁寧に育て上げたウェルス芋の畑が、無残に荒らされていく。

　剣で弄ぶように切り裂かれ、槍で悉く掘り返され、軍靴で何度も何度も実が踏み潰される。

　死体の上からは油が撒かれ、作物の残骸と共に火がかけられた。

「よし、要塞に旗を掲げに行くぞ。軍師殿に勝利を知らせねばならん」

「了解しました！」

「やれやれ、これでようやく王都か。長かったな」

　歩兵達が将官に従い、楼閣へと向かっていく。

　後には、燃え盛る死体の山と、荒廃した畑の焼け跡が残された。







　解放軍本営。ディーナーは目の前に広がる戦況に目を疑っていた。

　構築した防御線で敵を足止めさせ、待ち構える弓兵で悉く壊滅させる。単純明快な戦法だった。

　だが、目の前に広がる光景はどうだ。全く理解出来ない。

「な、何故だ。何故止められないッ！」

　王国軍は、屍で塹壕を埋め立て、矢を受けながらも柵を破壊し杭を除去していく。

　その間にも兵は百人単位で殺しているというのに。

　敵将ラルスは既に討ち取ったと報告が入っている。戦意を失わなければおかしいではないか。

「ディーナー様。敵は死兵です。逃げ道のない彼らは戦うしかないのです」

「黙れッ！　更に兵を前面に出せ！　決して近寄らせるな！」

「りょ、了解しました！」

　包囲を構築し、逃げ道を塞いだのはディーナーだ。彼らの降伏を認めず、全員圧殺しようとしたのも自分である。

　敵の残存歩兵が、味方の先陣と激突した。その後方からは、黒旗を掲げる騎兵が砂塵を上げている。

　勝利ではなく、怨敵を苦しめて殺すことを優先したために、解放軍同志達の血が無駄に流れる。

　ディーナーは後悔するが、遅い。

　死兵達は、犠牲を出しながらこの本陣目がけて突き進んで来る。

　解放軍も包み込むように攻撃を仕掛けるが、敵兵の勢いは止まらない。

「く、糞ッ！　このままではッ」

「ディーナー様、獅子騎兵隊です！　フィン大佐が来てくれました！」

「な、何！」

　ディーナーが陣を引き払うべきかどうか思案し始めた時、獅子の旗を掲げる騎兵達が死兵の群れを薙ぎ払っていく。

　虚を突かれた王国軍の歩兵達は、足を止められてしまう。

　ひたすら前進することで勢いを保っていた兵士達だ。一旦止まると脆い。

「この機を逃すな！　フィン隊と連携し一斉に押し潰せッ！」

　ディーナーはいきりたって檄を飛ばした。




　槍を豪快に振るい、機動力を活かして王国軍を打ち崩していくフィンと獅子騎兵。

　敵の士気は確かに高いが動きがひどく鈍い。騎兵の俊敏な動きについて来れないようだ。

　兵糧攻めは、彼らの体力を確かに奪っていた。フィンは王国兵の首を断ち切る。

「大佐！　正面より〝死神〟ですっ。〝死神〟の騎兵が突貫してきます！」

　副官のミラが剣を振るいながら叫ぶ。王国軍歩兵が切り開いた道を辿り、〝死神〟の騎兵が一直線に駆け下りてくる。

　先頭はシェラ。大量の返り血を浴びている。肩で息をしながら馬を駆っている。

「やはり、最後は〝死神〟ですか。彼らは兵糧攻めで相当弱っているはず。今度こそ負けませんよ」

「大佐！」

「何、一騎打ちではありません。これは殺し合いです。遠慮なく行きましょう」

「はっ！」

「行くぞ！　〝死神〟を討ち取り名を上げろ！　獅子騎兵の強さを思い知らせてやれ！」

　フィンが号令すると、騎兵達が応じて突撃を開始する。

　フィンの名声は既に確固たるものだが、ここでシェラを討ち取ればそれも極まるといって良い。

　目の前にぶら下がっている名声、栄光。それを見逃す手はなかった。

　王国軍の歩兵は、ついに気力と体力が尽きたらしく勢いが弱まっている。

　後は各個孤立させ確実に撃破すれば良い。敵の十倍の兵力で包囲しているのだ。最初から負けはなかった。

　獅子騎兵が死神騎兵と交錯する。

　フィンはシェラに狙いを定め、槍を握る力を強める。すれ違い様の一撃。そこで決めるつもりだった。

　シェラは大鎌を両手で持ち横手に構えている。その刃は血塗られており幾人もの魂を刈り取っている。

「〝死神〟シェラ！　その首もらった！」

「…………」

　突如として、シェラが大鎌を前方高く放り投げた。咄嗟にそちらに目をやった瞬間、フィンの両肩に鋭利な小鎌が突き刺さった。

　シェラが腰から、二本の小鎌を投げ飛ばしたのだ。

「──な、なに」

「お前と遊んでる暇はないの。狙うのは総大将の首だけよ」

　激痛で崩れ落ちるフィンに見向きもせず、シェラと騎兵隊千騎は走り抜けていく。

　落馬したフィンに馬群から汚泥がかけられていく。泥に塗れてのたうちまわり、悲鳴を上げた。

　気付いたミラが駆け寄るまで、延々と激痛に苦しむこととなった。




　放った大鎌を摑み取り、シェラは再び手綱を握る。

　フィンの獅子騎兵を突破したシェラは、防御柵を破壊しながら敵大将旗の上がっている本陣目指して駆け抜ける。

　追いすがる敵を食い止めるべく、騎兵隊員は独自の判断で足止めに回っていく。

　シェラはただ前へ、前へと進む。付き従うのは、ダラスほか二百騎余り。残りは死兵となって敵の包囲を蹴散らしている。

「──ハアッ、ハアッ」

「もうすぐだ大佐！　あれが糞野郎ディーナーの旗印だ！」

「アルツーラじゃないのが、残念ね」

「贅沢言うもんじゃないぜ！　ここまで来れただけでも奇跡みてぇなもんだ！」

「奇跡なんかないわよ。あるのは憎悪と執念だけ」

　歯を食いしばりながら鎌を振るう。もうすぐ動けなくなる。残り時間は少ない。

　降り注ぐ矢を払い落とし、シェラは突き進む。

　前方に、鋭い顔を歪ませた比較的若い男の姿が目に入る。他の兵と違い、整った軍服を着ている。

　男は唇を血が流れ出るほど嚙み締めている。相当激怒しているらしい。

　小鎌を投擲してやろうと思ったが、それはさっきの獅子野郎に使ってしまった。やはりこの大鎌で脳天を抉ってやるのが良いだろう。シェラは鎌を振りかぶる。

　──後一撃だ。後一撃はもつ。最後の獲物はあの糞野郎だ。必ず殺す。

　後方の騎兵達も数を減らしながら、続いてくる。

　あともうすぐ。もうすぐだ。

　怨敵の首まで、後もう少しというところで。




「弩兵、放てッ！」

　聞き覚えのある声が叫んだと同時に、シェラの身体を数本の矢が貫いた。

　衝撃でシェラは馬から振り落とされそうになる。手綱を引っ張って耐える。

　歪む視界で、声の主を確認すると裏切り者のヴァンダーだった。土嚢の陰に弓兵を潜ませていたのだろう。

　その懐かしい顔を見て、シェラは思わず笑ってしまった。

　ああ、ベルタ城が懐かしい。カタリナ、シダモ、ヤルダー。面白い人間が一杯いた。ダーヴィト、コンラート、ダラス。妙な人間も一杯いた。ディーナー、ヴァンダー、オクタビオ。不愉快な人間も沢山いた。

　本当に、色々あった。この一年間、本当に色々あった。

　そしてとても疲れた。

　口から夥しい血を流し、シェラは馬にもたれかかる。それでも大鎌は手放さなかった。




「〝死神〟をやったぞ！　奴の首を取れ！」

　ヴァンダーのかけ声と共に、歩兵が殺到してくる。援護するように更に矢が放たれる。

　シェラを庇うように、騎兵達が前に立ち両手を広げて死んでいく。

　ダラスが崩れ落ちたシェラの馬の手綱を取り、強引に引き寄せる。

「大丈夫か！　おいッ！」

「……これで、終りかしら」

「馬鹿が！　まだだッ！　まだディーナーの首を取ってねぇぞ！」

「でも、ちょっと、疲れたわ」

「うるせぇ！　〝死神〟の泣き言なんざ聞きたくねぇ！　おいお前、大佐を連れて落ち延びろ！　全力でどっかに逃げろッ！」

「し、しかし」

　ダラスの声に、若き騎兵が動揺する。

　死を覚悟しておきながら、何故逃げるのか。仲間を見捨てて逃げるはずがない。

「奴らへの嫌がらせだ！　こいつを逃がしたとなりゃ、あの野郎に一泡吹かせられる！　ほら、さっさと行け！　振り返るなッ！」

「りょ、了解しました！」

　シェラの身体を乗せると若き騎兵が後退する。それを護衛するように、数騎が付き従っていく。

　ダラスはほくそ笑むと前を振り向く。絶好の死に場所を得た。女を庇って死ぬのならあの糞親父も文句は言うまい。最高だ。

「へっ、これが最後だ！　シェラ、あの時の借りは返したぜ！」

　ダラスと残存騎兵は、まるで悪鬼の如く、最後の力を振り絞って突撃。

　弩兵の集団へと切り込み、矢を浴びながらも奮戦した。

　彼らはシェラが逃げるまでの時間を稼ぐため、ディーナー本陣を荒らしまわった。

　一人十殺、いやそれ以上の戦果を上げ、誰もが歴戦の戦士のように勇猛果敢に戦い抜いた。

　最後は、怒り狂った歩兵の群れに馬から引きずり下ろされ、四肢を串刺しにされながらも、全員嗤いながら死んだ。

　ダラスも、マドロス家のためではなく、ただのダラスとして戦い死んだ。




　敵兵を殲滅したことで、解放軍本陣はようやく落ち着きを取り戻しつつあった。

　目前まで迫った〝死神〟の恐怖から解放されたディーナーは、震える手で己の髪を掻き毟った。

「……なんだ、これは」

　ディーナーは半壊した己の陣を見渡す。

　目の前には、解放軍兵士達の死体がある。死に顔は悲痛なものだ。

　死神の騎兵の死体を見ると、満足気に嗤いながら死んでいる。その顔は、ディーナーの無様を嘲るようだった。

　ヴァンダーが近づき、声をかけてくる。

「……ディーナー様。お怪我はありませんか？」

「なんなのだこの様は！　私はまた〝死神〟にしてやられたのか!?」

「落ち着いてください。〝死神〟は打ち払いました。貴方が勝利したのです」

「これのどこが勝利だ！　兵糧攻めで消耗させ、無駄な犠牲を抑えるつもりが何たる有様だ！」

「…………」

「わ、私は。何故、何故逃げ道を用意しなかった。何故敵を死兵にしてしまったのだ。知らぬ間に慢心していたのか」

　七千のキュロス守備兵に対し、五万で囲み兵糧攻めにした。今回の敵の突撃により、恐らく七千以上の犠牲は出ているだろう。

　ディーナーの判断は必要のない犠牲を出した。敵を無駄に追い詰め、その全てを死兵に変えてしまった。包囲戦では、敵に一カ所だけ逃げ道を用意するのは鉄則だ。だからベルタ攻めでは逃げ道を用意した。
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　生への希望をわずかに残し、敵が覚悟を決めて死兵となるのを防ぐ。分かっていたはずだった。悔やんでも悔やみきれない。

　命を弄び、愚弄しようとした代償がこれだ。──あの時、降伏を受け入れていれば。

　ディーナーは前に崩れ落ちる。勝者の姿はそこにはなかった。

　以前の自分ならば、このような判断はしなかった。解放軍勝利のために、己の憎悪など掻き消していたはずだ。解放軍は自分の全てだった。

　いつから自分は変わった？　〝死神〟に対する憎悪が、解放軍同志の命に勝ったのはいつからだ。

　ディーナーは己の変貌に苦悩する。だが、それでも〝死神〟への憎悪は消えていない。

「ディーナー様。シェラはまだ死んではおりません。追撃の許可を。私が討ち取り同志に対する手向けとします」

〝死神〟はまだ生きている。さきほどの突き刺すような殺意が脳裏を過よぎる。死への恐怖から背筋が粟立つ。

「……う、討ち取れ。なんとしてもだ。ヴァンダー、確実に殺せ。奴は、生かしておいてはならん。必ず殺せッ！」

　虚ろな瞳で呟くディーナー。常に冷静沈着で、余裕ある態度は、完全に消えていた。

「お任せを」

　ヴァンダーは手勢を連れて追撃を開始。シェラが落ち延びていった方角へと駆ける。







　キュロス西部の小さな森林地帯。シェラと若き騎兵はそこに逃げ込んでいた。

　他の騎兵の姿はない。全員、陽動となり、敵を引き付けて戦死した。

　大木にシェラを寄りかからせ、若き騎兵は怪我の手当てを行う。限界を超えて酷使した馬はさきほど潰れてしまった。

　これからは徒歩で逃げなければならない。

　突き刺さった矢を慎重に抜き、鎧を外し、一つずつ止血していく。やせ細った肌が目に入ると騎兵は視線を逸らす。

「……もう良いわ。矢に、毒が塗ってあったみたい。ここで、良い」

　シェラがか細い声で呟く。

　猛毒が塗られていた弩兵の矢。それは、〝死神〟に対して彼らが用意した処刑用兵器。

　毒はシェラの身体を急速に蝕んでいく。残りわずかの体力は、まもなく尽きる。蠟燭の残りはもうない。

「……そういう訳にはいきません」

「命令よ。軍隊では階級が絶対。良いから逃げなさい。私は、ここで良い」

　大鎌を握り締めようとするが、手に力が入らない。もう動くことが出来ない。

　若き騎兵は逡巡した後、諦めたような顔を浮かべて軽く微笑んだ。

「死んだら、腹が減らなくなりますよ大佐。死人は、腹が減りませんから」

　悪戯気味に呟く兵士を、シェラは凝視する。いつかどこかで聞いたような言葉。あれはいつ、どこだったか。

「……貴方は？」

「パンとチーズを奢る約束をしていたでしょう。チーズはありませんが、パンはあります。どうぞ」

　小さな、本当に小さなパンの切れ端を、シェラの口に押し込み、若き騎兵は立ち上がる。

　パンは血で湿っていたが、シェラは美味しいと感じた。

　周囲が騒がしくなる。潰れた馬が発見されたようだった。

　間もなく、ここにも敵兵が来る。若き騎兵は剣を抜き、シェラの前に立つ。

　解放軍の将が、茂みを掻き分けて現れた。その手には白刃煌く凶器が握られている。

「ようやく見つけたぞ。お前、今なら見逃してやる。そこをどけ」

「断るッ！　最後まで俺は戦い抜く！　シェラ隊に敗北はない！」

「そうか。ならば無理にとは言わん。死ね」

　解放軍の将と、若き騎兵が衝突する。剣が交差し両者の死闘が繰り広げられる。

　意気込みは若き騎兵の方が勝っていたが、技術と才能、経験は解放軍の将が圧倒的に上回っていた。

　十数合打ち合った後、若き騎兵は正面から斬り捨てられる。

　最後はシェラの方へと手を伸ばし、こと切れた。〝死神〟に救われた青年は、〝死神〟を庇って死んだ。

　解放軍の将が鮮血滴る剣を握り締めて、シェラへと近づいてくる。

　男の名はヴァンダー。シェラの副官だった人間だ。

「お久しぶりですね、少佐。いや、今は大佐でしたか」

「……ヴァンダー少尉か」

「いえ、俺も今では少佐に昇進しました。あの時の貴方に、ようやく追いついたという訳です」

　ヴァンダーは剣を鞘に納め、シェラを見下ろす。もう虫の息だ。何もしなくても死ぬだろう。毒矢は確かに〝死神〟を貫いた。

「…………」

「俺は、あの時の貴方に恐怖を抱き解放軍に身を投じた。ですが、結局どこも一緒でしたよ。綺麗な軍隊なんてありゃしない。この歳でそれが分かるなんて、俺もどうしようもない人間です」

　ヴァンダーは自嘲しながら語る。両方の軍隊に所属し、汚い面を嫌と言うほど見てきた。ディーナーはいわゆる汚れ役を担う人間だ。その直属のヴァンダーも既に汚れきっている。

「…………」

「貴方が〝死神〟になった原因。ようやく分かりましたよ。どうして解放軍にそこまでの憎悪を抱いているのか。……貴方の故郷を滅ぼしたのは、我々解放軍だったんですね。ディーナー様から色々と聞かされましてね。実に世の中狂ってる。大義なんてどこにもありはしません」

「……そうか、ディーナーか」

　シェラは刻み込むように呟く。絶対に忘れない。殺す。絶対に殺す。

「ええ。一が汚れ、十を生贄とし、千を救う。これは仕方のないことなんです。誰かがやらなければいけない。誰かが動かなければ、愚かな為政者により万の人間が死ぬのですから。俺は汚れる覚悟を決めた。だから──」

　ヴァンダーは、シェラの横にある大鎌を拾い上げる。大鎌は見た目に反してとても軽かった。妙に手に馴染む。以前から使っていたかのように。

「俺は貴方を殺します。〝死神〟の存在は新しい世の中に不要なんです。……貴方は殺しすぎた」

　ヴァンダーが大鎌の刃を、シェラの首筋へと当てる。シェラは抵抗しない。

　シェラの滲む視界からは、ヴァンダーが歪んで見えている。

　いつかどこかで見覚えのある、黒い影が、ヴァンダーに憑いている。

　シェラはその首筋に目を向ける。柔らかそうな喉下。シェラの食欲がどこからか湧きあがってくる。力が少しだけ戻ってくる。目に暗い光が灯りはじめた。

「せめて苦しまないよう、今楽にして差し上げる。シェラ大佐──さらばです！」

　ヴァンダーが大鎌を振り翳した瞬間、シェラは大地を蹴って飛びかかった。

　瀕死の人間が突如とった行動に、ヴァンダーは慌てふためく。手から大鎌が落ちる。

　シェラの柔らかく細い腕がヴァンダーの首に艶なまめかしく回される。

　耳元に生温い息が吹きかけられると同時に、シェラが一言だけ呟いた。

「──いただきます」




　──アルツーラへの報告。

　解放軍キュロス方面部隊は要塞の攻略に成功。敵将ラルス、〝死神〟シェラを討ち取った。

　また、混戦の最中に、ヴァンダー少佐は行方不明となる。

　以上。







『解放戦争記』において、シェラはこの戦いで死亡したとされている。

　部下を見捨て単騎で逃亡を図ったところを民兵に包囲され、最期は八つ裂きにされて殺されたと。

　アルツーラはシェラの血塗られた生涯を哀れみ、キュロス要塞に慰霊碑を建てたという。

　その碑が無銘なのは、シェラの罪が極めて重い証左でもある。

　人々の記憶から〝死神〟の恐怖が消え去るまで、彼女が許されることは決してない──という一文で締めくくられた。
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　中立都市アート。とある民家の一室。重い瞼を擦りながらカタリナは目を覚ました。

　激しく痛む頭を抱えながら、まだ生きているということを理解する。

　自分は生き残ったらしい。あの絶体絶命の状況で。

　輜重隊から食料を奪い取るまでは順調だったが、その後で敵に発見され執拗な追撃を受けていたのだ。

　矢を受け、倒れこんだところでカタリナの記憶は途絶えている。死んだはずだった。

「……こ、ここは？」

「ようやくお目覚め？　この馬鹿娘が」

　カタリナが布団を押しのけて起き上がると、口元を歪めた女がいる。

　黒髪長髪、性格が芯から捻ひねくれていそうなその表情。忘れたくても忘れられない。

　性格がとことん破綻している、三十路前の女。一応カタリナの義母に当たる。

「……どうして、私がこの家に？　私は確かに戦場にいたはずなのに」

「敵に囲まれて死にかけていたアンタを、私とお節介二名が強引に助けたから。後で礼を言っておきなさい。『人間を殺してしまったー』とか煩うるさく喚いていたから。狂戦士の癖に根性なしなのよね、あの馬鹿は」

「……どうして私の居場所が分かったの？」

「アンタの義姉のおかげ。屍兵を要塞に潜り込ませて、連れ出す機会を窺ってたみたいね。私は放っておけと言ったんだけど」

　カタリナの義姉の死霊術師。自分をこの世に戻した元凶。千の屍を操る化け物でもある。

「……私は戻らなくちゃ。こんなところで遊んでいる暇はないわ。急がなきゃ大佐が死んでしまう。そうよ、一刻も早く戻らなくてはッ！」

　カタリナは飛び上がり、支度をして出発しようとするが身体が言うことを聞かない。足元がふらつき、視界がぼやける。

「馬鹿ね。一カ月も意識が戻らなかったんだから。いきなり動ける訳がないでしょうに。分かったら大人しくしてなさい。今、ご飯を持ってきてあげるから」

　一カ月。カタリナは呆然としてその言葉を聞いた。

「わ、私は一カ月も意識を失っていたの!?」

「そうよ。そのまま死ぬかと思ったけど、悪運が相変わらず強いわね。あやうく〝また〟死ぬところだったのよ、アンタは」

「キュ、キュロスは！　私のいたキュロス要塞はどうなったの！」

「……とっくに落ちたわよ。それにユーズ王国は滅びて、新生王国が樹立されたわ。実にめでたいわね。先日まで王国領はお祭り騒ぎだったみたいよ」

　どうでも良さそうに呟く義母の言葉を聞き、カタリナは絶句した。







　キュロス、サーイェフ要塞を陥落させた王都解放軍は、アルツーラを擁して最終目的地、王都ブランカへと進軍した。

　権力を完全に掌握したファルザームは、実質上のクーデターを起こし国王クリストフを軟禁。王都ブランカを無抵抗で明け渡した。

　この際バルボラが自決している。ヤルダーとの約束を守れなかったことを恥じて命を絶ったのだ。出世を追い求め、望みどおり野心を叶えたバルボラ。最後は権力を剝奪され、誰にも看取られることなく死んだ。

　王都の民達から、諸手を挙げて歓迎される解放軍一行。反乱軍などと呼ぶ者は一人もいなかった。誰もが解放感に満ち溢れた様子で迎え入れる。

　王国は、足元の国民からも見放されていたのだ。

「お待ちしておりましたアルツーラ姫。我ら家臣一同、忠誠を誓いまする」

　直臣を引き連れたファルザームが、アルツーラ一行を出迎える。

　ディーナーは冷たく見据えると、目の前の男を拘束するように命じる。

「奸臣ファルザームを捕らえろ。悪政の元凶だ。弁解を聞く必要もない」

　いきなりの言葉に仰天したファルザームが、血相を変える。

「な、何を言うのか！　は、話が違うぞ！　ディーナー！」

「今更自分だけ許されるとでも思っていたのか。貴様の罪は万死に値する」

「ふ、ふざけるな！　私を殺せばどうなるか分かっているのかッ！　姫！　この国に再び戦乱を引き起こすおつもりか!?」

　ディーナーでは話にならぬと、アルツーラに向かって訴えるファルザーム。

　アルツーラはファルザームを睨みつけると、告げた。

「軍部のブルボン将軍、オクタビオ将軍は貴方ではなく、我らと行動を共にすると念書を交わしてあります。王都の有力者の方々もです。貴方の醜い保身欲のお蔭で、いたずらに血を流す事態は防げました。その点に関しては感謝しています」

「さ、最初から私を利用するつもりだったのか！」

「騙される方が悪い。貴方の行動理念ではありませんでしたかな。オクタビオ将軍、この愚か者を即座に拘束して頂きたい」

　ディーナーが冷淡に言い放つと、オクタビオが剣に手をかける。

「お任せを。……ファルザーム宰相、観念なさるのですな」

「オ、オクタビオ、貴様、助けてやった恩を忘れたのか！」

「何のことだか理解に苦しみますな。私は正当な王位継承者であるアルツーラ姫に忠誠を誓ったまで。専横を振るってきた逆賊に貶おとしめられる謂いわれは全くありませんな」

　オクタビオがほくそ笑む。ファルザームが時間を稼いでいる間に、ディーナーは独自に王国軍部の調略を進めていたのだ。

　ファルザームは、一人踊らされていた道化に過ぎなかった。

　他人を利用してのし上がってきた男が崩れ落ちる。周囲を武装した解放軍兵士が取り囲む。

「数万の民を死に追いやった罪は決して許されません。宰相ファルザーム。裁きの日まで、己の行いを悔い改めなさい」

「こ、こんなことは許されん！　オクタビオ！　ディーナー！　いずれ貴様らも私と同じようになるのだ！　覚えておけッ！　そしてアルツーラっ、いつまでも綺麗なままでいられると思うなッ！」

「……貴方は、何を言っているのです？」

　怪訝な表情を浮かべるアルツーラに、ファルザームはいきり立って吐き捨てる。

「大義の下に貴様の兵が何をしてきたのか、お前は知りもしないのだろうなッ！　愚かな小娘がッ──」

「衛兵！　この男を連れて行けッ！　妄言をこれ以上吐かせるな！」

　ディーナーが遮って衛兵に命じると、ファルザームは乱暴に引きずられていく。

「はっ！　来いっ！」

「く、くそっ！　私は宰相だ！　宰相なのだぞ！」

　ファルザームを庇おうとする者は一人もなく、直臣からも見放された男に待つのは「死」のみであった。

　刑の執行前、泣き喚いて抵抗するファルザームに対し、ディーナーは己の素性を耳元で打ち明ける。

　自分が何者か、何故お前を陥れるのか、何故お前は死ななければならないのか。

　ファルザームは目を見開き、ディーナーと名乗るかつての部下を驚愕して見詰める。

　茫然自失したままファルザームは断頭台にかけられ、刑は執行された。

　小姓から宰相にまで成り上がり、思うが侭に権勢を振るった男の呆あつ気けない最期だった。




　国王クリストフは、黙したまま何も語らず、抵抗することなく裁きの日を待った。

　国を治めるべき立場にありながら、政治を顧みず、民達を虐げ、幾万人もの死者を出した罪、判決は死刑以外に有り得なかった。

　王都解放から二週間後、クリストフは悪名と共に断頭台の露と消えた。ディーナーの復讐が叶った瞬間でもある。

　諜報隊員として身を粉こにして働いてきた彼を見捨て、使い捨ての駒としたファルザームとクリストフ。

　ディーナーは大義の名の下に、罪深き者達を見事に討ち果たしたのだ。

　国王の処刑後、王都では祝賀祭が大々的に開催された。新しい世の訪れ。希望に満ち溢れた未来。誰もが目を輝かせ、満面に笑みを浮かべていた。苦しみの日々は終りを告げ、戦いは終わった。後は復興を成し遂げるだけ。

　人質となっていた帝国第一皇子アレク・キーランドは解放された。この後、ユリウスの尽力により平和条約が締結されることになる。

　王国は変わる。美しき希望、アルツーラの下、王国は新しく生まれ変わるのだ。

　アルツーラ女王とユーズ新生王国の誕生である。

　王国全土が大いに沸き立ち、新生王国と新女王の誕生を祝った。




　ユーズ新生王国、歴史編纂室。ディーナーの命により創設されたこの部署は、王国の成り立ちを後世に正しく伝えるための役目を与えられた。

　千年王国を目指すディーナーは、解放戦争の正当性を記録に残さなければならない。決起から王都解放までの経緯を『解放戦争記』としてまとめるように指示を出した。

　編纂室の書記長が、一人の年老いた偏屈な書記官を叱りつけている。

「何度言わせるのだ。お前の私見で記録を改かい竄ざんするなと言っているだろう。印を入れた箇所は全て修正するように」

「書記長。私は正しい歴史を記そうとしているのです。何も間違ってはおりません」

「正しいかどうかは私が判断する。お前はただ真実を書けば良い」

「ならば修正の必要はありません。私は真実しか書いていない」

「〝死神〟については女士官だったということ以外は不明で構わん。農村出身の少女だなどと不要なことを書く必要はない」

「しかし事実です。書類も発見し、聞き取り調査も行いました」

「くだらん。王国の将達は皆私利私欲のために戦ったのだ。それ以外は記録に残す必要などない。解放軍の素晴らしい戦いぶりについてのみ、詳細に記述すれば良いのだ」

「それでは一方的過ぎます。これらの修正の必要を認められません。記録は中立的な視点からまとめなければ意味がない」

　書記長が修正を要求してきた他の一例を挙げると、『解放軍は、王国と帝国が小競り合いを行っている隙を突き、サルバドル城塞において武力蜂起した』の部分。

「これは誤りだ。解放軍は、民達からの必死の懇願を受け『止むを得ず』決起したのだ。望んで自ら武力を行使した訳ではない。間違えるな」

「事実は事実です。他にも、テナン反乱についての真相は未だ不明です。これについては更に詳細を調査しなければ……」

　老いた書記官が述べると、書記長は必要なしと吐き捨てる。

「真相は明らかだ。当時のベルタ司令官、賊将ダーヴィトによる指示であることは明白。証人は幾らでもいる」

「ダーヴィトが指示を出したという明確な証拠はありません」

「犠牲者は確かに存在する。そして虐殺を行ったのは王国兵だ。客観的証拠は幾らでもある」

「そもそもの発端が不明瞭です。テナンの領主は、何故農民を攻撃したのか。押し寄せた農民は大人数で、先に手を出せばどうなるかは分かっていたはずです。更に、臨時徴収を行ったはずなのにその記録が存在しない。奪った物資は一体どこに流れたのか。疑問点が多すぎます」

「ふん、何の問題もない。領主は私腹を肥やそうとしたのだろう。奴らは己のことしか考えていないからな」

　納得しない書記官に、書記長は付き合ってられないと書類を叩きつける。

「一番の疑問点は、テナンで蜂起した農民達が何故解放軍の旗を掲げるのか。誰が軍旗を持ち込んだのか。あまりに手際が良すぎる。まるでそれが分かっていたかのように、解放軍はベルタへと──」

　書記官の言葉を遮るように、書記長は乱暴に机を叩きつける。

「黙れ！　良いか、別にお前でなくても代わりは幾らでもいるのだ。納得がいかないのなら、今すぐ職を辞すように。旧王国に未練がある者は必要ないッ！」

「馬鹿馬鹿しいですな。捏造した歴史を記すぐらいならばその方が百倍マシだ。私は失礼させて頂く。後はお好きな歴史を作られるが良いでしょう。千年王国を目指す？　精々百年もてば良いですな」

「貴様、どうなるか分かっているのだろうなッ！」

「どうぞご自由に。今更この世に未練などありはしません。恫喝は相手を見てすることですな」

　纏めていた書類を破り捨てると、年老いた書記官は編纂室を退出する。扉を乱暴に閉めた後、老いた書記官は暗澹たる表情で嘆息した。

「歴史は勝者が作る。それでは何も変わらない。歴史から学び、反省し、過ちを繰り返さないことが重要なのだ。それを何故分からないのだ」

　すれ違う将兵達の表情は皆一様に明るい。今は良いだろう。だが、何時の日か再び過ちを繰り返すかもしれない。

　だから、戒めるためにも正しく歴史を記さなければならないのだ。何故それが分からない。理解しようとしない。

「……変わらないのではなく、変われないのか。だから、愚かな過ちを繰り返す。実に空しいことだ」

　王宮広間に飾り付けられた、アルツーラの肖像画。

　──結局何も変わらないのではないか。己の心配が杞憂に終わることを祈りながら、希望の象徴が描かれた絵を見詰め続けた。







　祝賀祭の期間中、王都ブランカの有力者達と会合を行っていたディーナー。

　周囲に武装した諜報隊員を引き連れて、王宮へと引き返していた。剣呑なまでの護衛をつけているのには理由がある。

　先日、降将オクタビオの惨殺死体が発見されたのだ。

　それも兵士達で溢れかえる兵舎内、衛兵の警備が厳しい将官室でだ。

　オクタビオは凄まじい拷問を受けた様子で、形容するのもおぞましい死に様となっていた。ディーナーは口外無用ときつく緘かん口こう令を敷き、犯人の捜索に当たった。だが、捜査状況は思わしくない。

　権力を失ったオクタビオを今更殺して、得する人間など新生王国にはいない。狂人による無差別殺人か。それとも怨恨関係か。いずれにせよ厄介事だった。

　故に、新生王国の重要人物には更に堅固な護衛をつけ、予防策を取っているという訳だ。

「……どこの狂人かは知らんが、あの殺し方は人間の仕業とは思えぬ。まさに──」

　悪魔か、〝死神〟。そう呟こうとしたディーナーの背筋に、突如として戦慄が走る。突き刺すような、覚えのある殺気を感じ取ったからだ。

　ここは王都の大通り。さきほどまであった人影がなくなっている。夜更けとはいえ異常だ。

　酒場はまだ営業中、客もいるはずだ。普段は娼婦の呼び込みも鬱陶しいまでにある。夜の歓楽街では絶対に起こりえない事態。それが何故。

　霧が濃い。気付けば、ディーナーの四方から、自然の物とは思えぬ濃霧が発生している。

　変装しているディーナーの格好は、商人が着る身軽な物である。武装と言えば、懐に忍ばせた短剣程度。

　身の危険を感じたディーナーは、周囲に潜んでいる諜報隊に指を鳴らして合図する。が、反応はない。

「誰か！　返事をしろ！」

　大声を出し直接呼びかけてみる。……応答がない。誰もいないのか。ディーナーが警戒心を強める。

　前方の霧に、黒い人影が映り始める。

「無駄よ。全員殺したから。後はお前だけ」

　少女のような高い声が語りかけてくる。

「だ、誰だ！」

「さぁ、誰かしらね？」

　からかうような声だが、濃密な殺意がそこから溢れてくる。ディーナーの肌が粟立つ。

「諜報隊、奴を殺せ！　誰か！　聞こえないのか！」

　ディーナーは慌てふためき、周囲の護衛を呼びつける。誰からも応答はない。

「オクタビオの屑は殺したわ。後は、お前に思い知らせてやろうと思って。そのために、わざわざここまで来たの」

　霧の中から小柄な人影、更にもう一つの影が映る。黒い襤褸をまとい、大鎌を携えた人外の化け物。

　少女と〝死神〟の二つの影がディーナーに近づいてくる。

「し、し、死神シェラ・ザード！　き、貴様、まだ生きていたのかッ！」

「また、食べられたから元気になったの。本当に美味しかった。何度食べても飽きない味よね。……さぁ、そろそろ始めましょうか。先にヴァンダーが逝って待ってるわよ」

「ヴァ、ヴァンダー？　き、貴様、まさかヴァンダーを喰ったのか!?　この狂人めッ！」

　ディーナーの絶叫のような問いかけを、笑いながら否定するシェラ。

「私が食べたのはもっと違うモノよ。それに私は人間は食べないの。だって、色々と不味いでしょう？」

「ふ、ふざけるな！　地獄に戻れ、死に損ないがっ！」

　ディーナーが短剣を取り出し、〝死神〟に向かって突き刺す。

　自分はこんなところで死ぬ訳にはいかない。これからが始まりだ。

　アルツーラを助け、正しい政治を行い、新生王国を豊かにする。

　死にたくない。死ぬのは嫌だ。これから栄華を摑むんじゃないか。そのために己の全てを賭けて働いてきた。汚泥に塗れても耐え抜いてきた。

　千年王国の足がかり、その土台を築くまで、まだ死ねない。死ねる訳がない。

「フフッ、死ぬのは嫌って顔してるわよ。でも大丈夫。死にたくなるようにしてあげるから」

　突き出した白刃は〝死神〟によって容易く遮られてしまった。何とかしようと必死に力を籠める。歯を食いしばる。

「私はまだ死ねない！　新生王国の土台を築くまでは私は生き続ける！　だから私は──」

「駄目よ。お前のことは絶対に殺すって決めたんだから。時間をかけてゆっくりと始末してあげる。好きなだけ泣き喚いて良いから。遠慮はいらないわよ？」

「わ、分からないのか!?　私を殺せば、今まで払った犠牲が全て無駄になるのだ！　私ならば数万、いや、数十万の民をッ」

「黙れ」

　耳障りと言わんばかりにディーナーの短剣を摑み奪い取る。赤い血を滴らせる死神。

　濡れた手で獲物の顔面を撫で回す。ナイフを肩に突き刺す。激痛で悲鳴を上げるディーナー。

「──グアアアアアッッ！」

「一が汚れて、十を生贄にして、千を救うとかヴァンダーが言ってたの。あれって貴方の考えなんでしょう？」

　己の顔をディーナーに限界まで近づける。狂気、憎悪、殺意が入り混じった〝目〟で、直視する。

「ひ、ひッ！」

「思うんだけど、一が汚れるだけで済むなんて、何だか不公平よね。だから──」

「や、やめろッ！」

　シェラと死神の影が重なり、一つになる。腰から粗末な小さい鎌を取り出す。

「お前も死ね」

　生贄に嗤いかけると、死神は作業を開始した。




　──数時間後、大通りの濃い霧が晴れると、そこにはディーナーの成れの果てがあった。オクタビオと全く同じ死に様。死に顔は、安らかとはほど遠い。

　解放戦争勝利の立役者、軍師ディーナーは、新生王国の発展を見届けることなく非業の死を遂げた。

　公式には事故死として処理され、その後別の襲撃事件が起こることはなかった。

　アルツーラはディーナーの死を悼み、大々的に葬儀を執り行った。用意された宰相の座はしばらくの間空席となる。ブレーンの死は、アルツーラにとっても痛かった。一番大事な時に頼りになる人物が消えたのだから。

　忠誠心に溢れ、知恵と決断力に富む軍師。陰から主を支える模範とすべき補佐役と『解放戦争記』には記されている。

　真実はどうであれ、当時の人々からは評価されていたのは確かである。

　それで満足したかどうかは、当人にしか分からないだろう。







　再び中立都市アート。カタリナは着の身着のままで夜の街を彷徨っていた。

　主を失い、生きるべき目的を完全に見失ったのだ。もうどうしようもない。全ては終わってしまった。

　そんな茫然自失のカタリナに、一人の修道女が声をかけてくる。彼女を哀れんだのかもしれない。

　か細い声で救いの手を差し出してくる。

「もし、そこの方。進むべき道を見失われたのですか？」

　正しい道に導くのが、星教に身を捧げた者の役目である。今のカタリナからすると、余計なお世話に他ならない。

「……放っておいて。私は星神なんて信じないの。星教会なんて糞くらえよ！」

　カタリナは振り払って、前へと進もうとする。目的地などない。もう死んでしまおうかとも思っている。

　ローブを被った修道女は、カタリナの行く手を遮る。小さな身体の癖に、妙に威圧感がある。

　よく見ると、似つかわしくない長柄の武器を背負っている。刃は白布で隠されているが。儀礼用に使うのだろうか。

　カタリナは思わず眉を顰めた。邪魔臭いことこの上ない奴に捕まってしまったと舌打ちする。

「貴方が星神を信じないのは何故ですか？」

「神なんてものが本当にいるなら、この腐った世界を助けてくれるはずでしょうが。それをしないってことは、いないか、とんだ糞野郎ってことよ。理解したならどいてくれる？　通行の邪魔よ」

　カタリナが押しのけようとするが修道女は動こうとしない。強引に押そうとしてもビクともしない。小柄な身体のどこにそんな力があるのか。

　カタリナは息を荒らげる。

　修道女が被ったフードの下から笑みを浮かべる。

「星神はいないかもしれない。でもね、〝死神〟は確かにいるわよ。私が保証してあげる」

「……え？」

「〝死神〟は間違いなくいる。だって食べたことがあるから。結構美味しいのよ。柔らかくて」

　フードを外すと、そこには。カタリナが仕えるべき上官の姿があった。

「……た、たたたた、大佐!?　シェ、シェ、シェラ大佐!?　ご、ご、ご無事だったのですか！」

「今は、シスター・シェラよ。フフ、王国軍大佐からシスターへの転職。自分でも驚いちゃうわよね」

「シ、シシシ、シスター!?」

　再び絶叫するカタリナ。眼鏡が完全にずれ落ちている。

「そういうこと。王国が乗っ取られちゃって、誰が反乱軍だか分からないでしょう」

「は、はい」

「だから、座り込んで考えてたの。そうしてたら、星教会の人に連れて行かれて、パンをご馳走になって、説法を延々と聞かされて、いつの間にかシスターになってたって訳」

　全く理解出来ないカタリナだが、嬉しいことに変わりはない。飛び上がって喜びたいほどだ。人目がなければ叫んでいただろう。

　とにかく、再びシェラに会えて本当に良かった。また共に戦うことが出来る。自分はまだ生きているのだから。

「……こ、これからどうなさるのですか？」

「力を蓄えるわ。ちょっと頑張りすぎたから。それに、私が生きている限り、騎兵隊は死ぬことはないわ。だから、大丈夫。シェラ隊に敗北はないの」

「……わ、私も、また、ご一緒して宜しいですか？」

「勿論よ。貴方は私の副官でしょう。今度はこの糞みたいな新生王国を潰そうと思って。反乱軍の屑が作った国なんて不愉快だし。でもちょっと大変そうだから、少し力を蓄えないといけないわ」

「そ、そうですね」

「星教会でね、異端審問官を募集するらしいの。私も応募してみようと思って。フフっ、楽しみでしょう。奴らが大義の下に殺したように、私は神の名において殺すの。反乱軍のあぶりだしにも丁度良いわ」

　修道服を着たまま、獰猛に微笑むシェラ。星十字代わりに大鎌を背負っている。妙に絵になっていた。

　異端審問官という職務は恐ろしいほど似合いそうだ。

「た、大佐は星教徒でしたか？　一度もお祈りしているのを見たことがないのですが」

「違うわ。食べ物をくれたから教会にいるだけよ。お祈りを聞いてると、お腹が空いて死にそうになるのよね。この前は本当に死ぬかと思ったわ」

「そ、そうですか」

「とりあえずご飯にしない？　私お腹が空いちゃったわ」

「でしたら、私美味しいお店知っています！　ここは私の庭みたいなものですから！」

　修道服を着た死神と、ピンクの寝巻き姿の死霊術師が街の雑踏に消えていく。

　カタリナはふと長年の疑問を口にした。今を逃したら聞けそうになかったから。

「……そういえば大佐。大佐の三つ目の目的は叶ったのですか？」

「ええ、叶ったわよ」

「な、何だったのか伺っても宜しいですか？」

「貴方が何故ピンクの寝巻きにリボンなのか教えてくれたら、良いわよ。……実はね、さっきから目が痛いのよ」

　カタリナの明るいピンク塗れの様相を見て目を擦るシェラ。周りの景色までピンクに見えてくる。

「……も、申し訳ありません」

「別に良いのよ。で、何でピンクなの？」

「……そ、それはまた次の機会に」

　すれ違う者達が一体どういう組み合わせだと物珍しそうに見てくるが、二人が気にすることはなかった。

　やがて目的地に到着すると、意気揚々と入店していった。




　──シェラ騎兵隊、残存二名。
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　アルツーラ率いるユーズ新生王国は、多神教に肯定的な姿勢をとったため、星教会から徐々に敵視されるようになる。アルツーラの博愛主義が裏目に出たのだ。

　更にクリストフが行っていた多額の寄付の打ち切りを決定。星教保護政策の撤回を発表した。

　これにより関係は完全に悪化。アルツーラは星教会から異端扱いされる羽目となる。

　また旧王国、新生王国の有力者達の派閥争いも激化し、アルツーラはその舵取りに苦心させられる。

　ディーナーが無理矢理抑え込んでいたものが一気に溢れ出したのだ。

　政治というのは取捨選択である。誰もが幸せになれる世などありはしない。

　理想と現実の狭間で悩み、苦しみ、最後は絶望し、心労から病に倒れた。

　彼女は齢三十にて早世したため、その後はユリウスが後見役となり幼い長子が新国王となった。

　国家同士の諍いはひとまず収まったように見えたが、利権、宗教、人種による対立が激化するのはこの時代からである。

　アルツーラの目指した、「誰もが苦しまず、希望を持つことが出来る世界」とはほど遠い現実がそこにはあった。




　三十年が経ち解放戦争の記憶も薄れて来た頃、歴史は再び繰り返された。千年王国は成らなかったのだ。

　実質的な政務を執り行ってきたユリウスの死後、帝国は介入を強化し王国を併合せんと再び圧力を加えてきた。

　国王は恫喝に屈し様々な要求を呑むことになり、王国の財政は徐々に逼迫し始めた。これを補うために、一度は削減した税率を再び上げざるを得なくなる。

　国王の惰弱な施策に反発する諸侯達が独立の機運を高め、王国は再び内乱状態へと突入する。

　致命的だったのは、国王が独断で行った星教弾圧政策である。星教会に対し信仰税を課すという暴挙に出たのだ。

「教徒の数だけ一定の金額を王国に納めるべし。さすれば王国内での信仰は保障される」

　国王の唱えた弾圧政策に対し、星教会は新生王国との決別を宣言。「不当な弾圧に抵抗し、武力により異端を滅ぼせ」との勅令を全教徒に下す。

　これにより王国内で星教徒達による武力蜂起が頻発することになる。各有力諸侯もその一団に加わり、武力蜂起はやがて革命へと繋がっていく。

　仮かり初そめの平和は終りを告げた。







　──黒煙の上がるキュロス要塞。

　苔むした無名の石碑の前に、一人の女将官がいた。祈りを捧げている訳ではない。ただ興味深そうにジッと観察しているのだ。

　女将官の傍に、ピンクのローブに身を包んだ魔術師が近づいてくる。ローブには星教会の紋章が刻まれている。

　顔はフードで隠れているために窺うことは出来ないが、病的なまでに青白い首筋が覗いている。

「閣下。何をご覧になっているのですか？」

「これを見てね。面白い物があるらしいから探してたの。私の慰霊碑らしいわよ、これ」

　女将官は一冊の本を取り出すと、魔術師に放り投げる。本には『解放戦争記』と記されている。

　内容を一瞥した後、魔術師は不快そうに鼻を鳴らした後、手から炎を迸らせ、一瞬で本を塵灰とした。

「こんなくだらない本はこの世に存在していてはいけません。都合よく捏造された下劣な本ですから。閣下の歴史は、いずれ私がまとめますのでご安心を」

　凄まじく美化されたとんでもないモノが出来そうだと思ったが、口には出さなかった。

　万が一出来上がってしまったら、世に出る前に始末することを決定する。

「死人の癖に血の気が多いわね。そういうものなのかしら」

「はい。そういうものです。この身体になってから多少凶暴性が増してしまいました」

　そうなんだと呟くと、女将官は立ち上がり、大鎌を振るって慰霊碑を粉砕した。

　屑共によって作られたこんな紛い物は必要ない。彼らにはもっと相応しいものがあるのだから。

「すっきりしたって顔しているわよ。顔色は悪いくせに」

「閣下がなさらなければ、私がやっていました」

　フードの下で、眼鏡の位置を直している。口元がほどよく歪んでいる。

「貴方に任せると要塞ごと吹き飛ばしそうだから、私がやったのよ。ここは懐かしの我が家だから」

　以前よりも伸びた茶髪を掻き上げて、大きく伸びをする。清々しい風に、照りつける日光。

　きっと良い作物が育つだろう。たとえ枯れてしまっても、焼き尽くされてしまっても、また育てれば良いのだ。

「……戦いが終わったら、ここに？」

「ええ。彼らとの約束を守らないといけないわ。要塞を埋め尽くすように芋畑にするの。取れた芋は、私と仲間達で美味しく頂くわ。貴方は死んでるから、いらないかしらね」

　悪戯っぽく微笑みかけると、魔術師は口を尖らせる。

「私も閣下の副官ですから勿論頂きます。どこまでもお供します」

「でも、死人はお腹が減らないんでしょう？　昔聞いたことがあるのよ」

「いえ、減りますよ。死んでるから余計に減ります。死んでから分かりました」

「そうなんだ。それは新発見ね。それじゃあこれをあげるわ」

　布袋から胡桃を二つ取り出すと、ピンクの魔術師──死霊術師に手渡す。

「あ、ありがとうございます！」

　顔色の悪い女は、嬉しそうに微笑むと手でコロコロと転がし始めた。

「油断すると直ぐに別の物を転がしているから。趣味が悪いから止めろと言っているでしょう」

「も、申し訳ありません」

「何度言えば分かるのかしら」

　軽口を叩き合っている両者の下に、黒の法衣をまとった伝令がやってくる。

「閣下！　出撃準備が整いました！」

「──分かったわ。直ぐに行くとベローチェに伝えなさい」

「はっ！」

　ベローチェ・ゲールが率いる黒の重装歩兵。祖父譲りの荒々しい気性を受け継いだ女士官。

　今回の戦いでも大いに活躍することだろう。不屈のヤルダーの名を継ぐ者として。

　伝令が立ち去るのを見届けると、死霊術師が話しかける。

「これで、終わりますね」

「いや、これからよ。〝反乱軍〟の連中は皆殺し。忙しくなるわよ」

「お任せ下さい。あの時の借りを返してやりましょう」

「期待しているわ。何なら貴方とベローチェが指揮を執っても良いのよ？　私はそういうの向いていないから」

「……それは遠慮しておきます。以前も申し上げた気がしますが」

「そう？　それじゃあ仕方がないわね」

　マントを翻すと、死神は大鎌を担いで悠然と歩き始める。

　その後に死霊術師が恭しく続いていく。背後には黒鎧に身を包んだ殉教者達が隊列を組んで行進する。

〝死神〟がふと空を見上げると、白いカラスが塔の周りを飛んでいた。

　塔には黒地に白い凶鳥の紋章が入った軍旗が誇らしげに掲げられている。

「三度目の機会は、どうやらなさそうね」

　死神は心から愉しそうに笑った。







　ユーズ新生王国に解放戦争当時の勢いはなく、主な将官と王家の一族は全て虐殺された。

　ユーズ王国の血統はこれで完全に途絶えることになる。

　英雄の一族も、ベフルーズ、フィンを筆頭にその殆どが死に絶えた。民達のために戦った英雄の子孫達が、皮肉にもその民に殺されたのだ。

　星教徒達の武力蜂起は帝国、諸国連合にも伝播し、ムンドノーヴォ大陸は地獄の釜ともいうべき状態に陥る。

　星教会の旗の下に覇権を争い、領土拡張を目指していく群雄割拠の時代。平和な時代の訪れはまだまだ先になりそうだった。




　また、星教徒革命の一団に〝死神〟の姿を見たという者もいたが、詳細は一切不明である。

　ただ、大鎌を持った若き女将官と黒き騎兵達が、比肩する者のない戦果を上げたと星教会の資料には記録されている。

　王都制圧後、手勢と共に行方をくらませたとだけ記され、女将官の名前は残されてはいない。

　消息を絶つ前夜、ある屋敷跡にて賑やかな祝賀会を挙げていたという奇妙な逸話も残された。







　──〝死神〟は、約束を守る。
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